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総明会の会名は、初代校長の鵜澤總明先生のお名前をいただき、かつ
明治中学校・高等学校同期会と同窓生の総体の連帯を意味するものとし
て昭和59年開催の第20回総会で命名されました。現在は、「總明会」と
いう表記が正式であることを認識しつつ、日本における漢字表記の基準
である略字＝標準字体（新字体）を採用し、「総明会」と表記しています。
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第51回
総会・懇親会のご案内

第51回
総会・懇親会のご案内

拝啓
仲秋の候、明治大学付属明治高等学校・中学校卒業生の皆様におかれましては、ますます
ご清祥の事とお慶び申し上げます。
　今年も、総明会総会・懇親会の開催時期が近付いてまいりました。今年は私たち昭和６３
年卒「昭和戊辰乃会」が幹事学年を務めさせていただきます。皆様、どうぞよろしくお願い申
し上げます。昨年、総明会が発足してから５０年目の節目を迎えました。今年は、新たな次の
時代へと踏み出す第一歩の年となります。
　「５１年目の挑戦」-総明会にもっと若い世代の明治高校・中学校卒業生が、もっと多く参加
し、総明会をもっと大きく、もっと躍動的にしたいという想いを込めて、このテーマとしました。
　また、母校は創立１００年を越え、数多の明治高校・中学校を卒業された諸先輩方が全
国で、全世界で、各方面でご活躍されております。明治高校・中学校の先輩後輩の絆は、他
校の先輩後輩・同窓よりも強力な絆があります。人生を生きていく上で、この強力なネット
ワーク、人財の宝庫を利用しないことは、大きな損失だと考えます。
サブテーマは「総明会という財産」-総明会がすべての明治高校・中学校卒業生の財産とな
るように想いを込めました。
　今年は久し振りに、駿河台の明治大学アカデミーコモンを会場としました。
明治大学付属明治高校・中学校の旧校舎もすぐ近くにあります。
　皆様、ご多用の極みとは存じますが、一日だけ頂戴できませんか？大いに飲んで、歌って、
皆で１０代のあの頃へ戻りましょう！皆様のお越しをお待ち申し上げております。

敬具

今年は駿河台に集合だ ！

日　　時：平成27年11月7日（土）

受　　付：午後2時30分～

総　　会：会場 明治大学大学会館3F 第1会議室
　　　　　午後3時～

懇 親 会：会場 明治大学アカデミーコモン 2F
　　　　　午後4時～

51年目の挑戦51年目の挑戦
～総明会という財産～～総明会という財産～

アカデミーコモン外観

アカデミーコモンエントランス
左のエスカレータをご利用ください

〒101-8301　東京都千代田区神田駿河台1-1

差し替え原稿作成中
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会費のご案内会費のご案内
今年もあります！ 便利な事前納付！ お得です！今年もあります！ 便利な事前納付！ お得です！

会費事前納付振込先会費事前納付振込先 ゆうちょ銀行 振替口座ゆうちょ銀行 振替口座 昨年と
違います
昨年と

違います

昨年と
違います
昨年と

違います

本年も会費事前納付制度を実施致します。当日のお支払いにくらべ、
1,000円割引させていただきます。ぜひ、ご利用ください。
事前納付のお振込先につきましては、下記をご覧ください。

本年も会費事前納付制度を実施致します。当日のお支払いにくらべ、
1,000円割引させていただきます。ぜひ、ご利用ください。
事前納付のお振込先につきましては、下記をご覧ください。

 当日払い 事前納付 
一般会員（昭和49年から平成15年までのご卒業） 10,000円 → 9,000円
シニア会員（昭和48年以前のご卒業） 8,000円 → 7,000円
ヤング会員（平成16年から23年までのご卒業の社会人） 6,000円 → 5,000円
学生会員（大学生・大学院生） 3,000円 → 2,000円
ご同伴者（上記会員が同伴する会員以外の方） 5,000円 → 4,000円

 当日払い 事前納付 
一般会員（昭和49年から平成15年までのご卒業） 10,000円 → 9,000円
シニア会員（昭和48年以前のご卒業） 8,000円 → 7,000円
ヤング会員（平成16年から23年までのご卒業の社会人） 6,000円 → 5,000円
学生会員（大学生・大学院生） 3,000円 → 2,000円
ご同伴者（上記会員が同伴する会員以外の方） 5,000円 → 4,000円

楽しめる企画が盛りだくさん！
あの日に戻ってお祭りだ！

気の合った同窓、先輩・後輩たちと、元部活
仲間たちと、男坂で、記念撮影しませんか？
きっとフェイバリットな写真になるはずです！

●時間：午後1時～3時
※当日は、幹事学年スタッフが、皆様の撮影をお
手伝いさせていただきます。但し、スタッフは撮
影補助、順番整理のみとさせていただき、現像、
プリント、焼増しは行いませんので予めご了承く
ださい。

懇親会の会場を旧上履カラーでエリア分け
します！在校時に履いていた上履の色と同じ
色のエリアにお入りください。同じ色のエリ
ア内には６年ごとの先輩・後輩が集合するの
で、同窓を見つけやすいし、先輩・後輩と話
のネタなること間違いなし！今こそネットワー
クを作るチャンスです！もちろん上履カラー
のない世代にも該当する年代のカラーエリ
アに参加していただきます。
※事前に年整理が必要なため、出欠ハガキに「卒
業年次」をお忘れなくご記入ください。
※また、当日参加の方は、幹事学年スタッフに
「卒業年次」をお伝えください。 欠かせない校歌斉唱。今回の懇親会では

誰もが願った、あの熱い想いを臨場感
たっぷりにお送りします。乞うご期待を！！！

懐かしい体育祭での四季別チームも復活です！
生まれ月に応じて春・夏・秋・冬の４チームに分
かれてチーム対抗戦を行います！同じチームを
応援して、優勝をめざせ！レアな応援歌も聴けま
す！もちろん、体育祭を知らない世代にも該当す
るチームに参加していただきます。
※事前に整理が必要なため、出欠ハガキに「生まれ
月」をお忘れなくご記入ください。

男坂で記念撮影しませんか
事前企画　その①

懇親会会場を
旧上履カラーでエリア分け

春・夏・秋・冬チーム対抗戦
懇親会企画　その②

校歌斉唱も臨場感たっぷりに
懇親会企画　その③

１．開会の辞
２．会長挨拶
３．議長選出
４．書記選出
５．議事進行
　　　第一号議案　会務報告
　　　第二号議案　会計報告
　　　第三号議案　監査報告
　　　第四号議案　会長及び副会長選出
　　　第五号議案　その他
６．閉会の辞

第51回総明会 総会 式次第（案） 

懇親会企画　その①

10月23日（金）までに納付をお願い致し
ます。入金確認のため、氏名の前に卒業年
を入れてください。ATMでの振込名義の変
更は可能です。

記　　号：00180-5
番　　号：765112
名　　義：第51回総明会総会懇親会
名義カナ： ダイゴジュウイッカイソウメイカイ
　　　　　ソウカイコンシンカイ

三菱東京ＵＦＪ銀行三菱東京ＵＦＪ銀行
支 店 名：神田支店（店番331）
預金種類：普通預金
口座番号：0351910
名　　義：第51回総明会総会懇親会　平井　肇
名義カナ：ダイゴジユウイチカイソウメイカイ
                 ソウカイコンシンカイ  ヒライ  ハジメ

個人名義の同行口座間のATMおよびイン
ターネットバンキングを利用した振込は無
料です。ATMご利用の場合、時間外手数料
が発生するケースもございます。

※なお、恐縮ではございますが、一旦納付いただ
いた会費は、ご返金できません。予めご了承く
ださい。当日ご欠席された場合も、同様にご返
金できません。貴重な浄財といたしまして、総
明会活動に利用させていただきます。

※誠にお手数ながら、出欠につきましては、同封
の葉書にて又は総明会ホームページよりご連
絡をお願いいたします。なお、出席のお知らせ
をいただいていない方でも、直前に出席可能
になった方など、ご連絡をいただかなくても出
席可能ですのでお気軽にお運びください。

　総明会ホームページ
　http://meiji.cside7.com

例：昭和年代卒業の方→63 メイジ タロウ
　　平成年代卒業の方→ヘイ15 メイジ ハナコ

今年は土曜日開催！
同期会の一次会に使ってください！！
みなさまのお越しを心からお待ち申しあげております！
二次会は別冊の「せっかく行くなら総明会のお店」をご活用ください！！

2015会報本文.indd   4 15/09/07   19:15



5

会費のご案内会費のご案内
今年もあります！ 便利な事前納付！ お得です！今年もあります！ 便利な事前納付！ お得です！

会費事前納付振込先会費事前納付振込先 ゆうちょ銀行 振替口座ゆうちょ銀行 振替口座 昨年と
違います
昨年と

違います

昨年と
違います
昨年と

違います

本年も会費事前納付制度を実施致します。当日のお支払いにくらべ、
1,000円割引させていただきます。ぜひ、ご利用ください。
事前納付のお振込先につきましては、下記をご覧ください。

本年も会費事前納付制度を実施致します。当日のお支払いにくらべ、
1,000円割引させていただきます。ぜひ、ご利用ください。
事前納付のお振込先につきましては、下記をご覧ください。

 当日払い 事前納付 
一般会員（昭和49年から平成15年までのご卒業） 10,000円 → 9,000円
シニア会員（昭和48年以前のご卒業） 8,000円 → 7,000円
ヤング会員（平成16年から23年までのご卒業の社会人） 6,000円 → 5,000円
学生会員（大学生・大学院生） 3,000円 → 2,000円
ご同伴者（上記会員が同伴する会員以外の方） 5,000円 → 4,000円

 当日払い 事前納付 
一般会員（昭和49年から平成15年までのご卒業） 10,000円 → 9,000円
シニア会員（昭和48年以前のご卒業） 8,000円 → 7,000円
ヤング会員（平成16年から23年までのご卒業の社会人） 6,000円 → 5,000円
学生会員（大学生・大学院生） 3,000円 → 2,000円
ご同伴者（上記会員が同伴する会員以外の方） 5,000円 → 4,000円

楽しめる企画が盛りだくさん！
あの日に戻ってお祭りだ！

気の合った同窓、先輩・後輩たちと、元部活
仲間たちと、男坂で、記念撮影しませんか？
きっとフェイバリットな写真になるはずです！

●時間：午後1時～3時
※当日は、幹事学年スタッフが、皆様の撮影をお
手伝いさせていただきます。但し、スタッフは撮
影補助、順番整理のみとさせていただき、現像、
プリント、焼増しは行いませんので予めご了承く
ださい。

懇親会の会場を旧上履カラーでエリア分け
します！在校時に履いていた上履の色と同じ
色のエリアにお入りください。同じ色のエリ
ア内には６年ごとの先輩・後輩が集合するの
で、同窓を見つけやすいし、先輩・後輩と話
のネタなること間違いなし！今こそネットワー
クを作るチャンスです！もちろん上履カラー
のない世代にも該当する年代のカラーエリ
アに参加していただきます。
※事前に年整理が必要なため、出欠ハガキに「卒
業年次」をお忘れなくご記入ください。
※また、当日参加の方は、幹事学年スタッフに
「卒業年次」をお伝えください。 欠かせない校歌斉唱。今回の懇親会では

誰もが願った、あの熱い想いを臨場感
たっぷりにお送りします。乞うご期待を！！！

懐かしい体育祭での四季別チームも復活です！
生まれ月に応じて春・夏・秋・冬の４チームに分
かれてチーム対抗戦を行います！同じチームを
応援して、優勝をめざせ！レアな応援歌も聴けま
す！もちろん、体育祭を知らない世代にも該当す
るチームに参加していただきます。
※事前に整理が必要なため、出欠ハガキに「生まれ
月」をお忘れなくご記入ください。

男坂で記念撮影しませんか
事前企画　その①

懇親会会場を
旧上履カラーでエリア分け

春・夏・秋・冬チーム対抗戦
懇親会企画　その②

校歌斉唱も臨場感たっぷりに
懇親会企画　その③

１．開会の辞
２．会長挨拶
３．議長選出
４．書記選出
５．議事進行
　　　第一号議案　会務報告
　　　第二号議案　会計報告
　　　第三号議案　監査報告
　　　第四号議案　会長及び副会長選出
　　　第五号議案　その他
６．閉会の辞

第51回総明会 総会 式次第（案） 

懇親会企画　その①

10月23日（金）までに納付をお願い致し
ます。入金確認のため、氏名の前に卒業年
を入れてください。ATMでの振込名義の変
更は可能です。

記　　号：00180-5
番　　号：765112
名　　義：第51回総明会総会懇親会
名義カナ： ダイゴジュウイッカイソウメイカイ
　　　　　ソウカイコンシンカイ

三菱東京ＵＦＪ銀行三菱東京ＵＦＪ銀行
支 店 名：神田支店（店番331）
預金種類：普通預金
口座番号：0351910
名　　義：第51回総明会総会懇親会　平井　肇
名義カナ：ダイゴジユウイチカイソウメイカイ
                 ソウカイコンシンカイ  ヒライ  ハジメ

個人名義の同行口座間のATMおよびイン
ターネットバンキングを利用した振込は無
料です。ATMご利用の場合、時間外手数料
が発生するケースもございます。

※なお、恐縮ではございますが、一旦納付いただ
いた会費は、ご返金できません。予めご了承く
ださい。当日ご欠席された場合も、同様にご返
金できません。貴重な浄財といたしまして、総
明会活動に利用させていただきます。

※誠にお手数ながら、出欠につきましては、同封
の葉書にて又は総明会ホームページよりご連
絡をお願いいたします。なお、出席のお知らせ
をいただいていない方でも、直前に出席可能
になった方など、ご連絡をいただかなくても出
席可能ですのでお気軽にお運びください。

　総明会ホームページ
　http://meiji.cside7.com

例：昭和年代卒業の方→63 メイジ タロウ
　　平成年代卒業の方→ヘイ15 メイジ ハナコ

今年は土曜日開催！
同期会の一次会に使ってください！！
みなさまのお越しを心からお待ち申しあげております！
二次会は別冊の「せっかく行くなら総明会のお店」をご活用ください！！
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「
51
年
目
の
挑
戦
」の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
を
掲
げ

て
昭
和
63
年
卒
・
昭
和
戊
辰
乃
会
の
方
々
が

今
年
の
幹
事
学
年
と
し
て
日
々
活
躍
し
て
お

り
ま
す
。

関
係
者
の
ご
努
力
に
心
か
ら
感
謝
す
る
と
共

に
、一
人
で
も
多
く
の
卒
業
生
の
皆
様
の
ご
参
加

を
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、昨
年
は「
総
明
会
創
設
50
周
年
」の
節

目
の
年
度
で
あ
り
ま
し
た
。振
り
返
り
ま
す
と

母
校
の
１
０
０
周
年
事
業
に
全
精
力
を
傾
け
て

参
り
ま
し
た
が
、興
奮
も
覚
め
や
ら
ぬ
間
に
総

明
会
創
設
50
周
年
事
業
に
取
組
ん
で
参
り
ま

し
た
。お
陰
様
で
式
典
も
成
功
裡
に
終
わ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
が
、重
要
な
事
は
総
明
会
50

周
年
記
念
誌
を
発
刊
す
る
事
で
あ
り
ま
す
。会

報
と
同
時
に
総
明
会
全
会
員
の
皆
様
に
無
償
で

刊
行
す
る
事
を
事
業
計
画
の
柱
と
し
て
挑
戦
し

て
参
り
ま
し
た
。お
陰
様
で
皆
様
の
ご
協
力
に

よ
り
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
事
を
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

会
員
皆
様
の
ご
寄
稿
に
よ
り
ま
し
て
、会
員

相
互
の
歴
史
の
和
が
広
が
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ

ま
す
。今
を
伝
え
る
事
で
歴
史
が
蘇
っ
て
参
り

ま
す
。正
し
い
歴
史
を
知
ら
ね
ば
未
来
は
語
れ

ま
せ
ん
。約
二
年
強
の
編
集・取
材
を
重
ね
て
周

年
委
員
会
の
も
と
、会
報
委
員
会
を
中
心
と
し

た
編
纂
委
員
会
が
活
動
を
し
て
参
り
ま
し
た

が
、休
み
を
返
上
し
て
活
躍
さ
れ
た
委
員
会
に

対
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

50
周
年
記
念
誌
が
発
刊
さ
れ
ま
す
と
、何
年

も
続
い
た
重
要
行
事
や
募
金
活
動
等
は
当
分

あ
り
ま
せ
ん
。然
し
乍
ら
新
た
な
総
明
会
の
挑

戦
は
ス
タ
ー
ト
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

同
窓
会
の
伝
統
と
は
革
新
の
連
続
で
あ
り
、

良
い
事
に
挑
戦
し
発
展
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
後
輩
達
に
繋
げ
て
行
か
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。し
か
し
、今
の
教
育
は
知
識・学
力
を
積
ん

で
ゆ
け
ば
、そ
れ
が「
生
き
る
力
」に
結
び
つ
く
と

考
え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。い
く
ら
知
識
を
集

積
し
て
も「
生
き
る
力
」に
は
な
り
ま
せ
ん
。

知
識
を
知
恵
に
昇
華
す
る
た
め
に
は
、人
間

と
の
関
り
を
大
事
に
す
る
こ
と
が
特
に
必
要
で

あ
り
ま
す
。総
明
会
の
役
割
も
こ
こ
に
在
る
と

考
え
ま
す
。将
来
を
担
う
若
手
の
会
員
が
慕
う

会
に
す
る
に
は
、魅
力
と
実
利
が
伴
わ
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。奉
仕
の
精
神
と
同
時
に
大
事
な
事

は
、母
校
の
先
生
方
と
総
明
会
の
協
力
関
係
が

不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。平
成
27
年
は
良
好
な
信

頼
関
係
の
基
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
標
に
フ
ェ
ン

シ
ン
グ
部
が
同
好
会
と
し
て
復
活
し
ま
し
た
。

ま
た
組
織
委
員
会
の
部
会
と
し
て
新
た
に

「
法
曹
部
会
」を
創
設
致
し
ま
す
。魅
力
と
実

利
の
あ
る
部
会
や
交
流
会
を
整
え
て
先
輩・後

輩
諸
氏
が
共
に
語
ら
う
場
を
築
い
て
行
く
事
が

将
来
最
も
大
切
で
有
る
と
考
え
ま
す
。

総明会　新たな挑戦

明治大学付属
明治高等学校・
中学校同窓会
総明会会長

尾島育四郎
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昨
年
の
総
明
会
創
設
50
周
年
記
念
の
総

会
に
引
き
続
き
、本
年
明
治
大
学
駿
河
台

キ
ャ
ン
パ
ス
で
第
51
回
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。新
し
い
半
世
紀
の
ス
タ
ー
ト
の
年
と
な
り

ま
す
。

明
治
中
学
校
・
明
治
高
等
学
校
の
校
長
職

と
し
て
２
年
目
と
な
り
ま
し
た
が
、こ
の
学

校
で
の
生
活
を
積
み
重
ね
て
い
る
う
ち
に
し

だ
い
に「
名
門
校
」と
し
て
の
質
量
を
感
じ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。金
子
前
校
長
時

代
よ
り
は
じ
ま
っ
た
教
育
改
革
は
、様
々
な

問
題
や
障
害
に
躓
き
な
が
ら
も
着
実
に
良
い

方
向
に
転
化
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。昨

年
は
、東
京
理
科
大
学
の「
ぼ
っ
ち
ゃ
ん
科
学

賞
」の
最
優
秀
賞
と
学
校
賞
、朝
日
新
聞
主

催
の「
ど
く
し
ょ
甲
子
園
」で
の
全
国
優
勝
に

あ
た
る
最
優
秀
賞
、ベ
ネ
ッ
セ
が
行
う
学
力

推
移
テ
ス
ト
で
、全
国
５
５
０
校
中
、中
学
3

年
生
の
数
学
の
平
均
点
が
第
１
位
、そ
し
て

最
近
の
３
年
間
に
お
い
て
，毎
年
７
〜
８
名
の

明
高
出
身
者
が
大
学
学
部
在
学
中
に
公
認

会
計
士
試
験
に
合
格
し
て
い
ま
す
。ま
た
、国

公
立
大
学
へ
の
進
学
者
も
着
実
に
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

今
年
の
高
校
３
年
生
は
、明
治
大
学
へ
の

推
薦
を
得
る
た
め
に
は
通
算
成
績
に
加
え
、

英
検
２
級
合
格
と
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
４
５
０
点
以

上
が
求
め
ら
れ
ま
す
。現
在
、95
％
の
生
徒
が

英
検
２
級
を
ク
リ
ア
し
た
と
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。今
や
明
治
高
校
３
年
生
は
、明
治
大

学
の
10
学
部
か
ら
も
っ
と
も
欲
し
い
人
材
と

認
め
ら
れ
、大
学
進
学
後
は
明
治
大
学
の
グ

ロ
ー
バル
化
を
担
う
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
ご
存
じ
の
よ
う
に
、明
治
高
校

で
は
受
験
指
導
を
し
て
い
ま
せ
ん
。有
名
大

学
に
ど
れ
だ
け
の
合
格
者
を
出
す
か
が
高
校

の
評
価
と
な
っ
て
い
る
現
在
、明
治
高
校
の

存
在
意
義
は
わ
が
国
で
は
異
彩
を
放
つ
も
の

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。明
治
高
校
の
偏
差
値

は
、全
国
５
位
に
位
置
し
、も
し
受
験
指
導
を

し
た
な
ら
ば
そ
れ
な
り
の
成
果
を
生
む
こ
と

は
可
能
で
す
。し
か
し
、有
名
大
学
に
入
学
さ

せ
る
こ
と
が
明
治
高
校
の
存
在
意
義
で
は
な

く
、将
来
の「
健
兒
」と
し
て
そ
の
名
に
価
す

る
だ
け
の
内
容
を
伴
う
人
材
と
し
て
、誠
実

で
心
身
と
も
に
逞
し
く
、健
や
か
に
成
長
す

る
と
い
う「
質
実
剛
健
」の
精
神
を
有
し
、ま

た
私
学
の
雄
と
し
て
学
問
の
独
立
、自
由
を

保
ち
、自
治
の
精
神
を
養
い
、人
格
の
完
成
を

図
る
こ
と
に
よ
り
官
立
よ
り
も
勝
る
存
在
に

な
る
と
い
う「
独
立
自
治
」の
精
神
を
併
せ
持

つ
人
材
の
育
成
こ
そ
が
本
校
の
使
命
だ
と
思

い
ま
す
。

「
名
門
校
」と
し
て
の
歴
史
と
意
味
を
重
く

受
け
止
め
、「
第
一
級
の
人
物
」と
し
て
の
総
明
会

会
員
を
送
り
出
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「名門校」としての存在

明治大学付属
明治高等学校
明治中学校　校長

安藏伸治
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E-mail: masao@g03.itscom.net

祝 第51回 総明会総会・懇親会

昭和戊辰乃会
昭和63年卒

（しょうわぼしんのかい）

第51回総明会総会・懇親会
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本
年
度
の「
第
１
５
３
回
芥
川
賞
」に
明
治
高
校
の

平
成
16
年
卒
業
生
で
あ
る
羽
田
圭
介
さ
ん
の
作
品「
ス

ク
ラ
ッ
プ・ア
ン
ド・ビ
ル
ド
」が
選
ば
れ
ま
し
た
。明
治

高
校
Ⅲ
年
在
学
中
に
作
家
デ
ビ
ュ
ー
、４
回
目
の
候
補

で
受
賞
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。

羽
田
さ
ん
の
ご
好
意
に
よ
り
、８
月
21
日
に
帝
国
ホ

テ
ル
で
行
わ
れ
た
授
賞
式
を
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
！

現
代
の
文
豪
が
集
ま
る
会
場
で
彼
も
文
学
界
の
巨

匠
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。多
く
の
同
級
生
の

他
、坂
口
先
生
は
じ
め
先
生
方
も
多
数
来
場
さ
れ
て
ま

し
た
。バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
な
ど
で
の
ユ
ニ
ー
ク
な
印
象
と

は
違
い
、爽
や
か
で
ま
っ
す
ぐ
な
好
青
年
で
し
た
。

羽
田
圭
介
さ
ん
に
は
、２
０
１
１
年
総
明
会
会
報・

特
集
記
事『
未
来
へつ
な
ぐ
絆
』の
中
で
母
校
で
あ
る
明

治
中
学・高
校
に
つ
い
て
の
寄
稿
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

総
明
会
初
の
芥
川
賞
受
賞
は
、我
々
総
明
会
の
会
員

に
と
っ
て
も
心
躍
る
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た
。

心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

Profile
明治大学付属明治高等学校在学中の
2003年、17歳史上最年少で「黒冷水」
が第40回文藝賞を受賞。2008年「走
ル」を発表、第139回芥川賞候補作とな
る。2010年、第四作「ミート・ザ・ビート」
で第142回芥川賞候補。2014年、「メタ
モルフォシス」で第151回芥川賞候補、
2015年、「スクラップ・アンド・ビルド」で
第153回芥川賞を受賞した。

2011年　総明会会報より

祝『
第
153
回
芥
川
賞
』受
賞

　
     

平
成
16
年
卒

　羽
田
圭
介
さ
ん

祝『
第
153
回
芥
川
賞
』受
賞

　
     

平
成
16
年
卒

　羽
田
圭
介
さ
ん

10

競艇選手
浅見昌克
競艇選手

浅見昌克

明治大学国際日本学部　教授
鈴木賢志
明治大学国際日本学部　教授
鈴木賢志

落語家
立川志獅丸

落語家
立川志獅丸

マンドリン演奏者
堀　雅貴
マンドリン演奏者
堀　雅貴

公認会計士・税理士
五十嵐明彦

公認会計士・税理士
五十嵐明彦

ホルン奏者
福川伸陽
ホルン奏者
福川伸陽

未
来
の
巨
匠
た
ち

特
集「

51
年
目
の
挑
戦
」 

〜
総
明
会
と
い
う
財
産
〜

現
在
一
万
二
千
人
余
り
の
会
員
を
有
す
る
総
明
会
。多
く
の
仲
間
が

「
未
来
の
巨
匠
」と
な
る
べ
く
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
か
ら
各
界
で
活
躍
中
の
６
人
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、明
治
中

学・明
治
高
校
在
学
中
の
こ
と
や
、現
在
、未
来
の
こ
と
に
つ
い
て
お

話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も「
総
明
会
初
」と
い
う
快
挙
を
多
く
の「
未
来
の
巨
匠
た
ち
」

に
よ
っ
て
成
し
遂
げ
ら
れ
る
こ
と
を
切
に
願
い
ま
す
。
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５
３
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介
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ー
ク
な
印
象
と

は
違
い
、爽
や
か
で
ま
っ
す
ぐ
な
好
青
年
で
し
た
。

羽
田
圭
介
さ
ん
に
は
、２
０
１
１
年
総
明
会
会
報・

特
集
記
事『
未
来
へつ
な
ぐ
絆
』の
中
で
母
校
で
あ
る
明

治
中
学・高
校
に
つ
い
て
の
寄
稿
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

総
明
会
初
の
芥
川
賞
受
賞
は
、我
々
総
明
会
の
会
員

に
と
っ
て
も
心
躍
る
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た
。

心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

Profile
明治大学付属明治高等学校在学中の
2003年、17歳史上最年少で「黒冷水」
が第40回文藝賞を受賞。2008年「走
ル」を発表、第139回芥川賞候補作とな
る。2010年、第四作「ミート・ザ・ビート」
で第142回芥川賞候補。2014年、「メタ
モルフォシス」で第151回芥川賞候補、
2015年、「スクラップ・アンド・ビルド」で
第153回芥川賞を受賞した。

2011年　総明会会報より

祝『
第
153
回
芥
川
賞
』受
賞

　

     

平
成
16
年
卒

　羽
田
圭
介
さ
ん

祝『
第
153
回
芥
川
賞
』受
賞

　

     

平
成
16
年
卒

　羽
田
圭
介
さ
ん

11

競艇選手
浅見昌克

競艇選手
浅見昌克

明治大学国際日本学部　教授
鈴木賢志
明治大学国際日本学部　教授
鈴木賢志

落語家
立川志獅丸

落語家
立川志獅丸

マンドリン演奏者
堀　雅貴
マンドリン演奏者
堀　雅貴

公認会計士・税理士
五十嵐明彦

公認会計士・税理士
五十嵐明彦

ホルン奏者
福川伸陽
ホルン奏者
福川伸陽

未
来
の
巨
匠
た
ち

特
集「

51
年
目
の
挑
戦
」 

〜
総
明
会
と
い
う
財
産
〜

現
在
一
万
二
千
人
余
り
の
会
員
を
有
す
る
総
明
会
。多
く
の
仲
間
が

「
未
来
の
巨
匠
」と
な
る
べ
く
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
か
ら
各
界
で
活
躍
中
の
６
人
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、明
治
中

学・明
治
高
校
在
学
中
の
こ
と
や
、現
在
、未
来
の
こ
と
に
つ
い
て
お

話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も「
総
明
会
初
」と
い
う
快
挙
を
多
く
の「
未
来
の
巨
匠
た
ち
」

に
よ
っ
て
成
し
遂
げ
ら
れ
る
こ
と
を
切
に
願
い
ま
す
。
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卒
業
後
競
艇
選
手
と
な
り
、一線
級
で
活
躍
す
る

同
期
の
星
、ボ
ー
ト
レ
ー
サ
ー
浅
見
昌
克
の
す
ご

さ
の
秘
密
と
は
？

聞
き
手
：
昭
和
63
年
卒（
昭
和
戊
辰
乃
会
）

伊
藤
正
貴・刈
米
聡一郎

伊
藤・刈
米
：
本
日
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
て

く
だ
さ
り
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

刈
米
：
競
艇
選
手
に
な
っ
た
こ
と
は
、新
聞
で
浅

見
と
浅
見
の
父
親
が一
緒
に
出
て
い
た
の
を
観
て

知
っ
た
。

基
本
的
な
こ
と
で
す
が
、競
艇
自
体
わ
か
ら
な
い

し
、ど
こ
で
レ
ー
ス
を
し
て
い
る
の
か
も
知
ら
な
い

の
で
色
々
と
教
え
て
く
だ
さ
い
。普
段
の
生
活
と

何
が
違
う
の
で
す
か
？

浅
見
：
普
段
の
生
活
と
レ
ー
ス
場
に
行
っ
た
と
き

は
精
神
的
に
違
う
。ま
ず
、レ
ー
ス
の
基
本
的
な

と
こ
ろ
か
ら（
笑
）。例
え
ば
、５
月
28
日
〜
６
月

２
日
ま
で
徳
山（
山
口
県
）で
レ
ー
ス
な
ん
だ
け

ど
、競
艇
は
必
ず
前
日
の
12
時（
昼
）ま
で
に
レ
ー

ス
場
に
入
ら
な
い
と
い
け
な
い
。全
国
に
24
レ
ー

ス
場
が
あ
る
。レ
ー
ス
場
に
全
国
か
ら
45
〜
50

人
位
選
手
が
集
ま
っ
て
く
る
。そ
こ
で
レ
ー
ス
場

が
持
っ
て
い
る
エ
ン
ジ
ン
、ボ
ー
ト
を
借
り
受
け

る
。そ
の
ボ
ー
ト
と
エ
ン
ジ
ン
は
抽
選
。ガ
ラ
ガ
ラ

ポ
ン
。そ
れ
を
調
整
す
る
。一日
前
の
前
日
検
査
日

（
前
検
日
）で
試
運
転
し
て
、い
い
と
か
悪
い
と
か

を
確
認
。プ
ロ
ペ
ラ
の
調
整
を
し
て
次
の
日
か
ら

レ
ー
ス
。前
検
日
に
試
運
転
し
て
か
ら
、く
じ
で

全
部
決
ま
る
。そ
れ
か
ら
エ
ン
ジ
ン
も
調
整
す
る

の
が
競
艇
選
手
。悪
い
エ
ン
ジ
ン
、悪
い
ボ
ー
ト
が

あ
る
。悪
い
エ
ン
ジ
ン
、プ
ロ
ペラ
を
引
い
て
し
ま
っ

た
と
き
に
ど
こ
の
コ
ー
ス
を
と
る
か
、ど
う
い
う

レ
ー
ス
を
す
る
か
が
腕
。複
勝
率
、連
対
率
、デ
ー

タ
が
残
っ
て
い
る
。エ
ン
ジ
ン
は
悪
い
ん
だ
け
ど
、

船
の
能
力
が
い
い
と
か
、目
玉
エ
ン
ジ
ン
と
か
が
あ

る
。い
い
選
手
に
当
た
れ
ば
鬼
に
金
棒
。全
く
上

手
で
は
な
い
選
手
に
あ
た
っ
た
時
が
面
白
い
。あ
い

つ
で
も
あ
の
エン
ジ
ン
だ
っ
た
ら
勝
つ
か
も
し
れ
な

い
っ
て
舟
券
を
買
う
人
も
い
る
。目
玉
エン
ジ
ン
が

あ
た
っ
た
と
し
て
も
何
と
も
言
え
な
い
。や
っ
ぱ

り
選
手
み
ち
ゃ
う
か
な
ぁ
。悪
い
エン
ジ
ン
を
引
い

て
し
ま
っ
た
ら
整
備
。メ
カ
ニ
ッ
ク
も
競
う
。走
り

手
が
整
備
し
な
く
ち
ゃい
け
な
い
。特
殊
な
世
界
。

日
本
し
か
な
い
。競
馬
競
輪
は
世
界
。そ
れ
は
か
っ

特集　未来の巨匠たち

競艇選手
72期　Ａ1級。通算1着数　1101回。‘14戸田ボート大賞サンケイスポーツ杯優勝ほか

競艇選手　浅見昌克　昭和63年卒
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「
次
の
期
末
で
点
と
れ
な
い
と
留
年
に
な
る
。そ

の
時
ど
う
す
る
？
」と
言
わ
れ
、僕
は「
ま
っ
た
く

落
ち
る
気
が
し
な
い
の
で
、考
え
る
気
も
し
ま
せ

ん
」と
。尾
崎
先
生
は「
そ
う
だ
、浅
見
の
そ
の
気

持
ち
で
い
い
ん
だ
よ
」と
褒
め
ら
れ
た
。い
つ
も
た

ま
た
ま
、ギ
リ
ギ
リ
な
ん
だ
け
ど
、結
局
自
分
だ

け
進
級
で
き
た
ん
だ
。宣
言
し
た
か
ら
に
は
頑
張

ら
ね
ば
と
い
う
思
い
も
あ
っ
た
か
な
。

奥
さ
ん
に
いつ
も「
な
ん
で
そ
ん
な
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

で
い
ら
れ
る
の
？
ほ
ん
と
不
思
議
！
」と
い
わ
れ

る
。こ
れ
は
、生
ま
れ
持
っ
た
も
の
な
ん
だ
よ
ね
。

怪
我
し
た
時
も
落
ち
込
ま
ず
、こ
の
ぐ
ら
い
で
よ

か
っ
た
と
。こ
れ
っ
て
才
能
か
も
知
れ
な
い
。

伊
藤
：
奥
さ
ま
は
レ
ー
サ
ー
浅
見
を
ど
う
思
っ
て

る
の
？

浅
見
：
奥
さ
ん
の
ご
両
親
は
普
通
の
お
勤
め
だ
っ

た
の
で
最
初
は
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
。結

婚
す
る
前
、付
き
合
っ
て
い
る
と
き
も「
次
いつ
会

え
る
の
？
」と
言
わ
れ
た
が
１
ヶ
月
後
と
い
う
感

じ
。ご
両
親
は
大
変
理
解
の
あ
る
方
だ
っ
た
ん
で

結
婚
に
つい
て
反
対
は
さ
れ
な
か
っ
た
。

刈
米：い
ま
の
仕
事
を
す
る
き
っ
か
け
は
？

浅
見
：
ち
び
だ
っ
た
か
ら
。本
当
は
車
の
世
界
に

特集　未来の巨匠たち

こ
い
い
。腕
が
い
い
人
と
悪
い
人
が
い
る
。

伊
藤：
浅
見
は
腕
が
い
い
？

浅
見
：
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
機
械
い
じ
り
が
好
き

だ
っ
た
。好
き
こ
そ
も
の
の
っ
て
や
つ
か
な
。

伊
藤：テ
ク
ニ
ッ
ク
は
伝
授
し
て
い
い
も
の
な
の
？

浅
見：
弟
子
に
は
伝
え
る
。

伊
藤・刈
米：
浅
見
に
弟
子
が
い
る
⁉

浅
見
：い
る
。自
分
は
師
匠
い
な
い
け
ど
…
。強
い

て
言
え
ば
父
か
な
。

刈
米
：
父
親
と
の
関
係
も
知
り
た
か
っ
た
。父
親

は
ラ
イ
バル
？
そ
れ
と
も
師
匠
？

浅
見
：
父
は
64
才
ま
で
走
っ
て
い
て
７
年
く
ら
い

は一緒
に
走
っ
て
た
。父
と
同
じ
レ
ー
ス
を
走
っ
た

こ
と
も
一
度
あ
る
。自
分
は
フ
ラ
イ
ン
グ
で
父
は

１
位
だ
っ
た
。(笑)

伊
藤：そ
も
そ
も
な
ん
で
明
大
明
治
を
受
験
し
た

の
？

浅
見
：
４
教
科
試
験
に
移
行
し
人
気
が
な
か
っ

た
。自
分
の
偏
差
値
的
に
合
い
、家
か
ら
通
い
や
す

い
。と
いっ
た
理
由
。

伊
藤：
選
手
に
な
ろ
う
と
思
っ
た
の
は
いつ
？

浅
見
：
自
動
車
が
好
き
だ
っ
た
、飛
行
機
で
も
な

く
、電
車
で
も
な
く
、船
で
も
な
く
、ウ
ル
ト
ラ
マ

ン
で
も
な
く
、車
が
好
き
だ
っ
た
。絶
対
に
車
に
関

す
る
仕
事
に
つ
き
た
か
っ
た
。中
学
に
入
っ
て
自

分
で
も
夢
っ
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る

と
、カ
ー
レ
ー
サ
ー
に
な
り
た
く
な
っ
て
き
た
。こ

れ
は
夢
。免
許
を
取
っ
て
、車
を
買
い
た
い
と
い
う

と
親
は
反
対
。で
夢
は
レ
ー
サ
ー
だ
け
ど
、具
体

的
目
標
は
自
動
車
メ
ー
カ
ー
で
開
発
エ
ン
ジ
ニ
ア

に
な
り
た
か
っ
た
。で
も
大
学
推
薦
時
に
工
学
部

に
入
れ
な
か
っ
た
。そ
こ
で
農
学
部
に
進
ん
で
農

業
土
木
を
専
攻
し
た
。そ
の
時
バ
ブ
ル
だ
っ
た
か

ら
、ど
こ
も
か
し
こ
も
開
発
開
発
で
、自
分
も
ゼ

ネ
コ
ン
に
行
き
た
か
っ
た
が
、「
浅
見
君
、君
は
ゼ
ネ

コン
に
行
っ
て
は
い
け
な
い
」と
教
授
に
言
わ
れ
た
。

「
え
ー
、な
ん
で
で
す
か
？
」「
い
や
、君
は
ゼ
ネ
コ

ン
と
い
う
感
じ
じ
ゃ
な
い
」と
言
わ
れ
た
。不
思
議

だ
っ
た
け
ど
、今
思
う
と
、も
の
す
ご
く
納
得
が
い

く
。い
い
教
授
だ
っ
た
。

伊
藤
：い
ま
明
治
大
学
は
受
験
者
数
日
本
一に

な
っ
た
よ
ね
。

浅
見
：
明
大
明
治
は
偏
差
値
71
超
え
て
る
み

た
い・・・い
ま
じ
ゃ
僕
ら
み
ん
な
は
入
れ
な
い
ね

（
笑
）。中
３
か
ら
高
Ⅰ
に
な
る
と
き
ク
ラ
ス
メ
イ

ト
２
名
と
一
緒
に
尾
崎
先
生
に
呼
び
出
さ
れ
た
。
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行
き
た
か
っ
た
。親
か
ら
車
の
レ
ー
ス
は
さ
せ
な

い
と
反
対
さ
れ
た
。そ
れ
で
親
が
競
艇
選
手
で

も
あ
っ
た
の
で「
だ
っ
た
ら
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
で
い
い

よ・・・」と
い
う
感
じ
だ
っ
た

伊
藤：いつ
か
ら
意
識
し
て
た
の
？

浅
見
：
高
校
の
と
き
か
ら
意
識
し
て
き
た
。高
校

で
こ
れ
か
ら
の
進
路
を
考
え
た
と
き
、ボ
ー
ト
の

選
手
の
条
件
を
み
た
ら
、背
が
小
さ
く
、目
が
良

い
と
か
。親
が
や
っ
て
た
こ
と
も
あ
る
け
ど
、俺
っ

て
条
件
あ
っ
て
る
じ
ゃ
ん
と
思
っ
た
。

刈
米：い
ま
は
身
長
大
き
く
て
も
平
気
で
し
ょ
。

浅
見
：
１
７
５
㎝
ま
で
Ｏ
Ｋ
に
な
っ
た
。当
時
は

１
６
５
㎝
ま
で
、ギ
リ
ギ
リ
だ
っ
た
。パ
ン
代
の

お
小
遣
い
を
パ
ン
買
わ
な
い
で
、Ｃ
Ｄ
が
当
時

２
８
０
０
円
、秋
葉
原
が
通
り
道
だ
っ
た
の
で
よ

く
買
っ
て
い
た
。で
も
高
校
の
と
き
に
腹
い
っ
ぱ
い

た
べら
れ
な
い
の
は
辛
か
っ
た
。

伊
藤
：へこ
た
れ
そ
う
に
な
っ
た
と
き
に
は
、ど
う

自
分
を
奮
い
立
た
せ
る
の
？

浅
見
：
こ
う
い
う
仕
事
だ
か
ら
、今
は
成
績
い
い

け
ど
、悪
い
時
も
あ
る
、フ
ラ
イ
ン
グ
と
か
。い
い

時
が
考
え
の
ベー
ス
に
な
っ
ち
ゃ
う
と
悪
い
時
に

に
っ
ち
も
さ
っ
ち
も
い
か
な
く
な
る
。そ
う
い
う
時

に
限
っ
て
エ
ン
ジ
ン
抽
選
も
悪
く
な
る
。自
分
の

実
力
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。若
い
う
ち
は
ス

タ
ー
ト
で
カ
バー
、フ
ラ
イ
ン
グ
も
多
か
っ
た
。年

を
重
ね
る
と
、無
理
し
て
も
危
な
い
だ
け
、何
も
い

い
こ
と
な
い
。じ
ゃ
ど
う
す
る
か
？
こ
の
ぐ
ら
い
で

済
ん
で
る
か
ら
い
い
、怪
我
な
く
ま
だ
走
れ
る
だ

け
い
い
よ
と
考
え
る
。成
績
わ
る
い
と
ク
ビ
に
な
っ

ち
ゃ
う
け
ど
、自
分
が
頑
張
れ
ば
ク
ビ
に
は
な
ら

な
い
。嫌
な
先
輩
と
部
屋
が一緒
に
な
っ
て
も
次
の

試
合
で
は
必
ず一
緒
に
な
ら
な
い
か
ら
ち
ょ
っ
と

だ
け
我
慢
す
れ
ば
い
い
。常
に
前
向
き
に
考
え
て

い
る
。ポ
ジ
テ
ィ
ブ
マ
イ
ン
ド
は
才
能
。調
子
悪
い

時
は
や
は
り
精
神
力
、こ
ん
な
時
も
あ
る
さ
と
思

う
こ
と
。ボ
ー
ト
で
も
い
ろ
い
ろ
な
人
が
い
る
。ゴ

マ
す
っ
て
媚
び
売
っ
て
整
備
と
か
プ
ロ
ペ
ラ
調
整

と
か
教
え
て
も
ら
わ
な
い
と
生
き
て
い
け
な
い
人

も
い
る
。そ
う
い
う
ペコ
ペコ
す
る
の
が
す
ご
く
嫌

で
。基
本
的
に
ボ
ー
ト
は一
匹
オ
オ
カ
ミ
の
世
界
、

自
分
で
や
ら
ね
ば
い
け
な
い
。自
分
で
や
る
の
が

好
き
、そ
れ
が
遠
回
り
で
も
。教
え
て
も
ら
え
ば

手
っ
取
り
早
い
ん
だ
け
ど・・・操
縦
も
エ
ン
ジ
ン

整
備
も
ま
ず
自
分
で
や
る
、わ
か
ら
な
か
っ
た
ら

聞
く
と
い
う
ス
タ
ン
ス
。

刈
米
：
最
後
の
質
問
、現
役
の
明
治
中
学
高
校
生

への
メッ
セ
ー
ジ
。

伊
藤
：
挑
み
続
け
る
巨
匠
と
い
う
テ
ー
マ
。厳
し

い
競
争
の
中
で
ど
う
し
て
挑
み
続
け
ら
れ
て
い
る

の
か
？

浅
見
：
ま
わ
り
に
流
さ
れ
な
い
こ
と
。こ
れ
は
短

所
か
も
知
れ
な
い
け
ど
頑
固
な
と
こ
ろ
が
な
く

て
は
い
け
な
い
。自
分
を
持
っ
て
な
い
と
、途
中
ま

で
は
成
功
す
る
か
も
知
れ
な
い
け
ど
そ
の
先
は
な

い
。我
が
強
い
と
損
す
る
と
き
も
あ
る
。よ
く
い
う

と
意
志
の
強
さ
。自
分
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い

る
。自
分
で
自
分
が
ど
う
い
う
人
間
か
理
解
す
る

こ
と
が
大
切
。自
分
が
ど
う
い
う
人
間
か
わ
か
れ

ば
人
の
意
見
に
流
さ
れ
な
い
、聞
き
入
る
こ
と
が

で
き
る
、そ
う
い
う
考
え
方
も
あ
る
ん
だ
と
勉
強

に
な
る
け
ど
、あ
く
ま
で
自
分
の
中
に
芯
が
な
い

と
い
け
な
い
。

刈
米
：
現
役
中
高
生
へ
は
、自
分
が
や
り
た
い
こ

と
を
や
れ
と
言
い
た
い
。

浅
見
：
小
学
校
の
と
き
は
勉
強
好
き
だ
っ
た
、受

験
超
え
ら
れ
た
。中
学
か
ら
バ
ス
ケ
、勉
強
好
き

で
な
か
っ
た
、留
年
し
そ
う
に
な
っ
た
、部
活
や
家

が
遠
い
の
は
理
由
に
な
ら
な
い
け
ど
。結
局
、本

特集　未来の巨匠たち
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３
年
あ
れ
ば
稼
げ
る
。だ
め
な
子
も
い
る
。昔
は

誰
で
も
そ
こ
そ
こ
だ
っ
た
。今
は
首
を
切
ら
れ
る
。

厳
し
い
勝
負
の
世
界
。

競
艇
と
言
う
勝
負
の
世
界
に
生
き
、挑
み
続
け

る
今
後
に
ま
だ
ま
だ
期
待
し
た
い
。

人
の
や
る
気
。う
ち
の
子
供
に
い
う
の
は
、最
低

限
、進
級
で
き
る
く
ら
い
の
勉
強
を
や
れ
ば
い
い
、

高
校
の
終
わ
り
、大
学
に
い
け
ば
や
り
た
い
こ
と

が
見
つ
か
る
か
ら
と
言
っ
て
い
る
。高
校
時
代
は

２
５
０
人
中
、２
３
０
〜
２
４
０
番
く
ら
い
で
、

尾
崎
先
生
に
は
笑
わ
れ
た
け
ど
、農
学
部
で
は
す

ご
い
優
秀
だ
っ
た
。こ
れ
だ
け
単
位
と
れ
れ
ば
測

量
士
補
が
と
れ
、学
年
で
は
僕
だ
け
だ
っ
た
と
伝

え
た
ら「
本
当
か
ぁ
っ
！
」喜
ん
で
く
れ
た
。好
き

な
こ
と
、や
り
た
い
こ
と
が
見
つ
か
っ
た
か
ら
。

浅
見
：
う
ち
の
３
人
の
弟
子
に
も
い
う
ん
だ
け

ど
。な
ぜ
か
要
領
の
悪
い
ば
っ
か
り
の
子
が
多
い
、

苦
労
さ
せ
ら
れ
る
。技
術
的
な
話
は
誰
で
も
で
き

る
、精
神
的
な
話
は
な
か
な
か
で
き
な
い
。最
初
は

自
分
を
基
準
に
な
ん
で
こ
ん
な
こ
と
も
で
き
な
い

ん
だ
と
思
っ
た
け
ど
、こ
の
子
た
ち
は
こ
う
い
う

こ
と
か
ら
教
え
な
い
と
い
け
な
い
ん
だ
と
勉
強
に

な
っ
た
。な
ん
で
も
そ
う
だ
け
ど
自
分
を
基
準
に

し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
を
学
ん
だ
。人
に

も
の
を
教
え
る
の
は
大
変
。弟
子
の
人
生
を
握
る

こ
と
に
な
る
。責
任
が
あ
る
。一人
目
は
要
領
が
よ

か
っ
た
。二
人
目
は
本
当
に
馬
鹿
、よ
く
選
手
に

な
っ
た
。本
当
に
教
え
る
の
が
大
変
だ
っ
た
。こ
れ

を
教
え
て
い
く
の
が
今
の
時
代
な
の
だ
と
。自
己

啓
発
本
と
か
上
に
立
つ
立
場
と
し
て
勉
強
し
た

こ
と
が
あ
っ
た
。た
め
に
な
っ
た
。

刈
米
：
な
ん
で
こ
う
な
っ
ち
ゃ
う
ん
だ
と
マ
イ
ナ

ス
に
な
っ
ち
ゃ
う
人
多
い
。そ
こ
を
プ
ラ
ス
に
考

え
る
こ
と
は
重
要
。中
高
生
への
メ
ッ
セ
ー
ジ
は

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
シ
ン
キ
ン
グ
だ
と
思
う
。

浅
見
：
今
は
成
績
が
悪
く
て
も
あ
の
時
が
あ
っ
た

か
ら
今
が
あ
る
と
い
う
考
え
方
。今
、学
業
な
り

人
間
関
係
、部
活
で
苦
労
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る

の
は
、自
分
の
人
生
に
と
っ
て
何
の
意
味
が
あ
る

の
か
、あ
の
と
き
が
あ
っ
た
か
ら
今
が
あ
る
と
い

う
時
期
が
必
ず
来
る
か
ら
、頑
張
り
ま
し
ょ
う
と

い
う
こ
と
。い
ま
で
も
嫌
な
先
輩
も
い
る
、な
ん
で

こ
う
な
の
か
と
。世
界
中
の
何
十
億
人
の
中
で
な

ん
で
こ
の
人
と
知
り
合
っ
た
の
か
？
そ
れ
に
は
必

ず
意
味
が
あ
る
と・・・

帰
り
際
に
て・・・

浅
見
：
残
念
だ
っ
た
の
は
Ａ
１
に
な
れ
た
け
ど
億

を
稼
げ
る
選
手
に
は
な
れ
な
か
っ
た
。も
う
ベ
テ

ラ
ン
だ
か
ら
Ｓ
Ｇ
レ
ー
ス
に
は
出
ら
れ
な
い
か
な
。

今
は
ス
ピ
ー
ド
の
時
代
。今
は
み
ん
な
20
代
。２
、

平成27年5月25日  SPAIN bar Graciaにて
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国
際
社
会
に
出
て
活
躍
す
る
学
生
を
育
て
て
い

る
明
治
大
学
国
際
日
本
学
部
教
授
の
鈴
木
教

授
と
明
治
高
校
出
身
の
大
学
生
二
名
に
お
願
い

し
て
、こ
れ
か
ら
の
国
際
社
会
に
生
き
る
明
治

中
学・高
校
生
徒
への
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
総
明
会
に

つ
い
て
、ま
た
、ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
の
交
流
に
つ
い

て
伺
い
ま
し
た
。

星
野　

琢
巳（
た
く
み
）君  （
平
成
25
年
卒
）

　
３
年　

明
治
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
出
身

高
橋　

亜
樹
さ
ん　
　
　

  （
平
成
25
年
卒
）

　
３
年　

明
治
高
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
出
身

聞
き
手
：
昭
和
63
年
卒（
昭
和
戊
辰
乃
会
）

　
　
　
　
　
　
　

高
田
賢
一
郎
・田
嶋
慎
治

高
田
：
本
日
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

鈴
木
先
生
の
研
究
テ
ー
マ
で
あ
る「
北
欧
と
日

本
の
社
会
シ
ス
テ
ム
」「
国
民
性
の
比
較
分
析
に
」

に
沿
っ
て
お
伺
い
し
ま
す
。

明
治
中
学・高
校
の
Ｏ
Ｂ・Ｏ
Ｇ
か
ら
な
る
総
明

会
と
い
う
の
は
、日
本
人
が
よ
く
い
う「
同
じ
釜

の
飯
を
食
っ
た
仲
間
」、そ
う
い
っ
た
結
束
力
の

強
い
日
本
の
国
民
性
に
よ
る
繋
が
り
の
形
だ
と

思
い
ま
す
。そ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

の
大
学
に
お
い
て
も
そ
の
よ
う
な
感
覚
が
あ
る

ん
で
し
ょ
う
か
？

鈴
木
：
な
い
で
す
よ
ね
。卒
業
生
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
は
な
く
は
な
い
で
す
け
ど
、そ
ん
な
に
強
く
は

な
い
で
す
よ
ね
。

高
田
：
お
二
人
に
伺
い
ま
す
。同
窓
会
、総
明
会

と
い
う
よ
う
な
組
織
、長
年
続
い
て
い
る
組
織
に

つ
い
て
率
直
な
イ
メ
ー
ジ
を
教
え
て
下
さ
い
。

星
野
：
す
ご
く
い
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。グ

ロ
ー
バル
化
し
つ
つ
も
そ
れ
は
日
本
の
良
さ
だ
か

ら
残
し
て
い
く
べ
き
だ
と
自
分
は
思
い
ま
す
。

高
田
：
高
橋
さ
ん
は
そ
う
い
う
世
代
を
超
え
た

同
窓
の
つ
な
が
り
を
ど
う
思
い
ま
す
？

高
橋
：
実
際
は
同
じ
学
校
を
卒
業
し
た
だ
け
な

の
で
、普
段
は
な
か
な
か
関
わ
り
合
う
こ
と
は

な
い
と
思
い
ま
す
が
、そ
う
い
う
集
ま
り
が
あ
る

と
、そ
の
中
で
先
輩
に
意
見
を
聞
き
た
い
と
思

う
こ
と
も
あ
る
の
で
良
い
と
思
い
ま
す
。

高
田
：
鈴
木
先
生
、私
た
ち
の
時
代
と
今
の
二

人
の
付
き
合
い
方
に
対
す
る
感
覚
っ
て
変
わ
っ

て
い
る
も
の
な
ん
で
し
ょ
う
か
？ 

鈴
木
：（
欧
米
の
考
え
方
に
）寄
っ
て
き
て
い
る

特集　未来の巨匠たち
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本
人
は
ず
っ
と
日
本
人
と
一
緒
に
い
る
な
っ
て
。

も
う
ち
ょ
っ
と
自
分
一
人
で
行
動
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
方
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
っ
て
思
い

ま
し
た
。

鈴
木
：
こ
こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
い
る
と
留
学
生
と

か
普
通
に
い
る
か
ら
ね
。ほ
か
の
明
治
の
キ
ャ
ン

パ
ス
と
も
ま
た
違
う
変
な
空
間
だ
よ
ね
。よ
く

独
特
の
世
界
を
作
っ
て
い
る
っ
て
言
わ
れ
て
ま

す
。

高
田
：
今
の
お
二
人
の
話
を
聞
い
て
て
、先
生
の

方
か
ら
ア
ド
バイ
ス
と
か
あ
り
ま
す
か
？

鈴
木
：い
ろ
ん
な
人
と
触
れ
合
う
こ
と
が
大
切

で
、そ
れ
自
体
が
勉
強
だ
か
ら
ね
。ち
ょ
っ
と
し

た
身
振
り
と
か
そ
う
い
う
も
の
で
も
結
構
違

う
っ
て
感
じ
る
こ
と
っ
て
い
っ
ぱ
い
あ
る
じ
ゃ
な

い
で
す
か
。そ
れ
っ
て
触
れ
て
み
な
い
と
わ
か
ら

な
か
っ
た
り
。そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
積
極
的
に
い

け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
よ
、今
の

人
た
ち
は
僕
ら
の
時
よ
り
も
。そ
れ
は
凄
く
い
い

し
、そ
れ
を
手
伝
う
こ
と
が
で
き
て
い
る
ん
な
ら

い
い
な
と
自
分
で
は
思
っ
て
い
ま
す
。

高
田
：
鈴
木
先
生
を
先
輩
と
し
て
み
る
と
ど
う

で
す
か
？

特集　未来の巨匠たち

と
思
い
ま
す
。特
に
こ
の
学
部
の
子
は
そ
の
中
で

も
国
際
的
な
思
考
を
持
っ
て
き
て
い
る
の
で
少

し
先
を
走
っ
て
い
る
感
じ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

高
田
：
お
二
人
は
な
ぜ
私
達
の
若
い
時
と
今
の

時
代
と
で
、若
い
人
の
考
え
方
が
変
わ
っ
て
き
た

の
だ
と
思
い
ま
す
か
？

星
野
：
今
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
で
、コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
方
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

面
と
向
か
っ
て
言
う
よ
り
文
章
で
言
う
方
が
言

い
易
い
と
い
う
か
、そ
う
い
う
も
の
も
関
係
あ
る

の
か
な
と
思
い
ま
す
。

高
橋
：
や
っ
ぱ
り
昔
と
比
べ
て
発
言
の
自
由
と

い
う
か
、自
由
に
言
え
る
時
代
に
な
っ
て
い
る
か

な
と
思
い
ま
す
。

高
田
：で
は
、も
う
一つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

明
治
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
中
で
、「
世
界
に

目
を
向
け
る
と
今
ま
で
当
た
り
前
と
思
っ
て
い

た
こ
と
が
実
は
そ
う
で
は
な
い
、他
者
と
の
比
較

は
他
者
を
知
る
こ
と
の
み
な
ら
ず
、自
分
を
知

る
こ
と
で
す
。国
際
比
較
に
よ
っ
て
日
本
を
よ

く
す
る
ヒ
ン
ト
を
見
つ
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
」と

い
う
言
葉
を
発
信
さ
れ
て
い
ま
す
。お
二
人
が
国

際
社
会
の
勉
強
を
し
て
い
て
、そ
の
視
点
か
ら
後

輩
た
ち
に
向
け
て
、人
と
の
関
わ
り
方
、意
識
の

持
ち
方
に
つ
い
て
ア
ド
バイ
ス
が
あ
れ
ば
お
願
い

し
ま
す
。

星
野
：
こ
こ
に
は
留
学
生
も
い
っ
ぱ
い
い
る
の

で
、実
際
海
外
の
人
と
交
流
す
る
の
が一
番
勉
強

に
な
る
か
な
と
思
い
ま
す
。先
生
の
ゼ
ミ
の
企
画

で
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
高
校
生
の
東
京
観
光
の
手

伝
い
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、全
然
価
値
観
も
違
う

し
世
界
と
の
違
い
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

高
田
：
星
野
さ
ん
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
人
と
ふ
れ

あ
っ
て
、自
分
の
中
で
新
た
な
思
い
や
、気
づ
い

た
事
は
あ
り
ま
し
た
か
？

星
野
：ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
人
た
ち
っ
て
意
見
を
率

直
に
い
う
ん
で
す
よ
、い
ろ
い
ろ
と
。日
本
茶
は

好
き
か
と
訊
い
て
も「
嫌
い
」っ
て
す
ぐ
に
い
う
ん

で
す
。日
本
人
も
自
分
の
意
見
を
率
直
に
も
っ

と
言
っ
た
ほ
う
が
い
い
の
か
な
っ
て
。

高
田
：
高
橋
さ
ん
か
ら
後
輩
に
向
け
て
、国
際

的
な
感
覚
を
身
に
付
け
る
こ
と
の
必
要
性
等
、

そ
う
い
う
感
じ
の
ア
ド
バイ
ス
が
あ
れ
ば
。

高
橋
：
私
が
高
Ⅲ
の
時
に
、カ
ナ
ダ
に
語
学
研
修

で
行
っ
た
ん
で
す
け
ど
、そ
れ
で
思
っ
た
の
は
、日
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星
野
：
先
輩
と
し
て
み
る
と
、な
ぜ
明
治
大
学

に
行
か
な
か
っ
た
の
で
す
か
？
ち
ょ
っ
と
ひ
ね
く

れ
て
る
の
か
な
？
と
か
。

高
橋
：
そ
れ
は
私
も
聞
い
て
み
た
い
で
す
。

星
野
：
物
理
の
先
生
で一
人
東
大
に
行
っ
た
人
が

い
る
ん
で
す
よ
。そ
の
人
、ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た

人
な
ん
で
。

鈴
木
：
明
大
に
行
か
な
か
っ
た
話
を
し
よ
う
か
。

ま
ず
、僕
は
中
学
か
ら
な
ん
で
す
ね
、明
治
中
学

か
ら
。親
が
酒
屋
を
や
っ
て
い
て
、父
親
も
母
親

も
大
学
は
出
て
い
な
い
ん
で
す
よ
。な
の
で
大
学

ぐ
ら
い
は
苦
労
し
な
い
で
出
し
て
や
り
た
い
と
い

う
こ
と
で
す
。明
治
は
商
学
部
が
有
名
で
看
板

学
部
だ
か
ら
と
い
う
こ
と
で
、そ
ん
な
感
じ
で
受

け
て
入
っ
た
の
が
縁
で
す
。高
校
Ⅲ
年
の
夏
前
、

１
学
期
ま
で
外
部
受
験
す
る
気
は
な
か
っ
た
ん

で
す
ね
。で
、明
治
の
経
営
学
部
に
行
こ
う
と

思
っ
て
い
た
ん
で
す
…
っ
て
言
っ
て
い
た
ん
で
す

け
ど
、な
ん
か
外
交
官
に
な
り
た
く
な
っ
ち
ゃ
っ

た
ん
で
す
ね
。で
、い
ろ
い
ろ
と
外
交
官
の
事
を

調
べ
て
み
る
と
外
務
省
に
入
っ
て
出
世
す
る
に

は
東
大
法
学
部
を
出
て
い
な
い
と
ダ
メ
だ
っ
て

い
う
よ
う
な
話
が
あ
っ
て
。ち
ょ
う
ど
タ
イ
ミ
ン

グ
よ
く
外
部
の
テ
ス
ト
、進
研
ゼ
ミ
か
な
ん
か
の

テ
ス
ト
を
受
け
る
機
会
が
あ
っ
て
、受
け
た
ら
た

ま
た
ま
良
か
っ
た
ん
で
す
ね
。そ
れ
で
な
ん
だ
か

そ
の
気
に
な
っ
ち
ゃ
っ
て
、受
験
し
ま
す
み
た
い

な
こ
と
を
い
き
な
り
言
っ
て
。

高
田
：
今
、高
校
は
国
公
立
を
受
け
る
場
合
は

明
治
大
学
の
推
薦
枠
を
持
っ
た
ま
ま
受
け
ら
れ

る
ん
で
す
よ
ね
。

鈴
木
：
実
は
そ
の
話
も
、後
で
聞
い
た
話
で
は
僕

の
せ
い
ら
し
い
で
す（
笑
）そ
の
シ
ス
テ
ム
が
で
き

た
の
。本
当
か
ど
う
か
知
り
ま
せ
ん
が
。そ
れ
ぐ

ら
い
認
め
て
や
っ
て
も
い
い
じ
ゃ
ん
的
な
こ
と
に

な
っ
た
ら
し
く
て
。君
の
せ
い
だ
よ
っ
て
言
わ
れ

た
ん
で
す
。岡
野
加
穂
留
さ
ん
っ
て
い
う
政
治
経

済
学
部
長
で
、第
11
代
明
治
大
学
学
長
や
っ
た

先
生
で
す
け
ど
ね
。

高
田
：
僕
の
お
か
げ
で
っ
て
書
か
な
い
と
い
け
な

い
で
す
よ
ね（
笑
）

田
嶋
：お
二
人
と
も
お
忙
し
い
中
、あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

高
田
：で
は
、先
生
、個
別
の
話
を
聞
か
せ
て
く

だ
さ
い
。な
ん
で
明
治
大
学
に
戻
っ
て
こ
よ
う
と

思
っ
た
ん
で
す
か
？

鈴
木
：い
や
、全
然
た
ま
た
ま
で
す
ね
。僕
は
も

う
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
骨
を
埋
め
る
ぐ
ら
い
の
つ
も

特集　未来の巨匠たち
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や
っ
て
ま
す
か
ら
。

田
嶋
：
私
の
住
む
と
こ
ろ
で
は
予
算
が
な
い
の
で

鈴
木
先
生
は
呼
べな
い
な
ぁ
。

鈴
木
：
別
に
い
い
で
す
よ
。枠
が
あ
れ
ば
い
つ
で

も
。中
野
区
の
小
学
校
と
か
で
留
学
生
が
い
っ
ぱ

い
い
る
か
ら
一
緒
に
遊
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
よ
。

田
嶋
：
高
校
生
相
手
に
小
学
生
っ
て
わ
け
に
い

か
な
い
も
ん
ね
。

鈴
木
：
む
し
ろ
、日
本
語
の
レ
ベル
は
小
学
生
ぐ

ら
い
な
ん
で
い
い
と
思
い
ま
す
よ
。喜
ぶ
と
思
い

ま
す
。

木
内
：こ
の
会
報
を
読
ん
で
い
る
方
か
ら
依
頼
が

あ
れ
ば
受
け
て
い
た
だ
け
る
ん
で
し
ょ
う
か
？

鈴
木
：
そ
れ
は
い
い
で
す
よ
。受
け
ま
す
、受
け
ま

す
！

鈴
木
先
輩
の
と
て
も
温
厚
な
人
柄
と
意
志
の
強

さ
や
積
極
性
を
し
っ
か
り
と
学
生
の
方
が
受
け

止
め
て
い
る
と
い
う
印
象
を
受
け
ま
し
た
。こ
れ

か
ら
国
際
社
会
に
生
き
抜
く
総
明
会
会
員
が

増
え
、世
代
を
超
え
て
活
発
に
発
言
で
き
る
会

に
な
っ
て
ゆ
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

特集　未来の巨匠たち

り
で
い
た
ん
で
す
け
ど
、僕
が
い
た
と
こ
ろ
は
ビ

ジ
ネ
ス
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
商
科
大
学
と
い
う
ビ
ジ

ネ
ス
ス
ク
ー
ル
に
付
属
し
て
い
る
欧
州
日
本
研

究
所
と
い
う
と
こ
ろ
で
、二
〇
〇
六
年
ぐ
ら
い
に

な
っ
て
中
国
経
済
が
上
が
っ
て
日
本
が
だ
め
で

す
ね
っ
て
な
っ
た
時
に
、あ
る
日
突
然「
ク
ビ
」っ

て
言
わ
れ
た
ん
で
す
、僕
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
。そ

の
時
に
ち
ょ
う
ど
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
日
本
の
事
を

教
え
て
る
ん
だ
っ
た
ら
、明
治
大
学
に
国
際
日

本
学
部
が
で
き
る
よ
っ
て
話
に
な
っ
て
、お
前
明

治
高
校
な
ん
だ
か
ら
っ
て
言
わ
れ
て
入
っ
た
ん
で

す
よ
、六
、七
年
前
。こ
の
学
部
が
で
き
て
八
年

目
だ
か
ら
。ち
ょ
う
ど
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
。ホ
ン
ト

運
で
す
よ
ね
。

高
田
：
と
こ
ろ
で
鈴
木
先
生
は
明
治
大
学
の
音

楽
部
の
部
長
に
な
ら
れ
た
ん
で
す
よ
ね
？

鈴
木
：
は
い
。ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
、交
響
楽
団
の
顧

問
っ
て
い
う
こ
と
で
す
。

高
田
：
百
人
以
上
い
る
ん
で
す
よ
ね
。

鈴
木
：
そ
う
な
ん
で
す
よ
。い
つ
も
紹
介
記
事
の

原
稿
書
い
て
ま
す
。（
笑
）

田
嶋
：
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、鈴
木
先
輩
は
厳
し

い
先
生
な
ん
で
す
か
？

鈴
木
：
僕
は
自
分
の
キ
ャ
ラ
と
し
て
は
な
る
べく

優
し
く
や
っ
て
る
つ
も
り
な
ん
で
す
け
ど
。学
年

に
よ
っ
て
は
稀
に
怖
が
る
学
年
が
あ
っ
た
り
し

ま
す
。

あ
と
は
、毎
年
九
月
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
連
れ
て

行
っ
て
学
生
交
流
な
ん
か
も
や
っ
て
ま
す
。

田
嶋
：
僕
も
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
な
ん
で
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
人
の
学
生
を
連
れ
て
き
て
交
流
な

ん
て
い
い
な
ぁ
っ
て
思
っ
た
ん
で
す
け
ど
ね
。

鈴
木
：
先
週
な
ん
で
す
け
ど
、ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
社

会
研
究
所
っ
て
い
う
の
が
日
本
に
あ
る
ん
で
す

が
、研
究
所
っ
て
い
っ
て
も
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
事

を
日
本
に
広
く
広
め
よ
う
み
た
い
な
団
体
で
、

そ
こ
の
代
表
理
事
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

田
嶋
：
講
義
を
す
る
役
目
な
ん
で
す
か
？

鈴
木
：い
え
、そ
れ
こ
そ
研
究
所
自
体
の
運
営

の
元
締
め
み
た
い
な
も
の
で
す
ね
。も
っ
と
若
い

人
に
し
て
あ
げ
ら
れ
る
事
を
考
え
て
く
れ
み
た

い
な
こ
と
を
言
わ
れ
て
い
る
ん
で
す
よ
。で
す
か

ら
、ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
講
義
を
小
学
校
で
し
て
く

れ
っ
て
事
な
ら
い
つ
で
も
行
き
ま
す
よ
。

田
嶋
：
本
当
で
す
か
？

鈴
木
：
僕
、自
分
の
卒
業
し
た
小
学
校
で
講
義
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立
川
志
ら
く
門
下
の
実
力
派
、立
川
志
獅
丸

（
本
名・吉
盛
正
之
）さ
ん
は
平
成
七
年
卒
業
、

２
０
０
２
年
５
月
入
門
し
、２
０
１
２
年
二
つ

目
に
昇
進
。現
在
、毎
月
、品
川
の
カ
レ
ー
屋
で

〝
激
辛
寄
席
〟を
行
う
等
、都
内
や
地
方
で
落

語
会
を
勢
力
的
に
開
催
し
て
い
る
。ま
た
落

語
だ
け
で
な
く
毎
週
月
曜
日
に
栃
木
放
送
に

て〝
シ
モ
ツ
カ
ル
〟の
ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
ル
テ
ィ

も
努
め
て
い
る
。二
年
前
の
柔
道
部
О
Ｂ
会
の

席
で
笹
倉
先
生
か
ら
、落
語
は〝
四
段
〟と
勝
手

に
？
称
号
を
頂
い
た
柔
道
部
出
身
の
実
力
派
。

聞
き
手
：
昭
和
63
年
卒（
昭
和
戊
辰
乃
会
）

荒
木
一
城・木
村
幹
寿・佐
藤  

武・芳
澤  

徹

木
村
：な
ぜ
明
治
中
学
を
選
ば
れ
た
の
で
す
か
。

志
獅
丸
：
単
純
に
、小
学
校
１
年
の
担
任
が
立

教
出
身
で
。軽
は
ず
み
に
親
に
立
教
に
行
き
た
い

と
言
っ
た
ら
、親
は
本
気
で
と
っ
て
く
れ
た
の
で

し
ょ
う
ね
。学
園
祭
と
か
見
に
行
き
、一
番
自
分

の
肌
に
合
っ
た
の
が
明
治
だ
か
ら
受
験
し
ま
し

た
ね
。そ
れ
は
も
う
、感
覚
で
し
か
な
か
っ
た
と
。

何
校
か
学
園
祭
に
行
っ
て
覚
え
て
い
る
の
が
、明

治
と
攻
玉
社
だ
け
で
。

荒
木
：
高
校
時
代
の
思
い
出
は
？

志
獅
丸
：
柔
道
部
が
、思
い
出
と
し
て
あ
り
ま
す

よ
ね
。高
校
時
代
、修
学
旅
行
と
言
わ
れ
て
も
。

福
岡
と
か
行
っ
て
い
ま
す
け
ど
。こ
の
間
、仕
事

で
福
岡
に
行
っ
た
の
で
、大
宰
府
に
寄
っ
た
け
ど

何
一つ
思
い
出
せ
な
く
て
。初
め
て
見
た
感
じ
が

し
て
。

マン
ク
ラ
も
そ
う
で
し
た
ね
。何
気
な
く
練
習
の

音
は
聞
こ
え
て
い
た
け
ど
、明
治
高
校
に
い
る

と
。立
川
流
に
入
り
、談
志
師
匠
と
か
、う
ち
の

師
匠
が
昭
和
歌
謡
大
好
き
で
、何
だ
ろ
う
と
思

い
な
が
ら
聞
い
て
い
た
ら
、ど
こ
か
で
聞
い
た
事

あ
る
な
。な
ん
だ
ろ
う
？
と
思
っ
て
聞
い
て
い
ま

し
た
。あ
あ
っ
！
マン
ク
ラ
だ
！
と
気
が
付
い
て
。

芳
澤
：
そ
ん
な
学
生
時
代
に
、ラ
ジ
オ
番
組
の

〝
ヤ
ン
パ
ラ
〟を
聞
い
て・・・

志
獅
丸
：
入
り
口
は
三
宅
裕
司
さ
ん
で
し
た
ね
。

中
学
の
と
き〝
ヤ
ン
グ
パ
ラ
ダ
イ
ス
〟が
あ
っ
て
。

全
盛
期
で
。そ
の
時
に
三
宅
裕
司
さ
ん
が
メ
デ
ィ

ア
に
出
て
い
て
、三
宅
さ
ん
と
い
つ
も
出
て
い
る

の
が
、志
の
輔
師
匠
と
渡
辺
正
行
さ
ん
だ
っ
た

ん
で
す
。興
味
も
っ
て
面
白
い
な
と
見
に
行
っ
た
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ろ
ん
当
然
し
て
い
ま
し
た
し
。立
川
の
立
川
ア
イ

ム
と
い
う
ホ
ー
ル
で
。〝
道
灌
〟を
や
っ
て
。た
だ
、

も
う
、や
っ
た
。稽
古
し
て
覚
え
て
き
た
こ
と
を

や
っ
た
だ
け
。兎
に
角
、必
死
で
し
た
。

佐
藤
：
稽
古
は
、も
う
ず
っ
と
覚
え
て
覚
え
て
と

い
う
感
じ
で
す
か
？

志
獅
丸
：
基
本
そ
う
で
す
け
ど
、暗
記
と
い
う
よ

り
は
、歌
を
覚
え
る
み
た
い
な
感
じ
で
。う
ち
の

師
匠
か
ら
は『
聴
い
て
覚
え
な
さ
い
』と
。書
く
の

で
は
な
い
と
。聴
い
て
耳
に
、体
に
入
れ
ろ
と
。そ

う
す
る
と
リ
ズ
ム
が
出
て
く
る
と
。そ
れ
を
叩
き

込
ん
で
。『
書
く
な
』と
は
言
わ
れ
ま
し
た
。『
耳

で
聴
い
て
覚
え
ろ
』っ
て
。だ
か
ら
ず
っ
と『
聴
き

な
さ
い
』っ
て
。

荒
木
：
自
分
で
や
っ
て
み
る
と
大
変
だ
っ
た
？

志
獅
丸
：
大
変
で
し
た
ね
。最
初
の
う
ち
は
、な

か
な
か
リ
ズ
ム
が
と
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。『
リ
ズ
ム

が
悪
い
と
聞
い
て
い
ら
れ
な
い
』と
う
ち
の
師
匠

は
よ
く
言
う
ん
で
す
。で
、そ
の
う
ち
そ
の
人
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
テ
ィ
の
メ
ロ
デ
ィ
が
奏
で
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
と
上
手
く
と
い
う
か
面
白
く
な
る
と

言
う
ん
で
す
。

荒
木
：で
、二
つ
目
に
な
っ
た
の
は
？

特集　未来の巨匠たち

の
が
、そ
の
三
人
の
会
で
。で
、中
学
２
年
の
と
き

に〝
落
語
の
ピ
ン
〟と
い
う
深
夜
番
組
が
始
ま
る

ん
で
す
よ
。そ
れ
を
ず
っ
と
ビ
デ
オ
に
撮
っ
て
見

て
い
ま
し
た
ね
。談
志
師
匠
が
や
っ
て
い
て
。そ
の

〝
落
語
の
ピ
ン
〟を
み
て
僕
の
世
代
は
こ
の
世
界

に
入
っ
た
人
が
多
い
で
す
ね
。談
志
師
匠
と
小

朝
師
匠
と
志
の
輔
師
匠
が
メ
イ
ン
で
や
っ
て
い

て
、そ
の
下
に
、若
手
で
今
の
う
ち
の
師
匠
の
志

ら
く
と
か
が
出
て
い
ま
し
た
。大
学
入
っ
て
も
そ

の
ビ
デ
オ
を
ず
っ
と
見
て
い
て
。体
同
連
で
柔
道

や
り
な
が
ら
明
治
高
校
の
合
宿
に
も
行
っ
て
い

ま
し
た
。コ
ー
チ
で
は
な
い
け
ど
。

就
職
活
動
も
普
通
に
。と
あ
る
大
手
呉
服
屋

に
。和
装
を
選
ん
だ
の
も
、潜
在
意
識
と
し
て

あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
け
ど
、落
語
家
に

な
ろ
う
と
は
少
し
も
思
っ
て
な
か
っ
た
。た
だ

女
子
社
員
が
多
い
か
ら
入
社
を
決
め
た
こ
と
は

は
っ
き
り
覚
え
て
ま
す
。（
笑
）京
橋（
大
阪
）に

勤
め
て
。そ
の
時
期
か
ら（
落
語
を
）や
り
た
い
な

と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、大
阪
に
行
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
か
ら
。３
年
間
働
い
て
お
金
貯
め
て
と

思
っ
て
い
る
矢
先
、１
年
で
東
京
に
戻
さ
れ
て
。

東
京
出
身
で
関
西
に
配
属
さ
れ
た
ら
、ま
あ
、10

年
は
関
西
だ
ろ
う
と
覚
悟
し
て
い
た
の
に
。

東
武
練
馬
の
駅
前
に
商
業
施
設
が
で
き
て
。そ

こ
に
新
店
で
入
る
と
。会
社
と
し
て
も
東
京
に

お
店
を
上
げ
る
の
は
何
年
ぶ
り
か
と
い
う
一
大

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
選
ば
れ
ち
ゃ
っ
た
。で
、こ
れ

が
、ま
た
う
ま
い
具
合
に
大
失
敗
。笑
っ
ち
ゃ
う

ぐ
ら
い
大
失
敗
で
滅
茶
苦
茶
に
な
っ
ち
ゃ
っ
て
。

そ
こ
で
も
う『
辞
め
ま
す
』と
。自
分
と
し
て
は
、

も
う
運
命
と
思
う
し
か
な
く
て
。こ
の
10
年
、関

西
を
回
れ
と
言
わ
れ
て
い
た
の
が
、１
年
で
帰
さ

れ
、〝
コ
コ
〟が
滅
茶
苦
茶
に
な
る
。こ
れ
は
、『
な

れ
っ
！
』と
言
っ
て
い
る
っ
て
。

荒
木
：
落
語
協
会
に
入
れ
ば
、寄
席
も
あ
る
し
、

話
す
と
こ
ろ
も
あ
る
の
に
な
ぜ
他
の
流
派
で
は

な
く
立
川
流
を
選
ん
だ
の
？

志
獅
丸
：
好
き
な
師
匠
の
と
こ
ろ
に
行
き
た

か
っ
た
の
で
。一
番
面
白
い
と
感
じ
て
あ
こ
が
れ

た
の
が
今
の
師
匠〝
志
ら
く
〟で
し
た
。あ
こ
が
れ

た
師
匠
の
所
に
行
く
。そ
う
じ
ゃ
な
い
と
、続
か

な
い
気
が
し
た
の
で
。打
算
的
に
入
門
し
て
も
。

木
村
：
初
め
て
前
座
で
あ
が
っ
て
落
語
を
し
た

と
き
と
い
う
の
は
ど
う
で
し
た
？

志
獅
丸
：
無
我
夢
中
で
し
た
ね
。緊
張
は
も
ち
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志
獅
丸
：
３
年
前
？
２
０
１
２
年
。

荒
木
：
そ
の
と
き
に
確
か
聞
い
た
の
が
、幾
つ
か

話
が
で
き
な
く
て
は
い
け
な
い
み
た
い
な
？

志
獅
丸
：
は
い
、落
語
が
50
席
、と
歌
舞
音
曲
、

講
談
で
す
ね
。そ
れ
は
立
川
談
志
の
基
準
で
し

た
。残
念
な
が
ら
今
は
無
く
な
り
ま
し
た
。

木
村
：
談
志
師
匠
が
い
つ
も
言
っ
て
い
て
、『
立
川

流
の
二
つ
目
は
、他
の
流
派
の
真
打
と
一
緒
だ
』

と
。必
ず
言
う
。そ
の
差
が
あ
る
と
。

荒
木
：
よ
そ
に
比
べ
て
、ざ
っ
く
り
言
っ
ち
ゃ
う

と
、厳
し
い
中
で
二
つ
目
に
な
っ
た
と
い
う
事
？

志
獅
丸
：
僕
ら
は
そ
う
で
す
ね
。そ
こ
で
、も
の

す
ご
く
鍛
え
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。今

は
そ
の
基
準
が
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
こ
れ

か
ら
は
、ま
た
変
わ
っ
て
く
る
の
か
も
。

荒
木
：
得
意
な
演
目
と
か
は
？

志
獅
丸
：
こ
れ
も
だ
い
ぶ
解
っ
て
き
た
の
で
す

が
、変
わ
り
ま
す
ね
。や
っ
ぱ
り
。単
純
に
、自
分

が
得
意
と
思
っ
て
い
る
モ
ノ
を
ず
っ
と
や
る
か
ら

〝
飽
き
る
〟ん
で
す
よ
。飽
き
る
と
受
け
な
く
な

る
し
、で
、ま
た
、違
う
話
を
覚
え
る
と
こ
っ
ち

が
面
白
く
な
る
の
で
。や
っ
て
い
る
方
が
や
っ
ぱ

り
う
け
ま
す
ね
。で
、時
間
が
経
っ
て
か
ら
飽
き

ち
ゃ
っ
た
話
を
改
め
て
や
っ
て
み
る
と
ま
た
面

白
く
思
え
た
り・・・

う
ち
の
師
匠
も
よ
く
言
っ
て
い
ま
し
た
。も
う

飽
き
ち
ゃ
っ
て『
全
然
駄
目
だ
な
。こ
れ
』っ
て
。

木
村
：い
ま
、志
獅
丸
さ
ん
の
師
匠
以
外
で
注
目

の
落
語
家
は
？

志
獅
丸
：
同
年
代
で
、す
ご
い
な
っ
て
思
う
の
は
、

一之
輔
兄
さ
ん
で
す
ね
。あ
と
、う
ち
の
師
匠
と
か

と
逆
の
意
味
で
凄
い
な
っ
て
い
う
の
が
市
馬
師
匠

で
す
ね
。あ
の
柳
家
の
カ
タ
チ
を
キ
チ
ン
と
受
け

継
い
で
い
る
と
言
う
印
象
が
あ
り
ま
す
。魅
力
的

に
な
れ
と
は
よ
く
い
わ
れ
ま
す
け
ど
ね
。人
間
と

し
て
。『
魅
力
的
に
な
ら
な
い
と
面
白
く
は
な
ら
な

い
』と
う
ち
の
師
匠
か
ら
言
わ
れ
ま
す
。

木
村
：
立
川
流
、志
の
輔
さ
ん
、談
春
さ
ん
、志

ら
く
さ
ん
は
歴
史
的
な
背
景
を
徹
底
的
に
調
べ

ま
す
よ
ね
。

志
獅
丸
：
調
べ
て
、何
と
な
く
は
解
る
の
で
す

が
。ま
あ
、何
と
な
く
と
言
う
の
は
お
か
し
い
で

し
ょ
う
が
、見
て
い
な
い
か
ら
出
来
な
い
と
い
う

の
も
ち
ょ
っ
と
違
う
け
ど
。

荒
木
：
見
に
行
っ
た
り
す
る
の
？
場
所
と
か
？

志
獅
丸
：
結
構
歩
い
て
い
る
と
こ
ろ
が
そ
う
だ
っ

た
り
。江
戸
市
中
で
起
こ
っ
て
い
る
事
な
の
で
。

池
波
正
太
郎
さ
ん
の
本
と
か
読
ん
で
い
る
と
面

白
い
で
す
よ
。

芳
澤
：
落
語
を
こ
れ
か
ら
聴
い
て
み
よ
う
か
な

と
い
う
人
は
そ
う
い
う
と
こ
ろ
か
ら
入
っ
て
く

る
の
も
一つ
の
手
？

志
獅
丸
：
そ
う
で
す
し
、そ
ん
な
に
難
し
く
考
え

ず
に
と
り
あ
え
ず
聴
い
て
み
て
っ
て
。と
に
か
く

１
回
み
て
く
だ
さ
い
っ
て
言
う
の
は
あ
り
ま
す
。

歴
史
的
背
景
感
じ
る
の
は
限
ら
れ
ま
す
け
ど

ね
。ど
ち
ら
か
と
い
う
と
日
常
の
会
話
な
の
で
。

庶
民
の
。今
で
も
通
じ
る
部
分
が
あ
る
話
の
方

が
多
い
の
で
。な
ん
と
な
く
わ
か
る
は
ず
で
す
よ

ね
。た
ぶ
ん
。

木
村
：
や
は
り
落
語
は
そ
の
場
所
に
い
て
臨
場

感
を
味
わ
っ
た
ほ
う
が
絶
対
良
い
よ
ね
。

志
獅
丸
：
そ
う
で
す
よ
ね
。Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
で
見
て
も

ら
え
る
と
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

荒
木
：
噺
家
は
勧
め
な
い
？

志
獅
丸
：
噺
家
？
い
や
辞
め
ろ
と
も
言
わ
な
い

で
す
け
ど
、『
な
り
た
い
』と
い
う
な
ら『
辞
め
と

き
な
』と
は
言
い
ま
す
。こ
れ
は
、あ
ま
り
手
の
内

明
か
す
こ
と
じ
ゃ
な
い
け
ど
、『
辞
め
た
ほ
う
が
い
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い
で
は
見
え
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
ね
。師
匠
が

ウ
ン
と
言
え
る
よ
う
に
納
得
さ
せ
る
事
を
ど
う

す
る
か
な
の
で
、会
を
や
っ
て
、そ
れ
が
評
判
で
。

と
い
う
の
が一
番
い
い
と
思
い
ま
す
ね
。

木
村
：で
、志
獅
丸
さ
ん
に
と
っ
て
落
語
っ
て
な

ん
で
す
か
。

志
獅
丸
：
落
語
で
す
か
。落
語
は
も
う
、人
生
そ

の
も
の
で
す
ね
。て
言
い
た
い
で
す
よ
ね
。な
ん
で

し
ょ
う
。そ
れ
っ
て
凄
い
カ
ッ
コ
い
い
で
す
け
ど

ね
。死
ぬ
ま
で
に
何
や
り
た
い
っ
て
聞
か
れ
た
ら

ず
っ
と
落
語
家
を
や
っ
て
い
た
い
と
答
え
ま
す

ね
。

荒
木
：
聞
い
て
い
る
ほ
う
は
、た
ま
に
飽
き
る
。

だ
か
ら
毎
日
喋
る
の
は
凄
い
な
と
思
う
。た
ま

に
こ
う
離
れ
て
と
思
う
時
も
あ
る
ぐ
ら
い
だ
か

ら
。

志
獅
丸
：
あ
あ
そ
う
で
す
よ
ね
。談
志
師
匠
だ
っ

て
言
っ
て
い
ま
し
た
。『
飽
き
ち
ゃ
っ
た
な
ぁ・・』

て
。

忙
し
い
中
、長
時
間
の
取
材
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。近
い
う
ち
、真
打
昇
進
の
吉
報
が
届

く
の
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

特集　未来の巨匠たち

い
よ
』と
言
っ
て
も
な
る
ヤ
ツ
が
な
る
仕
事
で
す

か
ら
。

荒
木
：
ま
あ
、考
え
た
ら
、落
語
の
ピ
ン
を
見
て

い
た
志
獅
丸
く
ん
が
い
て
、今
の
中
高
生
が
例

え
ば
志
獅
丸
君
を
見
て
刺
激
を
受
け
る
か
も
し

れ
な
い
よ
ね
。

志
獅
丸
：
そ
う
し
た
ら
、ち
ょ
っ
と
嬉
し
い
で
す

よ
ね
。刺
激
を
与
え
ら
れ
た
と
し
た
ら
嬉
し
い
で

す
け
ど
ね
。で
も『
辞
め
と
き
な
』っ
て
言
い
ま
す
。

（
笑
）

荒
木
：
話
し
相
手
と
し
て
ま
あ
、僕
み
た
い
な
年

代
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、そ
う
い
う
人
も
考
え
た
り

し
て
い
ま
す
か
。若
い
人
に
話
を
す
る
と
か
。

志
獅
丸
：
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
ね
。仕
事
で
、小

学
校
と
か
多
い
で
す
よ
。で
、今
の
小
学
生
ち
ゃ

ん
と
聞
い
て
く
れ
ま
す
か
ら
ね
。素
直
に
。び
っ

く
り
す
る
く
ら
い
に
聞
い
て
く
れ
ま
す
し
。ラ
イ

ブ
嗜
好
に
は
な
っ
て
き
て
い
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
よ
ね
。世
間
全
体
が
。Ｔ
Ｖ
と
か
で
な
く
、

現
地
で
。ち
ゃ
ん
と
何
で
も
そ
の
音
楽
に
し
ろ
何

に
し
ろ
。

荒
木
：
真
打
は
ど
う
で
す
か
。予
定
は
？

志
獅
丸
：い
や
、そ
れ
は
ね
、は
っ
き
り
言
い
難
い

で
す
け
ど
、こ
こ
数
年
で
な
り
ま
す
。３
年
ぐ
ら
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マンドリン演奏者　堀　雅貴　平成14年卒

マ
ン
ド
リ
ン
と
い
う
楽
器
で
世
界
と
の
交
流
を

図
る
明
治
高
校
マン
ド
リ
ン
部
出
身
の
堀
さ
ん

に
、プ
ロ
への
道
の
り
と
後
輩
に
向
け
て
の
熱
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
し
た
。

聞
き
手
：
昭
和
63
年
卒（
昭
和
戊
辰
乃
会
）

本
間
豊
明
・
芳
澤　
徹
・
木
内
和
助

本
間
：
背
が
高
い
の
で
運
動
部
に
入
る
と
い
う

選
択
肢
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、ど
う
で
し

た
？

堀
：
僕
、少
年
野
球
を
や
っ
て
い
た
ほ
ど
の
運
動

好
き
で
。そ
れ
と
母
が
家
で
ピ
ア
ノ
を
教
え
て
い

た
の
で
、運
動
か
音
楽
か
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
。

中
学
受
験
の
時
に
チ
ェ
ロ
を
ず
っ
と
聴
い
て
た
の

で
本
当
は
管
弦
楽
が
あ
れ
ば
入
り
た
か
っ
た
ん

で
す
け
ど
。そ
れ
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
、野
球
部
、

吹
奏
楽
班
、マ
ン
ド
リ
ン
部
の
四
つ
を
見
に
行
っ

て
、そ
の
中
で
弦
楽
器
を
触
っ
て
み
た
ら
と
て
も

相
性
が
良
く
て
、そ
し
た
ら
そ
の
日
の
う
ち
に

数
曲
弾
け
た
ん
で
す
、僕
だ
け
じ
ゃ
な
い
で
す
け

ど（
笑
）そ
れ
で
、先
輩
に「
天
才
だ
ね
！
」っ
て
乗

せ
ら
れ
て
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

木
内
：
何
か
目
標
み
た
い
な
も
の
は
あ
っ
た
ん
で

す
か
。

堀
：
具
体
的
な
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

ず
っ
と
続
け
て
い
こ
う
と
は
思
っ
て
い
ま
し
た
。

部
活
に
入
っ
て
高
Ⅱ
ぐ
ら
い
ま
で
の
期
間
は
ク

ラ
シ
ッ
ク
に
没
頭
し
て
い
ま
し
た
ね
。

本
間
：
堀
さ
ん
の
師
匠
の
久
保
田
先
生
は
明
治

高
校
マ
ン
ド
リ
ン
部
の
大
先
輩
で
あ
り
、明
大
マ

ン
ド
リ
ン
部
を
経
て
ド
イ
ツ
ま
で
留
学
し
て
純

粋
な
音
楽
と
し
て
ク
ラ
シ
ッ
ク
を
学
ん
で
き
た

方
な
の
で
、そ
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
で
し
ょ
う

ね
。

堀
：
そ
れ
は
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。高
Ⅱ
で
幹
部

に
な
る
と
指
揮
者
と
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
に

な
る
人
が
い
る
の
で
す
が
、そ
の
人
達
は
高
Ⅰ
か

ら
先
生
に
習
い
に
行
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

マンドリン演奏者（プロ）　2009年ＣＤデビュー。
平成23年度文化庁新進芸術家海外研修員。
獨協大学マンドリンクラブ音楽監督。
クボタ フィロマンドリーネン オーケスターにてコンサート
マスターを務める。
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本
間
：
高
校
生
が
そ
こ
ま
で
教
え
る
の
は
難
し

い
の
で
久
保
田
先
生
に
指
揮
法
や
和
声
を
習
い

に
行
く
わ
け
で
す
ね
。プ
ロ
の
指
導
者
か
ら
音
楽

を
直
接
教
え
て
も
ら
え
る
っ
て
い
う
の
は
と
て

も
大
き
い
で
す
よ
ね
。

堀
：
僕
は
久
保
田
先
生
が
先
生
で
な
か
っ
た
ら

音
楽
は
や
っ
て
な
い
の
で
、影
響
は
絶
大
で
す
。

先
生
か
ら
教
え
て
い
た
だ
い
た
事
は
音
大
生
が

教
え
て
も
ら
う
事
と
同
じ
か
そ
れ
以
上
か
と
も

思
い
ま
し
た
。初
め
は
音
大
生
っ
て
ど
ん
な
に
レ

ベル
が
違
う
の
か
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
け
ど
、一

緒
に
演
奏
し
て
み
る
と
ち
ゃ
ん
と
認
め
て
も
ら

え
ま
し
た
。先
生
に
は
、プ
ロ
の
世
界
で
も
通
用

す
る
事
を
高
校
時
代
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
て
い

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

本
間
：
堀
さ
ん
は
も
う
久
保
田
先
生
か
ら
免
許

皆
伝
を
受
け
て
い
る
ん
で
す
よ
。

木
内
：
改
め
て
伺
い
ま
す
が
、マン
ド
リ
ン
で
食
べ

て
い
け
る
、食
べ
て
い
こ
う
と
思
っ
た
瞬
間
っ
て

ど
う
い
う
時
だ
っ
た
ん
で
す
か
？

堀
：
自
分
に
見
え
な
い
力
が
働
い
て
い
る
と
思
っ

た
事
が
き
っ
か
け
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。元
々
僕
は

目
に
見
え
な
い
も
の
は
信
じ
て
い
な
か
っ
た
ん
で

す
け
ど（
笑
）

芳
澤
：
具
体
的
に
ど
う
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
ん
で

す
か
？

堀
：
大
学
二
年
か
三
年
の
時
だ
っ
た
と
思
う
ん

で
す
け
ど
、銀
座
で
輸
入
楽
器
の
販
売
を
し
て

い
る
十
字
屋
さ
ん
の
創
業
百
二
十
周
年
イ
ベ
ン

ト
の
公
演
依
頼
を
受
け
ま
し
た
。日
本
マ
ン
ド

リ
ン
連
盟
の
名
誉
顧
問
だ
っ
た
市
毛
先
生
か
ら

の
依
頼
で
し
た
。市
毛
先
生
は
、久
保
田
先
生
ご

夫
妻
と
親
交
が
深
く
、数
日
予
定
さ
れ
て
い
る

講
演
の
デ
モ
演
奏
と
し
て
マ
ン
ド
リ
ン
の
独
奏

を
入
れ
た
い
と
久
保
田
先
生
に
お
話
が
あ
り
、

そ
の
時
ソ
ロ
を
任
せ
ら
れ
る
人
が
三
人
、う
ち

二
人
が
仕
事
で
出
ら
れ
な
い
日
が
あ
っ
て
、一
日

仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。僕
は
ま
だ
学
生
だ
っ
た

の
で
、大
抜
擢
で
し
た
。「
免
許
皆
伝
」前
で
し
た

し
。本
当
は
免
許
皆
伝
後
の
方
が
い
い
ん
で
し
ょ

う
け
ど
、や
る
気
あ
り
そ
う
だ
っ
て
こ
と
で一
日

だ
け
行
っ
た
ん
で
す
。午
前・午
後
の
二
回
公
演

が
あ
っ
て
、午
後
の
公
演
の
一
曲
目
の
最
後
の
一

打
で
自
分
の
楽
器
の
弦
が
切
れ
て
し
ま
っ
て
。そ

う
し
た
ら
市
毛
先
生
が「
あ
そ
こ
に
飾
っ
て
あ
る

楽
器
を
弾
き
な
さ
い
」と
言
っ
て
下
さ
っ
た
楽
器
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と
い
う
の
が
バイ
オ
リ
ン
で
言
う
と
こ
ろ
の
ス
ト

ラ
デ
ィ
バ
リ
ウ
ス
と
い
う
と
大
袈
裟
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、カ
ラ
ー
チ
ェ
の
ク
ラ
シ
コ
Ａ
の
オ
ー

ル
ド
だ
っ
た
ん
で
す
。

本
間
：
そ
れ
は
何
百
万
円
っ
て
す
る
物
で
す
よ

ね
。

堀
：
現
在
に
至
る
ま
で
多
く
の
職
人
た
ち
が
お

手
本
に
し
て
き
た
よ
う
な
楽
器
で
す
。僕
、そ
れ

ま
で
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
っ
て
弾
い
た
事
な
か
っ
た
ん

で
す
。で
も
、そ
れ
で
弾
い
て
巧
く
い
き
ま
し
た
。

そ
う
し
た
ら
市
毛
先
生
が「
上
手
に
弾
い
て
く

れ
た
し
、今
度
演
奏
の
機
会
が
あ
れ
ば
ま
た
い
つ

で
も
貸
し
て
あ
げ
る
か
ら
遊
び
に
お
い
で
」っ
て

言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
ん
で
す
。忘
れ
ら
れ
な
い
ん

で
す
よ
、音
を
直
接
触
っ
て
る
よ
う
な
感
じ
が
。

そ
の
半
年
後
に
、市
毛
先
生
に
連
絡
し
て
伺
っ

て
借
り
て
来
た
ら
、あ
の
時
解
ら
な
か
っ
た
ヒ
ビ

と
か
鳴
ら
な
い
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、と

て
も
そ
の
ま
ま
弾
き
続
け
る
の
は
無
理
な
状
態

だ
っ
た
ん
で
す
。そ
う
し
た
ら
、「
全
部
し
っ
か
り

直
し
て
僕
の
形
見
だ
と
思
っ
て
弾
き
な
さ
い
」っ

て
言
わ
れ
て
。

本
間
：
そ
れ
を
直
し
て
。

堀
：
は
い
、今
う
ち
に
あ
り
ま
す
。そ
れ
で
、大
学

三
年
の
時
に
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
に
初
め
て
出
て
、

そ
こ
で
三
位
に
入
賞
で
き
ま
し
た
。そ
う
し
た

ら
、今
度
は
姉
弟
子
が
結
婚
し
て
関
西
に
行
っ

て
し
ま
っ
て
、そ
れ
ま
で
持
っ
て
い
た
お
店
の
レ
ッ

ス
ン
が
す
べ
て
空
い
て
し
ま
っ
て
、そ
れ
で
僕
も
お

受
け
し
た
ん
で
す
け
ど
。楽
器
が
う
ち
に
来
て
、

た
ま
た
ま
姉
弟
子
の
方
が
結
婚
さ
れ
て
。

本
間
：
転
が
り
込
ん
で
き
た
ん
で
す
ね
。

堀
：
そ
う
な
ん
で
す
。そ
こ
か
ら
何
年
も
し
な
い

う
ち
に
市
毛
先
生
は
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し

た
。最
晩
年
に
知
り
合
っ
た
小
僧
に
託
し
て
逝

か
れ
た
の
で
す
…
。

本
間
：
趣
味
で
や
り
ま
す
っ
て
い
う
レ
ベル
で
は

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
ね
。

堀
：
僕
に
音
楽
を
愛
し
続
け
る
と
い
う
よ
う
な

才
能
が
あ
っ
て
、そ
れ
が
世
の
中
に
必
要
と
さ

れ
て
、し
か
も
ま
る
で
神
様
が
道
が
作
っ
て
く
れ

る
よ
う
に
協
力
者
の
方
が
現
れ
て
、自
分
が
本

気
で
関
わ
っ
て
い
る
と
必
ず
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
っ

て
い
う
の
が
あ
っ
て
。そ
う
し
て
い
く
う
ち
に
弾

く
事
が
自
分
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
な
り
ま
し

た
。

本
間
：
堀
さ
ん
は
そ
の
カ
ラ
ー
チ
ェ
の
国
際
コ
ン

ク
ー
ル
で
去
年
、見
事
優
勝
し
て
い
る
ん
で
す
！

堀
：
有
り
難
い
こ
と
に
そ
の
運
命
の
楽
器
の
子

孫
た
ち
と
と
て
も
親
密
な
関
係
に
あ
っ
て
、今

度
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
そ
こ
の
社
長
か
ら
祝
辞
を

賜
り
ま
し
た
。

本
間
：
今
度
開
催
さ
れ
る
堀
さ
ん
の
イ
ベ
ン

ト「
イ
ル・マ
ン
ド
リ
ー
ノ・
ジ
ャ
ポ
ネ
ー
ゼ
」

（
２
０
１
５
年
６
月
２
０
日
開
催
済
み
）と
い

う
日
本
と
イ
タ
リ
ア
の
マ
ン
ド
リ
ン
文
化
の
懸

け
橋
み
た
い
な
形
で
、企
画
か
ら
全
部
堀
さ
ん

が
や
っ
て
い
る
っ
て
と
こ
ろ
に
も
つ
な
が
っ
て
く

る
ん
で
す
ね
。

堀
：
日
本
で
は
こ
ん
な
に
マ
ン
ド
リ
ン
が
盛
ん
な

ん
で
す
よ
っ
て
事
を
イ
タ
リ
ア
の
人
に
も
知
っ
て

も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

本
間
：
今
回
の
企
画
を
通
し
て
で
す
ね
。

堀
：
は
い
。コ
ン
サ
ー
ト
を
四
つ
に
分
け
て
自
分

の
ソ
ロ
と
室
内
楽
と
自
分
の
持
っ
て
る
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
と
、そ
し
て
も
う
一つ
、母
校
明
治
高
校
の
マ

ン
ド
リ
ン
部
に
出
演
し
て
も
ら
い
ま
す
。そ
し
て

文
化
事
業
に
選
ば
れ
て
演
奏
で
き
る
実
力
の
あ

る
学
校
だ
と
い
う
こ
と
を
お
伝
え
し
て
い
き
た
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い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

堀
：
今
回
の
企
画
も
、明
治
高
校
マン
ド
リ
ン
部

顧
問
の
駒
形
先
生
が
全
面
的
に
協
力
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
て
、マ
ン
ド
リ
ン
の
歴
史
と
音
楽
史
と

世
界
史
を
ま
と
め
た
ペ
ー
ジ
を
見
開
き
で
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
に
入
れ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

木
内
：
最
後
に
、今
の
明
高
生
に
何
か
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

堀
：
二
つ
あ
り
ま
す
。一つ
は
本
物
に
触
れ
る
機

会
を
持
っ
て
く
だ
さ
い
と
い
う
こ
と
で
す
。自
分

は
、先
生
が
本
物
だ
っ
た
の
で
今
こ
う
い
う
事
が

出
来
て
い
ま
す
。自
分
が
知
ら
な
い
う
ち
に
そ
う

い
う
も
の
に
触
れ
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
た
の
が
と

て
も
大
事
な
事
で
し
た
。些
細
な
事
で
も
い
い
の

で
、本
物
と
思
え
る
も
の
に
触
れ
て
も
ら
う
事

が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

も
う
一つ
は
想
像
力
を
持
っ
て
く
だ
さ
い
と
い
う

こ
と
で
す
。久
保
田
先
生
は
明
治
高
校
の
音
楽

監
督
と
し
て
、音
楽
だ
け
で
は
な
く
礼
儀
で
す

と
か
、も
の
の
考
え
方
と
か
を
本
気
で
教
え
て

下
さ
い
ま
し
た
。人
の
気
持
ち
や
状
況
を
考
え

て
想
像
し
て
行
動
す
る
と
い
う
こ
と
が
と
て
も

大
事
だ
と
い
う
事
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。相
手
に

何
を
伝
え
た
い
か
で
行
動
も
変
わ
っ
て
く
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。で
す
か
ら
想
像
力
を

持
っ
て
行
動
を
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

木
内
：
と
て
も
魅
力
的
な
話
で
面
白
か
っ
た
で

す
。多
々
ご
無
礼
も
あ
っ
た
こ
と
お
詫
び
い
た
し

ま
す
。今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

堀
：こ
ち
ら
こ
そ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

堀
さ
ん
が
明
治
高
校
マ
ン
ド
リ
ン
部
時
代
に
マ

ン
ド
リ
ン
と
い
う
運
命
の
楽
器
を
手
に
し
て
、

彼
の
人
生
が
大
き
く
見
え
な
い
力
で
見
え
な
い

道
に
引
き
込
ま
れ
て
ゆ
き
、そ
の
見
え
な
い
道

を
自
分
の
道
と
し
て
受
け
止
め
て
進
ん
で
行
け

る
堀
さ
ん
の
強
さ
を
感
じ
ま
し
た
。こ
れ
か
ら

も
明
高
生
や
卒
業
生
を
ど
ん
ど
ん
引
っ
張
っ
て

い
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
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公認会計士・税理士　五十嵐 明彦　平成6年卒

明
治
大
学
在
学
中
に
公
認
会
計
士
試
験
に
合

格
し
、税
理
士
法
人
タ
ッ
ク
ス・アイ
ズ
の
代
表

社
員
と
し
て
幅
広
い
仕
事
を
行
う
一
方
、明
治

大
学
経
理
研
究
所
で
、公
認
会
計
士
試
験
講
座

の
講
師
を
も
務
め
て
い
る
五
十
嵐
明
彦
氏（
平

成
六
年
卒
業
）の
事
務
所
を
、〝
後
輩
が
読
ん
で

こ
う
い
う
先
輩
が
い
て
、『
僕
も
や
り
た
い
な
』と

い
う
よ
う
な
事
が
聞
け
た
ら
〟と
い
う
思
い
で
訪

ね
て
み
た
。

聞
き
手
：
昭
和
63
年
卒（
昭
和
戊
辰
乃
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
神
光
滋・芳
澤　
徹

三
神
：
公
認
会
計
士
が
メ
イ
ン
で
？
仕
事
内
容

は
ど
の
よ
う
な
事
を
？

五
十
嵐
：
監
査
と
い
う
仕
事
を
す
る
の
が
公
認

会
計
士
で
す
。監
査
っ
て
何
か
と
言
う
と
、会
社

が
作
る
決
算
書
は
会
社
が
自
分
で
作
っ
た
場

合
、間
違
っ
て
い
る
事
が
あ
っ
た
り
人
を
騙
そ
う

と
し
て
良
く
見
せ
た
り
、逆
に
悪
く
見
せ
た
り

と
い
う
事
が
あ
る
の
で
、そ
れ
を
会
社
の
人
間
で

は
な
く
、外
部
の
人
間
が
チ
ェ
ッ
ク
し
て「
こ
の

会
社
が
作
っ
て
い
る
決
算
書
は
正
し
い
で
す
」と

証
明
す
る
の
が
監
査
の
仕
事
で
す
。と
ま
あ
、こ

ん
な
感
じ
で
す
。

三
神
：
税
理
士
の
仕
事
も・・・

五
十
嵐
：や
っ
て
い
ま
す
。

三
神
：
で
、ち
ょ
っ
と
遡
っ
て
、先
生
が
明
治
中

学
を
選
ぼ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
？

五
十
嵐
：
自
分
で
選
ん
だ
感
は
あ
ま
り
な
い
で

す
。実
は
、親
も
明
治
中
学
、明
治
高
校
、明
治

大
学
で
。親
が
入
学
さ
せ
た
か
っ
た
と
い
う
の
が

か
な
り
強
い
と
思
い
ま
す
。あ
と
、大
学
受
験
し

な
い
で
済
む
の
で
付
属
校
に
行
き
た
い
と
い
う

思
い
が
多
少
自
分
の
中
に
あ
り
ま
し
た
。

三
神
：
公
認
会
計
士
に
な
ろ
う
と
思
っ
た
の
は
、

大
学
の
学
部
を
選
ぶ
時
で
す
か
？

五
十
嵐
：
ま
さ
に
そ
の
と
お
り
で
、進
路
面
接
が

あ
っ
た
と
思
う
の
で
す
が
。硬
式
野
球
部
だ
っ
た

の
で
、将
来
の
事
と
か
全
く
考
え
て
い
な
く
て
。

何
学
部
行
き
た
い
と
か
も
な
い
し
、将
来
何
や

り
た
い
と
か
も
特
に
無
く
。仲
の
い
い
友
達
に
聞

い
た
ら
、「
公
認
会
計
士
の
勉
強
を
し
た
い
か
ら

商
学
部
行
く
」と
言
う
か
ら
、じ
ゃ
あ
そ
れ
で
い

い
や
と
思
っ
て
。自
分
も
。逃
れ
ら
れ
る
じ
ゃ
な

い
で
す
か
。変
な
話
。担
任
に「
公
認
会
計
士
試

公認会計士・税理士／税理士法人タックス・アイズ代表。
明治大学３年在学中に公認会計士２次試験合格。書籍執筆多数。
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と
こ
ろ
は
。

三
神
：
今
の
明
高
生
が
公
認
会
計
士
に
な
り
た

い
と
思
っ
た
ら
、今
こ
う
い
う
事
し
と
け
み
た
い

な
事
は
あ
り
ま
す
？

五
十
嵐
：
今
か
ら
や
る
こ
と
は
無
い
と
思
い
ま

す
。今
は
好
き
な
事
や
っ
て
い
た
方
が
い
い
の
で

は
な
い
で
す
か
？
。大
学
入
っ
て
か
ら
か
、入
る

ち
ょ
っ
と
前
か
ら
、最
初
は
簿
記
の
三
級
を
勉

強
す
る
の
が
一
番
い
い
と
思
い
ま
す
ね
。三
級
か

ら
で
い
い
で
す
。

学
校
の
試
験
で
い
い
の
で
、ち
ゃ
ん
と
勉
強
し
て

お
く
の
は
い
い
か
も
し
れ
な
い
で
す
。別
に
そ
れ

が
役
に
立
つ
と
か
じ
ゃ
な
く
、ど
う
や
っ
て
勉
強

し
た
ら
点
数
が
取
れ
る
か
と
い
う
の
を
知
っ
て

お
く
の
は
い
い
か
も
し
れ
な
い
。そ
の
能
力
大
事

で
し
た
。僕
が
受
か
っ
た
時
、大
学
３
年
生
で
受

か
っ
た
人
が
17
〜
18
人
い
て
、そ
の
半
分
以
上

が
付
属
だ
っ
た
気
が
し
ま
す
。み
ん
な
同
じ
考
え

で
。要
は
ど
う
や
っ
て
勉
強
し
な
い
で
点
数
取
る

か
考
え
る
よ
ね
っ
て
い
う
。そ
れ
大
事
で
す
よ
。

資
格
試
験
で
は
。沢
山
勉
強
し
よ
う
と
は
絶
対

思
わ
な
い
。こ
の
感
覚
は
資
格
試
験
に
は
と
っ
て

も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

験
受
け
た
い
の
で
商
学
部
行
き
ま
す
」と
言
っ
た

ら
、担
任
の
田
村
先
生
か
ら
、先
生
の
先
輩
が
会

計
士
で
会
計
士
試
験
の
受
験
と
か
教
え
て
い
る

か
ら
紹
介
す
る
と
言
わ
れ
て
。す
ご
く
困
っ
て
。

そ
ん
な
の
い
い
よ
っ
て
。結
局
断
り
き
れ
ず
、し
か

も
同
じ
学
年
に
何
人
か
い
た
の
で
一
緒
に
話
を

聞
け
と
言
わ
れ
て
聞
き
に
行
っ
て
。そ
れ
が
き
っ

か
け
で
す
。た
だ
そ
れ
だ
け
で
す
。苦
し
紛
れ
に
。

ま
あ
、商
学
部
で
い
い
や
。て
い
う
の
が
何
と
な

く
あ
っ
た
の
で
。

三
神
：
会
計
士
試
験
に
は
た
し
か
現
役
、大
学

３
年
生
で
合
格
し
た
の
で
す
よ
ね
？
受
か
っ

ち
ゃ
っ
た
！
と
い
う
感
じ
？
そ
れ
と
も
受
か
ろ

う
と
い
う
感
じ
？

五
十
嵐：い
え
い
え
、そ
れ
は
も
う
最
後
ち
ゃ
ん
と

「
受
か
ろ
う
」と
思
っ
て
。

三
神
：
じ
ゃ
あ
野
球
部
で
培
っ
た
根
性
で
？

五
十
嵐
：
そ
う
で
す
ね
。そ
れ
は
、多
少
は
活
き

て
い
る
と
思
い
ま
す
よ
。

三
神
：
在
学
中
に
公
認
会
計
士
に
受
か
っ
て
卒

業
し
て
、ど
こ
か
大
手
に
就
職
す
る
の
？

五
十
嵐
：
そ
う
で
す
。監
査
法
人
の
ト
ー
マ
ツ

に
。

三
神
：
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
数
年
い
て
、独
立
？

五
十
嵐
：
私
は
４
年
位
で
す
か
ね
。は
じ
め
か
ら

何
か
し
よ
う
と
は
思
っ
て
い
ま
し
た
。何
を
し
よ

う
と
は
そ
の
時
決
め
て
は
い
な
い
で
す
け
ど
。２

年
半
で
正
社
員
み
た
い
の
を
辞
め
て
非
常
勤
に

な
り
、何
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
時
、一
番
最
初

の
勉
強
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
先
生
が
、後
継
者

を
探
し
て
い
る
人
が
い
る
と
い
う
話
を
持
っ
て
き

て
く
れ
て
。「
会
っ
て
み
な
い
？
」と
言
わ
れ
、お
会

い
し
た
の
が
今
の
事
務
所
の
方
で
。自
分
で
独
立

し
た
っ
て
い
う
よ
り
は
、承
継
で
す
。承
継
中
で

す
。そ
ん
な
話
が
あ
る
の
な
ら
ば
そ
れ
で
い
こ
う

か
な
っ
て
。

芳
澤
：
迷
い
は
無
く
？

五
十
嵐
：
そ
う
い
う
と
こ
ろ
、迷
わ
な
い
で
す

ね
。僕
も
相
談
受
け
た
り
す
る
け
ど
、人
に
相
談

し
た
こ
と
は
無
く
て
。何
で
す
か
ね
。多
分
、親

に
も
妻
に
も
聞
い
て
い
な
い
で
す
。「
い
い
？
」と

か
聞
い
て
い
な
い
で
す
。

三
神
：
明
治
高
校
で
培
っ
た
何
か
？
で
も
選
択

は
間
違
え
て
は
い
な
い
で
す
よ
ね
。今
の
状
況
見

る
と
。

五
十
嵐
：
間
違
っ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。今
の
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三
神
：や
り
が
い
み
た
い
な
の
は
ど
う
で
す
か
？

五
十
嵐
：
や
り
が
い
？
や
り
が
い
は
や
は
り
、一

応
専
門
家
と
言
わ
れ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。皆

さ
ん
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
苦
手
な
と
こ
ろ
で
も

あ
っ
て
、そ
う
い
う
意
味
で
は
お
役
に
立
つ
場
面

が
沢
山
あ
る
の
で
、有
難
が
ら
れ
て
凄
く
い
い
な

と
は
思
い
ま
す
。こ
の
仕
事
。

三
神
：
明
治
高
校
の
人
た
ち
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

あ
っ
た
ら
お
願
い
し
ま
す
。

五
十
嵐
：
勉
強
で
も
、部
活
で
も
、そ
れ
以
外
で

も
い
い
と
思
う
の
で
、何
か
頑
張
る
と
か
、凝
っ

て
何
か
し
て
、そ
の
事
が
将
来「
い
き
る
」の
で
は

な
い
か
と
思
う
。そ
れ
が
、そ
の
ま
ま
で
な
く
て

も
、勉
強
し
た
事
、中
間・期
末
で
ど
の
よ
う
に

楽
を
し
て
点
数
取
る
か
と
か
考
え
た
事
が
、先

に
活
き
た
し
、野
球
部
で
結
構
し
ん
ど
い
思
い
し

た
の
も
、「
あ
ん
な
に
し
ん
ど
く
な
い
よ
な
。勉
強

も
」と
思
え
た
の
で
、ま
あ
そ
う
や
っ
て
い
け
ば
い

い
と
思
い
ま
す
ね
。

今
、僕
は
明
治
大
学
で
教
え
て
い
る
の
で「
や

り
た
い
人
が
い
た
ら
来
て
下
さ
い
」と
い
う
の
が

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。学
部
に
関
係
な
く
、「
経
理

研
究
所
」と
い
う
公
認
会
計
士
試
験
の
た
め
の

講
座
が
大
学
の
授
業
と
は
別
枠
で
あ
り
ま
す
。

僕
ら
の
時
の「
経
理
研
究
所
」に
比
べ
、こ
こ
10

年
位
で
す
ご
く
変
わ
り
、ち
ゃ
ん
と
講
座
作
っ
て

レ
ー
ル
敷
い
て
、専
門
学
校
に
行
く
ま
で
の
初
め

の
簿
記
の
部
分
を
全
部
大
学
で
や
り
ま
し
ょ
う

と
い
う
こ
と
で
支
援
し
て
い
ま
す
。

三
神
：
無
料
？

五
十
嵐
：
無
料
で
は
な
い
で
す
。大
学
の
補
助
が

あ
っ
て
他
で
や
る
よ
り
安
い
で
す
。

三
神
：
予
備
校
に
い
き
な
り
１
年
か
ら
行
く
方

法
も
あ
る
け
ど
、両
方
は
厳
し
い
の
？

五
十
嵐
：
両
方
は
厳
し
い
で
す
。と
い
う
か
、ど
ち

ら
か
で
い
い
で
す
。と
て
も
し
っ
か
り
し
た
シ
ス
テ

ム
で
す
。途
中
か
ら
は
ち
ょ
っ
と
難
し
い
シ
ス
テ

ム
な
の
で
、１
年
の
始
め
か
ら
入
る
の
が
良
い
で

す
ね
。去
年
た
ぶ
ん
明
治
高
校
出
身
で
７
人
位

受
か
り
ま
し
た
よ
。３
年
生
で
。明
治
高
校
出
身

の
公
認
会
計
士
っ
て
そ
れ
な
り
の
人
数
が
い
る

と
思
い
ま
す
よ
。大
学
別
で
４
位
で
す
。慶
応
、

早
稲
田
、中
央
、明
治
で
す
よ
。

三
神
：
じ
ゃ
あ
、も
っ
と
大
々
的
に
宣
伝
し
て
も

い
い
で
す
よ
ね
。あ
と
、本
を
出
さ
れ
て
い
ま
す

よ
ね
。本
を
書
く
の
は
、頼
ま
れ
て
書
い
て
い
る

の
で
す
か
。と
く
に
相
続
関
係
が
多
い
で
す
よ

ね
。

五
十
嵐
：
最
近
そ
う
で
す
ね
。こ
れ「
子
供
に
迷

惑
か
け
た
く
な
け
れ
ば
相
続
の
準
備
は
自
分
で

し
な
さ
い
」を
書
い
て
か
ら
、相
続
ば
か
り
で
す

け
ど
、特
に
意
図
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
で
す
。

芳
澤
：「
相
続
」関
連
の
話
っ
て
今
多
い
で
す
よ

ね
？

五
十
嵐
：「
相
続
」は
多
い
で
す
ね
。

三
神
：
皆
が
あ
る
程
度
の
知
識
を
今
、つ
け
は
じ

め
て
い
る
。親
の
財
産
を「
抜
け
る
」と
い
う
事
が

何
と
な
く
解
っ
て
き
て
い
る
。昔
は
あ
る
程
度
勉

強
し
な
い
と
解
ら
な
か
っ
た
の
が
意
外
と
出
来

る
か
ら
。出
来
ち
ゃ
う
か
ら
気
を
つ
け
な
い
と
。

最
初
に「
本
丸
」を
押
え
た
者
勝
ち
だ
か
ら
。

芳
澤
：
少
な
い
し
相
続
し
か
も
ら
え
な
い
方
の

家
族
か
ら「
な
ん
か
操
作
し
て
い
る
の
で
は
」と

か
な
い
の
？

五
十
嵐
：
我
々
は
な
い
で
す
。そ
う
い
う
案
件
の

相
続
の
申
告
は
し
た
こ
と
あ
り
ま
す
け
ど
。

三
神
：
最
後
、申
告
は
終
わ
っ
た
後
で
し
ょ
う

ね
。そ
れ
が
終
わ
っ
て
は
じ
め
て
税
務
申
告
に

入
っ
て
い
く
か
ら
。
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五
十
嵐
：い
や
、そ
う
で
は
な
く
て
、10
ヶ
月
だ
か

ら
、そ
の
状
態
で
や
り
ま
す
。分
割
で
き
な
け
れ

ば
分
割
で
き
な
い
と
い
う
状
態
で
一
回
や
り
ま

す
。で
、後
で
ま
た
や
り
直
し
し
ま
す
。も
め
て
い

る
と
、普
通
は
同
じ
人
が
申
告
し
ま
す
が
、「
そ

ん
な
の
嫌
だ
。自
分
た
ち
で
や
る
」と
い
っ
て
、違

う
申
告
書
を
出
さ
れ
た
り
し
ま
す
。そ
れ
で
も
、

ま
だ
い
い
の
は
、相
手
の
税
理
士
さ
ん
と
我
々
が

コ
ン
タ
ク
ト
取
れ
れ
ば一
応
す
り
合
わ
せ
で
き
ま

す
が
、そ
れ
す
ら
で
き
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
。そ
う

す
る
と
わ
か
ら
な
い
で
す
。相
手
が
ど
う
出
し
て

い
る
か
が
こ
ち
ら
も
良
く
分
か
ら
な
く
て
。評

価
が
違
っ
て
い
る
可
能
性
も
大
き
く
て
。

芳
澤
：
そ
う
な
る
と
？

五
十
嵐
：
税
務
署
が
全
部
み
て
、ど
っ
ち
を
取

る
っ
て
い
う
の
を
全
部
あ
わ
せ
て
い
っ
て
最
後
や

る
の
だ
と
思
い
ま
す
け
ど
、ま
だ
そ
れ
、そ
こ
ま

で
来
て
い
な
い
ん
で
す
よ
ね・・・

芳
澤
：
そ
の
、こ
っ
ち
案
と
そ
っ
ち
案
を
ご
っ

ち
ゃ
ま
ぜ
に
し
た
ミ
ッ
ク
ス
案
と
か
あ
る
の
？

五
十
嵐
：
だ
と
思
い
ま
す
。

三
神
：一
番
税
金
取
れ
る
の
を
選
ぶ
ん
だ
よ
。税

務
署
は
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
の
水
泳
部
出
身
怪
し
い
弁
護

士
先
生
と
は
対
照
的
な
、硬
式
野
球
部
出
身
の

さ
わ
や
か
な
笑
顔
の
公
認
会
計
士
先
生
、お
忙

し
い
中
お
時
間
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。我
が
家
の
莫
大
な
資
産
は
こ
の
二

人
に
任
せ
よ
う
と
思
い
ま
す
。
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日
本
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
最
高
峰
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
交

響
楽
団
で
若
く
し
て
首
席
奏
者
の
重
責
を
担

う
ホ
ル
ン
奏
者
の
福
川
伸
陽
氏
。生
涯
の
友
と

な
る
ホ
ル
ン
と
の
出
会
い
か
ら
、今
後
の
音
楽

界
へ
の
思
い
を
熱
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

聞
き
手
：
昭
和
63
年
卒（
昭
和
戊
辰
乃
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
光
岡
孝
之

光
岡
：
吹
奏
楽
班
に
入
っ
た
き
っ
か
け
は
？

福
川
：
最
初
は
、化
学
部
に
入
り
た
か
っ
た
ん
で

す
よ
。で
も
吹
奏
楽
班
の
見
学
に
行
っ
て「
と
り

あ
え
ず
楽
器
を
吹
い
て
み
ろ
」と
ホ
ル
ン
を
渡

さ
れ
て
、な
ぜ
か
音
が
で
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
。「
お

前
、こ
れ
は
や
る
し
か
な
い
よ
」と
言
わ
れ
て
、僕

も「
こ
れ
は
や
る
し
か
な
い
よ
ね
‼
」と
な
っ
て

入
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
ね
。

光
岡
：
入
っ
て
か
ら
は
ど
う
で
し
た
か
？

福
川
：
入
部
ま
で
は
、先
輩
達
が
優
し
か
っ
た
ん

で
す
け
ど
、入
部
し
た
瞬
間
に・・・（
笑
）

で
も
楽
器
を
吹
く
こ
と
が
で
き
て
と
て
も
楽
し

か
っ
た
で
す
よ
。

も
と
も
と
映
画
音
楽
が
好
き
で
、ス
タ
ー

ウ
ォ
ー
ズ
と
か
イ
ン
デ
ィ
ー
ジ
ョ
ー
ン
ズ
と
か

の
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
が
か
っ
こ
い
い
の
で「
ト
ラ
ン

ペ
ッ
ト
や
り
た
い
で
す
」っ
て
言
っ
た
ら
、ト
ラ
ン

ペ
ッ
ト
の
空
き
が
一つ
し
か
な
く
て
。結
局
、中

学
１
年
の
同
級
生
と
じ
ゃ
ん
け
ん
を
し
て
、僕

は「
チ
ョ
キ
」を
出
し
て
負
け
た
ん
で
す
。「
じ
ゃ

あ
、お
前
は
ホ
ル
ン
だ
な
」と
い
う
こ
と
で
。こ
れ

が
、本
当
に
ホ
ル
ン
を
始
め
た
き
っ
か
け
で
す
ね
。

光
岡
：
６
年
間
の
部
活
の
思
い
出
は
？

福
川
：
基
礎
合
奏
と
い
っ
て
、皆
で
同
じ
演
奏
を

ず
っ
と
や
っ
て
い
る
の
は
本
当
に
眠
か
っ
た
で
す

ね
。（
笑
）。部
活
は
、中
１
か
ら
高
Ⅲ
と
い
う
６

学
年
が
い
る
の
で
、レ
ベ
ル
の
差
が
激
し
い
ん
で

す
よ
ね
。そ
の
レ
ベル
の
差
を
ど
の
よ
う
に
し
て

コ
ン
サ
ー
ト
ま
で
も
っ
て
い
く
の
か
と
い
う
の
が

一
番
大
変
な
こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
ね
。後
輩

の
指
導
は
す
ご
く
試
行
錯
誤
し
ま
し
た
。ど
う

し
た
ら
、僕
の
感
覚
を
教
え
る
こ
と
が
で
き
る

の
か
。僕
は
今
、三
つ
の
大
学
で
ホ
ル
ン
を
専
門

に
学
生
に
教
え
て
い
て
、語
彙
も
た
く
さ
ん
あ
る

け
ど
、当
時
は
無
か
っ
た
で
す
か
ら
ね
。ど
う
し

た
ら
、も
っ
と
簡
単
に
演
奏
で
き
る
よ
う
に
な

る
の
だ
ろ
う
か
と
か
、顧
問
の
鈴
木
先
生
に
ご
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も
あ
る
。そ
の
逆
も
。そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
生
の

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
面
白
い
と
こ
ろ
か
な
ぁ
と
思

い
ま
す
ね
。

光
岡
：
大
学
は
音
大
に
進
ん
だ
ん
で
す
ね
。音
大

は
ど
う
で
し
た
か
？

福
川
：
先
生
は
非
常
に
厳
し
い
方
で
褒
め
ら
れ

た
こ
と
は一
度
も
な
か
っ
た
で
す
ね
。そ
の
後
、平

成
15
年
に
日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団

に
入
団
し
ま
し
た
。

光
岡
：
平
成
18
年
に
は
公
益
財
団
法
人
ア
フ
ィ

紹
介
頂
い
た
ホ
ル
ン
の
先
生
に
習
っ
た
技
術
を

ど
う
い
う
風
に
後
輩
に
受
け
渡
し
て
い
く
の
か

と
い
う
の
は
、や
は
り
凄
く
難
し
い
こ
と
で
し
た

ね
。今
で
も
使
っ
て
い
る
言
葉
で
す
が
、優
し
く

温
か
い
音
楽
を
演
奏
す
る
と
き
、「
産
ま
れ
た
ば

か
り
の
ふ
わ
ふ
わ
の
赤
ち
ゃ
ん
を
優
し
く
抱
き

と
め
て
、息
を
吹
き
か
け
る
と
き
に
は
ど
う
い
う

風
に
息
を
吸
い
ま
す
か
？
ふ
ー
っ（
や
さ
し
く
吹

き
か
け
る
）だ
よ
ね
」み
た
い
な
、そ
ん
な
言
い
方

と
か
ね
。

上
級
生
に
な
る
と
合
奏
を
見
る
立
場
に
な
る
の

で
す
ご
く
面
白
か
っ
た
で
す
ね
。木
管
楽
器
と

か
打
楽
器
は
発
音
体
が
違
う
の
で
、サ
ウ
ン
ド

と
か
音
楽
を
合
わ
せ
る
こ
と
に
重
き
を
お
い
て

い
ま
し
た
。ど
う
す
る
と
皆
の
音
が一
緒
に
出
る

の
か
を
説
明
す
る
の
が
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で

す
ね
。

光
岡
：
福
川
さ
ん
の
言
葉
で「
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」っ

て
？

福
川
： 「
社
会
の
縮
図
」で
す
ね
。例
え
ば
、会
社

だ
っ
た
ら
利
益
を
上
げ
る
と
か
一つ
の
目
標
が

あ
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。で
も
、そ
こ
に
は
す

ご
く
沢
山
の
人
が
い
ま
す
よ
ね
。

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
も
全
く
同
じ
な
ん
で
す
。ま
ず
、

音
程
や
音
色
や
音
楽
の
方
向
性
を
揃
え
る
こ
と

を
、一
曲
を
何
時
間
も
か
け
て
リ
ハー
サ
ル
で
積

み
重
ね
て
い
く
ん
で
す
。そ
の
中
に
色
々
な
役
割

を
す
る
人
が
い
ま
す
が
、特
に
管
楽
器
は
１
人

１
パ
ー
ト
で
ソ
リ
ス
ト
み
た
い
な
も
の
な
ん
で
す

ね
。そ
の一
人
ひ
と
り
が
力
を
出
す
こ
と
に
よ
っ

て
、１
＋
１
は
２
以
上
に
な
る
。う
ま
く
共
鳴
す

る
と
そ
う
い
う
ふ
う
に
な
る
。そ
れ
が
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
全
体
で
１
０
０
人
の
音
が
協
和
し
た
ら
、

圧
倒
さ
れ
る
よ
う
な
雰
囲
気
を
持
つ
も
の
な
ん

で
す
。

で
も
、奏
者
も
や
っ
ぱ
り
人
間
で
す
か
ら
、そ
の

日
体
調
が
悪
か
っ
た
り
と
か
、彼
女
に
フ
ラ
れ
た

と
か
、付
き
合
い
始
め
た
と
か
、精
神
状
態
は
バ

ラ
バ
ラ
な
ん
で
す
よ
。ベ
ス
ト
を
尽
く
そ
う
と
思

う
音
楽
家
が
ど
れ
だ
け
多
い
か
に
よ
っ
て
、そ
の

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
良
し
悪
し
が
決
ま
っ
て
く
る

と
は
思
い
ま
す
。会
社
も
同
じ
で
し
ょ
。で
も
音

楽
は
時
間
と
と
も
に
た
っ
て
ゆ
く
時
間
芸
術
な

の
で
、演
奏
の
冒
頭
で
誰
か
が
素
晴
ら
し
い
演

奏
を
す
る
と
、そ
れ
に
つ
ら
れ
て
、次
の
人
、次
の

人
へ
と
も
っ
と
素
晴
ら
し
い
音
楽
に
な
る
こ
と
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ニ
ス
文
化
財
団
の
海
外
研
修
員
と
し
て
留
学
さ

れ
て
い
た
ん
で
す
ね
。

福
川
：
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
で
す
。ロ
ン
ド
ン
に
１

年
い
た
ん
で
す
け
ど
本
当
に
音
楽
三
昧
で
し
た
。

日
本
で
は
仕
事
に
追
わ
れ
音
楽
を
楽
し
む
こ
と

が
あ
ま
り
な
か
っ
た
ん
で
す
。で
も
ロ
ン
ド
ン
に
い

る
間
は
コ
ン
サ
ー
ト
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な

か
っ
た
の
で
レ
ッ
ス
ン
だ
け
で
し
た
。夜
は
必
ず
コ

ン
サ
ー
ト
を
聴
き
に
行
っ
た
り
オ
ペ
ラ
を
み
た

り
、ち
ょ
っ
と
パ
リ
ま
で
足
を
伸
ば
し
て
ル
ー
ブ

ル
に
行
っ
た
り
…
。芸
術
を
や
っ
て
る
人
間
と
し

て
は
、イ
ン
プ
ッ
ト
す
る
っ
て
い
う
こ
と
が
も
の

す
ご
い
大
事
な
の
で
、そ
の
時
頭
や
心
に
ぶ
ち
込

ん
だ
も
の
っ
て
い
う
の
が
今
に
な
っ
て
生
き
て
る

ん
で
す
。そ
の
時
感
じ
た
も
の
が
残
っ
て
る
っ
て

感
じ
か
な
。最
近
は
特
に
忙
し
く
て
、自
分
が
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
し
て
い
る
ば
か
り
で
、何
か
か
ら
受

け
る
ほ
う
が
ち
ょ
っ
と
足
り
な
い
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。

光
岡
：
そ
の
時
の
経
験
が
、今
の
福
川
さ
ん
の

音
楽
に
影
響
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。と
こ
ろ
で
、

今
、明
治
高
校
も
大
学
も
よ
く
グ
ロ
ー
バル
っ
て

言
っ
て
い
ま
す
が
、芸
術
が
近
く
に
あ
っ
た
ロ
ン

ド
ン
で
の
生
活
に
対
し
て
環
境
と
し
て
日
本
っ

て
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
？ 

福
川
：
確
か
に
環
境
は
違
い
ま
す
け
ど
、海
外

に
出
て
あ
ら
た
め
て
感
じ
た
こ
と
は
、ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
が
大
切
だ
な
と
思
い
ま
す
ね
。ま
ず
、

僕
の
中
で
は
逆
に
グ
ロ
ー
バル
化
、ス
タ
ン
ダ
ー

ド
化
は
し
な
い
ほ
う
が
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

極
端
な
話
で
す
が
、例
え
ば
世
界
の
共
通
言
語

と
し
て
全
員
英
語
を
し
ゃ
べ
る
と
、日
本
語
の

美
し
さ
だ
と
か
言
い
回
し
っ
て
い
う
の
が
な
く

な
っ
ち
ゃ
う
。世
界
中
ど
こ
に
い
て
も
言
葉
が
通

じ
る
の
は
い
い
で
す
け
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
文

化
っ
て
い
う
の
は
ど
ん
ど
ん
な
く
な
っ
て
い
く
。

そ
れ
ぞ
れ
の
ア
イ
デ
ン
テ
テ
ィ
ー
が
均
一
化
さ

れ
っ
て
い
っ
て
し
ま
っ
て
…
。

日
本
人
が
思
う
美
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
思
う

美
っ
て
い
う
の
は
全
然
違
い
ま
す
よ
ね
。日
本
人

は
、わ
び・さ
び
な
ど
す
ご
く
儚
い
も
の
、桜
と
か

ね
、が
美
し
い
と
さ
れ
て
き
た
ん
だ
け
ど
、ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
は
石
造
り
の
で
っ
か
い
教
会
が
素
晴
ら

し
い
と
さ
れ
て
き
た
。確
か
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
音
楽
な
ん
で
す
け
ど
、僕
は
そ

ろ
そ
ろ
日
本
人
な
ら
で
は
の
音
楽
を
つ
く
っ
て

も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
う
ん
で
す
。そ
れ

こ
そ
独
自
の
楽
器
を
創
作
し
て
、日
本
人
が
思

う
美
は
こ
う
い
う
も
の
だ
っ
て
。

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
を
本
当
に
教

会
の
よ
う
な
で
か
い
建
築
物
と
し
て
扱
う
け
れ

ど
、僕
ら
日
本
人
は
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
を
も
っ
と
儚

く
美
し
い
も
の
の
よ
う
に
演
奏
し
た
い
」と
か
が

あ
っ
て
も
い
い
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。そ
れ
ぞ
れ

の
国
の
街
の
景
観
や
言
葉
、文
化
が
そ
の
ま
ま

音
楽
に
出
る
の
で
。

光
岡
：
世
界
を
見
て
、感
じ
て
あ
ら
た
め
て
日
本

の
良
さ
、ら
し
さ
を
大
切
に
し
た
い
と
感
じ
ら
れ

特集　未来の巨匠たち
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た
わ
け
で
す
ね
。と
こ
ろ
で
、今
後
は
ど
の
よ
う
な

活
動
を
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
か
？

福
川
：ソ
ロ
活
動
で
す
か
ね
。た
っ
た
１
人
で
お

客
さ
ん
を
２
時
間
楽
し
ま
せ
る
…
そ
ん
な
活

動
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。そ
ん
な
ソ
リ
ス
ト
が

１
０
０
人
集
ま
っ
た
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
素
晴
ら

し
い
と
思
う
ん
で
す
。将
来
的
に
は
自
分
の
所
属

し
て
い
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
そ
う
な
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

光
岡
：
最
後
に
、若
い
世
代
の
後
輩
た
ち
に
一

言
‼

福
川
：
音
楽
と
い
う
世
界
で
生
き
る
音
楽
家

と
し
て
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
が
３
つ
あ
っ
て
、

僕
自
身
が
持
っ
て
い
る
音
色
、テ
ク
ニ
ッ
ク
、そ

れ
か
ら
音
楽
と
い
う
自
分
自
身
の
も
の
で
す

ね
。た
と
え
ば
、音
色
と
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
か
な
。

そ
れ
か
ら
テ
ク
ニ
ッ
ク
っ
て
い
う
の
は
学
歴
と

か
、勉
強
が
ど
れ
だ
け
出
来
る
か
と
か
、ど
う

い
う
会
社
に
勤
め
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
か

な
。そ
れ
以
外
の
音
楽
と
い
う
自
分
自
身
の
も

の
と
は
、人
間
と
し
て
と
い
う
事
で
す
ね
。い
い

ス
ー
ツ
を
着
て
、い
い
学
歴
で
、中
身
も
す
ご
く

い
い
と
い
う
三
拍
子
そ
ろ
っ
て
る
人
間
は
素
晴

ら
し
い
。勿
論
、す
べ
て
が
揃
っ
て
い
な
く
て
も
、

何
か
一つ
で
も
秀
で
て
い
る
も
の
が
あ
れ
ば
、す

べ
て
を
凌
駕
す
る
。だ
か
ら
と
い
っ
て
決
し
て

他
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
い
い
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
と
思
い
ま
す
。若
い
う
ち
に
考
え
る
べ
き

こ
と
は
、プ
ラ
ス
α
と
し
て
自
分
は
何
が
出
来

る
か
。今
の
日
本
社
会
で
気
を
つ
け
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
は
、ど
れ
だ
け
中
身
が
素
晴
ら
し

か
っ
た
と
し
て
も
、見
た
目
が
重
要
視
さ
れ
る

事
も
あ
る
し
、学
歴
や
仕
事
が
重
要
視
さ
れ
る

こ
と
も
あ
る
。そ
れ
を
ふ
ま
え
て
、超
え
ら
れ
る

ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
の
な
ら
努
力
す
べ
き
だ
と
思

う
し
、超
え
ら
れ
な
い
ハ
ー
ド
ル
は・・・・
超
え

る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

音
楽
に
は
疎
い
私
で
も
、分
か
り
易
く
話
し
て

く
れ
る
福
川
さ
ん
の
魅
力
に
引
き
込
ま
れ
、時

が
経
つ
の
も
忘
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。中
１
の
た

ま
た
ま
の
選
択
が一
生
を
決
定
し
、今
、音
楽
界

の
風
雲
児
と
し
て
更
な
る
高
み
へ
挑
む
彼
の
活

躍
す
る
姿
は「
Ｅ
テ
レ
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
館
」

な
ど
で
も
放
送
さ
れ
て
い
ま
す
。ぜ
ひ一
度
ご
覧

く
だ
さ
い
。

特集　未来の巨匠たち
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Special Thanks 

51

今
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
う
に
あ
た
り
、明
治

中
学
・
高
校
の
校
舎
を
お
貸
し
い
た
だ
き
、あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。我
々
の
知
る
猿
楽
町
の

校
舎
に
比
べ
、新
校
舎
は
き
れ
い
で
、グ
ラ
ウ
ン

ド
は
と
て
も
広
く
、隔
世
の
感
が
あ
り
感
慨
深

い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、今
回
の
特
集
に
お
い
て
吹
奏
楽
班
の
鈴
木

先
生
、マ
ン
ド
リ
ン
部
の
駒
形
先
生
、平
成
２
年

卒
の
深
井
氏
、総
務
主
任
の
櫻
井
先
生
に
は
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。慎
ん
で
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
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学 校 報 告 学 校 報 告

　平
成
27
年
卒

　第
55
代
班
長

　佐
藤
ゆ
り

吹
奏
楽
班

第
56
回
定
期
演
奏
会

38

平
成
27
年
１
月
12
日
に
、第
56
回
定
期
演

奏
会
が
昭
和
女
子
大
学
人
見
記
念
講
堂
で

行
わ
れ
ま
し
た
。例
年
は
１
月
末
に
行
わ
れ

ま
す
が
、今
年
は
２
週
間
程
早
め
で
成
人
の

日
と
い
う
、い
つ
も
と
異
な
る
日
程
で
し
た
。

そ
ん
な
中
、１
１
７
２
人
と
い
う
多
く
の
方
々

に
お
越
し
頂
き
本
当
に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
１
部
は
、ウ
ィ
ー
ン
で
も
演
奏
し
た
有
名

な「
こ
う
も
り
序
曲
」と
天
野
正
道
先
生
作

曲
の「
Ｇ
Ｒ
」を
演
奏
し
ま
し
た
。私
に
と
っ
て

は
二
曲
と
も
中
学
生
の
時
に
演
奏
し
た
こ
と

が
あ
る
曲
だ
っ
た
の
で
思
い
入
れ
が
強
か
っ
た

で
す
。特
に「
Ｇ
Ｒ
」で
は
曲
の
終
盤
で
涙
が
こ

ぼ
れ
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。

第
２
部
は
ポ
ッ
プ
ス
ス
テ
ー
ジ
。か
わ
い
い

中
１
の
踊
り
や
高
Ⅲ
企
画
、そ
し
て
毎
年
恒

例
の
応
援
団
団
長
の
司
会
な
ど
盛
り
だ
く
さ

ん
で
楽
し
く
、そ
し
て
盛
り
上
が
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

第
３
部
は
、ブ
ラ
ー
ム
ス
の「
交
響
曲
第

１
番
」と
清
水
大
輔
先
生
作
曲
の「
蒼
氓
愛

歌
」。こ
ち
ら
の
二
曲
も
ウ
ィ
ー
ン
で
演
奏
し

ま
し
た
。二
曲
と
も
長
い
の
で
す
が
、や
は
り

本
番
は
あ
っ
と
い
う
間
、一
瞬
で
し
た
。花
束

贈
呈
で
演
奏
す
る
曲
で
は
、恐
ら
く
初
の
試

み
と
な
る
高
Ⅲ
か
ら
の
言
葉
付
き
で
し
た
。や

る
と
聞
い
た
時
は
あ
ま
り
乗
り
気
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、い
ざ
本
番
と
な
る
と
、お

越
し
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
直
接
感
謝
の
言
葉

を
言
う
機
会
が
あ
る
の
は
幸
せ
な
こ
と
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

例
年
だ
と
定
期
演
奏
会
で
高
校
Ⅲ
年
生
は

引
退
で
す
が
、今
回
は
ウ
ィ
ー
ン
へ
の
演
奏
旅

行
が
あ
る
の
で
ほ
と
ん
ど
の
高
Ⅲ
は
引
退
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。で
も
ウ
ィ
ー
ン
に
行

か
な
い
人
も
い
た
の
で
、こ
の
メ
ン
バ
ー
で
で
き

る
最
後
の
演
奏
、そ
し
て
今
ま
で
お
世
話
に

な
っ
た
方
々
に
聴
い
て
頂
け
る
最
後
の
演
奏

昭和女子大学人見記念講堂にて
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と
い
う
こ
と
で
、思
い
入
れ
は
と
て
も
強
か
っ

た
で
す
。

本
番
が
終
わ
っ
て
ロ
ビ
ー
に
挨
拶
に
行
っ

た
際
、多
く
の
方
々
に「
感
動
し
た
」、「
良
か
っ

た
」な
ど
と
言
っ
て
頂
け
て
、本
当
に
嬉
し

か
っ
た
で
す
。引
退
で
は
な
い
で
す
が
、定
期
演

奏
会
は
一つ
の
区
切
り
と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
ウ
ィ
ー
ン
演
奏
旅
行
も
終
え
て
大

学
生
と
な
っ
て
３
ヶ
月
程
経
っ
た
い
ま
、改

め
て
定
期
演
奏
会
を
振
り
返
る
と
、多
く
の

方
々
に
支
え
ら
れ
て
、そ
し
て
班
員
み
ん
な
の

努
力
が
あ
っ
て
こ
そ
の
演
奏
会
だ
っ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。ど
れ
か
一
つ
で
も
欠
け
て
い
た

ら
成
功
は
し
な
か
っ
た
だ
ろ
う
し
、感
動
も
し

な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。自
分
は
本
当
に
恵
ま

れ
た
環
境
で
６
年
間
活
動
し
て
い
た
こ
と
を

改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
定
期
演
奏
会
の
開
催
に
あ
た
り
、

日
頃
よ
り
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
先
生
方
や

保
護
者
の
皆
様
、Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
皆
様
、ご
協

力
頂
き
ま
し
た
す
べ
て
の
方
々
、そ
し
て
祝
日

に
も
か
か
わ
ら
ず
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
っ
た

皆
様
に
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。引

き
続
き
、明
治
高
校
吹
奏
楽
班
の
応
援
を
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

51
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マ
ン
ド
リ
ン
部
　

第
56
回
定
期
演
奏
会

　
平
成
27
年
２
月
８
日

　
　
部
長
　
菊
池
聖
樹

　「
イ
ル
・
マ
ン
ド
リ
ー
ノ
・
ジ
ャ
ポ
ネ
ー
ゼ
出
演
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
27
年
６
月
20
日

　
　
吹
奏
楽
班

　
　
顧
問
　
鈴
木
正
人

吹
奏
楽
班 

第
２
回 

ウ
ィ
ー
ン
楽
友
協
会

               

単
独
公
演

40

平
成
27
年
３
月
25
日
、中
学
生
41
名
、高
校

生
49
名
、保
護
者
ほ
か
の
総
勢
１
２
７
名
で
成

田
か
ら
出
発
。26
日
は
観
光
な
し
で
ホ
ー
ル
を

お
借
り
し
て
１
日
リ
ハー
サ
ル
。い
よ
い
よ
当
日

の
27
日
、事
前
に
チ
ケ
ッ
ト
完
売
の
情
報
が
入
っ

て
い
ま
し
た
が
、バル
コ
ニ
ー
か
ら
３
階
席
ま
で

現
地
の
お
客
様
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

第
１
部
は
、喜
歌
劇『
こ
う
も
り
』序
曲
、バ
レ

エ『
く
る
み
割
り
人
形
』組
曲
、Ｒ
＝
コ
ル
サ
コ
フ

の『
オ
ー
ボ
エ・ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
』、ブ
ラ
ー
ム

ス
の『
交
響
曲
第
１
番
』第
４
楽
章
と
い
う
選
曲

で
勝
負
に
出
ま
し
た
。

ま
ず
、『
こ
う
も
り
』序
曲
。曲
が
始
ま
っ
た
途

端
に
心
の
中
で「
よ
し
！
」っ
と
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
。

毎
度
の
こ
と
で
す
が
、生
徒
た
ち
の
集
中
力

は
計
り
知
れ
な
い
。リ
ハー
サ
ル
ま
で
は
決
し
て

見
せ
な
い
顔
を
出
し
ま
す
。普
段
か
ら
１
０
０

回
演
奏
し
た
ら
１
０
０
回
違
う
演
奏
を
し
よ

う
、も
う
１
回
同
じ
演
奏
を
し
よ
う
な
ん
て
考

え
た
ら
音
楽
は
死
ん
で
し
ま
う
よ
！
と
言
い
続

け
て
い
る
私
も
鳥
肌
が
た
ち
ま
し
た
。も
ち
ろ

ん
曲
が
終
わ
っ
た
瞬
間
に「
ブ
ラ
ボ
ー
」の
声
と

ス
タ
ン
デ
ィン
グ
オ
ベー
シ
ョ
ン
が
。

第
２
部
は
日
本
人
の
作
曲
家
で
。オ
ー
プ
ニ

ン
グ
は
真
島
先
生
の『
あ
の
日
聞
い
た
歌
』、次

が
ジ
ブ
リ
メ
ド
レ
ー
。ど
ち
ら
も
客
席
に
い
た
子

ど
も
た
ち
か
ら
の
歌
声
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
。恐
る

べ
し
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
！
３
曲
目
は『
Ｇ
Ｒ
』。演
奏

が
始
ま
る
と
会
場
の
空
気
が
な
ん
と
も
言
え
ず

暖
か
く
な
り
、曲
が
進
む
に
つ
れ
て
子
ど
も
た
ち

の
瞳
か
ら
涙
が
流
れ
出
し
ま
し
た
。コ
ー
ラ
ス
が

入
る
あ
た
り
で
は
私
も
嗚
咽
を
も
ら
し
そ
う
な

く
ら
い
感
動
的
な
時
間
が
流
れ
、黄
金
の
間
の

天
井
を
眺
め
な
が
ら「
こ
の
子
た
ち
の
指
揮
が

で
き
る
私
は
な
ん
て
幸
せ
な
の
だ
ろ
う
。こ
の
ま

ま
時
間
が
止
ま
っ
て
ほ
し
い
」と
。こ
ん
な
経
験

は
私
も
初
め
て
で
す
。当
然
の
よ
う
に
終
わ
っ
た

途
端
に
割
れ
ん
ば
か
り
の
拍
手
と「
ブ
ラ
ボ
ー
」

の
声
。袖
に
引
っ
込
ん
で
涙
を
拭
い
て
最
後
は
清

水
大
輔
君
の《
蒼
氓
愛
歌
》。こ
の
曲
で
パー
カ
ッ

シ
ョ
ン
は
も
う
自
由
自
在
に
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
。

完
全
に
会
場
を
巻
き
込
ん
だ
最
高
の
演
奏
と
な

り
ま
し
た
。

ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
オ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
鳴
り
止
ま

ぬ
拍
手
に
舞
台
を
降
り
る
子
ど
も
た
ち
は
み
ん

な
涙
で
ぐ
し
ゃ
ぐ
し
ゃ
。演
奏
ご
と
に
変
わ
る
拍

手
の
温
度
、率
直
な
気
持
ち
が
入
っ
た
拍
手
。音

だ
け
で
理
解
し
合
え
た
心
。こ
の
経
験
は
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て一
生
の
宝
、そ
し
て
音
楽
生
活

の
大
き
な
自
信
に
な
っ
た
は
ず
。こ
の
想
い
を
胸

に
子
ど
も
た
ち
と
次
の
感
動
に
向
け
て
頑
張
ろ

う
と
心
に
誓
い
な
が
ら
帰
国
し
ま
し
た
。
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マ
ン
ド
リ
ン
部
　

第
56
回
定
期
演
奏
会

　
平
成
27
年
２
月
８
日

　
　
部
長
　
菊
池
聖
樹

　「
イ
ル
・
マ
ン
ド
リ
ー
ノ
・
ジ
ャ
ポ
ネ
ー
ゼ
出
演
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
27
年
６
月
20
日

　
　
吹
奏
楽
班

　
　
顧
問
　
鈴
木
正
人

吹
奏
楽
班 

第
２
回 

ウ
ィ
ー
ン
楽
友
協
会

               

単
独
公
演

41

今
回
で
56
回
目
と
な
る
マ
ン
ド
リ
ン
部
の
定

期
演
奏
会
は
、２
０
１
５
年
２
月
８
日
、調
布

市
文
化
会
館「
た
づ
く
り
」で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。去
年
の
よ
う
な
大
雪
に
見
舞
わ
れ
る
よ
う

な
ト
ラ
ブ
ル
も
無
く
、厳
寒
の
中
に
も
関
わ
ら

ず
、学
校
内
外
問
わ
ず
大
変
多
く
の
お
客
様
に

ご
来
場
い
た
だ
き
、熱
気
に
包
ま
れ
る
素
晴
ら

し
い
演
奏
会
で
し
た
。プ
ロ
グ
ラ
ム
は
Ⅲ
部
構

成
で
、す
べ
て
自
分
た
ち
で
選
曲
し
ま
し
た
。マ

ン
ド
リ
ン
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
の
他
、協
奏
曲
や
中

学
生
演
奏
な
ど
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。序
曲

「
レ
ナ
ー
タ
」は
、２
０
１
４
年
７
月
の「
全
国

高
等
学
校
ギ
タ
ー・マ
ン
ド
リ
ン
音
楽
コ
ン
ク
ー

ル
」に
て
演
奏
し
、優
秀
賞
を
い
た
だ
い
た
も
の

で
す
。演
奏
中
、部
員
一
丸
と
な
っ
て
毎
日
練
習

に
励
ん
だ
夏
が
思
い
出
さ
れ
、非
常
に
感
慨
深

い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。ブ
ラ
ボ
ー
の
歓
声
や

拍
手
と
と
も
に
幕
が
降
り
る
と
、定
期
演
奏
会

と
い
う
節
目
を
終
え
て
今
年
も
充
実
し
た
１
年

で
あ
っ
た
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

２
０
１
５
年
６
月
に
は
、九
段
の
イ
タ
リ
ア

文
化
会
館
に
て
開
催
さ
れ
た「Il M

andolino 
Giapponese 

（
イ
ル・マ
ン
ド
リ
ー
ノ・ジ
ャ
ポ

ネ
ー
ゼ
）」に
出
演
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ

の
演
奏
会
は
今
年
が
第
一
回
で
、本
部
Ｏ
Ｂ
で
プ

ロ
マン
ド
リ
ニ
ス
ト
で
あ
る
堀
雅
貴
先
輩
が
主
催

し
た
も
の
で
す
。「
も
う
一つ
の
イ
タ
リ
ア
文
化
」が

テ
ー
マ
で
、イ
タ
リ
ア
と
日
本
の
両
国
の
マ
ン
ド

リ
ン
文
化
を
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
イ

ベン
ト
に
、学
生
団
体
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
け
る
こ
と
は
と
て
も
光
栄
で
し
た
。チ
ケ
ッ
ト

は
完
売
と
な
り
、満
員
の
客
席
の
前
で
と
て
も
気

持
ち
よ
く
演
奏
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。堀
先

輩
の
演
奏
は
言
う
ま
で
も
な
く
、ほ
か
の
共
演
者

の
方
々
の
演
奏
も
本
当
に
素
晴
ら
し
く
、部
員
一

同
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。音
楽
を
心
か
ら

楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
こ
の
演
奏
会
を
経
験
し

た
こ
と
は
、気
持
ち
も
新
た
に
音
楽
に
向
か
い
合

う
た
め
の
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

学
年
が
変
わ
り
幹
部
交
代
を
迎
え
、自
分
達

が
部
活
を
動
か
す
立
場
に
な
っ
て
か
ら
日
々
感

じ
る
の
は
、先
輩
た
ち
の
偉
大
さ
と
、築
か
れ
て

き
た
伝
統
の
重
み
で
す
。そ
の
伝
統
を
受
け
継

ぎ
な
が
ら
、常
に
新
鮮
な
気
持
ち
で
演
奏
で
き

る
よ
う
に
、後
輩
の
意
見
も
積
極
的
に
汲
み
、新

し
い
こ
と
も
取
り
入
れ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。部
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る「
人
に
感
銘
を
与

え
る
演
奏
」を
届
け
る
た
め
に
は
、ま
ず
自
分
達

が
素
直
に
音
楽
に
感
動
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と

思
う
か
ら
で
す
。

近
年
で
は
新
入
生
の
確
保
が
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。今
年
は
様
々
な
工
夫
を
凝
ら
し
た
勧

誘
を
行
い
、７
名
の
１
年
生
に
入
部
し
て
も
ら

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
の
部
活
は
厳
し
い
面

も
多
い
で
す
が
そ
の
分
多
く
の
こ
と
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。仲
間
と
と
も
に
演
奏
す
る
喜

び
は
何
に
も
代
え
が
た
い
で
す
。私
は
こ
の
素
晴

ら
し
い
部
活
に
身
を
置
け
る
こ
と
を
誇
り
に
思

い
ま
す
。こ
の
誇
り
を
胸
に
、こ
れ
か
ら
も
厳
し

い
練
習
を
重
ね
、音
楽
に
情
熱
を
傾
け
て
、仲
間

を
大
切
に
し
な
が
ら
、精
進
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
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第
５
回
紫
紺
の
下
に

平
成
27
年
卒

　明
治
高
校
応
援
団

　
　第
68
代
団
長

　
　鈴
木
悠
介

高
Ⅱ 

よ
う
こ
そ
先
輩

昭
和
63
年
卒

昭
和
戊
辰
乃
会

　
　菅

　和
禎

42

明
治
高
校
鵜
澤
總
明
ホ
ー
ル
に
て「
第
５

回
紫
紺
の
下
に
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。昨
年

は
大
雪
の
影
響
で
延
期
さ
れ
ま
し
た
が
、本

年
は
快
晴
で
当
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

第
１
部
は
吹
奏
楽
班
に
よ
る
ポ
ッ
プ
ス
ス

テ
ー
ジ
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。最
近
話
題
の

「
ア
ナ
と
雪
の
女
王
」「
妖
怪
ウ
ォ
ッ
チ
」に
ち

な
ん
だ
曲
を
、中
１
の
か
わ
い
い
ダ
ン
ス
と
共

に
楽
し
め
ま
し
た
。紫
紺
の
下
に
の
ス
タ
ー
ト

と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
舞
台
と
な
り
ま
し
た
。

第
２
部
は
明
治
高
校
応
援
団
チ
ア
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
部
に
よ
る
チ
ア
ス
テ
ー
ジ
が
行
わ
れ

ま
し
た
。創
部
か
ら
７
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、

年
々
進
化
を
続
け
て
お
り
最
近
で
は
バ
ト
ン

を
用
い
た
ダ
ン
ス
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。人
数

も
増
加
し
て
い
ま
す
が
、息
の
合
っ
た
元
気
の

い
い
ダ
ン
ス
で
会
場
を
魅
了
し
ま
し
た
。明
治

高
校
応
援
団
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
組
織

で
あ
る
こ
と
が
再
認
識
で
き
た
ス
テ
ー
ジ
で

し
た
。

そ
し
て
第
３
部
、メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
あ
る

明
治
高
校
応
援
団
の
校
歌
応
援
歌
拍
手
紹

介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。ま
ず
は
威
勢
の
い
い

リ
ー
ダ
ー
部
の
声
で
会
場
が
引
き
締
ま
り
ま

す
。紫
紺
の
歌
で
幕
開
け
と
な
り
、そ
の
後
は

野
球
応
援
時
に
も
演
奏
さ
れ
る
、狙
い
撃
ち
、

ハ
イ
パ
ー
ユ
ニ
オ
ン
な
ど
を
含
ん
だ
チ
ャ
ン
ス

パ
タ
ー
ン
メ
ド
レ
ー
、団
長
に
よ
る
明
高
節
、

嵐
の
拍
手
が
行
わ
れ
ま
し
た
。ど
の
曲
目
も

会
場
と
一
体
と
な
り
、大
変
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。最
後
の
校
歌
で
は
舞
台
上
の
団
員
の

み
な
ら
ず
会
場
の
お
客
様
全
員
が
ス
ク
ラ
ム

を
組
ん
で
斉
唱
し
、感
動
的
な
フ
ィ
ナ
ー
レ
と

な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て「
第
５
回
紫
紺
の
下
に
」

は
終
演
と
な
り
ま
し
た
が
、毎
年
行
わ
れ
る

こ
の
舞
台
に
は
、明
治
高
校
応
援
団
に
と
っ

て
特
別
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。文
化
祭
と
は

違
い
、応
援
団
中
心
の
舞
台
で
あ
る
こ
と
で

す
。普
段
の
舞
台
で
は
な
か
な
か
見
る
こ
と
の

で
き
な
い
曲
目
や
、独
特
の
雰
囲
気
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。そ
し
て
こ
の
舞
台
は
２

月
に
行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、そ
の

代
の
集
大
成
と
な
る
舞
台
で
す
。そ
の
た
め
、

団
員
た
ち
の
こ
の
日
に
か
け
る
想
い
は
特
別

で
す
。私
自
身
も
団
長
と
し
て
こ
の
舞
台
に

臨
み
ま
し
た
が
、６
年
の
現
役
生
活
の
中
で

も
１
番
思
い
入
れ
の
あ
る
舞
台
で
し
た
。そ
し

て
、こ
の
舞
台
を
も
ち
ま
し
て
私
含
め
第
68

代
幹
部
は
引
退
い
た
し
ま
し
た
。皆
様
方
に

も
、そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
応
援
団
を
担
っ
て
い

く
後
輩
た
ち
に
も
、明
治
へ
の
思
い
は
伝
わ
っ

た
か
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、明
治
高
校
応
援
団
第
68
代
団
長

と
し
て
、「
第
５
回
紫
紺
の
下
に
」の
開
催
に

あ
た
り
ま
し
て
ご
支
援
く
だ
さ
っ
た
各
方
面

の
方
々
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。来
年

度
以
降
も
こ
の
舞
台
を
開
催
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
来
場
賜
り
ま
す

よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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５
回
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紺
の
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に
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成
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卒
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治
高
校
応
援
団

　
　第
68
代
団
長

　
　鈴
木
悠
介

高
Ⅱ 

よ
う
こ
そ
先
輩

昭
和
63
年
卒

昭
和
戊
辰
乃
会

　
　菅

　和
禎

43

私
は
、卒
業
し
て
27
年
に
な
る
が
、こ
の
度『
よ

う
こ
そ
先
輩
』の
講
演
を
仰
せ
つ
か
り
高
校
Ⅱ

年
生
に
講
演
さ
せ
て
頂
い
た
。た
だ
、な
ぜ
ま
た

自
分
が
？
と
思
っ
た
。そ
れ
は
お
そ
ら
く
私
の
高

校
卒
業
後
の
進
路
が
変
わ
っ
て
い
た
か
ら
だ
ろ

う
。そ
ん
な
私
の
経
験
談
が
後
輩
に
少
し
で
も
役

に
立
つ
の
で
あ
る
な
ら
ば
と
思
い
、引
受
け
た
。

高
校
時
代
、親
の
家
業
の
建
築
業
を
継
ぐ
た

め
建
築
学
科
に
進
学
す
る
か
、法
学
部
、文
学
部

の
い
ず
れ
か
に
進
学
す
べ
き
か
迷
っ
て
い
た
。結

果
的
に
は
法
学
部
に
進
む
が
、明
確
な
学
術
的

目
標
を
持
た
な
い
ま
ま
サ
ー
ク
ル
活
動
に
大
学

の
４
年
間
を
過
ご
し
た
。か
け
が
え
の
な
い
友
人

を
た
く
さ
ん
つ
く
る
事
が
出
来
た
の
で
こ
の
４

年
間
は
後
悔
し
て
い
な
い
。

４
年
生
の
秋
に
、法
学
部
を
卒
業
す
る
こ
と

が
条
件
で
再
度
理
工
学
部
建
築
学
科
３
年
生

に
入
学
す
る
シ
ス
テ
ム
の
学
士
入
学
試
験
を
受

け
合
格
を
し
た
。建
築
学
科
、ま
た
さ
ら
に
進
学

し
て
大
学
院
、し
っ
か
り
と
し
た
目
標
意
識
が

あ
っ
た
の
で
、全
く
ぶ
れ
る
事
な
く
勉
強
中
心

の
日
々
を
送
っ
た
。た
だ
、そ
の
時
、法
学
部
時

代
の
同
年
代
か
ら
人
生
に
遅
れ
た
感
じ
の
焦
り

の
気
持
ち
が
あ
っ
た
。し
か
し
、自
分
の
人
生
を

80
年
と
捉
え
、物
差
し
で
測
れ
ば
こ
の
数
年
間

は
た
っ
た
の
数
セ
ン
チ
、だ
か
ら
焦
る
な
と
自
分

自
身
に
無
理
矢
理
言
い
聞
か
せ
た
。

卒
業
後
は
、設
計
事
務
所
に
９
年
、独
立
し

て
４
年
、が
む
し
ゃ
ら
に
働
い
た
。縁
が
あ
っ
て
、

明
治
高
校
調
布
校
舎
の
工
事
監
理
業
務
を
以

前
勤
め
て
い
た
会
社
か
ら
引
き
受
け
た
。主
に

内
装
工
事
監
理
や
そ
の
デ
ザ
イ
ン
、現
在
の
正
門

の
設
計
や
バ
ス
の
デ
ザ
イ
ン
な
ど
も
さ
せ
て
頂
い

た
。明
治
高
校
の
生
徒
た
ち
が
卒
業
し
て
か
ら

も
記
憶
に
残
る
よ
う
な
、ま
た
誇
り
が
持
て
る

よ
う
な
キ
ャン
パ
ス
や
建
物
に
す
る
の
だ
と
い
う

強
い
思
い
で
仕
事
に
望
ん
だ
事
を
思
い
出
す
。そ

の
仕
事
が
認
め
ら
れ
、現
在
明
治
大
学
の
施
設

課
に
中
途
入
社
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

生
徒
た
ち
に
は
、こ
ん
な
人
生
経
験
談
を
踏

ま
え
な
が
ら
、ま
た
明
治
高
校
新
築
時
の
各
デ

ザ
イ
ン
Ｎ
Ｇ
案
や
、現
在
の
大
学
施
設
の
う
ち
、

私
が
手
が
け
た
和
泉
図
書
館（
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン

賞
、Ｂ
Ｃ
Ｓ
賞
受
賞
）と
ア
セ
ア
ン
セ
ン
タ
ー（
タ

イ・バ
ン
コ
ク
）の
写
真
を
見
せ
な
が
ら
講
演
さ

せ
て
頂
い
た
。そ
し
て
、以
下
の
事
を
お
話
さ
せ

て
頂
き
結
び
と
し
た
。

（
１
）友
達
：
勉
強
も
も
ち
ろ
ん
大
事
だ
が
、一
生

つ
き
あ
え
る
、お
互
い
に
色
々
な
事
を
相
談
し

あ
え
る
友
達
を
た
く
さ
ん
つ
く
る
こ
と
。

（
２
）経
験
：
様
々
な
国
や
地
域
を
訪
れ
、多
く

の
も
の
を
見
聞
き
し
た
り
、人
と
触
れ
合
ふ
れ

あ
っ
た
り
と
、色
々
な
経
験
を
し
て
多
く
の
こ
と

を
感
じ
て
学
ぶ
こ
と
。

（
３
）資
格
：
日
本
は
資
格
社
会
な
の
で
、し
っ
か

り
と
し
た
目
標
意
識
を
持
ち
、何
か
資
格
を
取

得
し
て
い
く
こ
と
。

以
上
の
内
容
を
講
演
し
、生
徒
た
ち
の
真
剣

な
眼
差
し
を
見
て
、自
分
が
当
時
進
路
で
迷
っ
て

い
た
事
を
思
い
出
し
、ま
た
改
め
て
自
分
自
身
の

仕
事
意
欲
も
高
め
る
事
が
出
来
た
。生
徒
た
ち

に
も
今
後
の
人
生
に
役
立
て
て
欲
し
い
と
思
う
。
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１
月
27
日
、中
３
と
高
Ⅰ
に
よ
る
ス
ピ
ー

チ
コ
ン
テ
ス
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。２
学
年

（
合
計
５
６
０
名
）よ
り
予
選
を
勝
ち
抜
い

て
き
た
10
名
が
思
い
の
こ
も
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
４
分
程
度
で
ス
ピ
ー
チ
し
ま
し
た
。中
学

生
は「
偉
人
か
ら
学
ぶ
」、高
校
生
は
身
近
な

テ
ー
マ
を
と
り
あ
げ
て
話
し
ま
し
た
。審
査

員
は
明
治
大
学
よ
り
教
授
３
名
に
来
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。な
お
、本
選
出
場
者
全
員
に

副
賞
と
し
て
英
語
圏
へ
の
海
外
研
修
奨
学
金

30
万
円
が
鵜
澤
總
明
教
育
振
興
奨
学
金
プ
ロ

グ
ラ
ム
よ
り
支
給
さ
れ
ま
す
。

結果
１位	 中３　岡さん
	 Do You Want to Study?
２位	 高Ⅰ　阿部さん
	 Stop Karoushi!
３位	 中３　目黒さん
	 I Have A Dream
４位	 高Ⅰ　増田さん
	 Communicating with Foreign People
５位	 高Ⅰ　荒木さん
	 The Power of Smile

優勝した　中３（出場時）岡さん
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Do You Want to Study?
Jr.3   OKA 　岡

     Do you want to study? If you couldn't do that, can you hand in your test blank? Maybe many 

people can't say "Yes" clearly. I am also the same as you. But some children in the world aren't 

allowed to study. One girl spoke up in order to children, especially can't study girls. This girl's name 

is "Malala Yousafzai". Perhaps you have heard the name on the news, because she got a Nobel Peace 

Prize this year. I was really surprised at the news. She is 17 years old now. She is the youngest person 

to get a Nobel Prize ever.

     Why could she get a Nobel Prize? What did she do? She was born in 1997 in Pakistan. In 

Pakistan, the Taliban don't allow girls to study at all, but she didn't give up. She started to write a 

blog using a false name. In Pakistan, more than 400 schools were destroyed and girls were stopped 

from going to school. She was only 13 years old. When I was 13, I entered junior high school, so 

I have studied for 6 years already and I have 3 more years. On her blog, she claimed that not only 

boys but also girls need to study. If I were in the same situation, I wouldn't come up with any ideas 

and maybe I would be afraid of the Taliban forces than anything else. So I couldn't do anything. Her 

action needed big courage and she has a brave heart. Even to write blogs is dangerous in Pakistan.

     In October 2012, she was shot with a gun by the Taliban forces. Fortunately, she didn't die, 

but she suffered a serious injury. Then, she was carried to a hospital in the UK right away. This 

incident made her famous and was reported all over the world. I heard the news on TV. At first I was 

confused. She just wanted education, so I couldn't believe it.

     Recently, people stated to support her, so her courage grew day by day. She has continued to take 

action in the UK. She made a speech at the United Nations. Then she left a famous phrase. "One 

child, one teacher, one book, one pencil, can change the world". What do you think of it? I think it's 

true. A little courage can change the world. That was proven by her.

     I learned many things from her. It is important to have courage, to say what you want. She taught 

me the importance of educationing. I was complaining about studying before, but now I know it's 

not good. I have to take action.

     I want to tell everyone, to study and do your best at school. Please remember that like "Malala 

Yousafzai" your small actions can make big changes.

     Thank you for listening.
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石原先生　　　　　　　　　　中村先生

①
出
身
地　
②
出
身
大
学
及
び
専
攻

③
担
当
授
業
科
目　
④
担
当
ク
ラ
ブ

⑤
明
治
中
学
高
等
学
校
教
諭
と
し
て
の
抱
負

中
村 

詩
帆 

先
生

①
埼
玉
県　

②
ウ
ー
ロ
ン
ゴ
ン
大
学
院　

教

育
学　

Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｏ
Ｌ
専
攻　

③
中
１
総
合

英
語
・
英
文
法　

④
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
・
ダ
ン
ス

部　

⑤
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
！

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

石
原 

照
子 

先
生

①
栃
木
県　

②
京
都
外
国
語
大
学　

外
国

語
学
部　

③
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
Ⅱ

④
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部　

⑤
新
た
な
気
持
ち
で

日
々
精
進
し
て
行
き
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

三
田 
寛
子 
先
生

①
東
京
都　

②
早
稲
田
大
学
院　

基
幹
理

工
学
研
究
科　

数
学
応
用
数
理
専
攻

③
数
学　

④
硬
式
テ
ニ
ス
部　

⑤
卒
業
し
た

時
に
、「
明
治
中
学
・
高
校
生
で
よ
か
っ
た
！
」

と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
学
校
生
活
を
サ

ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う
全
力
で
取
り
組
ま
せ
て

い
た
だ
く
の
で
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

山
川 

真
由
子 

先
生

①
愛
知
県　

②
多
摩
美
術
大
学
院
美
術
研

究
科
日
本
画
専
攻　

③
美
術　

④
美
術
部
・

水
泳
部　

⑤
初
心
を
忘
れ
ず
に
何
事
に
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
行
き
た
い
で
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…山川先生　　　　　　　　　　　三田先生
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も
う
今
か
ら
25
年
ほ
ど
前
の
高
Ⅰ
の
時
に
現

代
社
会
の
授
業
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。高

校
入
学
だ
っ
た
私
は
明
治
生
活
が
始
ま
っ
た
ば

か
り
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、当
初
は
緊
張
の
連

続
で
し
た
。中
で
も
明
治
高
校
を
象
徴
す
る
先

生
方
が
教
鞭
を
振
る
う
授
業
が
、そ
の
最
た
る

も
の
で
し
た
が
、そ
ん
な
中
で
も
心
穏
や
か
に
受

け
る
こ
と
が
で
き
た
授
業
が
唯
一
、土
岐
先
生
の

現
代
社
会
で
し
た
。い
ろ
ん
な
意
味
で
救
わ
れ
ま

し
た（
笑
）

今
だ
に
記
憶
に
残
っ
て
い
る
印
象
的
な
土
岐

先
生
の
授
業
と
い
え
ば
、「
あ
あ
言
え
ば
こ
う
言

う
人
っ
て
、結
構
い
ま
す
よ
ね
？
っ
て
い
う
か
い

る
ん
で
す
よ
！
こ
れ
が
ま
た
！
そ
う
そ
う
、ほ
ん

と
憎
た
ら
し
い
！
」い
わ
ゆ
る
詭
弁
家
に
関
す

る
授
業
だ
っ
た
の
で
す
が
、こ
の
授
業
を
受
け
た

時
、土
岐
先
生
は
い
つ
に
な
く
熱
が
込
め
ら
れ
て

い
た
な
あ
。大
人
っ
て
大
変
な
ん
だ
な
。い
や
、土

岐
先
生
が
大
変
な
の
か
な
？
そ
ん
な
勝
手
な
軽

い
感
想
を
抱
く
程
度
だ
っ
た
の
で
す
が
、社
会
人

に
な
っ
て
思
い
返
す
と
、な
る
ほ
ど
、あ
あ
そ
う

か
！
こ
れ
か
‼
と
思
う
こ
と
が
多
（々
笑
）一
足

先
に
人
生
に
お
け
る
処
世
術
的
な
こ
と
を
教
え

て
い
た
だ
け
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。本
当
に
感
謝

で
す
！ま

た
、こ
の
場
で
書
く
こ
と
が
恐
れ
多
い
数
々

の
崇
高
な「
駄
洒
落
」。発
し
た
後
は
一
瞬
の
沈

黙
が
あ
り
片
方
の
ま
ゆ
げ
を
ピ
ク
リ
。基
本
的

に
表
情
は
変
わ
ら
な
い
。た
ま
に
ご
自
身
の
ツ

ボ
に
は
ま
り
、思
わ
ず
ウ
ケ
て
し
ま
う
こ
と
も

（
笑
）先

生
の
担
当
さ
れ
て
い
た
現
代
社
会
は
内
容

と
し
て
は
一
般
的
に
は
少
々
難
し
い
た
め
、受
け

る
時
間
帯
に
よ
っ
て
は
つ
い
つ
い
瞼
が
仲
良
く

な
っ
て
し
ま
う
教
科
で
す
が
、そ
ん
な
私
た
ち
を

察
し
て
か
、い
つ
で
も
飽
き
さ
せ
な
い
よ
う
要
所

要
所
に
笑
い
を
ご
用
意
、い
つ
で
も
生
徒
目
線
の

楽
し
い
授
業
に
私
た
ち
は
引
き
込
ま
れ
ず
に
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。お
か
げ
さ
ま
で
現
代
社

会
を
嫌
い
に
な
る
こ
と
は
な
く
、今
で
は
か
つ
て

教
わ
っ
た
処
世
術
？
に
よ
り
人
に
関
わ
る
仕
事

に
従
事
し
て
お
り
ま
す
。

人
と
し
て
生
き
る
術
を
教
え
て
い
た
だ
い
た

先
生
の
授
業
を
も
う
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

と
思
う
と
非
常
に
残
念
で
す
。

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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中
学
野
球
部

第
９
ブ
ロ
ッ
ク
春
季
大
会	

第
３
位

第
９
ブ
ロ
ッ
ク
野
球
部
夏
季
大
会	

準
優
勝

第
９
ブ
ロ
ッ
ク
野
球
部
冬
季
研
修
大
会

	

決
勝
リ
ー
グ　

進
出

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

硬
式
野
球
部

平
成
26
年
度
秋
季
東
京
都
高
等
学
校
野
球
大
会

	

ベ
ス
ト
16

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

第
３
回
多
摩
地
区
私
立
中
学
・
高
等
学
校

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
冬
季
私
学
祭
大
会

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト　

高
校
の
部	
準
優
勝

調
布
市
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

１
年
生
大
会　

男
子
の
部	

準
優
勝

東
京
都
高
等
学
校
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

夏
季
大
会
Ｒ
ブ
ロ
ッ
ク	

３
位

調
布
市
中
学
校
対
抗
競
技
大
会

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技

	

男
子
の
部　

準
優
勝

	

女
子
の
部　

第
３
位

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

調
布
市
市
民
大
会　

個
人
戦

男
子　

準
優
勝	

高
Ⅱ　
　

鎌
倉	

	

高
Ⅱ　
　

平
井

　
　
　

第
３
位	

高
Ⅲ　
　

江
口

	

高
Ⅱ　
　

三
上

女
子　

優　

勝	

高
Ⅱ　
　

西
本

	

高
Ⅱ　
　

茂
木

　
　
　

第
３
位	

高
Ⅱ　
　

金
井

	

高
Ⅱ　
　

湯
原

第
53
回
新
進
大
会  

個
人
戦
女
子

ブ
ロ
ッ
ク
優
勝	

高
Ⅱ　
　

西
本

	

高
Ⅱ　
　

茂
木

調
布
市
民
体
育
祭
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技

一
般
市
民　
　

	

優
勝　

高
Ⅱ　
　

西
本

	

高
Ⅱ　
　

茂
木

東
京
都
高
等
学
校
新
人
大
会

	

32
位　

高
Ⅱ　
　

西
本

	

高
Ⅱ　
　

茂
木

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

男
子
硬
式
テ
ニ
ス
部

〈
高
校
〉

東
京
都
高
等
学
校
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

シ
ン
グ
ル
ス	

東
京
都
ベ
ス
ト
32

	

高
Ⅲ　
　

近
藤

ダ
ブ
ル
ス	
東
京
都
ベ
ス
ト
32

	
高
Ⅲ　
　

近
藤

	
高
Ⅲ　
　

守
田

団
体
戦	

東
京
都
ベ
ス
ト
16

私
学
リ
ー
グ	

２
部
優
勝　

１
部
昇
格

東
京
都
高
等
学
校
新
人
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

シ
ン
グ
ル
ス	

東
京
都
ベ
ス
ト
64

	

高
Ⅲ　
　

近
藤

	

高
Ⅲ　
　

奥
本

団
体
戦	

東
京
都
５
位

東
京
都
高
等
学
校
選
抜
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会	

７
位

〈
中
学
〉

東
京
都
中
学
生
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

シ
ン
グ
ル
ス	

東
京
都
12
位

	

高
Ⅰ　
　

上
田

ダ
ブ
ル
ス	

東
京
都
６
位

	

高
Ⅰ　
　

青
木

	

高
Ⅰ　
　

大
窪

団
体
戦	

東
京
都
32
位

東
京
都
総
合
体
育
大
会
テ
ニ
ス
の
部	

32
位

多
摩
大
会	

準
優
勝

東
京
都
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ー
ム
テ
ニ
ス

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ	

優　

勝

東
京
都
中
学
生
新
人
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

第
９
ブ
ロ
ッ
ク
予
選

ダ
ブ
ル
ス
本
選　

出
場

	

中
３　
　

板
倉

	

中
３　
　

伊
藤

団
体
戦	

東
京
都
32
位
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全
国
私
立
中
学
校
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

団
体
戦	

第
９
位

個
人
戦　

第
17
位	

中
１　
　

田
坂

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

女
子
硬
式
テ
ニ
ス
部

フ
ジ
カ
ッ
プ　
シ
ン
グ
ル
ス（
15
才
以
下
の
部
）

　
　
　

優　

勝	

中
３　
　
　

林

東
京
都
中
学
校
テ
ニ
ス
選
手
権（
個
人
の
部
）

第
９
ブ
ロ
ッ
ク
予
選

　
　
　

第
17
位	

中
３　
　
　

林

都
大
会
出
場　

ダ
ブ
ル
ス

　
　
　

ベ
ス
ト
８	
中
３　
　

飯
守

　
　
　

	

中
３　
　
　

林

都
大
会
出
場　

シ
ン
グ
ル
ス　

ブ
ロ
ッ
ク
本
選
出
場

	

中
３　
　

中
原

	

中
３　
　

飯
守

ダ
ブ
ル
ス　
　

ブ
ロ
ッ
ク
本
選
出
場

	

中
３　
　

中
原

	

中
３　
　

山
田

第
31
回
東
京
都
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ー
ム

テ
ニ
ス
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ

高
校
生
の
部	

　
　
　

第
３
位	

高
Ⅱ　
　

西
田

	

高
Ⅱ　
　

山
村

	

高
Ⅱ　
　

六
谷

	

高
Ⅰ　
　

野
中

中
学
生
の
部	

　
　
　

第
４
位	

中
３　
　

中
原

	

中
３　
　

飯
守

	

中
３　
　
　

林

	

中
３　
　

山
田

平
成
26
年
度
調
布
市
市
民
大
会

中
学
生
ダ
ブ
ル
ス
の
部

　
　
　

優　

勝	

中
３　
　

飯
守

	

中
３　
　
　

林

　
　
　

第
３
位	

中
３　
　

名
村

	

中
３　
　

中
原

平
成
26
年
度
東
京
都
中
学
校
テ
ニ
ス
選
手
権

新
人
大
会

個
人
の
部　

第
９
ブ
ロ
ッ
ク
予
選

シ
ン
グ
ル
ス　

ブ
ロ
ッ
ク
本
選
出
場

	

中
２　
　

横
田

ダ
ブ
ル
ス　
　

ブ
ロ
ッ
ク
本
選
出
場

	

中
２　
　

小
池

	

中
２　
　

堀
池

第
38
回
東
京
都
私
立
中
学
高
等
学
校

テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
（
個
人
戦
）

女
子
ダ
ブ
ル
ス　

ベ
ス
ト
16

	
高
Ⅱ　
　

西
田

	

高
Ⅰ　
　

野
中

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

ス
キ
ー
部

第
50
回　

関
東
大
会
出
場

	

高
Ⅲ　
　

岩
田

	

高
Ⅲ　
　

山
口

	

高
Ⅲ　
　

酒
井

	

高
Ⅱ　
　

井
上

	

高
Ⅰ　
　

若
林

	

高
Ⅰ　
　

坂
口

	

高
Ⅰ　

羽
根
田

	

高
Ⅰ　
　

星
野

第
64
回　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

	

高
Ⅰ　
　

若
林

	

高
Ⅰ　
　

坂
口

	

高
Ⅰ　

羽
根
田

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

剣
道
部

東
京
都
高
等
学
校
夏
季
剣
道
大
会

女
子
団
体	

ベ
ス
ト
32

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
東
京
都
大
会

女
子
団
体	

ベ
ス
ト
32

東
京
都
高
等
学
校
秋
季
剣
道
大
会

男
子
団
体
Ⅱ
部	

（
敢
闘
賞
）
ベ
ス
ト
８

平
成
26
年
文
京
区
剣
道
大
会

高
校
生
女
子
の
部　

個
人
戦

　
　
　

優　

勝	

高
Ⅱ　

水
野
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東
京
都
高
等
学
校
新
人
剣
道
大
会

女
子
団
体
の
部	

ベ
ス
ト
32

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

柔
道
部

関
東
大
会
東
京
都
第
四
支
部
個
人
戦

敢
闘
賞　

都
大
会
進
出

	

高
Ⅰ　
　

久
保

東
京
都
高
等
学
校
学
年
別
大
会
第
四
支
部
予
選
会

女
子
個
人　

敢
闘
賞
（
都
大
会
進
出
）

	

高
Ⅰ　
　

久
保

東
京
都
中
学
校
新
人
体
重
別
大
会

多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
会

男
子
個
人　

第
３
位
（
都
大
会
進
出
）	

中
２　
　

永
澤

第
５
位	

中
２　
　

竹
道

東
京
都
中
学
校
新
人
体
重
別
大
会

男
子
個
人　

ベ
ス
ト
32

	

中
２　
　

永
澤

立
正
杯
争
奪
柔
道
大
会

中
量
級　

第
３
位	

中
２　
　

竹
道

中
量
級　

第
５
位	

中
２　
　

川
野

重
量
級　

第
５
位	

中
２　
　

永
澤

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

吹
奏
楽
班

第
54
回
東
京
都
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
都
大
会

	

銅
賞

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

マ
ン
ド
リ
ン
部

平
成
26
年
度
全
国
高
等
学
校

ギ
タ
ー
・マ
ン
ド
リ
ン
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

	

優
秀
賞

第
３
回
全
日
本
マ
ン
ド
リ
ン
合
奏
コ
ン
ク
ー
ル

	

銀
賞

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

美
術
部

第
42
回
私
立
中
学
高
等
学
校
生
徒
写
真
・
美
術
展

朝
日
新
聞
社
賞
受
賞

	

「
街
角
」　

中
２　

日
向
野

第
15
回
広
島
国
際
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バル

パ
ラ
パ
ラ
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン・コ
ン
テ
ス
ト
の
部

グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞	

中
２　
　

西
原

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

表
彰

中
学
生「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」コ
ン
ク
ー
ル

武
蔵
府
中
税
務
署
長
賞

	

中
３　
　

浅
谷

全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
東
京
都
大
会

作
文
委
員
会
賞	

中
３　
　

神
谷

第
６
回
Ｉ
Ｉ
Ｂ
Ｃ
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト

学
校
奨
励
賞	
高
Ⅲ　
　

福
田

	
高
Ⅲ　

石
曽
根

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

資
格
試
験

日
商
簿
記
検
定
合
格
者

１
級
合
格
者	

高
Ⅲ　

西
原

２
級
合
格
者	

高
Ⅲ　

小
出

	

高
Ⅲ　

米
丸

	

高
Ⅲ　

神
藤

	

高
Ⅲ　

松
田

	

高
Ⅱ　

保
田

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

公
認
会
計
士
試
験
合
格
者

	

井
狩　

慶
大
（
平
成
24
年
卒
）

	

田
中　

勇
輝
（
平
成
24
年
卒
）

	

大
谷　

慶
同
（
平
成
24
年
卒
）

	

武
田　

直
大
（
平
成
24
年
卒
）

	

木
村　
　

俊
（
平
成
24
年
卒
）

	

倉
田　

翔
立
（
平
成
24
年
卒
）

	

信
田　

翔
悟
（
平
成
24
年
卒
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

司
法
試
験
合
格
者

	

平
賀　

宏
典
（
平
成
15
年
卒
）

	

秋
山　
　

俊
（
平
成
20
年
卒
）

	

秋
月　

政
寛
（
平
成
19
年
卒
）

	

蟹
田　

靖
友
（
平
成
19
年
卒
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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小林 昭雄
昭和21・22年卒

午巳の会
うまみのかい

「
総
明
会
」創
立
の
７
年
前
、私
達
の
同
期

会
も
有
志
の
骨
折
り
に
よ
り
発
足
し
た
。昭

和
33
年
11
月
で
あ
っ
た
。大
東
亜
戦
争
の
末

期
、学
業
か
ら
離
れ（
昭
和
19
年
９
月
～
翌

20
年
８
月
）苛
烈
な
日
々
を
作
業
に
従
事
し

た
こ
と
に
よ
り
仲
間
意
識
は
格
別
に
強
か
っ

た
よ
う
に
思
う
。

か
つ
て
の
紅
顔
の
少
年
た
ち
が
時
を
経
て

「
会
」に
集
合
し
、旧
交
を
温
め
あ
っ
た
折
に

は
一
廉（
ひ
と
か
ど
）の
社
会
人
然
と
し
た
顔

が
並
ん
だ
。以

来
、毎
年
の
例
会
は
も
と
よ
り
、

旅
行
会
・ゴ
ル
フ
会
な
ど
で
友
情
を
深

め
て
き
た
。頭（
こ
う
べ
）に
白
髪
が
目

立
つ
頃
に
な
っ
て
も
会
に
集
ま
れ
ば

そ
の
ひ
と
時
、皆
、明
中
生
に
戻
る
の

だ
っ
た
。

か
く
し
て
時
は
移
り
、今
や
我
ら

も
80
才
の
半
ば
を
超
え
、鬼
籍
に

入
っ
た
者
は
多
く
、余
生
を
送
る
者

も
五
体
不
全
を
訴
え
る
声
が
増
え
て

い
る
。

昨
今
は「
会
」は
休
止
。外
出
可
能

な
者
が
三
々
五
々
参
集
し
、昔
語
り
に
時
を

過
ご
し
て
い
る
。

以
上
、会
報
編
集
ご
担
当
の
意
に
添
わ
ぬ

老
い
の
繰
り
言
を
も
っ
て
紙
面
を
汚
し
た
次

第
、何
と
ぞ
ご
容
赦
の
ほ
ど
を
。

憚
り
な
が
ら
終
わ
り
に
、「
50
周
年
記
念

誌
」に
引
用
し
た
古
言
を
再
び
録
さ
せ
て
い
た

だ
く
。

◎
衣
は
新
し
き
に
苦し

く
は
莫な

く

　
　
　
　
　

人
は
故ふ
る
き
に
苦し

く
は
莫な

し

〔
衣
莫
ㇾ
若
ㇾ
新
人
莫
ㇾ
若
故『
晏
子
春
秋
』〕

衣
服
は
新
し
い
の
が
良
く
、人
は
気
心
の

知
れ
た
昔
な
じ
み
が
良
い
。昔
な
じ
み
の
尊
い

こ
と
を
い
う
。

（『
漢
語
名
言
辞
典
』よ
り
）

田邊泰治
（S30年卒）

有限会社つる瀬
代表取締役

〒113-0034 文京区湯島3-35-8
TEL. 03-3833-8516

営業時間 8:30～20:00
19:30（喫茶ラストオーダー）

 年中無休
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明二会
めいじかい

小田川 玉城
昭和25年卒

今
回
も
中
１
以
来
の
細
事
を
記
述

し
ま
す
。昭
和
19
年
、既
に
私
は
軍
人

組
中
一
部
員
。

夏
休
み
、東
京
市
内
20
数
校
が
東

京
高
等
商
船
学
校（
現
海
洋
大
学
）へ

一
週
間
の
訓
練
に
派
遣
さ
れ
た
。

明
治
中
学
は
軍
人
組
が（
中
１
～

中
５
）10
数
名
参
加
。何
を
競
っ
て
も

勝
て
な
く
て
悔
し
い
思
い
を
し
た
。

起
床（
マ
ッ
ト
を
畳
む
）・
掃
除（
ト

イ
レ・
廊
下
・
校
庭
他
）は
毎
朝
周
り

番
。三
度
の
食
事
・
休
憩（
10
分
）等
、

ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
の
ラ
ッ
パ
で
知
ら
さ

れ
た
。

校
内
す
べ
て
整
理
・
整
頓
・
清
掃
完
璧
。特

に
ト
イ
レ
は
綺
麗
・
清
潔
で
、現
今
の
ホ
テ
ル

並
み
で
あ
っ
た
。

食
事
に
つ
い
て
は
、大
食
堂
２
５
０
名
が
着

席
し
両
手
は
膝
に
正
面
凝
視
し
て
待
つ
。や
が

て
海
軍
大
尉（
海
軍
で
は「
ダ
イ
イ
」と
い
う
）

が
着
座
。「
頂
き
ま
す
」と
発
声
し
て
箸
を
と

る
。ご
飯
は
銀
シ
ャ
リ
山
盛
り
オ
カ
ズ
も
良

く
、当
時
と
し
て
は
最
高
の
食
事
で
あ
っ
て
訓

練
中
の
最
大
の
楽
し
み
に
な
っ
た
。

訓
練
は
ロ
ー
プ
の
結
索
、椰
子
半
分
に
よ

る
明
治
丸
の
甲
板
掃
除
は
横
一
列
で
進
ん
で

ゆ
く
。難
関
は
明
治
丸
マ
ス
ト
の
ト
ッ
プ
ボ
ー

ド
ま
で
の
縄
梯
子
。船
外
に
乗
り
出
し
不
安

定
。段
ご
と
に
細
く
な
り
、最
後
は
仰
向
け
に

登
る
。恐
怖
あ
る
の
み
。降
り
る
と
き
は
さ
ら

に
恐
怖
。見
え
ぬ
縄
梯
子
を
足
で
探
り
、ま
さ

に
命
が
け
で
あ
っ
た
。が
、誰
一
人
尻
込
み
す
る

者
は
い
な
か
っ
た
。流
石
、戦
中
の
中
学
生
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

10
分
の
休
憩
は
午
前
・
午
後
の
２
回
。壁
に

寄
り
か
か
ら
ず
、芝
生
に
座
ら
ず
、立
つ
か
歩

く
か
で
あ
っ
た
。夕
食
後
の
入
浴
は
風
呂
屋
並

の
広
さ
。二
列
の
浴
槽
に
は
体
を
洗
う
前
と

後
と
横
一
列
で
号
令
さ
れ
て
進
む
。就
寝
前
、

各
校
担
当
の
高
商
生
を
囲
ん
で
毎
晩
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
も
楽
し
か
っ
た
が
そ
の
中
の
怪
談
話

は
迫
力
が
あ
っ
た
。夜
中
、洗
面
所
の
鏡
に
自

分
の
顔
を
映
す
と
血
が
流
れ
て
い
る
。中
庭
に

設
置
さ
れ
て
い
る
古
い
機
関
が
始
動
す
る
。明

治
丸
の
船
底
床
が
何
度
洗
っ
て
も
血
痕
が
取

れ
な
い
。等
の
話
を
聴
か
さ
れ
、夜
の
ト
イ
レ
は

外
の
渡
り
廊
下
。当
の
洗
面
所
前
に
あ
り
気

味
悪
か
っ
た
。急
い
で
帰
る
中
１
少
年
の
様
を

想
像
し
て
は
如
何
。斯
く
し
て
お
互
い
が
励
ま

し
あ
い
、無
事
教
練
は
終
了
し
た
。

新
緑
の
五
月
、最
後
の
明
二
会
の
総
会
・
懇

親
会
を
開
催
し
た
が
、一
抹
の
寂
し
さ
を
感
じ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。唯
一
人
の
恩
師
、松
本

先
生
の
不
在
で
あ
る
。初
め
あ
る
も
終
わ
り

あ
り
。こ
れ
は
世
の
常
で
す
。

参
加
者
16
名
。残
念
で
す
が
同
期
84
才
に

な
れ
ば
致
し
方
あ
り
ま
せ
ん
。

今
日
ま
で
の
ご
支
援
、改
め
て
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

然
し
明
二
会
は
存
続
し
ま
す
。今
後
と
も

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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吉田　満昭和27年卒

明高会
私
共「
明
高
会
」は
若
い
様
で
も
本
年
81
才

を
迎
え
ま
す
。

中
々
出
歩
く
機
会
も
少
な
く
な
っ
て
お
り

ま
す
。し
か
し
気
の
合
う
連
中
で
小
グ
ル
ー
プ

の
会
合
は
数
多
く
ご
ざ
い
ま
す
。中
で
も
最
大

の
グ
ル
ー
プ
は「
小
ふ
で
会
」で
す
。

こ
の
会
は
元
校
長
福
島
先
生
を
囲
む
会
か

ら
発
足
し
た
会
で
す
。毎
年
６
月
の
第
二
金

曜
日
の
正
午
に
銀
座
の
三
笠
会
館
で
集
合
で

す
。年
々
参
加
者
が
少
し
ず
つ
増
え
て
い
る
の

は
マ
サ
に
オ
ド
ロ
キ
で
す
。

こ
れ
も
連
絡
幹
事
の
渡
辺
幹
夫
君

（
明
治
大
学
校
友
会
・
浦
安
市
地
域

支
部
長
）が
毎
回
の
通
知
を
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
皆
様
に
お
知
ら
せ
頂
け
る

お
蔭
で
す
。総
明
会
は
卒
業
生
全
員

の
最
大
の
催
し
で
す
。意
外
な
身
近
の

方
が
同
窓
生
に
お
り
ま
す
。一
昨
年
か

ら
は
女
性
の
卒
業
生
が
総
明
会
に
お

仲
間
入
り
し
て
、ズ
ン
と
明
る
く
な
り

ま
し
た
。

毎
年
担
当
卒
業
学
年
の
皆
様
が
気

合
い
を
入
れ
て
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
の

で
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。年
寄
り
割
引
も
あ

り
ま
す
よ
！

尚
、総
明
会
の
皆
様
に
お
願
い
が
ご
ざ
い
ま

す
。総
明
会
の
方
は
殆
ど
が
明
治
大
学
に
進
学

さ
れ
ま
す
。明
治
大
学
の
校
友
会
は
現
在
老

齢
化
が
目
立
ち
ま
す
。ぜ
ひ
明
治
大
学
卒
業
生

の「
校
友
会
」に「
活
を
入
れ
る
」意
味
か
ら
も
、

そ
れ
ぞ
れ
身
近
な
地
域
支
部
に
積
極
的
に
参

加
さ
れ
、役
員
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
活

躍
し
て
頂
き
た
い
の
で
す
。高
校・大
学
と
お
付

合
い
が
多
く
大
変
で
し
ょ
う
が
、明
治
大
学
校

友
会
は
、若
い
力
を
必
要
と
し
て
お
り
ま
す
。

向
殿
政
男
校
友
会
長
も
明
治
高
校
出
身
で

す
。ぜ
ひ
明
治
大
学
発
展
の
為
に
、皆
さ
ん
の

お
力
添
え
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
は
、昭
和
戊
辰
乃
会
が
担
当
学
年
で

す
。11
月
７
日（
土
）に
ア
カ
デ
ミ
ー
・コ
モ
ン

（
お
茶
の
水
Ｊ
Ｒ
駅
よ
り
一
番
近
い
、ガ
ラ
ス

張
り
の
建
物
）で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。渡
辺

範
夫
君（
評
議
員
・
明
治
大
学
校
友
会
議
案

次
長
）が
死
亡
さ
れ
た
事
は
誠
に
残
念
で
す
。

（
連
絡
係　
米
山
耕
右
）

祝 第 51 回 総明会
昭和 31 年卒

明 楽 会
会長 佐 藤 健 一

めいこうかい

2015会報本文.indd   54 15/09/07   19:15



OB・OG活動報告 OB・OG活動報告

55

昭
和
九
年
と
十
年
生
ま
れ
の
我
が

期
は
今
年
で
全
員
が
傘
寿
を
迎
え
た
。

今
年
の
総
会
は
傘
寿
を
祝
う
会
と

云
う
タ
イ
ト
ル
で
平
成
二
十
七
年
六

月
十
九
日
に
両
国
の「
ホ
テ
ル
ベ
ル
グ

ラ
ン
デ
」で
開
催
さ
れ
た
。

毎
年
、四
十
名
近
い
参
加
者
が
あ
っ

た
が
、今
回
は
毎
回
出
席
の
学
友
が
亡

く
な
っ
た
り
体
調
不
良
の
状
態
に
な
っ

た
り
し
て
二
十
五
名
の
参
加
に
と
ど

ま
っ
た
。い
つ
も
の
立
食
形
式
に
代
え

て
懐
石
膳
を
供
し
た
の
が
好
評
で
プ
ロ

の
歌
手
の
応
援
出
演
も
得
て
カ
ラ
オ

ケ
大
会
と
化
し
三
時
間
以
上
に
亘
る

会
の
中
身
は
久
し
ぶ
り
に
出
席
し
た

者
の
近
況
報
告
な
ど
で
盛
り
上
が
り

隣
席
同
志
で
交
わ
す
昔
話
に
花
が
咲

き
着
席
形
式
の
効
果
は
抜
群
で
あ
っ

た
。さ

す
が
に
酒
の
量
は
減
っ
た
も
の
の

食
べ
物
を
残
す
こ
と
が
出
来
な
い
我
が

世
代
人
間
ら
し
く
全
員
出
さ
れ
た
料

理
は
キ
レ
イ
に
平
ら
げ
企
画
し
た
幹
事

団
を
安
堵
さ
せ
た
。

宴
半
ば
で
総
会
幹
事
学
年
の「
昭
和
戊
辰

乃
会
」か
ら
幹
事
諸
君
が
第
五
十
一
回「
総
明

会
」の
Ｐ
Ｒ
に
お
見
え
に
な
り
三
十
五
年
の

後
輩
で
我
々
の
息
子
世
代
の
若
者
が
酒
席
に

溶
け
込
み
世
代
を
超
え
た
話
に
花
が
咲
き
先

輩
風
を
吹
か
せ
て
偉
そ
う
に
話
を
し
て
い
る

ヤ
カ
ラ
も
い
た
が
素
直
に
話
を
合
わ
せ
て
も

ら
っ
て
い
た
様
で
あ
っ
た
。最
後
に
幹
事
学
年

の
メ
ン
バ
ー
で
応
援
団
Ｏ
Ｂ
の
光
岡
君
の
指

揮
で
校
歌
を
三
番
ま
で
歌
い
上
げ
再
会
を
約

束
し
て
気
分
良
く
散
会
し
た
。

明窓会
戸田 一郎

昭和28年卒

めいそうかい
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会
名
は
単
純
に
29
年
卒
と
云
う
の
み
。

幹
事
学
年
は
昭
和
58
年
６
月
４
日
に
銀
座

三
越
８
階
の
大
食
堂
で
開
催
。こ
れ
ま
た
単
純

に
東
京
の
真
ん
中
で
あ
る
銀
座
の
さ
ら
に
真

ん
中
で
や
ろ
う
と
い
う
一
語
に
つ
き
ま
し
た
。

案
内
の
発
送
も
、文
も
一
切
合
財
を
や
り
、案

内
文
に「
ぜ
ひ
会
に
出
席
を
」の
一
文
を
ペ
ン
で

何
千
枚
も
書
い
て
送
っ
た
こ
と
、今
に
な
る
と

良
く
出
来
た
な
ぁ
と
思
い
、そ
の
熱
さ
に
自
分

で
ビ
ッ
ク
リ
で
す
。当
日
、会
場
で
大
阪
の
方
や

北
海
道
の
方
が
わ
ざ
わ
ざ
会
に
来
て
く
れ
て
、

こ
れ
も
ま
た
ビ
ッ
ク
リ
で
し
た
。ま
た
、

会
場
を
賑
や
か
に
楽
し
く
と
思
い
、先

輩
諸
氏
を
早
く
よ
り
廻
り
、景
品
を

色
々
と
寄
付
し
て
い
た
だ
き
全
員
に

何
か
し
ら
の
景
品
を
揃
え
て
大
賑
わ

い
を
し
ま
し
た
。開
く
前
に
２
回
ほ
ど

銀
座
三
越
８
階
で
同
期
に
集
ま
っ
て
も

ら
い
、案
内
状
を
練
り
に
練
っ
て
校
名

入
り
の
ハ
ン
カ
チ
２
枚
を
セ
ッ
ト
に
し

て
お
土
産
と
し
た
事
、大
い
に
皆
さ
ん

に
お
楽
し
み
を
い
た
だ
い
た
事
を
閉
会

後
、多
く
の
先
輩
達
に
お
褒
め
頂
き
散

会
出
来
ま
し
た
。

終
わ
り
に
、同
期
会
の
経
過
を
少
し
。29
年

卒
業
以
来
一
度
も
51
年
ま
で
会
は
無
く
、何
気

な
く
卒
業
名
簿
を
見
て
、不
意
に
も
う
や
ら
な

け
れ
ば
と
い
う
思
い
が
募
り
、そ
の
日
よ
り
連

日
電
話
を
か
け
ま
く
り
名
簿
を
再
生
。10
月

17
日
に
後
楽
飯
店
に
80
数
人
が
集
い
、毎
年
や

る
べ
し
!!
と
決
定
。以
来
58
年
ま
で
続
け
、以

後
は
２
～
３
年
毎
の
開
催
に
な
り
平
成
７
年

よ
り
は
10
年
休
会
と
な
り
70
才
を
機
に
ま
た

再
開
し
、本
年
11
月
く
ら
い
に
80
才
を
機
に
大

再
開
を
開
く
事
を
準
備
し
て
お
り
ま
す
。年
々

物
故
者
多
く
、集
人
も
口
々
に「
い
よ
い
よ
自

分
だ
な
」と
、話
は
サ
ヨ
ナ
ラ
に
集
中
す
る
始

末
。明
治
中
学・高
校・大
学
と
、明
治
精
神
を

知
ら
ぬ
間
に
身
に
付
け
ら
れ
た
事
、大
い
に
感

謝
。そ

し
て
、学
校
の
益
々
の
発
展
を
祈
っ
て
お

り
ま
す
。学
校
、校
友
、色
々
に
ア
リ
ガ
ト
ウ
。

追
記　

写
真
は
銀
座
４
丁
面
角
の
日
産
自　

動
車
上
７
階
の
ラ
イ
オ
ン
ビ
ヤ
ホ
ー
ル
。初
会

合
よ
り（
昭
和
54
年
か
55
年
）

昭和29年卒

29 会
にいきゅうかい

山本 峰司
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明楽会
佐藤 健一

昭和31年卒

㐂
寿
を
迎
へ
て

第
51
回
総
明
会
総
会
開
催
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。私
共
明
楽
会
は
会

員
の
㐂
寿
を
昨
年
迎
え『
肉
の
万
世
』に

於
い
て
記
念
品
を
作
成
し
て
出
席
者
に

配
布
し
て
、お
祝
い
を
致
し
ま
し
た
。

去
り
行
き
恩
師
、同
期
の
仲
間
も
多

数
増
え
寂
し
く
な
っ
て
来
ま
し
た
が
、

１
５
０
名
弱
の
仲
間
は
ま
だ
健
在
で
元

気
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
は
明
大
マ
ン
ド
リ
ン
俱
楽
部
の

御
好
意
に
よ
り
ナ
ツ
メ
ロ
の
演
奏
会
を

開
き
又
総
明
会
本
部
よ
り
会
長
を
は

じ
め
理
事
の
方
々
の
御
参
列
を
頂
き
盛
大
に

催
さ
れ
ま
し
た
。卒
業
後
60
年
を
経
過
し
て
も

昔
な
が
ら
の
学
舎
、友
の
思
い
出
、昔
も
今
も
語

ら
れ
、そ
の一
言
一
句
を
毎
年
楽
し
み
に
し
て
、此

の
毎
年
11
月
の
第
一
金
曜
日
を
開
催
日
と
し
て

集
っ
て
お
り
ま
す
。

本
年
も
11
月
８
日（
金
）に
開
催
す
る
予
定

で
お
り
ま
す
。（
会
場
未
定
）此
の
会
報
が
会
員

の
お
手
元
に
届
く
頃
に
は
会
場
も
決
定
し
皆
様

に
通
知
出
来
る
事
と
思
い
ま
す
。

此
の
永
年
に
亘
る
会
が
末
永
く
続
け
ら
れ

る
事
を
幹
事
一
同
が
健
康
で
あ
っ
て
、協
力
し
つ

つ
、開
催
出
来
る
事
を
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。同

期
の
中
に
は
五
体
不
満
足
の
方
も
い
る
よ
う
で

す
が
、こ
れ
か
ら
も
幹
事
一同
が
ん
ば
っ
て「
明
楽

会
」を
存
続
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

諸
先
輩
、後
輩
の
手
助
け
を
借
り
な
が
ら
１

年
で
も
多
く
、少
数
に
な
ろ
う
と
も
が
ん
ば
る

所
存
で
す
。	こ
れ
か
ら
も
総
明
会
の
増
々
の
発

展
と
盛
会
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

明
治
中
学
・
高
校
を
こ
よ
な
く
愛
し
、楽
し

み
、又
当
校
が
猿
楽
町
に
存
在
し
て
い
た
た
め
楽

を
残
し
、当
時
の
同
期
会
で
投
票
に
よ
っ
て
決

定
し
た
も
の
で
、此
の
名
称
を
い
つ
ま
で
も
存
在

し
て
行
く
つ
も
り
で
す
。

めいらくかい
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小林 正三郎昭和32年卒

明治会
孤
高
の
大
投
手　
村
田
元
一

我
々
の
明
高
時
代
は
、ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
で

多
く
の
競
技
で
全
国
レ
ベル
の
選
手
が
活
躍
し

て
い
た
。

そ
の
中
に
、野
球
部
の
同
僚
と
し
て
共
に

戦
っ
た
村
田
元
一
投
手
が
い
る
。当
時
、東
京
都

の
高
校
球
界
で
は
、明
治
高
校
は
常
に
優
勝
候

補
の
一
角
に
名
を
連
ね
、甲
子
園
を
目
指
し
日

夜
猛
練
習
に
励
む
野
球
漬
け
の
毎
日
で
あ
っ

た
。１

９
５
６
年（
昭
和
31
年
）、高
校
３
年
の

夏
、球
児
の
最
後
を
飾
る
東
京
大
会
で

必
勝
の
思
い
強
く
臨
ん
だ
が
、準
決
勝

で
早
実
に
２

－１
で
惜
敗
、甲
子
園
出

場
の
夢
は
果
た
せ
ず
涙
を
飲
ん
だ
。２

年
後
、後
輩
達
が
王
選
手
の
早
実
を
決

勝
で
延
長
12
回
裏
、球
史
に
残
る
大
逆

転
で
見
事
勝
利
し
、甲
子
園
出
場
を
果

た
し
て
い
る
。

村
田
選
手
は
、自
ら
チ
ー
ム
が
２
点

以
上
取
っ
て
く
れ
た
ら
絶
対
負
け
な
い

と
自
信
を
持
っ
て
い
た
ほ
ど
で
、そ
の
投

球
は
絶
妙
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、イ
ン
コ
ー

ス
に
鋭
く
食
い
込
む
シ
ュ
ー
ト
、落
ち
る
球
な

ど
、高
校
生
ば
な
れ
し
た
球
威
と
球
種
の
多
さ

は
、球
界
の
中
で
も
注
目
さ
れ
る
存
在
で
あ
っ

た
。明
高
卒
業
後
、旧
国
鉄
ス
ワ
ロ
ー
ズ
に
入
団

し
、す
ぐ
に
頭
角
を
現
し
た
が
、大
ス
タ
ー
金
田

投
手
に
隠
れ
て
準
エ
ー
ス
と
い
う
存
在
で
あ
っ

た
。１

９
５
７
年（
昭
和
32
年
）か
ら
、１
９
６
９

年
ま
で
13
年
間
在
籍
し
、通
算
１
１
８
勝

（
１
９
６
０
年
に
は
年
間
18
勝
）を
上
げ
る
見

事
な
実
績
を
残
し
て
い
る
。

１
９
６
２
年
７
月
21
日
、対
阪
神
戦
で
９
回

裏
２
死
か
ら
１
塁
強
襲
安
打
で
完
全
試
合
を

逸
す
る
不
運
も
あ
っ
た
。彼
の
真
骨
頂
は
巨
人

キ
ラ
ー
と
い
わ
れ
た
ほ
ど
の
巨
人
戦
に
強
か
っ

た
こ
と
で
あ
る
。根
っ
か
ら
の
負
け
ん
気
と
自
負

心
で
、長
嶋
、王
選
手
を
擁
す
る
黄
金
期
の
巨

人
相
手
に
真
向
う
勝
負
を
挑
み
、勝
ち
星
を
あ

げ
る
さ
ま
は
、誠
に
痛
快
事
で
あ
っ
た
。

高
校
、プ
ロ
野
球
時
代
を
通
じ
、チ
ー
ム
の
サ

ポ
ー
ト
が
お
よ
ば
ず
優
勝
に
は
恵
ま
れ
な
か
っ
た

が
、闘
志
を
内
に
秘
め
て
黙
々
と
投
げ
続
け
た
姿

は
、「
孤
高
の
大
投
手
」と
い
う
に
ふ
さ
わ
し
い
。

明
治
高
校
野
球
部
で
苦
楽
を
共
に
戦
っ
た
友

と
し
て
、今
で
も
誇
り
に
思
っ
て
い
る
。

明
治
高
校
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
。

前列左端  村田元一選手（中列左から4番目  筆者  小林正三郎）　撮影：昭和31年6月  ベースボール・マガジン社
今回ベースボール・マガジン社特別手配による提供　禁無断転載

めいじかい
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二年に一会
服部 紀夫

昭和38年卒

時
が
経
つ
の
が
実
に
早
い
。母
校
創

立
１
０
０
周
年
の
年
に
卒
業
50
周
年

記
念
同
期
会
を
開
催
し
て
か
ら
３
年
、

昭
和
38
年
卒「
二
年
に
一
会
」（
会
長　

三
浦
昭
生
）で
す
。

本
年
の
総
明
会
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は

「
51
年
目
の
挑
戦
」と
か
。私
た
ち
が

総
明
会
の
幹
事
学
年
を
拝
命
し
て
四

半
世
紀
。昭
和
39
年
に
第
１
回
総
会
・

懇
親
会
を
開
催
、爾
来
２
年
に
１
回
開

い
て
お
り
ま
す
。

20
代
、30
代
の
社
会
に
出
た
て
の
頃

か
ら「
七
十
路
」の
今
日
ま
で
開
催
ご

と
に
当
番
幹
事
を
決
め
、一
度
も
欠
か
す
こ
と

な
く
継
続
で
き
た
の
も
仲
間
の
ご
苦
労
と
頑

張
り
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。そ
し
て
中
学・高
校

６
年
の
間
に
１
日
で
も
机
を
共
に
し
た
、す
べ

て
の
同
期
の
友
だ
ち
の
絆
の
深
さ
な
の
で
す
。

平
成
20
年
、校
舎
が
調
布
へ
移
転
の
た
め

猿
楽
町
校
舎
を
惜
し
み
、松
本
先
生
、後
藤
先

生
、村
野
先
生
の
恩
師
が
昔
な
が
ら
に
白
衣
を

着
て
教
壇
に
立
ち
特
別
授
業
を
行
い
60
名
以

上
の〝
生
徒
〟が
46
年
前
の
思
い
出
に
ひ
た
り

ま
し
た
。第
20
回
記
念
の
平
成
14
年
は
椿
山

荘
、還
暦
を
迎
え
た
16
年
は
思
い
出
深
い
男
坂

近
く
の
ウ
ィ
ン
ズ
、21
年
か
ら
は
裏
の
年
に
も

会
う
機
会
を
増
や
そ
う
と
毎
年
開
催
す
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。26
年
は
古
希
を
祝
う
と
題
し

て
浅
草
橋
の
中
華
料
理
・
馥
香
を
貸
切
、昨
年

は
東
京
都
指
定
名
勝
の
清
澄
公
園
で
散
策
と

会
食
、と
時
、所
を
変
え
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ア

を
持
ち
寄
り
開
催
し
て
い
ま
す
。

会
長
・三
浦
昭
生
、高
橋
正
侑
幹
事
長
、関

戸
淳
一
事
務
局
長
、知
野
誠
一
監
査
、常
任
幹

事
を
中
心
に
老
い
て
ま
す
ま
す
盛
ん
、同
期
生

諸
兄
と
と
も
に
五
十
余
年
の
長
き
に
わ
た
り

会
を
支
え
て
い
ま
す
。

今
年
は
第
30
回
記
念
を
10
月
10
日（
土
）に

横
浜
中
華
街
で
二
年
に
一
会
総
会
を
開
催
予

定
で
す
。こ
こ
で
誌
面
を
お
借
り
し
て
、会
員

諸
兄
に
連
絡
先
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、ご

意
見
、ご
質
問
等
あ
り
ま
し
た
ら
事
務
局
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

最
後
に
本
年
の
総
明
会
幹
事
学
年「
昭
和

戊
辰
乃
会
」の
運
営
、会
の
成
功
を
祈
念
し
て

同
期
会
の
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

にねんにいっかい
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佐藤　仁昭和39年卒

三九会
第
51
回
総
明
会
実
行
委
員
会
の
皆
様
、ご
苦

労
様
で
す
。我
々
も
四
半
世
紀
前
に
実
行
委
員
の

お
役
目
を
拝
命
し
頑
張
り
ま
し
た
。久
し
ぶ
り
に

集
ま
っ
た
友
人
達
と
、忙
し
か
っ
た
け
れ
ど
楽
し

み
な
が
ら
準
備
を
進
め
て
い
っ
た
の
を
昨
日
の
こ

と
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

さ
て
、我
々
の
学
年
で
す
が
読
ん
で
字
の
如
し

昭
和
39
年
卒
で「
三
九
会
」（
サ
ン
キ
ュ
ウ
カ
イ
）

と
、解
り
易
い
で
す
。卒
業
後
す
ぐ
に「
三
九
会
」

が
出
来
た
訳
で
は
な
く
、も
と
も
と
は
生
徒
会
本

部
の
Ｏ
Ｂ
会
で
あ
る「
一一七
会
」（
イ
イ
ナ
カ
イ
）

が
卒
業
後
か
ら
毎
年
新
年
会
と
し
て
１

月
下
旬
に
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。ま
た
ゴ

ル
フ
会
も
大
学
卒
業
後
数
年
経
っ
た
あ

た
り
か
ら
始
ま
り
、「
三
九
会
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
」と
し
て
毎
年
、春
と
秋
に
開
催
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。こ
の
二
つ
の
会
が
母
体

と
な
り
、同
期
会「
三
九
会
」と
し
て
成
り

立
っ
て
来
た
も
の
と
思
い
ま
す
。そ
し
て

丁
度
、45
才
の
時
に
我
々
に
総
明
会
の
幹

事
学
年
の
お
役
目
が
廻
っ
て
来
ま
し
た
。

45
才
、仕
事
に
も
脂
の
乗
っ
て
い
て
、体

力
的
に
も
十
分
に
若
い
、社
会
で
活
躍
中

で
多
忙
な
中
、昔
の
仲
間
が
集
ま
っ
て
総
明
会
を

仕
切
り
盛
り
上
げ
て
ゆ
く
、大
変
素
晴
ら
し
い
シ

ス
テ
ム
で
す
。こ
の
幹
事
学
年
を
昔
の
仲
間
と
す

る
こ
と
に
よ
り
、絆
が一段
と
強
ま
り
ま
す
。

我
々
の
学
年
は
大
変
ま
と
ま
り
が
良
く
、50
才

の
時
に
は「
50
才
到
達
記
念
同
期
会
」、60
才
の
時

に
は「
還
暦
記
念
同
期
会
」、そ
し
て
今
年
の
四
月

に
は「
古
希
を
祝
う
会
」と
、節
目
、節
目
に
は
盛

大
に
開
催
し
て
お
り
ま
す
。そ
の
間
、三
、四
年
に

一
度
は
必
ず
同
期
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。今

年
の「
古
希
を
祝
う
会
」に
は
90
名
近
く
の
仲
間

が
元
気
に
集
ま
り
ま
し
た
。我
々
の
会
の一
番
の

強
み
は
、同
期
の
北
村
元
嚝
君
の
経
営
す
る
レ
ス

ト
ラ
ン
が
東
京
の
ど
真
ん
中
、日
本
橋
に
あ
る
こ

と
で
す
。「
日
本
橋
レ
ス
ト
ラ
ン
東
洋
」の
２
階
が

我
々
同
期
会
の
定
例
会
場
で
す
。と
に
か
く
集
ま

り
や
す
く
解
り
易
い
。大
変
あ
り
が
た
い
で
す
。ま

た
、同
期
の
七
尾
孝
房
君
が
浜
松
町
の
大
門
に
居

酒
屋「
な
な
庵
」を
10
年
前
に
開
業
し
、そ
こ
へ
行

け
ば
い
つ
で
も
誰
か
に
会
え
ま
す
。こ
の
よ
う
に

我
々
学
年
の
た
ま
り
場
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、

い
つ
で
も
学
生
時
代
に
戻
れ
る
の
が
我
「々
三
九

会
」で
す
。

こ
の
先
は
も
ち
ろ
ん
、「
喜
寿
」「
傘
寿
」「
米
寿
」

「
卒
寿
」・・・・と
続
い
て
参
り
ま
す
。「
三
九
会
」は

永
遠
に
不
滅
で
す
。三
九
会
バン
ザ
イ
！
！

さんきゅうかい
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祝 第51回総明会総会

昭和39年卒（マンドリン部OB）
明治大学自己点検・評価「評価委員会」委員 明治大学校友会　副会長
明治大学連合駿台会副会長 明治大学公認会計士会副会長
明治大学商学部三上会会長 谷　公認会計士事務所代表
浄土宗 宗務庁資産運用管理委員会副委員長（少僧都）

公認会計士　　谷　　　慈　　義
〒135-0004 東京都江東区森下2-19-8 谷ビル

TEL 03-3631-8029  FAX 03-3631-8076  E-mail: s.tani@chive.ocn.ne.jp
（ユアサ商事株式会社代表取締役社長・会長、日本経済団体連合会（経団連）評議員、 東陽監査法人代表社員、

明治大学大学院特別招聘教授を経て、現職）　著書『僧職会計士の経営道』（実業之日本社）

株式会社 本所工研
代表取締役島村幸男

（昭和35年卒 珊瑚の会）

〒130-0003
東京都墨田区横川2-19-10
TEL：03-3625-2431
FAX：03-3625-2433
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菊池 博道昭和41年卒

四一明友会
総
明
会
創
立
51
周
年
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。私

が
大
学
１
年
生
の
時
、明
治
大
学
記
念
館

で
総
会
が
開
催
さ
れ
た
の
を
５
階
に
有
っ
た
放

送
研
究
会
部
室
の
前
か
ら
見
た
の
を（
当
時
は

同
窓
会
に
関
心
は
な
か
っ
た
が
）思
い
出
し
ま
し

た
。

「
総
明
会
と
い
う
財
産
に
つ
い
て
」

四
一
明
友
会
創
立
は
、山
崎・三
浦
両
先
輩
が

幹
事
学
年
と
成
る
42
、43
才
の
卒
業
生
の
同
期

会
育
成
の
為
、当
時
評
議
員
で
も
無
い
私
に
同

期
会
を
作
り
幹
事
学
年
が
出
来
る
ま

で
ご
指
導
を
戴
き
ま
し
た
。無
事
二
十

名
余
り
が
集
ま
り
、「
東
京
会
館
」で
総

会
、懇
親
会
に
は
中
国
歌
舞
団
、歌
手

の
井
上
て
つ
や
氏（
本
名
・
廣
瀬
準
く

ん
）を
呼
び
、盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。以
後
、同
期
会
で
旧
友
と

会
え
る
の
も
総
明
会
が
有
っ
た
か
ら
こ

そ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
の
会

の
活
躍
を
祈
り
ま
す
。

さ
て
、同
期
会
は
去
年
４
月
19
日
に
、

常
席「
ち
ゃ
ん
こ
巴
潟
」で
30
名
近
く
が

集
ま
り
、50
余
年
前
の
話
題
に
花
を
咲
か
せ
、盛

大
の
内
に
同
期
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

今
年
は
各
グ
ル
ー
プ
で
集
ま
っ
て
い
ま
す
。来

年
は
４
月
第
３
土
曜
日
に
常
席
で
開
催
し
ま
す

の
で
、多
数
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
27
年
６
月
現
在
、確
認
物
故
者・24
名
。

〒101-0025　千代田区神田佐久間町 4-22
TEL 03-3865-9577  FAX 03-3865-1162

連絡者：41年３月卒業　評議員　廣瀬　準くん　090-9145-5992　まで

よんいちめいゆうかい
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紫讃会
川口明高会

石井次男
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中河 孝樹昭和44年卒

男坂俱楽部
男
坂
俱
楽
部
の
役
割

男
坂
俱
楽
部

−

昭
和
四
十
四
年
度
明
治
高

校
卒
業
組

−

64
才
又
は
65
才
の
男
子
の
集
ま
り

−

神
田
駿
河
台
旧
明
治
中
学
、明
治
高
校
校
舎

で
勉
学
、俱
楽
部
活
動
、遊
興
に
耽
っ
た
遊
男

達
。明
高
卒
業
以
来
、46
年
の
月
日
が
流
れ
、各

人
と
も
別
々
の
道
に
進
み
、半
世
紀
に
な
り
ま

し
た
。

明
治
魂
で
あ
る
、独
立
自
治
、自
由
の
名
に
お

い
て
、唯
我
独
尊
の
道
を
歩
ん
で
き
て
し
ま
い
ま

し
た
。

年
１
回
の
男
坂
俱
楽
部
総
会
に
は
、

約
40
名
の
同
級
が
年
々
立
ち
代
り
で

参
加
。ま
た
恩
師
で
あ
る
、村
野
先
生
、

山
脇
先
生
も
毎
年
参
加
な
さ
れ
ま
す
。

あ
い
に
く
、桜
井
先
生
は
、返
信
ハ
ガ
キ

に
て
我
が
学
年
の
賞
賛
文
章
の
参
加
で

す
。長
き
に
わ
た
る
期
間
に
行
わ
れ
た

男
坂
俱
楽
部
総
会
も
、居
酒
屋
、ホ
テ

ル
、ビ
ァ
ホ
ー
ル
、キ
ャ
バ
レ
ー
、屋
形
船

な
ど
、多
岐
に
亘
り
ま
す
。多
く
の
幹
事

の
方
が
、交
代
で
業
務
を
務
め
て
き
ま

し
た
。同
期
卒
業
生
全
員
が
、独
立
自

治
、自
由
、を
掲
げ
た
唯
我
独
尊
の
塊
で
す
。

こ
れ
っ
て
、い
い
事
か
、悪
い
事
か
ど
う
な
ん
で

し
ょ
う
？

い
い
年
に
な
っ
て
も
、あ
い
つ
が
嫌
い
、俺
の
事

を
構
っ
て
く
れ
な
い
、な
ど
の
不
平
不
満
、お
前

が
や
る
な
ら
俺
も
や
る
、お
前
の
事
信
じ
て
い

る
、な
ど
の
友
情
及
び
相
互
理
解
。

な
ん
ち
ゅ
う
か
、と
て
も
複
雑
な
人
間
関
係

を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、高
校
生
の
感

情
で
す
よ
ね
？

60
年
以
上
の
人
生
の
中
で
、一
緒
に
い
た
の
は

せ
い
ぜ
い
３
年
か
ら
６
年
間
の
明
治
中
学
・
高

校
時
代
、そ
し
て
大
学
時
代
。こ
ん
な
に
短
期
間

し
か
一
緒
に
居
な
か
っ
た
の
に
、な
ん
で
こ
の
よ

う
な
絆
が
で
き
る
の
か
不
思
議
で
す
。い
つ
も
昇

り
降
り
し
て
い
た
男
坂
、下
か
ら
見
上
げ
る
と

白
雲
な
び
く
駿
河
台
、高
Ⅰ
の
八
ヶ
岳
強
制
全

員
参
加
夏
季
合
宿
、名
物
先
生
に
よ
る
ビ
ン
タ

付
真
冬
の
裸
マ
ラ
ソ
ン
、学
帽
を
か
ぶ
ら
な
い
と

坊
主
頭
、通
称
ベト
コ
ン
シ
ャ
ツ
と
呼
ば
れ
た
夏

の
開
襟
シ
ャ
ツ
、東
京
六
大
学
の
本
流
付
属
高

校
に
し
て
は
例
が
あ
り
ま
せ
ん
。み
ん
な
、み
ん

な
古
い
顔
！
。強
い
思
い
出
や
、繋
が
り
は
、こ
の

環
境
が
培
っ
た
業
な
の
か
、糧
な
の
か
？

病
と
闘
っ
て
い
る
仲
間
た
ち
、す
で
に
あ
の
世

へ
旅
た
っ
た
仲
間
た
ち
、孫
が
出
来
る
と
い
う

仲
間
た
ち
、家
族
を
失
い一
人
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
仲
間
た
ち
。一
人
一
人
の
環
境
が
ど
ん
な
に
変

わ
っ
た
と
し
て
も
私
た
ち
は
、男
坂
の
も
と
に
一

緒
で
す
。最
後
に
残
る
一
人
ま
で
。

おとこざかくらぶ
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中村 信也昭和45年卒

獅子の会
平
成
の
卒
業
生
が
か
な
り
増
え
て
い
る

中
、今
年
は
昭
和
の
年
号
で
数
え
る
と
昭
和

90
年
に
な
り
ま
す
が
、我
々
獅
子
の
会
の
メ
ン

バ
ー
が
母
校
を
卒
業
し
た
の
は
昭
和
45
年
で

す
の
で
、早
や
45
年
が
経
過
し
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。卒
業
し
て
半
世
紀
近
く
、還
暦
を
過
ぎ

て
も
衰
え
を
感
じ
さ
せ
な
い
獅
子
の
会
メ
ン

バ
ー
の｢

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、つ
な
が
り｣

は｢

同
期

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ｣
に
あ
る
と
言
え
ま
す
。

獅
子
の
会
は
平
成
13
年
に
会
報｢

獅
子
の

会
だ
よ
り｣

を
創
刊
し
ま
し
た
が
、創
刊
号
の

み
で
廃
刊
に
な
り
、そ
の
後
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
平
成
18
年
に

同
期
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
開
設
さ
れ
、

現
在
ま
で
有
効
に
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。例

え
ば
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で｢

獅

子
の
会｣

あ
る
い
は｢

獅
子
の
会
同
期

会｣

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
検
索
し
ま
す

と
、必
ず
上
位
１
～
２
位
で
ヒ
ッ
ト
し

ま
す
。こ
れ
は
閲
覧(

ア
ク
セ
ス)

数
が

多
い
こ
と
に
よ
り
ま
す
が
、平
成
26
年

度
の
年
間
閲
覧
数
は
４
万
八
千
十
八

件
で
し
た
の
で
、１
日
当
た
り
１
３
０
件
の
閲

覧
が
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、こ
の
閲
覧
件
数
の
多
さ
は
、ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
る｢

掲
示
板｣

へ
の
記
事
が
非
常

に
多
い
こ
と
が
理
由
で
す
が
、平
成
26
年
度
の

年
間
記
事
数
は
91
件
で
し
た
の
で
、こ
れ
は
１

週
間
に
１
～
２
件
の
記
事
が
掲
示
板
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す(

大
半
は
比
留

間
君
作
成)

。

記
事
内
容
は｢

獅
子
の
会｣

や｢

明
治｣

に
関

係
す
る
も
の
で
、ほ
と
ん
ど
は
懇
親
会
の
報
告

で
す
が
、他
に
は
総
明
会
の
評
議
員
会
速
報

や
、メ
ン
バ
ー
に
よ
る
大
学
で
の
講
演
活
動
等

の
ト
ピ
ッ
ク
ス
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。私
達

は
次
に
ど
ん
な
記
事
が
掲
載
さ
れ
る
の
か
毎

回
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

な
お
、こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
懇
親
会

の
お
誘
い
等
も
定
期
的
に
掲
載
さ
れ
ま
す
の

で
、今
ま
で
都
合
が
つ
か
ず
総
会
や
懇
親
会

に
出
席
で
き
な
か
っ
た
メ
ン
バ
ー
に
も
、是
非

ご
覧
い
た
だ
き
、｢

旧
交｣
を
温
め
る
と
共
に
、

更
な
る｢

新(

親)

交｣

の
輪
が
広
が
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

獅子の会ホームページ

笹本和義氏作成  フラッグ台付
（残部僅少廉価販売中）

ししのかい
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廃棄物の回収、リサイクルに関することは、
弊社へお気軽にご相談ください。

祝 第51回総明会総会
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小島　隆昭和46年卒

明潮会
つ
な
が
り 

〜
出
会
い
と
付
き
合
い
〜

人
生
は
出
会
い
と
付
き
合
い
。還
暦
を
過
ぎ

て
し
み
じ
み
そ
う
思
う
。

昭
和
27
年
頃
、生
を
受
け
た
我
々
は
明
治
中

学
校
高
校
で
出
会
い
の
時
間
を
共
に
し
た
。

世
は
グ
ル
ー
プ
サ
ウ
ン
ズ
真
只
中
。ビ
ー
ト
ル

ズ
を
筆
頭
に
音
楽
旋
風
の
吹
き
荒
れ
る
中
、激

し
い
リ
ズ
ム
に
身
を
委
ね
な
が
ら
、友
情
を
育
み

学
生
生
活
を
謳
歌
し
た
。

団
塊
の
世
代
の
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
先
輩
達

に
憧
れ
と
恐
れ
を
抱
き
な
が
ら
。

明
高
生
は
優
し
い
と
言
わ
れ
る
。お

人
好
し
だ
と
も
。育
っ
た
境
遇・環
境
か

も
し
れ
な
い
。

相
手
を
想
い
、そ
の
身
を
思
い
遣
る
。

押
し
は
弱
い
か
も
し
れ
な
い
が
ど
れ
程

相
手
と
同
じ
気
持
ち
に
な
れ
る
か
を
大

切
に
す
る
。こ
れ
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
基
本
に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

目
立
つ
存
在
、個
性
の
強
さ
。そ
う
い

う
仲
間
も
決
し
て
外
さ
な
い
。「
そ
う
い

う
ヤ
ツ
だ
か
ら
な
ぁ
」と
認
め
て
受
け
容

れ
て
ゆ
く
。も
し
、１
０
０
人
の
村
が
明

高
生
の
よ
う
な
人
達
だ
っ
た
ら
、戦
争
は
な
く

な
る
の
に
と
思
う
。今
、生
き
に
く
さ
を
抱
え
た

人
々
が
悲
鳴
を
上
げ
て
い
る
。そ
ん
な
世
の
中
に

自
分
達
が
出
来
る
の
は
何
な
の
か
。底
抜
け
の

優
し
さ
と
自
己
肯
定
感
、そ
ん
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

そ
れ
が
出
来
る
の
は
俺
達
明
高
生
。

秘
か
に
明
潮
会
が
最
右
翼
と
自
負
し
て
い
る
。

祝 第51回 総明会 総会
昭和46年卒

めいちょうかい
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昭和47年卒　   平成8年卒

東京都中央区東日本橋3-10-13
TEL   03-3661-8536

昭和45年卒  獅子の会
硬式野球部

河 田  勇

夫婦二人でサービス精神と
元気さを売りにしています。

蛇の目寿司
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廣野 宏士昭和47年卒

四七四七同志酔会
１
９
９
９
年
に
、帝
國
ホ
テ
ル
で
の
総
会
で

ホ
ス
ト
学
年
を
務
め
ま
し
た
、昭
和
47
年
３

月
卒
業
の
四
七
四
七
同
志
酔
会
で
す
。

我
々
が
、ホ
ス
ト
学
年
を
務
め
て
か
ら
、早

16
年
の
月
日
が
経
過
し
た
わ
け
で
、正
に『
駟

の
隙
を
過
ぐ
る
が
如
し
』の
感
が
あ
り
ま
す
。

我
々
は
、ホ
ス
ト
学
年
に
向
け
て『
40
才
を

過
ぎ
て
か
ら
の
人
間
関
係
の
再
構
築
』と『
同

級
生
、同
志
、お
互
い
が
お
互
い
の
人
生
に

エ
ー
ル
を
贈
り
合
お
う
』を
合
言
葉
に
掲
げ

て
96
年
頃
よ
り
準
備
に
入
り
、邁
進
し
ま
し

た
。担

当
年
を
終
え
た
今
で
も
、こ
の
イ

ズ
ム
を
忘
れ
ず
に
同
級
生
の
交
流
は

続
い
て
お
り
ま
す
。

同
窓
会
は
、思
い
立
っ
た
時
に
不
定

期
に
開
催
し
て
い
ま
す
。一
昨
年（
13

年
）は
我
々
同
期
の
大
半
が
、還
暦
を

迎
え
ま
し
た
。こ
れ
を
記
念
し
て
還

暦
祝
い
の
会
を
９
月
に
、明
治
大
学
・

紫
紺
館
に
て
開
催
し
ま
し
た（
こ
れ
に

先
立
ち
、有
志
で
湯
島
天
神
に
て
、厄

除
け
祈
願
を
行
い
ま
し
た
）

９
年
ぶ
り
の
正
式
な
同
窓
会
で
し
た
の
で
、

70
余
名
の
同
級
生
が
集
ま
り
、盛
大
な
パ
ー

テ
ィ
ー
に
な
り
ま
し
た
。

『
人
生
は
邂
逅
で
あ
る
』私
は
、常
々
そ
う

思
っ
て
い
ま
す
。同
級
生
と
の
、良
き
出
逢
い

を
く
れ
た
明
治
中
学
・
高
校
に
感
謝
し
、ま
た

良
き
学
び
舎
に
学
ば
せ
て
く
れ
た
両
親
に
感

謝
し
つ
つ
、あ
と
何
回
逢
え
る
の
だ
ろ
う
か
、

そ
れ
さ
え
分
か
ら
な
い『
減
っ
て
も
増
え
な
い

同
級
生
』と
共
に
、今
宵
も
昨
夜
に
引
き
続
き

（
夜
な
夜
な
）、ま
た
一
献
、も
う
一
軒
。

幹
事
学
年
・
昭
和
戊
辰
乃
会
の
皆
さ
ん
、こ

れ
ま
で
の
準
備
、お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。盛
大

な
総
会
と
な
る
こ
と
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

よなよなどうしようかい
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祝 第 51 回 総明会

古庄一夫税理士事務所
四七四七同志酔会

古庄一夫
（昭和47年卒／吹奏楽班）
東京都墨田区菊川2-5-12
菊川ジョイタワー301号
TEL:03-3635-7070
FAX:03-3635-7081
kazuo.f.ao.2003@fancy.ocn.ne.jp

梅屋食品株式会社

〒104-0064
東京都中央区銀座1-9-5
池田ビル6F
TEL 03-3567-6862

負けてもうまい競馬場名物
煮込みと肉そばが有名。
立川志らく師匠も唸る肉そば！

昭和47年卒  四七四七同志酔会
代表取締役　山  縣     清

ファストフード
梅屋
東京競馬場内
中山競馬場内

炭遊酒菜
旅籠（はたご） 東京都新宿区西新宿1-23-1 かどやホテルB1F  TEL. 03-3344-3144

竹川観光株式会社
竹川　茂（昭和47年卒）新宿で一番美味しい炭火鶏焼きのお店

大小7個の個室完備。新宿駅西口徒歩3分
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吉武 孝生昭和50年卒

明紫会

平
成
26
年
度
の
明
紫

会
総
会
・
懇
親
会
は
、９
月

６
日（
土
曜
日
）に
、我
等

が
事
務
局
長
・
窪
寺
君
の

オ
ー
プ
ン
間
も
な
い
夢
の

店
、ハ
ワ
イ
ア
ン
ダ
イ
ニ
ン
グ

「
マ
ハ
ロ
ア
」に
て
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

～
こ
こ
で
少
し
宣
伝
～

ハ
ワ
イ
ア
ン
ダ
イ
ニ
ン
グ

「
マ
ハ
ロ
ア
」

中
野
駅
北
口
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
を

突
き
抜
け
て
早
稲
田
通
り
を
右
へ
、

薬
師
あ
い
ロ
ー
ド
商
店
街
の
中
ほ
ど
に

「
マ
ハ
ロ
ア
」が
あ
り
ま
す
。

営
業
時
間
は
、午
後
五
時
か
ら
午

前
零
時
ま
で
。

定
休
日
は
、水
曜
日
で
す
。（
貸
切
の

日
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
を
）

ハ
ワ
イ
ア
ン
テ
イ
ス
ト
の
お
店
で
大

き
な
ス
テ
ー
ジ
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
立

派
な
音
響
設
備
も
兼
ね
備
え
て
い
ま

す
。家
族
・
友
人
・
仕
事
仲
間
の
皆
様

と
是
非
ご
一
緒
に
ど
う
ぞ
。よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

懇
親
会
当
日
、腰
蓑
姿
の
ハ
ワ
イ
ア
ン
の
女

性
ダ
ン
サ
ー
が
２
名
特
別
出
演
し
て
く
れ
ま

し
た
。そ
れ
に
つ
ら
れ
た
の
か
、次
期
明
紫
会

会
長
候
補
の
世
古
君
が
腰
蓑
に
ヤ
シ
の
ブ
ラ

を
つ
け
、幹
事
学
年
・
明
猿
会
の
永
瀬
君
と
大

武
君
も
腰
蓑
姿
に
。ダ
ン
サ
ー
か
ら
フ
ラ
ダ
ン

ス
を
伝
授
さ
れ
、客
席
か
ら
は
拍
手
喝
采
。

ま
た
、春
の
明
紫
会
・
特
別
企
画
と
し
て
４

月
５
日（
日
）に
花
も
か
な
り
散
っ
た
中
、さ

ら
に
、傘
も
手
放
せ
な
い
天
気
の
中
で「
花
見

だ
！
酒
だ
！
屋
形
船
！
」を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。浅
草
橋
の
三
浦
屋
の
屋
形
船
に
乗
り
込

み
、お
決
ま
り
の
天
麩
羅
と
ビ
ー
ル
で
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。こ
の
会
に
深
谷
則
之
君
が
明

紫
会
に
初
登
場
し
て
く
れ
ま
し
た
。某
金
融

機
関
を
早
期
退
職
し
て
、現
在
住
ん
で
い
る

山
中
湖
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
の
参
加
で
し
た
。あ
り

が
と
う
。こ
れ
か
ら
も
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

ま
だ
明
紫
会
に
参
加
し
て
い
な
い
同
期
の

皆
さ
ん
、来
年
、還
暦
を
迎
え
る
我
々
世
代
。

こ
れ
を
期
に
旧
交
を
温
め
、一
緒
に
飲
み
ま
せ

ん
か
。ま
た
、明
紫
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
も
毎
年
３

回
開
催
し
て
い
ま
す
。同
い
年
の
仲
間
と
と
も

に
、楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
！

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
も
、明
紫
会
の
グ
ル
ー

プ
・
ペ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。還
暦
が
間
近
な

我
々
で
す
が
、ま
だ
ま
だ
、心
も
体
も
現
役
で

頑
張
り
ま
し
ょ
う
！

めいしかい
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中華麺工場 株式会社 浅草 開化楼
〒111-0041 東京都台東区元浅草4-8-4
Tel 03-3844-0637　Fax 03-3841-4551

中華麺工場 株式会社 浅草 開化楼
〒111-0041 東京都台東区元浅草4-8-4
Tel 03-3844-0637　Fax 03-3841-4551

祝

　総
明
会

行
列
の
始
ま
り
は

　　職
人
集
団
の
麺
工
場

昭
和
50
年
明
紫
会

坂
上

　進
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如月 徳（きさらぎ とく）

昭和 52 年卒　男子校根性組
 石黒 理樹

℡ 03-3801-9001 荒川区荒川 7-26-9

東京都中央区日本橋小伝馬町3-10
上嘉ビル2階

TEL 03-3662-5180

男子校根性組（S52年卒）
江 原 正 俊

日比谷線小伝馬町駅より徒歩1分の
居酒屋です。ランチもやってます！ パートナーズ総合事務所

司法書士
行政書士 菅原　誠

（S52年卒 男子校根性組）
〒110-0008

東京都台東区池之端1-1-1
池之端ビル8階

TEL. 03-3835-8041
FAX. 03-3835-8042

E-mail : ZVC00312@nifty.ne.jp
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大西 静士郎昭和52年卒

男子校根性組
「
南
志
賀
学
寮
焼
失
」に
伴
う
あ
れ
こ
れ

今
年
初
め
、総
明
会
の
50
周
年
誌
編
纂
委
員

会
の
用
事
で
母
校
図
書
館
の
資
料
庫
で
資
料
を

閲
覧
し
て
い
た
際
、偶
然
、建
物
が
炎
上
し
て
い

る
数
多
く
の
写
真
を
見
つ
け
ま
し
た
。昭
和
46

年
７
月
、前
年
に
竣
工
し
た
ば
か
り
の
南
志
賀

学
寮
が
全
焼
し
た
時
の
写
真
で
し
た
。

昭
和
52
年
の
卒
業
生
の
う
ち
昭
和
46
年
に

明
治
中
学
に
入
学
し
た
者
の
大
部
分
は
、中
１

の
林
間
学
校
で
こ
の
火
事
に
遭
遇
し
て
い
ま
す
。

出
火
当
日
の
前
夜
、夜
行
バ
ス
で
お
茶
の
水
を

出
発
し
た
私
た
ち
は
早
朝
に
学
寮
に
到

着
し
、収
容
人
員
の
関
係
か
ら
Ａ
組
は

七
味
ロ
ッ
ジ
に
、Ｂ
組
、Ｃ
組
は
学
寮
に

入
っ
て
仮
眠
を
と
り
ま
し
た
。仮
眠
後
、

Ａ
組
、Ｂ
組
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
出

発
し
、学
寮
に
併
設
さ
れ
た
キ
ャン
プ
場

に
宿
泊
す
る
予
定
の
Ｃ
組
が
キ
ャ
ン
プ

場
で
テ
ン
ト
を
設
営
し
て
い
る
と
こ
ろ

に
出
火
し
た
の
で
す
。

そ
の
た
め
、火
災
現
場
を
目
撃
し
た

の
は
Ｃ
組
の
生
徒
だ
け
で
し
た
。当
時

Ｂ
組
だ
っ
た
私
に
と
っ
て
こ
の
写
真
は
、

そ
の
時
の
火
災
の
凄
さ
を
初
め
て
認
識
す
る
と

同
時
に
、死
者
や
け
が
人
を
一
人
も
出
さ
ず
に
す

ん
だ
こ
と
が
、い
か
に
運
に
恵
ま
れ
て
い
た
か
、と

い
う
こ
と
を
実
感
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。も
し

生
徒
が
仮
眠
中
に
、あ
る
い
は
深
夜
の
就
寝
中

に
出
火
し
て
い
た
な
ら
、ど
う
な
っ
て
い
た
だ
ろ

う
か
、と
思
わ
せ
る
よ
う
な
火
勢
の
激
し
さ
で

し
た
。

こ
の
時
の
火
災
に
つ
い
て
は
、母
校
の
創
立
60

年
史
誌「
六
十
年
の
歩
み
」１
６
４
頁
～
１
８
６

頁
に
総
務
主
任（
当
時
）の
谷
口
善
三
先
生
が

「
南
志
賀
学
寮
焼
失
の
件
」と
し
て
残
さ
れ
た

記
録
を
掲
載
し
て
お
り
、ま
た
明
治
高
校
新
聞

第
１
３
３
号
に
は
Ｃ
組
担
任（
当
時
）の
田
村
晴

彦
先
生
が
、直
接
火
災
を
目
撃
し
た
方
に
し
か

で
き
な
い
証
言（
記
録
）を
残
さ
れ
て
お
ら
れ
ま

す
。機
会
が
あ
れ
ば
、そ
の
後
の
学
寮
再
建
の
話

を
含
め
て
、ぜ
ひ
目
を
通
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

強
烈
な
体
験
の
せ
い
か
、こ
の
時
の
記
憶
は
、

特
に
明
高
ら
し
い
理
不
尽
か
つ
不
条
理
な
記
憶

ほ
ど
、私
の
中
に
深
く
残
っ
て
い
ま
す
。そ
れ
を

書
き
残
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、紙
幅
が
尽
き

ま
し
た
。ご
興
味
の
あ
る
方
は
、男
子
校
根
性
組

会
報
の
バッ
ク
ナ
ン
バー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

だんしこうこんじょうぐみ
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大西静士郎
〒101-0032
東京都千代田区岩本町2-2-13
TEL.  0 3 - 3 8 6 6 - 6 0 9 7  
FAX.  0 3 - 3 8 6 6 - 6 0 9 8
http://www.rakuten.co.jp/osparty/
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内山 隆司昭和54年卒

明誠会
同
期
会
幹
事
の
苦
悩
と
勘
違
い

さ
て
、毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
同
期
会
が
今

年
も
や
っ
て
き
た
。（
平
成
27
年
６
月
14
日
）

今
年
は
幹
事
を
任
さ
れ
、去
年
の
７
月
か
ら

準
備
を
進
め
て
き
た
。と
言
っ
て
も
頭
の
中
だ
け

の
話
で
、実
際
に
は
今
年
の
４
月
半
ば
か
ら
動
き

始
め
た
と
言
っ
た
方
が
正
し
い
。

同
幹
事
の
祖
山
氏
が
町
会
等
で
数
回
利
用
し

た
こ
と
が
あ
る
店
に
決
定
、私
は
案
内
状
を
送
れ

ば
そ
れ
で
終
わ
り
と
、何
と
も
安
易
な
考
え
で
い

た
。と

こ
ろ
が
、案
内
状
を
送
っ
た
は
い
い
が
、返
事

が
あ
ま
り
に
も
少
な
い
。も
う
２
週
間
前
だ
と
い

う
の
に
。

俺
た
ち
の
人
気
は
無
い
に
等
し
い
の
か
？
な
ん

て
考
え
て
も
見
た
。い
や
違
う
、俺
た
ち
じ
ゃ
な
く

て
同
期
に
会
う
の
が
面
倒
く
さ
い
の
か
も
し
れ
な

い
。き

っ
と
そ
う
だ
、そ
う
に
違
い
な
い
。で
は
、こ

の
お
粗
末
な
人
数
を
何
と
か
し
な
く
は
な
ら
な

い
。さ

あ
、本
気
モ
ー
ド
全
開
で
あ
る
。

私
は
明
治
中
学
、高
校
で
学
ん
だ
要
領
と
一夜

漬
け
方
法
で
何
と
か
な
る
と
い
う
確
信
が
あ
っ

た
。毎
日
、夕
方
か
ら
電
話
攻
撃
。確
認
、お
誘
い
、

を
繰
り
返
し
、何
と
か
50
人
を
確
保
で
き
た
。

後
は
会
の
内
容
だ
。わ
ざ
わ
ざ
俺
の
為
に
来
て

く
れ
た
人
達
を
楽
し
ま
せ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

（
注
釈
：い
や
、俺
の
為
じ
ゃ
な
い
と
は
思
う
が
、

そ
の
時
は
そ
う
思
っ
た
の
で
あ
る
）

１
週
間
前
か
ら
イ
メ
ー
ジ
は
膨
ら
む
ば
か
り
、

あ
れ
も
や
り
た
い
、こ
れ
も
し
た
い
、と
。

得
て
し
て
、同
期
に
も
協
力
を
も
ら
い
、マン
ド

リ
ン
を
演
奏
し
て
頂
く
こ
と
に
な
っ
た
。司
会
を

引
き
受
け
て
く
れ
る
同
期
も
い
た
。ま
た
、奥
様

方
も
参
加
し
た
い
と
い
う
声
も
あ
が
り
、今
ま
で

は
無
か
っ
た
こ
と
だ
が
、会
長
に
相
談
も
な
く
勝

手
に
Ｏ
Ｋ
を
出
し
て
し
ま
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
気
が
合
う
同
期
だ
か
ら
女
性
が
い

た
っ
て
反
対
す
る
や
つ
は
い
な
い
だ
ろ
う
と
の

思
い
か
ら
で
あ
る
。万
が一そ
ん
な
や
つ
が
い
た
ら

「
ぶ
っ
飛
ば
す
」わ
け
で
、犯
罪
者
に
な
る
覚
悟

も
あ
っ
た
。

会
場
で
は
女
性
７
人
の
黄
色
い
声
や
ら
、わ
け

の
わ
か
ら
な
い
歓
声
で
盛
り
上
が
っ
た
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
。

１
年
に一度
、高
校
生
に
戻
れ
る
日
。そ
れ
が
同

期
会
で
あ
る
。

我
々
明
高
生
が
死
ん
で
も
、奥
方
た
ち
が
繋

が
っ
て
、若
き
日
を
思
い
出
し
、明
高
卒
の
主
人
た

ち
の
悪
口
を
言
い
な
が
ら
、こ
の
明
誠
会
が
少
し

で
も
長
く
存
続
す
る
日
を
祈
る
ば
か
り
で
あ
る
。

最
後
に
、要
領
を
教
え
て
頂
い
た
先
生
方
々
、

協
力
い
た
だ
い
た
マ
ン
ド
リ
ン
部
の
同
期
、後
輩

達
、後
輩
の
為
に
寄
付
を
し
て
頂
い
た
同
期
、俺

の
為
に
集
ま
っ
て
頂
い
た
同
期
に
感
謝
‼

めいせいかい
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平
成
27
年
６
月
27
日（
土
）、今
年
の
同
期

会
は
、お
茶
の
水
の
洋
食
屋
で
開
催
さ
れ
た
。

会
場
は
同
期
の
蓬
田
君
の
行
き
つ
け
の
店
を

貸
切
り
、こ
れ
ま
で
に
は
な
い
小
洒
落
た
レ
ス

ト
ラ
ン
で
の
開
催
で
あ
っ
た
。役
員
は
総
会
開

始
30
分
前
に
打
合
せ
の
為
、集
合
し
た
が
そ
の

時
に
は
既
に
数
名
が
集
ま
り
、勝
手
に
ビ
ー
ル

を
飲
み
始
め
て
い
た
。な
ん
て
自
由
気
ま
ま
で
、

気
の
許
せ
る
楽
し
い
仲
間
達
だ
ろ
う
。今
年
の

参
加
者
は
19
名
と
例
年
に
比
べ
少
な
め
だ
っ

た
が
、み
な
心
待
ち
に
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。仕

事
で
数
名
遅
れ
た
他
は
遅
刻
者
も
無

く
定
刻
よ
り
前
に
ス
タ
ー
ト
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

こ
こ
で
、我
々
の
今
年
の
活
動
を

少
々
ご
紹
介
す
る
と
、例
年
は
新
年

会
、ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
、本
日
の
総
会
＆
同

期
会
の
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
が
、今
年
は

海
外
へ
赴
任
中
の
石
井
敬
次
郎
君
が

２
月
に
一
時
帰
国
し
た
こ
と
も
あ
り
有

志
で
宴
席
を
設
け
て
大
い
に
旧
交
を

温
め
た
。こ
れ
か
ら
も
機
会
の
あ
る
度

に
こ
の
様
な
取
り
組
み
を
企
画
し
て

行
き
た
い
。

さ
て
、総
会
で
は
一
通
り
の
報
告
が
行
わ
れ
、

全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
後
、食
前
酒
の
勢
い

も
手
伝
っ
て
か
、す
ぐ
に
最
高
潮
の
お
祭
り
騒

ぎ
と
な
る
。同
期
会
で
は
誰
が
ど
ん
な
挨
拶
を

し
た
か
ハ
ッ
キ
リ
思
い
出
せ
な
い
が
、一
人
一
言

近
況
を
報
告
す
る
話
の
中
に
は
、病
気
を
し
た

者
、再
婚
し
た
者
、転
職
し
た
者
、起
業
し
た
会

社
を
売
却
し
た
者
な
ど
、年
輪
を
重
ね
た
経
験

談
は
い
つ
ま
で
も
尽
き
る
事
が
無
く
、歓
談
の

時
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
去
っ
た
。

中
締
め
の
挨
拶
は
吉
田
会
長
か
ら
、こ
れ
か

ら
も
末
永
く
同
期
の
結
束
を
続
け
て
行
き
、同

期
会
の
参
加
者
50
名
以
上
を
目
標
に
し
た
い

と
の
宣
言
も
あ
り
、エ
ー
ル
と
校
歌
斉
唱
で
お

開
き
と
な
っ
た
。

幹
事
学
年
は
総
勢
５
名
駆
け
付
け
て
く
れ
、

我
々
も
酒
の
力
に
任
せ
て
幹
事
学
年
が
持
ち

込
ん
だ
グ
ッ
ズ
を
大
量
に
買
い
漁
っ
た
。同
期

の
中
に
は「
大
人
買
い
」と
称
し
て
万
札
で
纏

め
買
い
を
す
る
ツ
ワ
モ
ノ
も
数
名
現
れ
た
。

そ
の
後
の
二
次
会
に
も
多
く
の
同
期
が
引

き
続
き
参
加
し
て
く
れ
、良
い
意
味
で
も
悪
い

意
味
で
も
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

総
明
会
の
幹
事
学
年
以
降
、毎
年
年
二
回

の
会
合
を
重
ね
る
こ
と
が
出
来
て
、２
年
ご
と

に
役
員
改
選
を
行
い
、広
く
同
期
で
会
を
運
営

し
て
い
く
と
い
う
仕
組
み
も
定
着
し
て
き
た
よ

う
に
思
え
る
。

今
後
も
こ
の
運
営
方
法
を
継
承
し
な
が
ら

同
期
全
員
で
運
営
で
き
る
同
窓
会
を
続
け
て

行
き
た
い
と
思
う
。み
ん
な
！
楽
し
ん
で
や
っ

て
行
こ
う
！

衛藤 雅一昭和56年卒

明翔会
めいしょうかい
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正宗産業株式会社
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代表取締役 伊東正明
有限会社 オフィス ダン

本　　社：〒132-0031 東京都江戸川区松島３－３２－１
銀座支店：〒104-0061 東京都中央区銀座7-13-2
 ティアラグレイス銀座タワー
TEL:03 3653 1366  E-mail:bellito@softbank.ne.jp

テ
ィ
ア
ラ
グ
レ
イ
ス
銀
座
タ
ワ
ー

昭和55年卒
紫魂会
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昭
和
五
六
年
卒（
硬
式
野
球
部
）

大宮アルディージャ
勝利ラーメン

（カ リー）

J リーグオフィシャルグッズ

埼玉県蓮田市大字閏戸 280

お客様フリーコール

0120-8733-07
営業時間 9:00～18:00/ 火曜定休

株式
会社

製造元

乾麺「島田造り」は、製造元と直結した直販・通販のみの販売です。

埼玉・蓮田名物
島田造りうどん、小松菜うどん

昭和 57 年卒 明 魂 会　岩崎広人

大衆酒場

正木屋

京急鶴見市場駅下車一分

横浜市鶴見区市場大和町3-17
Tel: 045-511-0573

営業時間16：00から23：00
（10時以降入店可・日曜定休）
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毎
年
行
わ
れ
る
明
魂
会
同
期
会
が
７
月
18
日

神
田
小
川
町
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

元
々
中
学・高
校
時
代
か
ら
仲
の
良
い
者
、幹

事
学
年
か
ら
付
き
合
う
よ
う
に
な
っ
た
者
、今

回
初
め
て
参
加
し
た
者
。等
々
三
十
数
名
が
集
ま

り
、飲
み
交
わ
し
ま
し
た
。

我
々
の
モ
ッ
ト
ー
は
、と
に
か
く
長
く
続
け
よ

う
と
言
う
事
で
す
。様
々
な
事
情
で
今
は
参
加
で

き
な
い
友
も
、長
く
続
け
て
い
れ
ば
い
つ
か
会
え

る
。今
年
は
だ
め
で
も
来
年
は
来
て
く
れ
る
。そ

う
で
す
、毎
年
初
参
加
の
メ
ン
バー
が
必
ず
い
る
の

で
す
。今
年
も
名
古
屋
か
ら
駆
け
つ
け
て

く
れ
た
者
も
い
ま
し
た
。さ
ら
に
、今
回

は
急
遽
飛
び
入
り
で
、保
健
室
に
お
ら
れ

た
篠
島
正
子
先
生
に
も
、ご
出
席
し
て

頂
き
ま
し
た
。

先
生
に
と
っ
て
は
、当
時
高
校
生
の
や

ん
ち
ゃ
坊
主
が
お
っ
さ
ん
に
な
っ
て
い
る

の
で
す
か
ら
、ま
る
で
浦
島
太
郎
？
で
も

私
た
ち
に
と
っ
て
は
、篠
島
先
生
は
あ
の

当
時
の
ま
ま
、変
わ
っ
て
お
ら
ず
、優
し
い

先
生
で
し
た
。

34
年
前
を
思
い
出
し
、近
況
を
報
告

し
あ
い
、そ
し
て
次
回
ま
た
会
う
事
を
約
束
し
、

神
田
の
街
を
後
に
し
ま
し
た
。50
才
を
過
ぎ
て
働

き
盛
り
の
皆
さ
ん
、健
康
に
留
意
し
て
来
年
も
元

気
に
会
い
ま
し
ょ
う
！

さ
ら
に
付
け
加
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
と
、毎

年
重
責
を
担
う
幹
事
学
年
の
事
で
す
。も
ち
ろ
ん

我
々
も
経
験
し
ま
し
た
が
、と
か
く「
今
の
若
い
も

ん
は
！
」と
言
わ
れ
が
ち
な
世
代
間
の
考
え
方
の

違
い
が
あ
る
中
、脈
々
と
受
け
継
が
れ
る
明
治
の

伝
統
を
核
に
、若
い
新
し
い
知
恵
を
出
し
合
い
、

責
任
を
果
た
し
て
い
る
。そ
の
事
自
体
に
感
動
を

覚
え
ま
す
。明
治
そ
し
て
総
明
会
と
言
う
名
の
下

に
、若
い
Ｏ
Ｂ
か
ら
大
先
輩
ま
で
が一つ
に
な
れ
る

喜
び
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

今
年
の
幹
事
、昭
和
戊
辰
乃
会
は
我
々
が
卒

業
し
て
か
ら
中
学
に
入
学
さ
れ
た
学
年
で
す
か

ら
、実
際
に
は
同
時
期
に
は
学
校
に
通
っ
て
は
い

ま
せ
ん
が
、明
治
と
い
う
名
の
下
、し
っ
か
り
と
責

任
を
果
た
し
て
い
る
彼
ら
の
姿
を
見
て
い
る
と
、

嬉
し
く
も
あ
り
、頼
も
し
く
感
じ
ま
し
た
。名
刺

を
か
わ
し
、お
互
い
自
己
紹
介
を
し
、部
活
は
な

ん
だ
？
担
任
は
？
と
話
を
し
て
い
る
う
ち
に
、も

う
友
達
で
す
。楽
し
い
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
！
毎

年
友
達
が
増
え
て
い
き
ま
す
。

明
治
に
感
謝
！
総
明
会
に
感
謝
で
す
！

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、「
昭
和
戊
辰
乃
会
」の

皆
様
、総
明
会
総
会・懇
親
会
の
盛
会
を
お
祈
り

し
て
お
り
ま
す
。

矢島 和行昭和57年卒

明魂会
めいこんかい
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祝　第51回総明会総会・懇親会祝　第51回総明会総会・懇親会

〒116-0012　東京都荒川区東尾久1-1-6
電話 03-3895-9494　FAX 03-3809-7779
http://www.yamashitashoji.jp

昭和63年卒
昭和戊辰乃会
歴史研究部

ポータルサイト未掲載の当社物件を多数掲載！！

真名カントリークラブ真名カントリークラブ

〒297-0077千葉県茂原市真名1744　TEL:0475-24-5211
［千葉外房有料道路 大沢出口または圏央道茂原北ICより5分］
〒297-0077千葉県茂原市真名1744　TEL:0475-24-5211
［千葉外房有料道路 大沢出口または圏央道茂原北ICより5分］

［真名ゲーリー・プレーヤーコース限定］
乗用カートフェアウェイ乗入れ平日無料！！
［真名ゲーリー・プレーヤーコース限定］
乗用カートフェアウェイ乗入れ平日無料！！

岡崎正和
昭和63年卒
昭和戊辰乃会

マンドリン部OB

東京都墨田区横川2-2-10
岡崎ビル2階   〒130-0003
TEL：03-6240-4262
FAX：03-6240-4263
okazaki@setsu-zeirishi.com

岡崎正和税理士事務所

東京都荒川区西尾久1－32－7
TEL：03-3894-4746

長沼　理（昭和63年卒）

天ぷら
  天ふじ

営業時間　10:00～19:30

定休日：日曜日
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平
成
27
年
６
月
20
日（
土
）、小
川
町
中
華

料
理
屋『
龍
盛
菜
館
』に
て
明
輪
会
総
会
・
同

期
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

明
輪
会
は
、名
称
の
一
部
に
も
あ
り
ま
す
よ

う
に
五
輪
開
催
年
に
は
通
常
年
よ
り
も
盛
大

に
同
期
会
を
開
催
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て

い
ま
す
。今
回
は
、通
常
開
催
の
同
期
会
で
し

た
が
、総
会
と
同
期
会
お
よ
び
、日
頃
の
各
種

活
動
に
つ
い
て
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。総

会
で
は
、32
年
ぶ
り
再
会
の
初
参
加
者

１
名
を
含
む
17
名
が
参
加
。

前
期
の
会
計
報
告
、活
動
内
容
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。特
筆
す
べ
き
は
苅

部
君
を
中
心
と
し
た
ゴ
ル
フ
委
員
会

の
活
動
で
、毎
年
２
回
の
同
期
会
ゴ
ル

フ
開
催
と
総
明
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
へ
の

参
加
を
継
続
し
て
い
ま
す
。総
明
会
に

は
常
に
複
数
組
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
い

ま
す
。

今
年
は
、個
人
上
位
入
賞
と
、チ
ー

ム
戦
で
は
Ｂ
チ
ー
ム
が
ブ
ー
ビ
ー
賞

を
獲
得
し
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
、総
会
メ
ン
バ
ー
の
他
今
年
幹

事
学
年
で
あ
る『
昭
和
戊
辰
乃
会
』メ
ン
バ
ー

も
加
わ
り
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま

し
た
。グ
ッ
ズ
も
よ
く
売
れ
た
よ
う
で
す
。

司
会
は
こ
こ
数
年
岸
君
が
仕
切
っ
て
く
れ

て
い
ま
す
。こ
の
会
を
ま
と
め
る
の
に
適
任

で
頼
も
し
い
限
り
で
す
。一
人
ひ
と
り
が
前
回

会
っ
た
時
と
変
わ
っ
た
点
の
近
況
報
告
を
す

る
よ
う
号
令
が
掛
か
る
と
、真
っ
先
に
初
参

加
の
折
原
君
に
当
り
、冒
頭
か
ら
テ
ン
シ
ョ
ン

は
最
高
潮
に
！
32
年
間
分
を
話
始
め
た
の
に

は
驚
き
ま
し
た
。み
ん
な
君
が
来
る
の
を
待
っ

て
た
ん
だ
よ
。

あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
経
ち
、恒
例
の
校

歌
斉
唱
。今
回
は
副
会
長
の
門
川
君
が
指
揮

を
執
っ
て
く
れ
ま
し
た
。他
の
お
客
さ
ん
、騒

が
し
く
し
て
ご
め
ん
な
さ
い
。

50
才
を
過
ぎ
て
青
春
時
代
を
共
に
過
ご
し

た
仲
間
と
毎
回
会
え
る
場
が
あ
る
っ
て
幸
せ

で
す
ね
。大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。来
年

は
、夏
季
五
輪
開
催
年
で
す
。明
輪
会
が
盛
大

に
開
催
出
来
る
よ
う
に
お
手
伝
い
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、『
昭
和
戊
辰
乃

会
』が
幹
事
学
年
を
務
め
る
今
年
の
総
明
会

総
会
・
懇
親
会
の
成
功
を
祈
念
い
た
し
ま
し

て
、明
輪
会
の
報
告
と
し
ま
す
。

佐藤 敏雄昭和58年卒

明輪会
めいわかい
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祝 第51回 総明会 総会・懇親会

ホームページ・パンフレット制作

〒279-0004
浦安市猫実3-5-14-104
TEL. 047-323-6322

昭和５８年卒

明輪会

遠藤憲治

有限会社 遠藤印刷
www.eqp.jp
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昭
和
59
年
卒
の「
明
心
会
」で
す
。

第
51
回
総
明
会 

総
会
・
懇
親
会
の
開
催
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。幹
事
学
年
の「
昭
和
戊

辰
乃
会
」の
皆
様
お
疲
れ
様
で
す
。

我
々
昭
和
59
年
卒
は
卒
業
以
来
忙
し
さ
に

か
ま
け
な
が
ら
、同
期
会
を
開
い
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、第
47
回
総
明
会
の
幹
事
学
年
を
期
に

毎
年
同
期
会
を
開
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
明
心
会
会
員
が
50
才
に
な
る
年
で

あ
り
、あ
っ
と
い
う
間
の
人
生
後
半
戦
への
突
入

に
と
ま
ど
い
つ
つ
、体
力
は
地
味
に
落
ち
な
が

ら
も
気
持
ち
は
殆
ど
学
生
時
代
変
わ

ら
な
い
ギ
ャ
ッ
プ
を
楽
し
み
な
が
ら
、今

年
も
同
期
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

今
年
の
同
期
会
は
７
月
20
日（
月
・

祝
）御
茶
ノ
水
の「
ホ
テ
ル
ジ
ュ
ラ
ク
」に

て
、盛
大
に
行
い
ま
し
た
。

今
年
は
50
才
記
念
な
の
で
、我
々
の

原
点
は
、や
っ
ぱ
り「
駿
河
台
」。人
生
の

後
半
戦
に
向
け
て
原
点
回
帰
と
い
う
こ

と
で
、今
年
は
男
坂
で
記
念
写
真
を
撮

影
し
た
後
、ホ
テ
ル
に
集
合
し
盛
大
に

同
期
会
を
実
施
。同
期
は
全
員
男
性
の

た
め
、コ
ン
パ
ニ
オ
ン
を
手
配
し
お
酌
を
お
願
い

し
ま
し
た
。

同
期
会
で
は
久
し
ぶ
り
に
会
う
仲
間
と
の

歓
談
と
共
に
、学
生
時
代
の
写
真
を
ス
ラ
イ
ド

シ
ョ
ー
で
映
し
出
し
た
り
、今
だ
か
ら
言
え
る

秘
密
の
話
な
ど
、明
治
高
校
時
代
を
懐
か
し
ん

だ
り
笑
っ
た
り
で
き
る
内
容
で
一
気
に
気
持
ち

は
30
年
前
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
で
き
ま
し
た
。今

年
は
、ち
ょ
っ
と
豪
華
に
ホ
テ
ル
で
同
期
会
を

実
施
し
ま
し
た
の
で
、周
り
に
気
兼
ね
な
く
最

後
は
校
歌
を
３
番
ま
で
大
熱
唱
し
、男
坂
で
の

記
念
写
真
を
お
み
や
げ
に
配
り
終
了
し
ま
し

た
。明

心
会
で
は
同
期
会
の
ほ
か
、ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

を
開
催
し
た
り
、今
年
初
め
て
旅
行
も
企
画
し

北
海
道
に
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。今
後
、も
っ
と

た
く
さ
ん
の
同
期
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

同
期
が
集
ま
る
と
、我
々
の
年
代
は
独
身
貴

族
か
ら
子
育
て
終
了
ま
で
多
岐
に
わ
た
っ
て
お

り
、ま
た
、社
会
人
と
し
て
の
立
場
も
多
岐
に

渡
っ
て
い
ま
す
の
で
、学
生
時
代
の
話
の
み
な

ら
ず
、仕
事・健
康・家
庭・子
供・趣
味
の
話
な

ど
、仕
事
で
の
し
が
ら
み
抜
き
で
気
軽
に
た
く

さ
ん
の
話
が
で
き
ま
す
。

私
は
あ
と
ひ
と
頑
張
り
で
子
育
て
終
了
で
す

が
、同
期
で
集
ま
る
た
び
に
、恥
ず
か
し
な
が
ら

こ
の
年
齢
に
な
っ
て
、親
は
苦
労
し
て
進
学
さ

せ
て
く
れ
た
ん
だ
な
、明
大
明
治
に
進
学
さ
せ

て
も
ら
い
あ
り
が
た
い
と
思
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

総
明
会
も
50
年
、我
々
明
心
会
会
員
は
総

明
会
の
誕
生
と
共
に
歩
ん
で
き
た
世
代
で
す
。

今
後
60
才
、70
才
に

な
っ
て
も
、総
明
会

60
周
年
、70
周
年
に

参
加
で
き
る
よ
う

元
気
な
今
の
う
ち

に
会
っ
て
お
き
た
い

と
思
い
ま
す
。今
ま

で
同
期
会
に
出
席

し
た
こ
と
の
な
い
人

も
ま
た
来
年
是
非

お
会
い
し
ま
し
ょ

う
。

和泉　豊昭和59年卒

明心会
めいしんかい
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株式会社 エヌエスビー
ウェブシステム開発／
サーバ保守・運用管理

根津 光弘
代表取締役社長／公認会計士

昭和59年卒　明心会

http://www.nsb.ne.jp/

51

SL 15-4290-0018

宮沢孝昌
（S59年卒・水泳部）

〒143-0016
東京都大田区大森北1-36-2
  Tel: 03-3761-6077

平    日　7：00～20：00（オーダーストップ）
日・祭日　7：30～18：00（オーダーストップ）

木曜定休

珈琲亭 ルアン
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昭
和
60
年
卒「
闘
紺
会
」で
す
。第
51
回
総

明
会 

総
会
・
懇
親
会
の
開
催
誠
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。幹
事
学
年
の「
昭
和
戊
辰
乃

会
」の
皆
様
、様
々
な
事
前
準
備
お
疲
れ
様
で

す
。我

々
闘
紺
会
は
、母
校
明
治
高
校
の
創
立

１
０
０
周
年
記
念
の
年
に「
総
明
会
幹
事
」を

仰
せ
つ
か
り
、数
年
ぶ
り
に
再
会
し
た
同
期
が

心
ひ
と
つ
に
し
て
幹
事
学
年
の
仕
事
を
全
う

致
し
ま
し
た
。早
い
も
の
で
あ
れ
か
ら
３
年
の

月
日
が
流
れ
、幹
事
学
年
を
務
め
た
こ
と
を

境
に
、同
期
の
仲
間
と
の「
絆
」が
深

ま
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。ま
た
、

総
明
会
を
通
じ
諸
先
輩
、後
輩
諸
氏

と
も
交
流
が
持
て
、大
変
嬉
し
く
感

じ
て
お
り
ま
す
。

幹
事
学
年
を
終
え
た
後
の
我
々
の

活
動
は
、２
月
の
新
年
会
、７
月
の
総

会
・
懇
親
会
が
定
期
行
事
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。そ
の
他
に
、「
闘
紺
会
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
」「
闘
紺
会
釣
り
倶
楽
部
」と

言
っ
た
闘
紺
会
を
通
じ
た
趣
味
の
集

ま
り
も
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

本
年
２
月
の
新
年
会
は
、同
期
の
手
束
君

が
営
ん
で
い
る『
玉
寿
司
』で
開
催
し
ま
し

た
。寿
司
屋
で
多
人
数
が
お
酒
を
酌
み
交
わ

し
大
声
で
語
り
合
う
こ
と
は
普
通
で
は
考
え

ら
れ
ま
せ
ん
が
、同
期
が
や
っ
て
い
る
店
だ
か

ら
出
来
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。こ
の
場
を
借

り
て
手
束
君
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。ま
た
、７
月
に
は
、神
田
淡
路
町
に
あ

る『
カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
バ
ー
Ｏ
Ａ
Ｋ
Ｓ
』に
て

総
会
・
懇
親
会
を
行
い
ま
し
た
。中
学
１
年
生

か
ら
高
校
卒
業
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
山
田

先
生
を
迎
え
、先
生
に
お
持
ち
い
た
だ
い
た
中

学
・
高
校
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
を
酒
の
肴
に
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

明
治
高
校
を
卒
業
し
30
年
が
経
ち
ま
す

が
、闘
紺
会
で
集
ま
る
と
、中
学
高
校
時
代
に

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
に
な
り
、楽
し
い

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。闘
紺
会

の
活
動
に
参
加
し
て
い
な
い
昭
和
60
年
卒
の

同
期
の
皆
様
、こ
の
寄
稿
を
き
っ
か
け
に
一
緒

に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？
い
つ
で

も『
あ
の
時
』に
戻
し
て
く
れ
る
闘
紺
会
は
、

皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

柴　貴昭和60年卒

闘紺会
とうこんかい
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和食

祝　第51回 総明会 総会・懇親会
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金券ショップ

http://www.tickety.jp/

昭和60年卒業　植村成典

理化学器械製造販売
株式会社 矢沢科学　矢澤　徹

代表取締役  大 園 正 純（昭和60年卒  闘紺会）

的場　尚
（S60年卒・闘紺会）

有限会社アンデス

〒124-0025
東京都葛飾区西新小岩1-9-11
Tel: 03-3271-5738
E-mail : info@andesu.co.jp

〒132-0021
東京都江戸川区中央1-6-21
   TEL 03-3651-0080
   FAX 03-3651-2661

代表取締役社長

秋元健一郎
（昭和60年卒　闘紺会）

有限会社 秋元鉛工所
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http://www.misawa.co.jp/
住まいを通じて生涯のおつきあい

船橋支店　支店長　矢　島　昭　夫　昭和60年卒　闘紺会

ミサワホーム株式会社　〒273-0005 船橋市本町2-10-14 船橋サウスビル
TEL 047-432-3311（代表）　E-mail : akio_yajima@home.misawa.co.jp
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「
ヴ
ィ
ー
ノ 

エ 

イ
ル 

ラ
コ
ル
タ
」こ
れ
が
、

そ
の
お
店
の
正
式
名
。通
称
は「
ラ
コ
ル
タ
」。

新
世
輝
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
こ
の
お
店
で
広

が
り
ま
し
た
。私
た
ち
の
同
期
会
は
、現
在
の

と
こ
ろ
、毎
回
こ
の
お
店
で
実
施
し
て
い
ま

す
。最
初
の
開
催
は
、今
か
ら
８
年
前
。40
才

に
な
る
年
か
ら
始
め
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

同
期 
長
谷
川
の
お
店
な
の
で
、何
人
か
の

同
級
生
も
利
用
し
て
い
ま
し
た
が
、「
こ
の
お

店
で
同
期
会
を
や
ろ
う
！
」と
盛
り
上
が
り
、

実
際
に
ハ
ガ
キ（
当
時
は
今
ほ
ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
発

達
し
て
い
な
か
っ
た
）な
ど
を
出
し
て
、

同
期
を
集
め
た
の
は
幹
事
学
年
時
に

事
務
局
長
を
務
め
た
土
田
。彼
の
マ
メ

さ
が
、新
世
輝
を
つ
な
げ
ま
し
た
。初

回
か
ら
50
名
近
い
同
期
が
集
ま
り
、そ

れ
ほ
ど
広
く
な
い
店
内
が
、お
じ
さ
ん

だ
ら
け
に
な
っ
た
の
は
言
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。今
で
も
、同
期
会
の
最

後
に
撮
影
す
る
写
真
を
見
る
と
、お

じ
さ
ん
密
度
に
爽
快
感
さ
え
感
じ
ま

す
。そ

の
こ
ろ
は
特
に
、総
明
会
の
事
、

幹
事
学
年
の
事
は
知
ら
な
い
メ
ン
バ
ー
ば
か
り

で
す
の
で
、あ
ま
り
意
識
す
る
こ
と
は
有
り

ま
せ
ん
で
し
た
。昭
和
61
年
卒
業
と
い
う
こ
と

も
な
か
な
か
思
い
出
せ
ま
せ
ん
で
し
た
し
、新

世
輝
と
い
う
名
前
も
、す
ん
な
り
決
ま
っ
た
わ

け
で
は
な
く
、幹
事
学
年
が
翌
年
に
迫
っ
た
タ

イ
ミ
ン
グ
で
、山
田
先
生
が
ピ
ッ
タ
リ
の
名
前

を
付
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

こ
の
こ
ろ
ぐ
ら
い
か
ら
、幹
事
学
年
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
の
責
任
者
も
決
ま
り（
唯
一
、鵜
飼

の
実
行
委
員
長
だ
け
は
決
ま
っ
て
い
た
）、エ

ン
ジ
ン
が
掛
っ
て
い
っ
た
の
が
、２
年
経
っ
た
今

で
も
、昨
日
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

こ
の
お
店
は
、普
段
か
ら
同
期
の
た
ま
り

場
な
の
で
、特
別
に
約
束
を
し
て
い
な
く
て

も
、何
人
か
が
自
然
と
集
ま
り
、プ
チ
同
期
会

が
開
か
れ
て
い
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。ま
た
、幹
事
学
年
以
降
は
、こ
の
お
店
で

先
輩
や
後
輩
に
出
会
え
る
こ
と
も
、ず
い
ぶ

ん
増
え
ま
し
た
。で
す
か
ら
今
は
、幹
事
学
年

を
経
験
す
る
以
前
よ
り
も
、同
期
・
先
輩
・
後

輩
と
つ
な
が
る
機
会
が
格
段
に
増
え
、よ
り

大
き
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
出
来
た
気
が
し
て

い
ま
す
。

お
店
の
場
所
は
日
本
橋
。こ
の
会
報
誌
の

ど
こ
か
に
、飼
い
犬
と
寝
転
が
っ
て
い
る
店
主

の
顔
写
真
入
り
の
シ
ュ
ー
ル
な
広
告
が
あ
り

ま
す
。探
し
て
み
て
下
さ
い
。

栗本 宜長昭和61年卒

新世輝
しんせいき
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築地
場外

鳩屋海苔店は
昭和戊辰乃会を応援します！
鳩屋海苔店は
昭和戊辰乃会を応援します！
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ホームページ　http://shoei.tokyo/
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私達は明治高校を応援しています！
明治高校卒明治大学職員有志一同

玉田　英明 昭和53年卒
石川　恵資 昭和58年卒
髙橋　　浩 昭和58年卒
服部　裕之 昭和59年卒
廣田　晃一 昭和59年卒
増岡　　寿 昭和60年卒
松尾　智己 昭和60年卒
松嶋　俊行 昭和61年卒
菅　　和禎 昭和63年卒
山本　幸一 平成 2 年卒
滝　　晋敏 平成 4 年卒
寺土　博昭 平成 4 年卒
阿部康一郎 平成 5 年卒
高橋　健太 平成 5 年卒
木村　　允 平成 8 年卒
佐藤　　潤 平成 9 年卒

玉田　英明 昭和53年卒
石川　恵資 昭和58年卒
髙橋　　浩 昭和58年卒
服部　裕之 昭和59年卒
廣田　晃一 昭和59年卒
増岡　　寿 昭和60年卒
松尾　智己 昭和60年卒
松嶋　俊行 昭和61年卒
菅　　和禎 昭和63年卒
山本　幸一 平成 2 年卒
滝　　晋敏 平成 4 年卒
寺土　博昭 平成 4 年卒
阿部康一郎 平成 5 年卒
高橋　健太 平成 5 年卒
木村　　允 平成 8 年卒
佐藤　　潤 平成 9 年卒

林　　泰三 平成12年卒
角　祐二郎 平成13年卒
鈴木　亮輔 平成13年卒
寺田　雄太 平成13年卒
瓜生　泰三 平成14年卒
土方　博史 平成14年卒
高井　　洋 平成15年卒
川原　　健 平成17年卒
小堀　良樹 平成17年卒
山本　康太 平成19年卒
櫻井　　亮 平成20年卒
平野　　慎 平成21年卒
田中　拓樹 平成23年卒

林　　泰三 平成12年卒
角　祐二郎 平成13年卒
鈴木　亮輔 平成13年卒
寺田　雄太 平成13年卒
瓜生　泰三 平成14年卒
土方　博史 平成14年卒
高井　　洋 平成15年卒
川原　　健 平成17年卒
小堀　良樹 平成17年卒
山本　康太 平成19年卒
櫻井　　亮 平成20年卒
平野　　慎 平成21年卒
田中　拓樹 平成23年卒

51

今年も新世輝は、
幹事学年 昭和戊辰乃会を
応援致します。
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昨
年
は
諸
先
生
、諸
先
輩
方
を
は
じ
め
大
勢

の
ご
関
係
者
の
皆
様
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
、

何
と
か
幹
事
学
年
の
任
務
を
や
り
遂
げ
る
事
が

出
来
ま
し
た
。多
々
お
世
話
に
な
り
誠
に
有
り
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　

第
50
回
と
い
う
大
き
な
節
目
で
の
役
回
り
は

幸
運
な
事
で
し
た
が
、そ
の一
方
で
責
務
の
重
大

さ
を
思
う
と
途
中
で
逃
げ
出
し
た
く
な
る
事
も

あ
り
ま
し
た
。そ
ん
な
様
子
を
察
す
る
か
の
様

に
、め
げ
そ
う
に
な
る
と
沢
山
の
先
輩
が
声
を
か

け
て
下
さ
り
、温
か
い
お
気
持
ち
に
触
れ
て
改
め

て
頑
張
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
何

と
か
無
事
に
役
目
を
終
え
る
事
が
で
き

ま
し
た
。幹
事
学
年
と
し
て
の
実
務
は
分

か
ら
な
い
事
の
連
続
で
、更
に
前
年
の
先

輩
方
の
様
子
も
拝
見
さ
せ
て
頂
い
て
い
な

い
不
勉
強
も
重
な
り
暗
中
模
索
の
日
々

で
し
た
。50
回
の
節
目
に
私
達
も
そ
う
で

し
た
が
、そ
れ
以
上
に
諸
先
輩
方
の
不
安

な
心
中
を
察
し
ま
す
と
相
当
辛
抱
強
く

見
守
っ
て
頂
い
た
の
だ
と
思
え
ま
す
。

さ
て
、写
真
は
７
月
11
日
土
曜
日
、同

期
の
永
瀬
守
君
の
お
店
、江
東
区
森
下
の

「
み
の
家
」で
集
ま
っ
た
時
の
も
の
で
す
。こ
の
日

は
恩
師
の
藤
田
昭
造
先
生
、山
口
弘
先
生
、昭
和

戊
辰
乃
会
か
ら
４
名
、同
期
16
名
の
合
計
22
名
で

の
盛
大
な
会
合
と
な
り
ま
し
た
。美
味
し
い
料
理

と
お
酒
、お
酒
が
進
む
ほ
ど
に
話
も
は
ず
み
、話
は

尽
き
る
事
無
く
閉
店
時
間
を
過
ぎ
た
の
で
お
店

を
変
え
て
深
夜
ま
で
楽
し
い
宴
は
続
き
ま
し
た
。

先
生
か
ら
は
今
だ
か
ら
聞
け
る
当
時
の
秘
話

や
現
在
の
明
治
高
校
の
様
子
な
ど
を
教
え
た
頂

き
、共
学
と
い
う
環
境
の
や
や
こ
し
さ
を
聞
か
せ

て
頂
く
程
に
、自
分
達
は
男
子
校
で
良
か
っ
た
な

と
思
え
ま
し
た
。今
ま
で
集
ま
り
の
悪
か
っ
た
代

で
す
の
で
、幹
事
学
年
が
終
わ
れ
ば
ま
た
集
ま
り

は
無
く
な
る
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、今
年
も

会
う
機
会
は
多
く
嬉
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。

日
々
仕
事
に
追
わ
れ
気
持
ち
の
余
裕
も
失
い

が
ち
な
こ
の
年
代
で
、想
い
出
話
や
バカ
話
が
出

来
る
仲
間
が
い
る
と
い
う
の
は
有
難
く
尊
い
事

で
す
。そ
れ
も
総
明
会
と
い
う
組
織
が
あ
れ
ば
こ

そ
出
来
た
事
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。先
輩
か
ら

「
ど
う
せ
や
る
な
ら
真
剣
に
懸
命
に
、幹
事
学

年
を
乗
り
越
え
る
と
良
い
事
が
あ
る
」と
言
わ
れ

た
そ
の
言
葉
の
意
味
が
今
は
良
く
理
解
出
来
ま

す
。会
社
や
社
会
で
は
中
堅
か
ら
後
半
に
さ
し
か

か
る
年
代
で
あ
り
、様
々
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
あ

る
中
、同
窓
会
と
い
う
場
は
貴
重
で
す
。こ
こ
で

再
会
出
来
た
仲
間
と
こ
れ
か
ら
も
同
期
を
１
人

で
も
多
く
集
め
親
交
を
続
け
ら
れ
た
ら
な
と
思

い
ま
す
。所
在
不
明
者
が
ま
だ
ま
だ
多
数
お
り
ま

す
。昭
和
62
年
卒
の
皆
様
、是
非
連
絡
を
下
さ
い
。

皆
で
集
ま
り
楽
し
く
飲
み
ま
し
ょ
う
。連
絡
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。〔
連
絡
先
事
務
局
、赤
岩
大
輔

dsakaiwa@
alles.or.jp

〕

赤岩 大輔昭和62年卒

明猿会
めいえんかい
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E-mail : ishibashi@abs.ne.jp

蕎麦

案山子

Tel. 03-6272-4416
東京都港区芝2-12-9 波ビル １Ｆ

山田 健人
（平成元年卒  改元会）

専務取締役
本多由明（S36年卒）

彦蔵（H 2 年卒）
〒144-0033
東京都大田区東糀谷3-4-11
Tel: 03-6808-7021

月～金　昼11：30～13：30
月～金　夜17：30～20：30

（日曜日の夜は営業〔要予約〕）　

営
業
時
間

太平洋セメント株式会社特約店
生コン・壁材料・左官工具及機械

有限会社 福田商店

本　社 東京都墨田区向島1-32-8
事務所 東京都墨田区押上2-7-8
倉　庫 TEL 03-3625-3309
 FAX 03-3625-8395

専務取締役  和田康正
（平成5年卒・バスケ部）

倉持法律事務所

〒103-0025
東京都中央区日本橋茅場町3-13-3
興和日本橋ビル2階
電話： 03-5614-1420
FAX： 03-5614-1421
http://www.kuramochi-law.jp

弁護士  倉持政勝
（平成3年卒・硬式野球部）

本　　社  〒101-0023 東京都千代田区神田松永町18番
 TEL 03-3253-9411　FAX 03-3253-9418
営業本部 〒135-0053 東京都江東区辰巳2丁目3番1号
 TEL 03-5534-7700　FAX 03-5534-7708

大正13年創業。 ご要望の建築資材を、ご要望どおりに。
オオモリ・マテリクスは、お客様に「信頼」をお届けしています。

株式会社オオモリ・マテリクス
代表取締役 大森清嗣（長男 大森貴之 平成21年卒 野球部ＯＢ）

株式会社SAKURA-TRUST
SAKURA Group

〒105-0012
東京都港区芝大門1-5-2須田ビル3F
TEL 03-5472-7400  FAX 03-5472-3500

関連会社　株式会社さくら航産
　　　　　株式会社さくら管財

代表取締役  熊木達朗
（平成6年卒）
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本
年
度
の
幹
事
学
年
を
務
め
て
お
り
ま
す

昭
和
戊
辰
乃
会
で
す
。テ
ー
マ
を「
51
年
目
の
挑

戦
」と
し
て
、総
明
会
を
次
の
50
年
に
導
く
学

年
と
し
て
、現
在（
６
月
）、会
報
作
成
、寄
付
広

告
集
め
、総
会
懇
親
会
企
画
考
案
と
第
一
次
の

ピ
ー
ク
の
忙
し
さ
を
迎
え
て
い
ま
す
。私
た
ち
は

４
年
前
か
ら
同
窓
会
を
毎
年
行
い
、幹
事
学
年

に
な
る
１
年
前
か
ら
毎
月
集
ま
れ
る
メ
ン
バ
ー

で
集
ま
り
、徐
々
に
話
し
合
い
を
進
め
て
き
ま

し
た
。そ
し
て
、２
０
１
４
年
12
月
の
引
継
式
に

て
前
幹
事
学
年
の
明
猿
会
の
先
輩
方
か
ら
引

継
ぎ
を
受
け
ま
し
た
。正
直
、い
よ
い
よ

我
々
の
学
年
の
本
番
が
ス
タ
ー
ト
と
思

う
と
不
安
に
駆
ら
れ
ま
し
た
。し
か
し
、

今
は
そ
ん
な
心
配
は
取
り
越
し
苦
労

だ
っ
た
と
思
え
ま
す
。実
行
委
員
長
の

安
川
、副
実
行
委
員
長
の
光
岡
が
中
心

に
な
り
会
を
ま
と
め
、各
委
員
会
の
同

期
の
み
ん
な
が
実
に
よ
く
動
い
て
く
れ
、

一つ
ひ
と
つ
形
に
し
て
い
っ
て
く
れ
て
い

ま
す
。ま
た
、先
輩
方
か
ら
も
多
く
の
ア

ド
バ
イ
ス
、サ
ポ
ー
ト
を
い
た
だ
き
、さ

ら
に
は
飲
み
代
の
サ
ポ
ー
ト
ま
で
い
た

だ
い
て
い
ま
す（
笑
）。本
当
に
感
謝
で
す
！

私
た
ち
は
昭
和
最
後
の
卒
業
生
で
こ
れ
以

降
は
平
成
の
卒
業
生
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。昭
和

か
ら
平
成
と
ひ
と
つ
の
時
代
の
変
化
で
あ
り
ま

す
。さ
ら
に
、総
明
会
も
昨
年
50
周
年
を
終
え
、

新
た
な
50
年
に
向
か
っ
て
い
き
ま
す
。こ
の
新
た

な
時
代
の
幕
開
け
に
、私
た
ち
は
今
ま
で
あ
ま

り
参
加
し
て
来
な
か
っ
た
幹
事
学
年
よ
り
若
い

年
代
に
た
く
さ
ん
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
の
企
画
や
仕
掛
け
を

会
報
、総
会
懇
親
会
に
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。そ

し
て
、そ
の
一
環
で
今
年
の
総
会
懇
親
会
の
場

所
を
、調
布
移
転
前
の
世
代
に
と
っ
て
、青
春
時

代
を
過
ご
し
た
思
い
出
の
場
所
で
あ
る「
御
茶

ノ
水
」に
し
、明
治
大
学
の
施
設
で
あ
る
ア
カ
デ

ミ
ー
コ
モ
ン
を
選
び
ま
し
た
。誰
も
が
楽
し
め
、

「
来
て
よ
か
っ
た
！
」と
言
っ
て
も
ら
え
る
会
に

必
ず
し
ま
す
の
で
、11
月
７
日（
土
）み
な
さ
ん
、

絶
対
に
来
て
く
だ
さ
い
～
！

最
後
に
こ
の
幹
事
学
年
を
や
ら
せ
て
い
た
だ

き
、同
期
は
も
ち
ろ
ん
、素
敵
な
先
輩
方
、そ
し

て
後
輩
に
改
め
て
出
会
え
た
こ
と
に
本
当
に
感

謝
し
ま
す
。こ
の
総
明
会
幹
事
学
年
の
経
験
と

い
う
の
は
人
生
の
大
き
な
節
目
に
な
る
素
晴
ら

し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。私

た
ち
の
人
生
も
新
た
な「
46
年
目
の
挑
戦
」に

な
っ
て
い
き
ま
す
！

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

尾﨑 博之昭和63年卒

昭和戊辰乃会
しょうわぼしんのかい
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クロップオザキ
検　索

アパレル・ファッションの資材サポーター 「ふぞくやのブログ」毎日更新中！

 本社 〒101-0031　東京都千代田区東神田 2-9-16　アクト 21 ビル
 ショールーム 〒101-0031　東京都千代田区東神田 2-10-7　セックオフコムビル 1F

電話  03-5820-0741（代表）　FAX 03-5820-0742　http://www.cropozaki.com

代表取締役社長　尾﨑博之  （昭和63年卒　昭和戊辰乃会）

感性豊かで高品質なカットソー製品を新しい切り口でご提供致します。

株式会社ティアンドティ

代表取締役　安川琢哉  （昭和63年卒　昭和戊辰乃会）
顧客満足度を高める事を基本に
メイドインジャパンにあえてこ
だわり続け、それを理解、納得
して選んでいただける企業を目
指しております。

○自社工場：江戸川サンプル工場、秋田比内工場 
　　　　　　秋田鹿角工場、千葉東金工場

〒133-0053  東京都江戸川区北篠崎2-3-23 
電話 03-3677-1801   FAX 03-3678-7162

SHIP INC.
会長 森田浩章

（昭和63年卒　昭和戊辰乃会）

www.ship.co.jp
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昭
和
64
年
１
月
７
日　

昭
和
最
後
の
日
で

し
た
。

そ
の
日
は
朝
か
ら
静
ま
り
か
え
り
街
か
ら

音
楽
や
映
像
が
消
え
照
明
も
暗
く
、確
か
ど

ん
よ
り
と
し
た
曇
り
空
だ
っ
た
と
記
憶
し
て

お
り
ま
す
。

翌
１
月
８
日
、当
時
の
小
渕
官
房
長
官
が

新
年
号「
平
成
」を
発
表
し
ま
し
た
。

そ
ん
な
年
号
が
変
わ
る
と
い
う
人
生
で
も

稀
な
経
験
を
し
た
年
の
３
月
10
日
に
私
た
ち

は
明
治
大
学
付
属
明
治
高
等
学
校
を
卒
業

し
ま
し
た
。そ
の
後
の
26
年
間
に
は
阪

神
淡
路
・
中
越
・
東
日
本
な
ど
大
震

災
が
発
生
し
、Ｗ
Ｂ
Ｃ
で
は
サ
ム
ラ
イ

ジ
ャ
パ
ン
が
２
連
覇
を
達
成
し
、な
で

し
こ
ジ
ャ
パ
ン
は
女
子
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
を
制
覇
し
ま
し
た
。し
か
し
、私
達

は
一
度
も
全
員
が
一
堂
に
会
す
る
同
窓

会
を
開
か
ず
に
時
が
過
ぎ
て
お
り
ま

し
た
。

そ
し
て
、来
年
度
の
総
明
会
総
会
・

懇
親
会
の
幹
事
を
担
う
私
達
は
平
成

26
年
12
月
28
日
同
期
会
を
初
め
て
開

催
し
ま
し
た
。４
名
の
恩
師
に
も
ご
参
加
頂

き
総
勢
46
名
も
の
友
人
が
集
ま
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

26
年
の
歳
月
は
長
く
貴
重
な
期
間
で
あ
る

と
と
も
に
非
常
に
残
酷
で
、多
く
の
仲
間
の

容
姿
を
判
別
し
高
校
卒
業
時
の
姿
と
照
合
す

る
の
に
少
し
の
時
間
が
必
要
だ
っ
た
こ
と
は

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、そ
こ
は

一
生
涯
忘
れ
る
こ
と
の
な
い
明
治
と
い
う
名

の
元
に
数
年
間
を
一
緒
に
過
ご
し
た
友
人
で
、

固
ま
っ
た
空
気
と
強
張
っ
た
顔
は
瞬
時
に
解

け
中
学
・
高
校
に
戻
れ
る
も
の
で
す
。同
窓
会

を
企
画
し
て
く
れ
た
齋
藤
雅
信
く
ん
が
用
意

し
て
く
れ
た
卒
業
ア
ル
バ
ム
の
写
真
や
上
原

く
ん
が
隠
し
持
っ
て
い
た
修
学
旅
行
の
秘
蔵

映
像
を
見
な
が
ら
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
写
真
を
掲
載
し
た

松
平
く
ん
が
着
用
し
て
い
た
Ｍ
Ｅ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
の

バ
ッ
ク
プ
リ
ン
ト
さ
れ
た
ジ
ャ
ー
ジ
は
秀
逸
で

し
た
。そ
し
て
、同
窓
会
で
は
我
々
の
同
期
会

の
名
称
を
元
号
が
変
わ
っ
た
年
に
卒
業
し
た

こ
と
か
ら
、元
号
を
改
め
る
会「
改
元
会
」と

す
る
こ
と
を
全
会
一
致
で
決
定
致
し
ま
し
た
。

卒
業
時
２
５
３
名
い
た
同
期
の
仲
間
の
多

く
は
未
だ
連
絡
す
る
こ
と
す
ら
出
来
て
い
な

い
状
況
で
す
が
、こ
れ
か
ら
約
１
年
間
を
か
け

て
１
名
づ
つ
仲
間
を
増
や
し
来
年
度
の
総
明

会
総
会
・
懇
親
会
の
幹
事
に
楽
し
く
挑
戦
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
記
事
を
読
ん
で
く
れ
た
平
成
元
年
３

月
10
日
に
一
緒
に
卒
業
し
た
明
治
高
校
生
！

是
非
！
再
び
集
ま
り
ま
し
ょ
う
！
い
つ
で
も

お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

杉山 純也平成元年卒

改元会
かいげんかい
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有限会社 三 友 金 型
バスケット部OB
改元会（平成元年卒）

代表取締役

小柳貴裕
東京都墨田区東向島6-25-13
TEL. 03-3617-6683
FAX. 03-3610-1299
E-mail sannyuu@tj9.so-net.ne.jp

マシニングセンター加工
NCフライス加工
NC放電加工
V33.V56.高速加工
U-GRAPH3次元コンピュータ

ゴム金型 設計・製作 短納期対応

業 　種

株式会社 西原不動産鑑定
代表取締役　不動産鑑定士

西原　崇  （平成元年卒・改元会）

東京都中央区銀座2-12-3 ライトビル5階
TEL 03-3524-1715  FAX 03-3524-1716
E-mail: takashi.nishihara@n-rea.com
http://www.n-rea.com

毎週火曜日9：30出演中
株式会社 西原不動産鑑定は、鑑定評価により高度な専門知識をクライアント様に提
供することを通じ、社会に貢献できる会社を目指しています。
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今
回
は
私
た
ち
の
代
の「
つ
な
が
り
」に
つ
い

て
書
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す（
さ

ま
ざ
ま
な
人
が
読
む
可
能
性
が
あ
る
の
で
お

堅
い
文
に
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が

御
容
赦
を
！
）。

み
ん
な
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
て
か
ら
書
い

た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、読
ん
で
み
て
違
う
の
で

は
？
と
思
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

で
す
が
、私
と
し
て
は
、こ
れ
を
き
っ
か
け
に

同
期
の
み
ん
な
と
の
つ
な
が
り
を
思
い
出
し
、

考
え
、ま
た
み
ん
な
で
会
う
機
会
を
作
る
こ
と

の一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

で
は
本
題
。私
た
ち
の
代
の「
つ
な
が

り
」は
入
学
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
い
つ
か
と

い
う
隔
て
が
な
い
こ
と
。そ
し
て
、必
ず

み
ん
な
が
結
び
付
け
ら
れ
る
こ
と
。こ

の
２
つ
が
強
み
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
は
入
学
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
い
つ

か
と
い
う
隔
て
が
な
い
こ
と
。他
学
年

を
見
た
り
、話
を
聞
い
た
り
す
る
と
高

校
か
ら
入
学
し
た
人
は
中
学
か
ら
い

る
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
入
り
に
く
く
、

同
期
会
に
も
行
き
に
く
い
な
ど
と
い
う

こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

確
か
に
私
た
ち
も
高
校
Ⅰ
年
に
な
っ
た
ば

か
り
の
頃
は
、教
室
内
と
廊
下
と
で
別
れ
て
し

ま
っ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、そ
れ
も
最
初
の
う

ち
で
、し
ば
ら
く
す
る
と
、ど
う
も
初
め
て
会
っ

た
気
が
し
な
い
と
感
じ
た
人
は
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。行
事
や
日
々
の
会
話
な
ど
、こ

れ
は
思
い
出
し
て
も
ら
う
の
が
一
番
早
い
か
と

思
い
ま
す
。そ
し
て
、必
ず
み
ん
な
が
結
び
付
け

ら
れ
る
こ
と
。

さ
す
が
に
学
年
内
の
す
べ
て
の
人
と
話
し
た

こ
と
が
あ
り
、さ
ら
に
全
員
の
名
前
が
思
い
出

せ
る
！
と
い
う
人
は
そ
う
は
い
な
い
で
し
ょ
う
。

部
活
単
位
等
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
が
日
々
の
主
な
交

友
関
係
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、そ
の
中
で
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
同
士
が

繋
が
っ
て
い
た
り
、そ
う
で
な
く
と
も
そ
の
橋

渡
し
が
で
き
る
存
在
が
い
た
り
す
る
と
思
い
ま

す
。直
接
は
あ
ま
り
関
わ
っ
た
こ
と
が
な
か
っ

た
と
し
て
も
、何
か
で
繋
が
っ
て
い
る
。私
は
そ

う
感
じ
ま
す
。

字
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、思
い
を
表

現
し
き
れ
な
い
部
分
は
多
々
あ
り
ま
す
が
、以

上
が
私
た
ち
の「
つ
な
が
り
」な
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。こ
れ
ら
が
あ
っ
た
お
か
げ
で
、昨

年
の
３
月
の
同
期
会
は
１
０
０
人
以
上
も
集

ま
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
信
じ
て
い
ま
す
。

仕
事
等
で
地
理
的
に
離
れ
て
し
ま
っ
た
人

も
多
く
い
る
と
思
い
ま
す
が
、心
は
そ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。機
会
は
作
り
ま
す
。ま
た
会
い

ま
し
ょ
う
！

亀屋 将紀平成22年卒

明雄会
めいゆうかい
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〒101-0041
東京都千代田区神田須田町1-28  フォーラス神田3F
TEL: 03-3255-0551　FAX: 03-3255-0552

税理士法人 タックス・アイズ
代表社員 五十嵐明彦（平成6年卒）　

〒361-0037 埼玉県行田市下忍2203

Tel.048-554-9760（代表） Fax.048-554-9906

e-mail  t-imai@surpassindustry.co.jp

サーパス工業株式会社
代表取締役社長　今 井 高 志 （平成5年卒）

和装小物

有限会社 滝兵商店
代表取締役　滝沢　修
昭和 63 年卒 昭和戊辰乃会

TEL. 03-3876-2527
東京都台東区今戸 2-23-15

ライズブライダル東京
IBJ（日本結婚相談所連盟）加盟店

〒156-0054 東京都世田谷区桜丘 5-28-2

Tel. 03-6753-7727
ライズブライダル 検　索

ご本人、ご家族の相談
無料で承ります。

結婚相談所 川口市・蕨市のお部屋さがしは八光商事へ

代表取締役　田中一任
（昭和63年卒　昭和戊辰乃会　硬式野球部OB）

〒335-0002 埼玉県蕨市塚越２－３－１
電 話　０４８－４４１－８５８３
ＦAX　０４８－４４４－３９２８

株式会社 八光商事
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つ
い
こ
の
間
ま
で
、我
々
の
同
期
会
に
は
名

前
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。鈴
木
孝
夫『
こ
と

ば
と
文
化
』に
、「
そ
こ
に
も
の
が
あ
っ
て
も
、

そ
れ
を
指
す
適
当
な
こ
と
ば
が
な
い
場
合
、そ

の
も
の
が
目
に
入
ら
な
い
こ
と
す
ら
あ
る
」と

い
う
一
文
が
あ
り
ま
す
。ま
さ
し
く
そ
の
通
り

で
、我
々
平
成
二
十
三
年
卒
は
、名
を
持
た
ぬ

が
ゆ
え
に
、こ
れ
ま
で
活
動
し
て
い
る
の
か
否

か
さ
え
も
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。評
議

員
の
平
田
君
と
は
、大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
顔

を
合
わ
せ
る
度
に
、「
そ
ろ
そ
ろ
名
前
を
決
め

な
い
と
」と
言
い
合
う
の
が
お
決
ま
り

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、今
は
違

い
ま
す
。我
々
の
学
年
は
こ
こ
に
、『
共

楽
会（
き
ょ
う
が
く
か
い
）』と
し
て
再

始
動
し
た
の
で
す
。

命
名
が
な
さ
れ
た
の
は
、平
成
27

年
３
月
３
日
。母
校
の
一
角
を
借
り
て

開
催
さ
れ
た
、平
成
23
年
卒
同
期
会

（
写
真
）の
席
上
で
す
。幹
事
の
不
手

際
も
あ
り
、参
加
し
た
卒
業
生
は
全

部
で
17
名
。共
学
化
初
年
度
の
学
年

に
も
関
わ
ら
ず
、女
子
０
名
。た
だ
、

人
数
こ
そ
少
な
か
っ
た
も
の
の
、「
一
人
ひ
と
り

の
顔
が
見
え
る
」ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の

会
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
は
こ
れ
で
成
功
だ
、

と
開
き
直
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

お
忙
し
い
中
、お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方

や
、総
明
会
の
先
輩
方
に
も
お
越
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。こ
の
場
を
借
り
て
、御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。我
々
と
共
に
明
治
高
校
を「
卒
業
」さ

れ
た
矢
田
理
世
先
生
も
、娘
さ
ん
を
連
れ
て

駆
け
付
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。な
お
当
日
、

幹
事
の
平
田
君
よ
り
、学
年
主
任
を
務
め
て

く
だ
さ
っ
た
粟
野
哲
也
先
生
、鈴
木
康
巳
先

生
の
お
二
方
に
、「
紫
紺
褒
章
」が
授
与
さ
れ

た
こ
と
を
、ご
報
告
い
た
し
ま
す（
粟
野
先
生

は
ご
都
合
が
合
わ
な
か
っ
た
た
め
に
、同
窓
会

開
始
前
に
授
与
）。

さ
て
、会
の
命
名
に
つ
い
て
で
す
が
、今
回

は
、幹
事
か
ら
五
つ
の
候
補
を
提
示
し
、多
数

決
を
と
り
ま
し
た
。一つ
上
の「
明
雄
会
」が
傑

作
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、幹
事
・
参
加
者
と
も

に
頭
を
悩
ま
せ
ま
し
た
が
、共
学
化
初
年
度

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
生
か
さ
な
い
わ
け
に

は
い
か
な
い
、と
い
う
こ
と
で
、冒
頭
の「
共
楽

会
」に
落
ち
着
き
ま
し
た
。当
日
ご
参
加
い
た

だ
い
た「
名
付
け
親
」の
皆
さ
ん
、本
当
に
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
共
楽
会
」と
し
て
の
正
式
な
活
動
第
一
号

は
、６
月
13
日
の「
Ｏ
Ｂ
・Ｏ
Ｇ
進
路
相
談
会
」

の
お
手
伝
い
で
し
た
。「
名
前
負
け
」の
失
態
に

陥
ら
な
い
よ
う
、こ
れ
か
ら
我
々
は
、そ
れ
ぞ

れ
の
道
を
歩
ん
で
い
き
ま
す
。

三浦 直人平成23年卒

共楽会
きょうがくかい
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應援團OB会
幹事長 光岡 孝之

昭和63年卒

明
治
高
等
学
校
応
援
指
導
班
は
、現

役
諸
君
の
活
躍
に
よ
り
団
員
数
は
50

名
を
超
え
、日
々
の
活
躍
は
も
と
よ
り
、

そ
の
存
在
は
時
に
マ
ス
コ
ミ
に
も
注
目

さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。現
役
諸
君
、顧

問
、学
校
関
係
者
、保
護
者
の
皆
様
に

は
Ｏ
Ｂ
会
と
し
て
も
常
に
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、Ｏ
Ｂ
会
は「
若
手

Ｏ
Ｂ・Ｏ
Ｇ
の
活
躍
の
場
を
作
る
」こ
と

を
１
年
間
の
基
本
方
針
と
し
て
活
動
し

て
き
た
。そ
の
結
果
、夏
合
宿
で
は
、現

役
諸
君
を
交
え
た
若
手
Ｏ
Ｂ・Ｏ
Ｇ
主

導
の
Ｂ
Ｂ
Ｑ
大
会
、年
末
に
は
平
成
年
代
卒
業

生
の
望
年
会（
忘
年
会
）、Ｏ
Ｂ
会
報
の
製
作
・

発
行
、ま
た
、Ｏ
Ｂ
総
会
後
の
懇
親
会
は
大
学

生
と
20
代
の
Ｏ
Ｂ・Ｏ
Ｇ
に
よ
る
企
画・運
営
な

ど
、今
ま
で
以
上
に
活
気
に
溢
れ
た
活
動
や
現

役
と
の
交
流
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。余
談
で

は
あ
る
が
、今
後
の
懇
親
会
は
、社
会
人
２
年
目

に
よ
る
企
画
運
営
と
、新
社
会
人
と
新
大
学
生

に
よ
る
近
況
報
告
が
永
年
の
ル
ー
ル
と
な
っ
た
。

ど
の
よ
う
な
団
体
に
お
い
て
も「
若
返
り
」は

重
要
か
つ
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。母
校
は

１
０
０
年
、総
明
会
は
50
年
を
超
え
、應
援
團

も
近
く
70
年
を
迎
え
る
伝
統
校
で
あ
る
が
故
、

こ
の
課
題
は
避
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

若
手
の
登
用
に
は
、時
と
し
て
先
輩
諸
兄
の

寛
大
な
ご
理
解
と
譲
歩
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、

そ
こ
は
互
い
に
胸
に
輝
く
金
バ
ッ
チ
を
つ
け
、青

春
を
謳
歌
し
た
仲
間
で
あ
る
。日
頃
よ
り
温
か

く
見
守
り「
応
援
団
と
Ｏ
Ｂ
会
が
い
つ
ま
で
も

続
く
よ
う
に
」と
願
わ
れ
て
い
る
先
輩
方
の
思
い

を
伝
え
、育
む
活
動
を
今
後
も
続
け
て
い
き
た

い
と
思
う
。ま
た
、そ
の
思
い
に
応
え
よ
う
と
し

て
い
る
若
手
諸
君
に
も
感
謝
の
念
に
堪
え
な
い
。
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鈴木 賢志昭和62年卒

図書班OB会
今
年
の
図
書
班
Ｏ
Ｂ
会
は
、こ
れ
ま
で
長
ら
く

ご
参
加
の
な
か
っ
た
昭
和
58
年
ご
卒
業
以
降
の

先
輩
方
と
と
も
に
私
も
初
め
て
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。そ
こ
で
は
、現
在
の
図
書
班
の

活
躍
か
ら
昔
の
図
書
班
の
逸
話
ま
で
、様
々
な
お

話
し
を
う
か
が
い
ま
し
た
の
で
、こ
こ
で
は
、そ
れ

ら
に
つい
て
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
ず
現
在
の
図
書
班
に
つ
い
て
。昨
年
、朝
日

新
聞
が
主
催
し
て
い
る「
第
５
回
ど
く
し
ょ
甲
子

園
」で
、全
国
か
ら
の
応
募
３
９
６
点
の
中
で
最

優
秀
賞
を
獲
得
し
た
そ
う
で
す
。そ
の
効
果
も

あ
っ
て
か
、今
年
の
新
入
班
員
は
20
名
に

も
及
ん
だ
と
の
こ
と
、Ｏ
Ｂ一同
、大
変
誇

ら
し
い
思
い
で
す
。

さ
ら
に
昭
和
45
年
ご
卒
業
の
平
田
幸

彦
先
輩
の『
ポ
ト
マ
ッ
ク
先
生
の
花
づ
く

り
12
カ
月
』が
本
年
６
月
の
発
売
以
来
、

大
変
な
評
判
を
呼
ん
で
い
ら
っし
ゃ
る
と

の
こ
と
、こ
れ
も
ま
た
Ｏ
Ｂ一同
、喜
び
を

分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、こ
の
よ
う
な
ご
活
躍

だ
け
を
取
り
上
げ
る
と
、図
書
班
と
い

う
の
は
何
と
い
う
イ
ン
テ
リ
の
集
ま
り
だ

ろ
う
、と
思
わ
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。い

や
、そ
れ
を
否
定
す
る
つ
も
り
は
な
い
の
で
す
が
、

昔
話
で
思
い
起
こ
さ
れ
る
の
は
、お
よ
そ「
図
書

班
」の
イ
メ
ー
ジ
と
は
か
け
離
れ
た
活
動
ば
か
り

で
し
た
。

た
と
え
ば
、よ
く
北
の
丸
公
園
ま
で
走
ら
さ
れ

ま
し
た
。そ
の
理
由
は「
本
ば
か
り
読
ん
で
い
て
は

運
動
不
足
に
な
る
か
ら
」と
い
う
こ
と
だ
と
思
う

の
で
す
が
、実
は
活
動
中
に
あ
ま
り
本
を
読
ん
だ

記
憶
が
あ
り
ま
せ
ん（
笑
）。

合
宿
で
は
、読
書
会
と
い
う
図
書
班
ら
し
い
イ

ベン
ト
も
あ
り
ま
し
た
が
、私
を
含
め
Ｏ
Ｂ
の
皆

さ
ん
が
覚
え
て
い
ら
っし
ゃ
る
の
は
、目
が
く
ら
む

ほ
ど
大
量
の
ご
飯
を
お
腹
に
詰
め
込
ん
だ
こ
と

だ
け
の
よ
う
で
す
。そ
う
な
ん
で
す
。私
た
ち
の
頃

の
図
書
班
は「
ス
ポ
ー
ツ
を
や
ら
な
い
体
育
会
」

だ
っ
た
の
で
す
。意
味
が
わ
か
ら
な
い
？
そ
う
で
す

よ
ね
。Ｏ
Ｂ
会
で
も「
い
く
ら
妻
や
子
ど
も
に
話

し
て
も
わ
か
っ
て
く
れ
な
い
」と
い
う
声
が
続
出
し

て
い
ま
し
た（
ち
な
み
に
私
は
図
書
班
だ
っ
た
こ

と
を
話
し
て
も
い
ま
せ
ん
）。

さ
り
な
が
ら
、あ
れ
は
あ
れ
で
良
か
っ
た
な
、訳

の
わ
か
ら
な
い
こ
と
で
も
頑
張
れ
る
根
性
は
、図

書
班
で
身
に
付
け
た
な
、と
Ｏ
Ｂ
会
に
参
加
し
て

し
み
じ
み
思
い
ま
し
た
。ま
た
来
年
も
、ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
！

祝 第五十一回総明会総会・懇親会
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祝 第51回 総明会総会
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宮田　健昭和57年卒

放送班OB会
放
送
班
Ｏ
Ｂ
会
の
う
ち
、昭
和
53
年
か
ら

昭
和
61
年
卒
業
生
を
中
心
と
し
た
有
志
で
、

当
時
の
放
送
班
顧
問
の
恩
師 

故 

田
村
晴
彦

先
生
の
命
日（
５
月
17
日
）に
あ
わ
せ
毎
年
５

月
の
第
３
土
曜
日
に
先
生
の
眠
る
港
区
三
田

の
長
久
寺
へ
墓
参
り
と
懇
親
会
を
行
っ
て
い

ま
す
。

今
年
の
第
３
土
曜
日
は
５
月
16
日
で
、計

８
名
が
参
加
し
た
会
と
な
り
ま
し
た
。こ
の

墓
参
会
は
、毎
年
恒
例
の
分
か
り
や
す
い
日

程
に
と
、開
催
日
や
、集
合
場
所
を
同
じ
く
し

て
い
ま
す
。集
合
は
田
町
駅
前
某
コ
ー

ヒ
ー
店
前
に
16
時
。１
年
ぶ
り
の
先

輩
、後
輩
も
多
い
の
で
す
が
、顔
を
見

た
瞬
間
に
毎
日
会
っ
て
い
る
か
の
様

に
会
話
が
始
ま
り
ま
す
。Ｏ
Ｂ
会
が

良
か
っ
た
と
思
え
る
瞬
間
、そ
し
て
こ

の
機
会
を
作
っ
て
下
さ
っ
て
い
る
先

生
に
毎
年
感
謝
す
る
瞬
間
で
も
あ
り

ま
す
。今
年
は
、幹
事
学
年
の
昭
和
戊

辰
乃
会
か
ら
諸
井
君
も
参
加
し
て
下

さ
い
ま
し
た
。早
速
タ
ク
シ
ー
に
分
乗

し
、先
生
の
眠
る
長
久
寺
へ
移
動
し

ま
し
た
。墓
所
で
は
、清
掃
道
具
を
手
に
取
る

な
ど
打
ち
合
わ
せ
も
不
要
、手
慣
れ
た
も
の

で
す
。各
自
手
を
合
わ
せ
て
先
生
に
近
況
を

報
告
、門
前
で
写
真
を
撮
り
恒
例
の
墓
参
り

を
終
え
ま
し
た
。

そ
の
後
、こ
れ
ま
た
恒
例
の
麻
布
十
番
に

場
所
を
移
し
て
開
催
し
た
懇
親
会
で
は
、時

の
経
つ
の
も
忘
れ
現
役
時
代
の
思
い
出
話
に

花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。今
年
は
二
次
会
に
向

か
っ
た
メ
ン
バ
ー
も
い
た
ら
し
い
。私
は
、翌
日

仕
事
の
た
め
泣
く
泣
く
帰
宅
し
ま
し
た
。

今
後
も
、放
送
班
Ｏ
Ｂ
に
限
ら
ず
、故 

田

村
先
生
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
に
は
気
軽
に
参

加
し
て
頂
き
、と
も
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

た
い
と
思
い
ま
す
。間
違
い
な
く
先
生
も
喜
ん

で
下
さ
る
は
ず
で
す
。「
来
年
は
自
分
も
！
」

と
お
考
え
の
皆
さ
ま
。ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。興
味
の
あ
る
方
は
、同
期
の

放
送
班
Ｏ
Ｂ
な
ど
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。い

や
、突
然
コ
ー
ヒ
ー
店
の
前
に
お
い
で
い
た
だ

い
て
も
も
ち
ろ
ん
歓
迎
で
す
。来
年
は
、５
月

21
日
で
す
。皆
さ
ん
お
忘
れ
な
く
。
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剣道部OB会 見心会　
金子 晃久

昭和51年卒

けんしんかい

『
剣
道
部
Ｏ
Ｂ・Ｏ
Ｇ
会「
見
心
会
」

の
遠
出
稽
古
を
振
り
返
っ
て
』

本
年
の
総
明
会
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は

「
51
年
目
の
挑
戦
」と
掲
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。正
に
、50
年
と
い
う
大
き
な
節
目

を
経
て
、新
た
に
51
年
目
に
入
っ
て
更
な

る
発
展
へ
の
足
掛
か
り
に
な
る
年
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、見
心
会
は
現
役
部
員
への
指
導

力
向
上
と
同
時
に
Ｏ
Ｂ・Ｏ
Ｇ
の
相
互
の

親
睦
を
図
る
為
、本
年
２
月
21
日
か
ら

22
日
に
か
け
て
、茨
城
県
の
筑
波
総
合
体

育
館
剣
道
場
に
て
、矢
光
見
心
会
会
長

の
伝
手
に
よ
り
剣
道
範
士
８
段
の
近
先
生
に
指

導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。当
初
稽
古
時

間
は
分
か
ら
ず
、私
は
勝
手
に
通
常
の
２
時
間
位

と
予
想
し
ま
し
た
が
、ラ
ン
ニン
グ・日
本
剣
道
形

か
ら
始
ま
り
、延
々
と
３
時
間
稽
古
が
続
き
ま
し

た
。こ
う
し
た
先
輩
や
後
輩
に
囲
ま
れ
て
の
稽
古

風
景
は
、昔
の
剣
道
部
で
の
厳
し
い
部
活
生
活
を

彷
彿
と
さ
せ
ま
し
た
。稽
古
中
は
、「
稽
古
全
体
の

時
間
を
読
み
取
り
、ぎ
り
ぎ
り
余
力
を
残
し
て
稽

古
を
す
る
」と
いっ
た
自
分
の
悪
い
癖
が
出
る一方

で
、60
代
、70
代
の
先
輩
方
は
そ
の
よ
う
な
素
振

り
も
見
せ
ず
、一つ一つ
の
稽
古
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
お
ら
れ
、自
分
の
考
え
の
甘
さ
を
実
感
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。今
回
の
遠
出
稽
古
で
は
初
め
て
Ｏ

Ｇ
も
参
加
し
、一
緒
に
稽
古
が
で
き
、こ
れ
か
ら
の

（
51
年
目
か
ら
の
）見
心
会
も
更
に
活
性
化
し
、

充
実
し
て
い
く
予
兆
を
感
じ
ま
し
た
。も
ち
ろ

ん
、夜
は
宴
会
が
開
か
れ
、稽
古
に
参
加
で
き
な

か
っ
た
メ
ン
バー
も
加
わ
り
、昔
話
や
明
治
中
学・

高
校
剣
道
部
へ
の
熱
い
想
い
の
話
に
花
が
咲
き

ま
し
た
。こ
う
し
た
我
々
の
思
い
は
今
後
現
役
の

部
員
に
も
語
り
継
い
で
い
く
と
共
に
、剣
道
は
竹

刀
の
た
た
き
合
い
で
は
な
く
、厳
し
い
中
に
も
お

互
い
を
尊
敬
で
き
る
関
係
に
基
づ
い
て
す
べ
て
が

成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
同
時
に
伝
え
続

け
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。こ
の
関
係
を
継

続
し
て
い
け
る
見
心
会・剣
道
部
で
あ
り
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。
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一泉 二郎明球会
めいきゅうかい

硬式野球部OB会
校
長
先
生
始
め
学
校
関
係
者
の
皆
様
か
ら
の

日
頃
よ
り
の
ご
支
援
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。引
続
き
の
ご
支
援・ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

会
員
並
び
に
関
係
者
の
皆
様
か
ら
は
、今
期

も
毎
回
の
会
費
納
入
に
加
え
ま
し
て
、多
く
の
ご

寄
付・広
告
掲
載
を
頂
き
ま
し
て
誠
に
有
難
う
ご

ざ
い
ま
す
。

今
夏
の
野
球
部
は
７
月
19
日
に
惜
し
く
も
世

田
谷
学
園
に
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、秋
以
降

の
活
躍
を
祈
念
致
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
11
月
に
遠
藤
明
氏（
昭
和
31
年

卒
）と
お
会
い
し
ま
た
。苦
し
く
も
楽
し

い
お
話
を
沢
山
頂
き
ま
し
た
。「
島
岡
先

生
」「
美
山
誠
先
輩
」「
河
村
実
義
監
督
」

の
厳
し
い
指
導
の
下
、『
精
神
野
球
』『
明

治
魂
』を
身
に
着
け
、東
京
都
春
季
大
会

で
早
実
を
降
し
優
勝
。し
か
し
、強
か
っ

た
ん
だ
な
ぁ
と
改
め
ま
し
て
感
心
し
、少

人
数
で
も
こ
れ
だ
け
強
い
か
と
尚
の
こ

と
感
激
致
し
ま
し
た
。ま
た
、４
年
前
の

明
治
高
校
硬
式
野
球
部
創
部
80
周
年

記
念
式
典
に
も
ご
参
加
頂
き
ま
し
て
誠

に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

本
年
４
月
に
は
髙
野
清
氏（
昭
和
42
年
卒
）と

お
会
い
し
ま
し
た
。と
て
も
と
て
も
熱
い
多
く
の

お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。甲
子
園
の
左
打
席
で

の
レ
フ
ト
線
への
ヒ
ッ
ト
を
始
め「
大
渓
弘
文
監

督
」と「
博
子
夫
人
」の
お
陰
で
人
生
の
礎
を
築
く

こ
と
が
出
来
、野
球
部
長
で
い
ら
し
た「
福
島
則

雄
先
生
」か
ら
の『一番
出
席
率
の
厳
し
い
学
部
を

選
び
な
さ
い
』の一
言
が
髙
野
清
氏
の
人
生
を
光

り
輝
か
せ
た
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

お
二
方
と
も
今
も
明
治
高
校
野
球
部
が
大
好

き
で
、熱
烈
に
応
援
し
て
し
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。お

二
方
と
お
会
い
し
て
、明
治
高
校
出
身
者
の
資
質

の
高
さ
を
今
回
も
感
じ
ま
し
た
。世
間
の
人
物

評
価
に
於
い
て
昨
今
出
身
高
校
を
重
視
す
る
訳

が
解
る
気
が
致
し
ま
す
。

日
経
の
私
の
履
歴
書（
平
成
27
年
１
月
８・

９・10
日
）で
、王
貞
治
氏
の「
進
路
を
変
え
た
高

三
の
夏
の
敗
北
」、そ
の
後
の
村
田
元
一
氏（
昭
和

32
年
卒
）と
の
対
戦
等
々
を
読
み
ま
し
て
明
治
高

校
野
球
部
の
歴
史
の
重
み
を
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。そ
の
村
田
元
一
氏
も
野
球
の
指
導
者
と
し
て

情
熱
的
に
若
々
し
く
ご
活
躍
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。野

球
部
Ｏ
Ｂ
は
勿
論
、高
野
連
の
方
々
も
含

め
ま
し
て
ど
れ
だ
け
多
く
の
方
々
が
明
治
高
校

硬
式
野
球
部
を
応
援
し
て
い
る
の
か
と
感
じ
ま

す
。こ
の
応
援
を
受
け
て
現
役
選
手
は
プ
レ
ー
を

し
て
い
る
の
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
す
。

明
治
高
校
硬
式
野
球
部
は
今
年
で
創
部
84

年
。創
部
90
周
年
が
次
の
節
目
で
す
。

明
治
高
校
硬
式
野
球
部
Ｏ
Ｂ
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、色
々
な
思
い
は
ご
ざ
い
ま
す
で
し
ょ

う
が
、明
球
会
の
活
動
への
尚
一
層
の
ご
参
加
を

お
待
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。
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が
ん
ば
り
ま
し
た
!!

　
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
３
名
出
場

　
　
　
関
東
大
会
８
名
出
場 

決
定

事務局　染谷貴男　090-3205-9735

私たちは総明会の記録を撮りつづけております。
写真部ＯＢの皆さん、これからも一緒に総明会の記録を
撮りつづけていきましょう！ご連絡お待ちしております

写真部OB会発足委員 栗田 茂（昭和44年卒）
連絡先：携帯 090-3138-5692  FAX 03-3677-2425

E-mail: kurishige@pop12.odn.ne.jp

51

〈明卓 OB 会〉

株式会社グンジ
代表取締役  郡司晃浩

（昭和 63 年卒 昭和戊辰乃会）

硬式野球部OB
埼玉県草加市新里町 1192-1

TEL.   048-927-2643
FAX.  048-927-2792
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浅見 尚次郎
昭和58年卒

水泳部OB会 明水会
『
２
万
メ
ー
ト
ル
へ
！
』

朝
４
時
半
か
ら
始
ま
る
早
朝
練
習
。意
識

が
も
う
ろ
う
と
し
、挨
拶
以
外
一
言
も
話
す
気

力
も
な
い
ま
ま
１
５
０
０
ｍ
の
ア
ッ
プ
。そ
の
後

も
キ
ッ
ク
、プ
ル
な
ど
ト
ー
タ
ル
４
０
０
０
ｍ
。

朝
食
後
の
午
前
練
で
６
０
０
０
ｍ
泳
ぎ
、締
め

く
く
り
は
午
後
練
で
の
１
０
０
ｍ
×
１
０
０

本
の
１
万
メ
ー
ト
ル
。20
本
目
、50
本
目
、70

本
目
…
。泳
い
で
も
泳
い
で
も
、先
が
見
え
ず
、

肩
が
張
り
、も
う
ひ
と
か
き
も
出
来
な
い
と
く

じ
け
そ
う
に
な
る
練
習
の
後
半
、Ｏ
Ｂ
の
方
々

の
叱
咤
激
励
が
響
き
わ
た
る
。ラ
ス
ト

１
０
０
本
目
を
ど
ん
な
気
持
ち
で
泳

い
だ
の
か
が
不
思
議
と
思
い
出
せ
ず
、

気
が
つ
け
ば
２
万
メ
ー
ト
ル
の
練
習
を

終
え
、プ
ー
ル
サ
イ
ド
で
声
の
限
り
に

挨
拶
を
し
て
い
た
…
。

も
う
35
年
も
前
の
合
宿
の
一
日
が
、

当
時
の
仲
間
や
後
輩
た
ち
の
姿
と
共

に
鮮
や
か
に
思
い
出
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。今
振
り
返
れ
ば
、速
く
な
る

た
め
に
練
習
す
る
と
い
う
意
識
で
な

く
、練
習
を
終
わ
ら
せ
る
た
め
に
泳
い

で
い
た
だ
け
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。記
録
を

伸
ば
す
た
め
に
は
、も
っ
と
違
っ
た
練
習
方
法

や
取
り
組
み
も
あ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。そ

れ
で
も
、厳
し
い
練
習
後
の
充
実
感
、そ
し
て
、

水
泳
は
個
人
競
技
で
は
あ
る
け
れ
ど
、練
習
を

こ
な
す
う
ち
に
生
ま
れ
て
き
た
一
体
感
は
、大

切
な
思
い
出
で
あ
り
、な
に
よ
り
も
２
万
メ
ー

ト
ル
泳
い
だ
と
い
う
、ほ
ん
の
小
さ
な
自
信
は
、

時
と
し
て
大
き
な
心
の
支
え
と
な
っ
て
い
ま

す
。学
校
に
活
動
場
所
が
な
い
た
め
、日
頃
の

成
果
を
見
て
も
ら
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、真
っ
黒
に
日
焼
け
し
て
新
学
期
を
む

か
え
る
と
、先
生
方
か
ら「
頑
張
っ
て
る
な
！
」

と
声
を
か
け
て
も
ら
っ
た
も
の
で
す
。

し
か
し
こ
れ
も
、90
年
を
超
え
る
水
泳
部
の

歴
史
の
、た
っ
た
６
年
間
の
個
人
的
な
記
憶
に

す
ぎ
ま
せ
ん
。明
水
会
に
は
、も
っ
と
素
晴
ら
し

い
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
が
た
く
さ
ん
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。さ
ら
に
言
え
ば
、総

明
会
の
す
べ
て
の
方
が
、ク
ラ
ブ
や
学
年
に
お
い

て
そ
れ
ぞ
れ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
持
た
れ
て
い
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、そ
れ
ら
の
ひ
と
つ

ひ
と
つ
が
総
明
会
に
と
っ
て
の「
財
産
」な
の
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。明
水
会
、そ
し
て
総
明
会
で

の
集
い
が
、輝
い
た
青
春
の
１
ペ
ー
ジ
を
振
り

返
る
場
と
な
り
、そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
大
き

く
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
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フェンシング部OB会
岩重 哲雄

昭和41年卒

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
復
活
の
夢
を
実
現
へ

総
明
会
51
年
と
い
う
事
で
す
が
、我
々

フ
ェン
シ
ン
グ
部
は
昭
和
28
年
に
愛
好
会

と
し
て
発
足
し
、昭
和
40
年
に
部
に
昇

格
し
ま
し
た
が
、昭
和
49
年
卒
業
生
を

最
後
に
活
動
が
途
絶
え
て
廃
部
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。発
足
以
来
、活
動
が

継
続
し
て
い
れ
ば
51
年
目
の
総
明
会
を

超
え
る
62
年
目
を
迎
え
ら
れ
て
い
た
は

ず
で
す
が
、昭
和
49
年
以
降
41
年
間
も

明
治
中
学・明
治
高
校
に
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

が
消
え
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。Ｏ
Ｂ
と
し

て
は
、「
い
っ
た
い
ど
う
し
た
の
だ
？
何
で

フ
ェン
シ
ン
グ
を
や
る
生
徒
が
い
な
い
の
だ
！
」と

言
い
た
く
な
り
ま
す
。我
々
の
時
代
、学
校
に
は

練
習
場
が
無
く
、大
学
と
同
じ
お
茶
の
水
で
あ
っ

た
為
、明
大
旧
記
念
館
４
階
体
育
館
に
て
体
育

会
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
の
大
学
生
の
指
導
の
下
、活

動
を
し
て
お
り
ま
し
た
。明
大
フ
ェン
シ
ン
グ
部
は

学
生
界
で
は
ト
ッ
プ
レ
ベル
で
、関
東
大
学
リ
ー

グ
戦
で
は一部
リ
ー
グ
か
ら
降
格
し
た
こ
と
が
無

い
名
門
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
で
し
た
。昭
和
39
年
の

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、フ
ェン
シ
ン
グ
競
技
に

て
監
督・コ
ー
チ・選
手
を
送
り
出
し
、２
年
後
の

東
京
ユ
ニ
バー
シ
ア
ー
ド
で
は
明
治
高
校
卒
業
生

も
出
場
し
ま
し
た
。そ
う
い
う
環
境
の
下
で
明
大

生
に
指
導
を
受
け
て
、我
々
明
治
高
校
フ
ェ
ン
シ

ン
グ
部
は
高
校
で
は
ト
ッ
プ
レ
ベル
を
長
年
維
持

し
、イ
ン
タ
ー
ハイ
出
場
も
常
連
で
、優
勝・準
優

勝
も
経
験
し
た
事
も
あ
る
の
で
す
。

今
、大
学
側
も
こ
の
よ
う
な
学
業
も
含
め
た
ハ

イ
レ
ベル
な
ア
ス
リ
ー
ト
を
育
成
し
よ
う
と
、体

育
会
全
運
動
部
で
、付
属
高
校
の
底
上
げ
を
目

指
し
て
立
ち
上
が
り
、育
成・指
導
の
バッ
ク
ア
ッ

プ
体
制
を
整
え
て
お
り
ま
す
。現
体
育
会
の
監
督

会 

会
長
の
井
原
健
三
氏（
昭
和
40
年
卒
、日
本

フ
ェン
シ
ン
グ
協
会
副
会
長
）が
、明
治
高
校
出
身

で
あ
る
事
か
ら
、そ
の
育
成
事
業
の
ス
タ
ー
ト
と

し
て
、中
高
学
校
側
と
総
明
会
の
協
力
を
得
て
、

フ
ェン
シ
ン
グ
を
ア
ピ
ー
ル
さ
せ
て
も
ら
い
、今
年

の
新
入
生
３
名
の
練
習
指
導
が
始
ま
り
ま
し
た
。

先
述
の
通
り
、明
大
体
育
会
全
運
動
部
が
育
成・

指
導
に
協
力
す
る
準
備
が
出
来
て
い
る
の
で
、今

後
も
明
治
中
学・明
治
高
校
か
ら
世
界
レ
ベル
の

ア
ス
リ
ー
ト
が
生
ま
れ
る
の
も
夢
で
は
無
く
な
っ

て
参
り
ま
し
た
。
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門川 隆之昭和58年卒

バスケ部 OB会
毎
年
恒
例
の
明
治
高
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
Ｏ

Ｂ
会
総
会
が
、平
成
26
年
９
月
７
日
に
調
布

に
移
転
し
た
母
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。明
治
高

校
・
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
Ｏ
Ｂ
会
で
は
、年

に
１
回
の
Ｏ
Ｂ
総
会
と
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を

行
っ
て
い
ま
す
。

Ｏ
Ｂ
総
会
で
は
、最
初
に
現
役
対
若
手
Ｏ

Ｂ
、年
齢
で
Ｏ
Ｂ
を
数
チ
ー
ム
に
分
け
た
Ｏ
Ｂ

対
Ｏ
Ｂ
の
試
合
を
行
い
ま
す
。１
年
に
１
回
、バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
や
り
た
く
て
集
ま
る
Ｏ
Ｂ

も
た
く
さ
ん
い
て
、今
で
も
元
気
な
動
き
で
プ

レ
ー
を
す
る
56
歳
の
Ｏ
Ｂ
の
先
輩
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

試
合
が
終
わ
る
と
体
育
館
で
集
合

写
真
を
撮
り
、そ
の
後
別
室
に
移
り
１

年
間
の
活
動
報
告
、決
算
報
告
を
終

え
、新
し
く
Ｏ
Ｂ
会
に
入
っ
た
大
学
生

の
紹
介
を
行
い
懇
親
会
が
行
わ
れ
ま

す
。新
た
に
Ｏ
Ｂ
会
に
入
っ
た
大
学
生

か
ら
80
歳
近
い
Ｏ
Ｂ
ま
で
が
集
ま
り

懇
親
す
る
、バ
ス
ケ
ッ
ト
部
の
歴
史
、絆

の
深
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
す
。

一
方
、懇
親
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
は「
ル
ー

ズ
ボ
ー
ル
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」と
い
う
名
称
で
、毎

年
秋
に
行
わ
れ
ま
す
。年
齢
の
関
係
で
、も
う

バ
ス
ケ
ッ
ト
は
で
き
な
い
と
い
う
Ｏ
Ｂ
の
た
め
に

「
そ
れ
じ
ゃ
、ゴ
ル
フ
で
も
」と
い
う
こ
と
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。コ
ン
ペ
の
名
称
で
あ
る「
ル
ー

ズ
ボ
ー
ル
」と
は
最
近
で
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
出

身
者
以
外
の
メ
ン
バ
ー
の
方
に
も
参
加
い
た
だ

き
、楽
し
い
１
日
を
過
ご
し
て
懇
親
を
図
っ
て

い
ま
す
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
部
Ｏ
Ｂ
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る

「
現
役
の
た
め
に
」。現
役
選
手
の
た
め
に
い
ろ

い
ろ
な
面
で
支
援
し
、試
合
で
は
１
つ
で
も
多

く
勝
っ
て
も
ら
い
、人
間
的
に
も
成
長
し
て
欲

し
い
と
い
う
思
い
、こ
れ
か
ら
も
受
け
継
が
れ
て

い
く
で
し
ょ
う
。

個
人
的
な
話
に
は
な
り
ま
す
が
、今
年
地
元

の
中
学
に
入
っ
た
娘
が
、な
ん
と
バ
ス
ケ
ッ
ト
部

に
入
部
し
た
の
で
す
。想
定
外
の
展
開
に
、４

月
か
ら
は
中
学
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
試
合
を
観
戦
す

る
週
末
に
な
っ
て
い
ま
す
。バ
ス
ケ
ッ
ト
を
引
退

し
て
33
年
、Ｏ
Ｂ
会
と
は
別
に
ま
た
バ
ス
ケ
ッ

ト
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
何
か
の
縁
を

感
じ
て
い
ま
す
。
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首都圏第一支社 支社長 深谷　　剣 （S62年卒）　　
横浜西支社 ライフプランナー 光岡　孝之 （S63年卒）
銀座支社 ライフプランナー 髙山　　剛 （H 2 年 卒）
銀座支社 営業所長 冨樫　展広 （H 4 年 卒）
本社 営業教育開発チーム 八巻　隆洋 （H10年卒）

（平成元年卒）
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山下 征隆昭和63年卒

歴史研究部OB会
歴
史
研
究
部
Ｏ
Ｂ
会
、そ
の
歴
史
は
古
く

初
代
Ｏ
Ｂ（
昭
和
25
年
卒
業
）を
輩
出
し
て
よ

り
、実
に
66
年
の
歴
史
を
有
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
２
月
21
日（
土
）に
開
催
さ
れ
た

歴
史
研
究
部
Ｏ
Ｂ
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
25
年
卒
業（
初
代
Ｏ
Ｂ
）の
先
輩
を
筆

頭
に
、平
成
18
年
卒
業（
第
57
期
）の
後
輩
ま

で
、56
年
間
の
広
い
年
代
の
歴
史
研
究
部
Ｏ

Ｂ
23
名
が
出
席
し
て
会
は
大
変
賑
わ
っ
て
お

り
ま
し
た
。

50
年
以
上
の
時
代
を
跨
ぎ
先
輩
後
輩
が
会

す
る
場
が
あ
り
、連
綿
と
続
け
ら
れ

て
き
た
Ｏ
Ｂ
会
は
大
き
な
財
産
だ
と

改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

特
に
感
じ
入
っ
た
諸
先
輩
の
話
と

し
て
は
、「
江
戸
城
天
守
を
再
建
す
る

会
」の
話
で
す
。

現
在
、皇
居
の
東
御
苑
に
は
、そ

の
台
座
だ
け
残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

か
つ
て
は
五
重
五
階
の
日
本
一
壮
大

で
美
し
い
天
守
閣（
寛
永
度
天
守
）

が
存
在
し
て
お
り
ま
し
た
。し
か
し
、

１
６
５
７
年
の
明
暦
の
大
火
で
焼
失

し
、そ
の
後
３
６
０
年
以
上
再
建
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。こ
の
天
守
閣
を「
２
０
２
０
年
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
に
再
建
し
、日
本
の
新
し
い

シ
ン
ボ
ル
に
し
た
い
」と
願
う
人
々
が
集
ま
り

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
が

「
江
戸
城
天
守
を
再
建
す
る
会
」で
す
。こ
の

法
人
へ
個
人
で
加
盟
し
て
い
る
先
輩
か
ら
、同

法
人
を
Ｏ
Ｂ
会
に
紹
介
さ
れ
た
と
こ
ろ
、Ｏ

Ｂ
会
を
挙
げ
て
加
盟
し
よ
う
と
い
う
気
運
が

一
気
に
高
ま
り
ま
し
た
。そ
の
様
子
か
ら
は
、

先
輩
方
の
歴
史
研
究
に
対
す
る
姿
勢
が
、今

も
昔
も
変
わ
ら
ず
熱
心
で
真
摯
な
こ
と
、歴

史
研
究
を
通
じ
て
一つ
に
な
れ
る
素
晴
ら
し

さ
が
あ
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。　

歴
史
研
究
部
の
現
役
生
は
３
名
が
所
属
し

て
い
ま
す
。部
員
数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
と

い
っ
た
、若
干
寂
し
い
状
況
で
す
が
、歴
史
研

究
部
Ｏ
Ｂ
会
は
、心
か
ら
現
役
生
を
応
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。そ
し
て
今
後
も
、長
い
歴
史

に
裏
打
ち
さ
れ
た
Ｏ
Ｂ
同
士
の
縦
の
つ
な
が

り
、横
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
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祝  第51回総明会総会
がんばれ昭和戊辰乃会

祝 第51回総明会総会・懇親会

明治高校庭球部OB・OG会
会長 鈴 木 信 夫（昭和47年卒）

チャレンジ昭和戊辰乃会

ご予約 044-788-5757
神奈川県川崎市高津区久末 402

ピッツェリア ロベルティーノ

昭和63年卒  昭和戊辰乃会
安齋　聡

一級建築士事務所
昭和戊辰乃会（昭和63年卒）

平野 由朗
東京都中央区日本橋本町4-11-8

日本橋本町RSビル501
TEL. 03-3664-2012
www.office-ea.co.jp 
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清水 稔昭和46年卒

生物部OB会（旧さんま会）

本
年
、７
月
11
日（
土
）御
茶
ノ
水
に
お
い
て
、

数
年
間
開
催
さ
れ
て
な
か
っ
た
、旧
さ
ん
ま
会

有
志
12
名
が
集
ま
り
、今
後
の
活
動
方
針
を
話

し
合
い
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
、

１
、昭
和
49
年
以
降（
顧
問 

赤
松
先
生
）の
若
い

会
員
も
広
く
取
り
込
み
た
い
。

２
、幅
広
い
年
代
層（
樋
山
先
生
〜
赤
松
先
生

ま
で
）の
会
員
が
参
加
で
き
る
名
称
に
変
更

し
た
い
。

３
、毎
年
５
月
〜
７
月
で
、気
軽
な
形
式
で
、年

１
回
の
ペー
ス
で
集
ま
り
た
い
。

４
、こ
の
12
名
が
軸
と
な
り
、会
の
運
営

を
し
て
い
き
た
い
。

等
々
の
意
見
が
出
さ
れ
、全
員
一
致
で

了
承
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
44
年
卒
業
以
前
の
諸
先
輩
に

於
か
れ
ま
し
て
は
、あ
ら
ゆ
る
場
面
で
、

【
生
物
部
Ｏ
Ｂ
会（
さ
ん
ま
会
）】と
名

称
を
併
記
致
す
所
存
で
す
の
で
、ご
了

承
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

ま
た
、昭
和
49
年
卒
業
以
降
の
若
い

生
物
部
Ｏ
Ｂ
の
方
々
の
ご
連
絡
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。と
共
に
、同
期
の
方
々
も
お

誘
い
合
わ
せ
の
上
、お
気
軽
に
ご
連
絡
下
さ
れ

ば
、名
簿
登
載
い
た
し
ま
す
。

同
期
の
方
だ
け
で
集
ま
る
の
も
良
い
と
思
い

ま
す
が
、そ
の
延
長
線
上
で
生
物
部
Ｏ
Ｂ
会
も

ご
利
用
頂
け
れ
ば
、幸
い
で
す
。

そ
し
て
、年
１
回
ペー
ス
で
Ｏ
Ｂ
会
を
開
催
し

ま
す
が
、開
催
月
に
関
し
て
も
ご
希
望
が
あ
れ

ば
、遠
慮
な
く
、ご
提
案
下
さ
い
。

開
催
場
所
は
、な
る
べ
く〈
御
茶
ノ
水
〉!!　

遠
方
の
方
々
も
参
加
し
や
す
い
土
曜
の
夕
方
!!　

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

今
回
集
ま
り
ま
し
た
12
名
の
者
の
卒
業
年

は
、昭
和
45
年
、46
年
、47
年
、48
年
と
、若
く
て

（
？
）頼
も
し
い
仲
間
で
す
。

最
後
に
懇
親
会
の
席
で
は
、席
が
定
ま
ら
ず
、

あ
ち
ら
こ
ち
ら
で「
久
し
ぶ
り
、久
し
ぶ
り
」の

言
葉
と
共
に
出
席
者
の
名
前
を
連
呼
し
、皆
、

学
生
時
代
に
戻
れ
た
こ
と
は
、言
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。

連
絡
先：
清
水
ま
で

（
広
告
に
記
載
し
て
お
り
ま
す
。）

祝 第51回総明会

清水　稔（S46年卒 明潮会）

生物部
ＯＢ会

〒130-0003 東京都墨田区横川3-1-8
TEL. 03-3625-4193
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『ごとう会』について
大西静士郎

ごとう会 幹事
毎
年
５
月
10
日（
ご
と
う
の
ひ
）に
行
な
わ

れ
て
い
る
恒
例
の「
ご
と
う
会
」が
、な

ん
と
20
回
目
の
節
目
の
年
、成
人
式

を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
口
に
20
回
と
言
い
ま
し
て
も
、後

藤
朋
智
先
生（
化
学
）が
退
職
さ
れ
た

平
成
７
年
か
ら
始
め
た
年
一
回
の
会

を
、20
年
間
積
み
重
ね
て
き
た
訳
で

す
か
ら
、幹
事
一
同
び
っ
く
り
し
て
い

ま
す
。こ
れ
も
、い
つ
ま
で
も
お
元
気

な
後
藤
先
生
と
先
生
の
健
康
を
管
理

さ
れ
て
い
る
美
恵
子
夫
人
を
は
じ
め
、

回
を
重
ね
る
ご
と
に
友
好
の
輪
を
広

げ
て
く
だ
さ
っ
た
教
え
子
と
そ
の
ご
家
族
の

方
々
の
お
か
げ
で
す
。

今
年
は
、20
回
を
記
念
し
て
少
し
趣
向
を

凝
ら
し
ま
し
た
。鉄
道
好
き
の
後
藤
先
生
に

合
わ
せ
て
、都
電
荒
川
線
一
輌
を
借
り
切
り
、

三
ノ
輪
か
ら
早
稲
田
ま
で
車
内
で
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
、早
稲
田
の
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ

テ
ル
東
京
で
お
祝
い
を
し
よ
う
と
い
う
計
画

で
す
。当

日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、都
電
荒
川
線
の

三
ノ
輪
駅
に
は
、後
藤
先
生
は
じ
め
30
名
近

い
方
々
が
集
ま
り
ま
し
た
。11
時
30
分
の
定

刻
に
多
く
の
人
た
ち
の
見
送
り
を
受
け
た
電

車
９
０
０
０
型
９
０
０
１
は
、一
路
早
稲
田
駅

を
目
指
し
ま
す
。車
内
で
は
、運
転
手
さ
ん
の

目
を
盗
ん
で
密
か
に
持
ち
込
ん
だ（
本
来
は
飲

食
禁
止
）飲
料
を
飲
み
な
が
ら
、後
藤
先
生
と

と
も
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

早
稲
田
駅
に
到
着
す
る
と
、そ
の
ま
ま
会

場
の
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
東
京
の
宴
会
場

に
な
だ
れ
こ
み
、美
恵
子
夫
人
を
は
じ
め
、ホ

テ
ル
か
ら
参
加
し
た
方
（々
総
勢
約
40
人
）と

と
も
に
20
回
目
の「
ご
と
う
会
」を
お
祝
い
し

ま
し
た
。

今
年
は「
20
回
」と
い
う
こ
と
も
あ
り
、多

く
の
方
が
企
画
の
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
く
だ

さ
っ
た
り
、お
力
添
え
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
り

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
の
お
か
げ
で
、今

年
も
楽
し
く
盛
り
上
が
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

30
回
を
目
指
し
て
、来
年
も
５
月
10
日（
ご
と

う
の
ひ
）に「
ご
と
う
会
」を
開
催
す
る
予
定
で

す
。
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熊倉 章雄昭和54年卒

卯ノ木会
「
義
理
と
人
情
と
や
せ
我
慢
」

「
お
ん
ぶ
に
だ
っ
こ
に
肩
車
」

「
あ
ん
こ
チ
ョ
ロ
な
め
」

様
々
な
名
言
を
残
し
平
成
20
年
に
お
亡
く

な
り
に
な
ら
れ
た
卯
木
敏
夫
さ
ん
。

明
治
高
校
硬
式
野
球
部
監
督
で
あ
り
、総

明
会
発
足
に
も
活
躍
さ
れ
た
名
将
の
下
に
集

ま
っ
た
の
が「
卯
ノ
木
会
」で
す
。

昭
和
49
年
に
発
足
し
今
年
で
42
回
目
の
開

催
に
な
り
ま
す
。

長
い
歴
史
の
中
、幹
事
役
は
桑
崎

さ
ん
と
決
ま
っ
て
い
た
の
で
す
が
、今

年
は
そ
の
大
役
が
不
肖
熊
倉
に
回
っ

て
き
ま
し
た
。日
程
は
卯
木
さ
ん
の

命
日
で
あ
る
１
月
10
日
。こ
の
日
は

熊
倉
の
誕
生
日
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
は
何
か
因
縁
め
い
た
も
の

を
感
じ
ま
す
。何
故
か
と
言
え
ば
、今

か
ら
13
年
前
、明
紫
会
さ
ん
が
幹
事

学
年
の
時
に
行
わ
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
の
際
に
、「
明
治
魂
」と
書

か
れ
た
野
球
ボ
ー
ル
を
受
け
渡
さ
れ

た
の
は
私
で
、尚
且
つ
、一
周
忌
の
墓
参
の
際
、

卯
木
さ
ん
の
墓
石
の
写
真
を
撮
っ
て
い
た
時
、

後
ろ
の
墓
石
が
倒
れ
て
、私
の
足
元
に
当
た
っ

た
の
で
す
。

そ
う
、「
ク
マ
、明
治
魂
を
忘
れ
て
い
な
い
だ

ろ
う
な
！
」と
言
わ
ん
ば
か
り
に
。

兎
に
も
角
に
も
、１
月
10
日
は
忘
れ
ら
れ

な
い
日
で
あ
り
ま
す
。話
を
戻
し
ま
す
。　

午
後
６
時
の
開
宴
に
合
わ
せ
て
御
茶
ノ
水

の
ホ
テ
ル
聚
楽
に
集
ま
っ
た
の
は
25
名
。狭
い

会
場
で
し
た
が
、満
員
で
す
。

桑
崎
幹
事
長
の
乾
杯
に
始
ま
り
、歓
談
中

に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
近
況
報
告
を
し
、和
や
か

に
会
は
進
み
ま
し
た
。

幹
事
学
年
か
ら
は
、今
年
の
総
明
会
の
日

程
の
発
表
や
、グ
ッ
ズ
の
販
売
が
あ
り
、些
少

な
が
ら
幹
事
学
年
へ
の
協
力
が
で
き
た
か
な

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

結
び
に
な
り
ま
す
が
、総
明
会
の
益
々
の

発
展
と
、会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

うのきかい
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ヤマダ大感謝祭
大掛 勇人

　平成6年卒

平
成
27
年
４
月
25
日
、秋
葉
原「
レ
ス

ト
ラ
ン
Ｏ
Ａ
Ｋ
Ｓ
」に
お
い
て
、第
５
回

ヤ
マ
ダ
大
感
謝
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

の
で
、活
動
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。第

５
回
ヤ
マ
ダ
大
感
謝
祭
と
は
山
田

伸
夫
先
生
が
ご
定
年
を
迎
え
ら
れ
て
５

周
年
目
を
同
志
が
集
っ
て
お
祝
い
し
よ

う
と
い
う
、定
義
か
ら
し
て「
ユ
ル
め
」の

会
で
ご
ざ
い
ま
す
。

先
生
の
ご
指
導
を
受
け
た
教
え
子

や
、交
流
の
あ
る
諸
先
輩
方
が
世
代
を

問
わ
ず
集
ま
っ
て
、ワ
イ
ワ
イ
騒
い
で
お

り
ま
し
た
。

私
の
同
期
も
多
数
参
加
し
、中
に
は
20
年
ぶ
り

に
会
う
者
も
お
り
、お
互
い
残
り
少
な
い
髪
の
毛

の
量
を
競
り
合
っ
た
り
い
た
し
ま
し
た
。

お
そ
れ
多
く
も
私
が
司
会
進
行
を
拝
命
し
、

少
し
緊
張
を
し
て
お
り
ま
し
た
。

し
か
し
こ
の
よ
う
な「
ユ
ル
め
」の
会
で
す
の
で
、

私
の
カ
ミ
カ
ミ
の
司
会
も
温
か
く
流
し
て
い
た
だ

き
、あ
り
が
た
い
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

司
会
の
壇
上
か
ら
見
渡
し
ま
す
と
、皆
様
思
い

思
い
に
食
べた
り
飲
ん
だ
り
好
き
勝
手
や
っ
て
お

り
ま
す
。

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
は
山
田
先
生
の
答
案
指
導

で
す
。第
３
回
、第
４
回
に
参
加
を
し
た
メ
ン
バー

は
、山
田
先
生
が
出
題
な
さ
れ
た
数
学
の
テ
ス
ト

を
解
い
て
提
出
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、そ
の
結

果
発
表
で
ご
ざ
い
ま
す
。

山
田
先
生
が
こ
の
問
題
を
出
題
し
た
意
図
を

説
明
な
さ
れ
ま
し
た
。現
在
の
教
育
シ
ス
テ
ム
に

問
い
を
投
げ
か
け
る
よ
う
な
大
切
な
お
話
を
な

さ
れ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
が
、落
ち
こ
ぼ
れ

だ
っ
た
私
は
、問
題
の
意
味
も
、先
生
の
お
話
も
、

全
く
理
解
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、お
話
の
内

容
に
つ
き
ま
し
て
は
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
他
の
参
加
者
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

山
田
先
生
ご
め
ん
な
さ
い
。

そ
の
後
も
山
田
先
生
の
あ
り
が
た
く
楽
し
い

お
話
を
拝
聴
い
た
し
ま
し
た
。老
い
て
な
お
ご
盛
ん

（
こ
れ
っ
て
い
い
意
味
で
す
よ
ね
？
）な
山
田
節
が

さ
く
裂
し
て
お
り
ま
し
た
。会
の
締
め
は
も
ち
ろ

ん
校
歌
斉
唱
で
す
。大
音
声
で
校
歌
を
歌
っ
て
お

り
ま
す
と
、ガ
ラ
ス
越
し
に
道
行
く
方
々
が
覗
き

込
ん
で
い
き
ま
す
が
、そ
れ
も
ま
た
快
感
で
ご
ざ

い
ま
す
。

第
５
回
ヤ
マ
ダ
大
感
謝
祭
は
大
成
功
で
終
了

い
た
し
ま
し
た
。次
回
第
６
回
ヤ
マ
ダ
大
感
謝
祭

は
平
成
28
年
４
月
23
日
開
催
の
予
定
で
ご
ざ
い

ま
す
。こ
の
よ
う
に
楽
し
い
会
で
す
の
で
、ぜ
ひ
皆

様
お
気
軽
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。来
年
皆
様
に
お
会
い
で
き
る
の

を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
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平
成
27
年
度 

総
明
会 

活
動
報
告

平成27年度　総明会　本部・理事・役員一覧
平成27年度　総明会　評議員一覧
平成27年度　活動報告
平成27年度　会計報告
総会委員会　　活動報告
会報委員会　　活動報告
組織委員会　　活動報告
企画委員会　　活動報告
総務委員会　　活動報告
広報委員会　　活動報告
名簿委員会　　活動報告
周年委員会　　活動報告
第21回チャリティゴルフ大会
前年度幹事学年挨拶
次年度幹事学年挨拶
本年度幹事学年挨拶
第51回総明会　御寄付者一覧
幹事学年　寄付者一覧

MUSASHI

名刺、封筒が得意な小さな印刷屋です。名刺、封筒が得意な小さな印刷屋です。

～世界の水を支えるプラント設計企業～

＊ 公共水環境プラント設計
＊ 公共建築・構造物設計
＊ 環境基本計画・設備診断
＊ 企業間提携コンサルティング

武蔵工業株式会社
代表取締役　髙田　賢一郎
昭和63年卒　昭和戊辰乃会

おかげさまで
創業５１年

〒104-0033 東京都中央区新川１-２５-２
ＴＥＬ : 03-5566-6341                       
ＵＲＬ : http://musashi634.co.jp 
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平
成
27
年
度 

総
明
会 

活
動
報
告

平成27年度　総明会　本部・理事・役員一覧
平成27年度　総明会　評議員一覧
平成27年度　活動報告
平成27年度　会計報告
総会委員会　　活動報告
会報委員会　　活動報告
組織委員会　　活動報告
企画委員会　　活動報告
総務委員会　　活動報告
広報委員会　　活動報告
名簿委員会　　活動報告
周年委員会　　活動報告
第21回チャリティゴルフ大会
前年度幹事学年挨拶
次年度幹事学年挨拶
本年度幹事学年挨拶
第51回総明会　御寄付者一覧
幹事学年　寄付者一覧
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役職・委員会

平成27年度　総明会　本部・理事・役員一覧
（任期：平成27年1月1日～12月31日）　敬称略

卒年 氏名
名誉会長  昭和 36 年 明駿会 向殿　政男
顧問  昭和 21 年 午巳の会 小林　昭雄
顧問  昭和 29 年 29 会 山浦　晟暉
顧問  昭和 32 年 明治会 山崎　敬生
顧問  昭和 43 年 紫讃会 佐久間洋一
顧問  昭和 44 年 男坂倶楽部 服部　雄二
会長  昭和 41 年 41 明友会 尾島育四郎
副会長  昭和 44 年 男坂倶楽部 関谷　芳久
副会長  昭和 45 年 獅子の会 吉田耕太郎
副会長  昭和 51 年 明々会 井家上哲史
専務理事  昭和 50 年 明紫会 山崎　秀樹
常務理事  昭和 43 年 紫讃会 中村　正容
事務局長  昭和 54 年 明誠会 熊倉　章雄
会計  昭和 56 年 明翔会 狩野　智雄
事務局 副事務局長 昭和 54 年 明誠会 荒井　信之
総会委員会 委員長 昭和 57 年 明魂会 染谷　貴男
 副委員長 昭和 59 年 明心会 大山　輝芳
 副委員長 昭和 59 年 明心会 平野　一哉
 副委員長 昭和 59 年 明心会 藤原　輝夫
 副委員長 昭和 60 年 闘紺会 町側　尚則
会報委員会 委員長 昭和 56 年 明翔会 衛藤　雅一
 副委員長 昭和 56 年 明翔会 飯野　善明
 副委員長 昭和 57 年 明魂会 関川　一浩
 副委員長 昭和 59 年 明心会 島村　武史
 副委員長 昭和 59 年 明心会 田中　重幸
ゴルフ委員会 委員長 昭和 50 年 明誠会 志村　和哉
 副委員長 昭和 56 年 明翔会 鴨下　裕彦
 副委員長 昭和 58 年 明輪会 苅部　　大
企画委員会 委員長 昭和 57 年 明魂会 小林　謙之
 副委員長 昭和 61 年 新世輝 土田　正昭
 副委員長 昭和 61 年 新世輝 横山　一実
組織委員会 委員長 昭和 50 年 明紫会 近藤　敏彦
 副委員長 昭和 58 年 明輪会 高橋　　浩
 副委員長 昭和 60 年 闘紺会 渡辺　智郎
 副委員長 昭和 61 年 新世輝 鵜飼　友義
総務委員会 委員長 昭和 56 年 明翔会 須藤　貢一
 副委員長 昭和 56 年 明翔会 安蒜　信夫
 副委員長 昭和 58 年 明輪会 秋間　　聡
広報委員会 委員長 昭和 52 年 男子校根性組 大西静士郎
 副委員長 昭和 57 年 明魂会 熊谷　康生
名簿委員会 委員長 昭和 50 年 明紫会 吉武　孝生
周年委員会 委員長 昭和 50 年 明紫会 桑崎　安弘
 副委員長 昭和 63 年 昭和戊辰乃会 光岡　孝之
監事  昭和 39 年 三九会 佐藤　　仁
監事  昭和 49 年 翼明会 佐藤　真弘
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平成27年度　総明会　評議員一覧

同期会 （敬称略）

班部OB会 （敬称略）

   卒業年    　　   名　称              氏　名          氏　名
昭和 12 年  中富　光国 
昭和 15 年 明中 26 会 三笠　光人 
昭和 21 年 午巳の会 小林　昭雄 斉藤　久也
昭和 24 年  内藤　功 
昭和 25 年 明二会 小田川玉城 高橋　信雄
昭和 26 年 猿楽会 熊井　　実 
昭和 27 年 明高会 米山　耕右 渡邉　幹夫
昭和 28 年 明窓会 戸田　一郎 佐藤　欣生
八丈島高校  八明会 持丸　孝雄 高橋　和夫
昭和 29 年 29 会 山本　峰司 橋崎　正義
昭和 30 年  石田　彰之 宇田川雄弘
昭和 31 年 明楽会 佐藤　健一 大出　育男
昭和 32 年 明治会 長野　敏樹 太田　喜久
昭和 33 年 三三会 鈴木　寿雄 藤田　義茂
昭和 34 年 旧雨会 秋山　義昭 希代　　章
昭和 35 年 珊瑚の会 倉林　貞夫 天野　洋一
昭和 36 年 明駿会 加藤　眞義 谷　　正之
昭和 37 年 37 会 戸谷　誠樹 中村　哲士
昭和 38 年 二年に一会 三浦　昭生 服部　紀夫
昭和 39 年 三九会 佐藤　　仁 堺　　健一
昭和 40 年 明優会 阿部　正行 大関　清人
昭和 41 年 41 明友会 廣瀬　　準 菊本　哲也
昭和 42 年 M41 結城　康郎 新村　秀男
昭和 43 年 紫讃会 志村　一夫 小田嶋保男
昭和 44 年 男坂倶楽部 中河　孝樹 寺田　康夫
昭和 45 年 獅子の会 比留間竹郎 山形　英明
昭和 46 年 明潮会 木村　　茂 金子　敏一
昭和 47 年 四七四七同志酔会 戸張　　毅 内田　　茂
昭和 48 年 波の会 海老根一介 雨海　重明
昭和 49 年 翼明会 石田　和夫 大前　実之
昭和 50 年 明紫会 三森　　勲 雨宮　弘典
昭和 51 年 明々会 前田稲一朗 山田　眞也
昭和 52 年 男子校根性組 石黒　理樹 小嶋　真作
昭和 53 年 紫友会 加藤　裕之 竹越　利之
昭和 54 年 明誠会 代田　真司 矢ノ目   忠
昭和 55 年 紫魂会 大迫　好孝 渡辺　裕之
昭和 56 年 明翔会 寺村　一義 蓬田　裕一
昭和 57 年 明魂会 岩崎　広人 田中　幹浩
昭和 58 年 明輪会 大塚　達宏 高橋　　浩
昭和 59 年 明心会 田中　重幸 渡邉　文夫
昭和 60 年 闘紺会 矢澤　　徹 織田　晴彦
昭和 61 年 新世輝 鵜飼　友義 栗本　宜長
昭和 62 年 明猿会 中澤彰次郎 赤岩　大輔 
昭和 63 年 昭和戊辰乃会 尾崎　博之 安川　琢哉
平成 1 年 改元会 村嶋　健児 杉山　純也
平成 2 年  鈴木　弘和 森　　正樹
平成 3 年 明仁会 山口　一郎 斎藤　直宏
平成 4 年 快汗、どすこい塾 小畑　　啓 福田　浩茂
平成 5 年  安藤　高利 長野　吉克 

   卒業年    　　   名　称              氏　名          氏　名
平成 6 年  河村　健一 新村　哲也
平成 7 年  石田　頼央 金子　敦史
平成 8 年  青木　大樹 三村　具永
平成 9 年 紫雲会 小谷　健志 香川　満洋
平成 10 年 紫 98 倶 秋山　光億 平田　　健
平成 11 年 明哲会 石川　一仁 戸邊　　寛
平成 12 年 明瀑会 玉木万理夫 保科　大輔
平成 13 年 明治 21 大橋　弘頌 岡庭　朋威
平成 14 年  上原　康仁 下田　良征
平成 15 年  大川　康介 武   雄一郎
平成 16 年  杉田　将平 徳竹　正憲
平成 17 年  室井　　純 荒川　佳史
平成 18 年 白雲会 山崎　裕貴 角田　隆悟
平成 19 年  横倉　光輝 大竹　　惇
平成 20 年  渡辺　　圭 早川　慎吾
平成 21 年  加藤　　敦 大森　貴之
平成 22 年 明雄会 亀屋　将紀 佐藤亨太郎
平成 23 年 共楽会 平田　裕貴 三浦　直人
平成 24 年  三浦　　彩 市川　　陸
平成 25 年  師岡　忠寛 押田　華穂
平成 26 年  岡田　尚也 柴田加菜子
平成 27 年  赤坂　菜摘 渡邉　直人

                 名　称                                   氏　名
 応援指導班 廣野　宏士
 新聞班 西山　光彦
 吹奏楽班 斉木麻州男
 図書班 平田　幸彦
 放送班 宮田　　健
 剣道部（見心会） 鈴木　幸男
 硬式野球部（明球会） 世古　俊之
 サッカー部 大室　　智
 柔道部 小川　洋一
 水泳部（明水会） 髙澤　邦雄
 スキー部（明雪会） 岡本　雅仁
 卓球部（明卓会） 山崎　泰夫
 庭球部 奈良部利昭
 バレー部 樋田　哲次
 フェンシング部 岩重　哲雄
 陸上競技部 櫻井　勝也
 バスケットボール部 吉田　　博
 囲碁部 田島　弘資
 化学部 森　　八一
 物理部（明物会） 礒部　　進
 マンドリン部 赤岩　大輔
 地理研究部 大塚　和哉
 歴史研究会 土田　正昭
 アイスホッケー愛好会（明氷会） 武藤　　仁
 J R C 横谷　昌明 平成 27 年 8 月 29 日現在
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平
成
27
年
度
　
活
動
報
告

総
明
会
　
専
務
理
事
　
山
崎 

秀
樹

平
成
26
年
11
月
16
日
、ハ
イ
ア
ッ
ト 

リ
ー

ジ
ェ
ン
シ
ー
東
京
に
お
い
て
記
念
す
べ
き
第
50

回
総
明
会
総
会
・
50
周
年
記
念
式
典
・
懇
親

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。お
忙
し
い
中
ご
出

席
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
来
賓
、明
治
高
校
・
中

学
校
関
係
者
の
皆
様
並
び
に
、総
明
会
会
員

の
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。ま
た
、

「
歴
史
を
振
り
返
る
」と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と

「
明
猿
会
」（
昭
和
62
年
卒
）が
幹
事
学
年
と

し
て
活
動
し
、準
備
・
運
営
を
担
当
い
た
し
ま

し
た
。１
年
間
に
わ
た
る
幹
事
学
年
の
頑
張

り
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

50
周
年
記
念
式
典
に
お
い
て
は
、名
誉
会

長
・
顧
問
の
皆
様
に
感
謝
状
と
記
念
品
を
贈

呈
さ
せ
て
頂
き
、総
明
会
の
こ
れ
ま
で
の
発
展

を
支
え
て
頂
い
た
こ
と
に
感
謝
の
意
を
あ
ら

わ
し
ま
し
た
。ま
た
、向
殿
政
男
名
誉
会
長
に

記
念
講
演
を
お
願
い
し
、こ
れ
ま
で
の
総
明
会

の
歩
み
を
ま
と
め
て
頂
く
と
と
も
に
、こ
れ
か

ら
の
総
明
会
に
つ
い
て
の
貴
重
な
提
言
を
お

話
し
頂
き
ま
し
た
。ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

な
お
、「
総
明
会
50
周
年
記
念
誌
」は
、周

年
委
員
会
の
も
と
会
報
委
員
会
を
中
心
と

し
た
組
織
横
断
の
編
纂
委
員
会
に
よ
る
作
業

を
本
年
度
も
継
続
し
、そ
の
完
成
に
向
か
っ

て
お
り
、今
回
の
会
報
と
と
も
に
皆
様
の
お

手
元
に
届
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
周
年
事
業
に
た
い
す

る
寄
付
・
広
告
に
ご
賛
同
い
た
だ
い
た
会
員
の

皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。な
お
、今

回
の
会
報
に
同
封
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
よ
う

に
、寄
付
金
の
募
集
は
平
成
28
年
３
月
31
日

ま
で
継
続
し
て
お
り
ま
す
の
で
、よ
り
一
層
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、本
年
度
も
総
明
会
は
別
表
の
よ
う

な
活
動
を
行
い
ま
し
た
。２
月
に
は
本
部
役

員
と
組
織
委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て
、母
校

に
て
総
明
会
の
説
明
会
を
行
い
ま
し
た
。

昨
年
よ
り
定
期
的
に
開
催
す
る
こ
と
と

な
っ
た
顧
問
会
も
全
顧
問
の
皆
様
に
ご
出
席

頂
き
、貴
重
な
ご
意
見
を
賜
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

３
月
に
は
本
部
役
員
が
母
校
の
卒
業
式
に

出
席
し
、尾
島
会
長
よ
り
卒
業
生
に
ご
挨
拶

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、総
明
会
賞
を
授
与

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

５
月
に
は
第
21
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
を
開
催
し
ま
し
た
。毎
回
１
０
０
名
を

超
え
る
多
く
の
会
員
の
皆
様
に
ご
参
加
頂
い
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て
お
り
ま
す
が
、今
回
も
新
緑
の
コ
ー
ス
で
同

窓
生
同
士
の
プ
レ
ー
を
楽
し
ん
で
頂
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、９
月
の
明
朗
会
は
、昨
年
ご
好
評
を

頂
い
た
大
相
撲
観
戦
に
続
き
、今
年
は
落
語

鑑
賞
を
企
画
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、白
駿
会
や
明
大
中
野
校
友
会

「
武
陵
会
」の
総
会
に
も
出
席
し
、今
ま
で
以

上
に
親
睦
を
深
め
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

な
お
、本
年
度
で
会
長
・
副
会
長
の
任
期
満

了
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、平
成
27
年
第
１
回

評
議
員
会
に
お
い
て
選
出
し
て
頂
き
ま
し
た

委
員
に
よ
る「
会
長
及
び
副
会
長
選
出
委
員

会
」が
発
足
い
た
し
ま
し
た
。現
在
、立
候
補

の
届
け
出
を
確
認
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

11
月
に
行
わ
れ
る
総
会
に
お
い
て
会
長
・

副
会
長
を
選
出
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
の

で
、ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

平成２６（2014）年
１１月１６日　　総会・懇親会（ハイアットリージェンシー東京）
１２月　６日　　役員忘年会

平成２７（2015）年
　１月１６日　　第一回理事会
　２月　５日　　第一回評議員会
　２月１７日　　高校Ⅲ年生対象総明会説明会
　２月２０日　　総明会　顧問会
　２月２７日　　武陵会との懇親会
　３月　３日　　大学４年生第１回同期会
　３月１０日　　明治高校卒業式・明治高校卒業謝恩パーティー
　３月１３日　　第二回理事会
　３月１４日　　新卒業クラス委員との昼食会
　３月２７日　　第二回評議員会
　４月　６日　　明治高校入学式
　４月２４日　　第三回理事会
　５月　９日　　第２１回総明会チャリティーゴルフ
　５月３０日　　武陵会総会（中野サンプラザ）
　６月２０日　　白駿会総会（京王プラザホテル）
　７月　４日　　評議員・班クラブOB・OG会懇親会
　７月１７日　　第四回理事会
　９月　５日　　明朗会
　９月１１日　　第五回理事会
１０月　２日　　第六回理事会
１０月２３日　　第三回評議員会
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前年度繰越金 円 会議費 円

新入会員入会金 円 交流費（学校、他） 円

新入会員永久会費 円 会報発送費用 円

学年会費 円 事務通信費 円

雑入（会議費、他） 円 会報誌関係費用 円

雑入(寄付金） 円 各委員会活動費 円

雑入(ｺﾞﾙﾌ委員会） 円 基金へ組入れ 円

預金利息 円 次年度繰越金 円

円 円

基金区分

事業遂行基金 円 円 円

財政基盤基金 円 円 円

    上記のとおり報告致します。

       平成２７年 ３月３１日 会　長      尾 島  育四郎 会　計      狩 野  智 雄

    監査の結果相違ありません。

       平成２７年 ６月１６日 監　査      佐 藤    仁 監　査      佐 藤　眞 弘

前年度繰越金 円 会議費 円

新入会員入会金 円 交流費（学校、他） 円

新入会員永久会費 円 会報発送費用 円

学年会費 円 事務通信費 円

雑入（会議費、他） 円 各委員会活動費 円

雑入(寄付金・利息） 円 基金へ組入れ 円

次年度繰越金 円

円 円

基金区分

事業遂行基金 円 円 円

財政基盤基金 円 円 円

総会会費収入 円 総会関係費 円

総明会より助成金 円 会報関係費 円

寄付・広告 円 運営関係費 円

円 円

総会会費収入 円 総会関係費 円

総明会より助成金 円 会報関係費 円

寄付・広告 円 運営関係費 円

円 円合    計 合    計11,280,000 11,280,000

2,700,000 4,850,000

1,580,000 4,000,000

7,000,000 2,430,000

支出の部

11,118,865 11,118,865

第５１回　総明会　特別会計予算（案）
（自）平成２７年４月１日　～　（至）平成２８年３月３１日

収入の部

合    計 合    計

7,292,338 2,536,576

2,750,000 4,904,899

1,076,527 3,677,390

第５０回　総明会　特別会計報告
（自）平成２６年４月１日　～　（至）平成２７年３月３１日

収入の部 支出の部

14,347,206

516,000516,000

一般会計から繰入

-                   

2,000,000        

総明会　平成２６年度　一般会計報告
（自）平成２６年４月１日　～　（至）平成２７年３月３１日

946,392

2,000,000

87,000

6,484

878,000

10,358,869 547,727

2,570,000

収入の部 支出の部

17,118,853

1,358,493

1,076,527

10,952,6763,500

2,570,000

645,000 162,513

74,525

（自）平成２７年４月１日　～　（至）平成２８年３月３１日

収入の部 支出の部

総明会　平成２７年度　一般会計予算（案）

総明会　平成２６年度　基金会計報告
（自）平成２６年４月１日　～　（至）平成２７年３月３１日

摘要平成２５年度末残金 平成２６年度増減額

10,952,676 600,000

17,118,853

平成２６年度末残金

12,347,206

2,500,000 1,400,000

合    計 合    計

2,500,000 1,580,000

100,000 2,000,000

800,000 160,000

700,000 1,131,148

14,347,206

10,681,528

17,552,676 17,552,676

総明会　平成２７度　基金会計予算（案）
（自）平成２７年４月１日　～　（至）平成２８年３月３１日

合    計 合    計

516,000 2,000,000        

平成２６年度末残金 平成２７年度増減額 摘要 平成２７年度末残金

一般会計から繰入 2,516,000

14,347,206 -                   

2015会報本文.indd   134 15/09/07   19:16



総明会 活動報告 総明会 活動報告

135

第
51
回
総
明
会
総
会・懇
親
会
の
開
催 

誠

に
お
め
で
と
う
御
座
い
ま
す
。昨
年
は
総
明
会

50
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
に
あ
た
り
、例
年

の
総
会・懇
親
会
に
加
え
て
50
周
年
の
記
念
式

典
を
行
い
ま
し
た
。

総
明
会 

尾
島
育
四
郎
会
長
よ
り
挨
拶
の

後
、向
殿
政
男
先
輩・小
林
昭
雄
先
輩・山
浦
晟

暉
先
輩・山
崎
敬
生
先
輩・佐
久
間
洋
一
先
輩・

服
部
雄
二
先
輩
へ
の
感
謝
状・記
念
品
の
贈
呈

が
、総
明
会
50
周
年
の
重
み
を
感
じ
さ
せ
る
、厳

粛
な
雰
囲
気
の
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。そ
の
後

受
賞
者
を
代
表
し
て
、小
林
昭
雄
先
輩
に
よ
る

挨
拶
が
あ
り
、続
い
て
向
殿
政
男
先
輩
に
よ
る

記
念
講
演
に
て
式
典
の
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

記
念
式
典
も
あ
っ
た
為
か
、当
日
の
出
席
者

は
ご
来
賓
の
方
々
を
含
め
三
百
数
十
名
を
数

え
、盛
大
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

さ
て
、今
年
度
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
で
あ
る「
51

年
目
の
挑
戦
」は
、今
ま
で
出
来
な
か
っ
た
若
い

世
代
へ
積
極
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
を
掛
け
て
行
く

…
、挑
戦
…
。

こ
れ
は
正
に
、総
会
委
員
会
の
育
成
・
動
員

部
門
が
担
う
事
で
も
あ
り
、こ
れ
か
ら
も
続
い
て

行
く
で
あ
ろ
う
幹
事
学
年
制
度
を
盤
石
な
も
の

に
す
る
べく
、組
織
委
員
会
と
一
緒
に
取
り
組
ま

な
く
て
は
な
ら
な
い
課
題
だ
と
言
え
ま
す
。

今
年
の
総
会
委
員
会
は
、新
た
に
昭
和
60
年

卒（
闘
魂
会
）町
側
尚
則
君
を
迎
え
、副
委
員
長

４
名
体
制
に
て
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
が
、来

年
は「
昭
和
戊
辰
乃
会
」の
皆
さ
ん
と
将
来
を

見
据
え
た
活
動
が
出
来
ま
す
事
を
楽
し
み
に

し
、ま
た
総
会・懇
親
会
当
日
に
お
茶
の
水
の
地

で
た
く
さ
ん
の
先
輩
・
後
輩
に
お
会
い
出
来
る

こ
と
を
楽
し
み
に
し
、挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。幹
事
学
年
の
皆
さ
ん
１
年
間
本
当
に
ご
苦

労
様
で
し
た
。

総
会
委
員
会
　
活
動
報
告

総
明
会
　
総
会
委
員
会
　
委
員
長
　
染
谷 

貴
男
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本
年
も
総
明
会
会
報
を
お
読
み
い
た
だ
き

ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
の
幹
事
学
年
で
あ
る
昭
和
戊
辰
乃

会
会
報
委
員
会
は
、メ
イ
ン
テ
ー
マ
を「
51
年

目
の
挑
戦
」と
し
、サ
ブ
テ
ー
マ
を「
総
明
会

と
い
う
財
産
」と
し
て
会
報
の
作
成
を
進
め

て
き
ま
し
た
。お
手
元
に
本
誌
が
届
い
た
と

き
か
ら
今
年
は
何
か
が
違
う
と
い
う
こ
と
に

お
気
づ
き
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、今
年
の
会
報

は
、幹
事
学
年
の
会
報
が
本
誌
と
別
冊
の
２

部
構
成
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。さ
ら
に
は
総
明

会
発
足
50
周
年
記
念
誌
も
同
封
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
読
み
応
え
の
あ
る
会

報
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、今
年
の
会
報
委
員
会
活
動
報
告
で

す
が
、こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
無
い
、

幹
事
学
年
会
報
誌「
紫
紺
の
詩
」と「
50
周
年

記
念
誌
」の
ダ
ブ
ル
発
行
と
い
う
前
例
の
無
い

活
動
の
年
と
な
り
ま
し
た
。50
周
年
記
念
誌

は
こ
れ
ま
で「
周
年
委
員
会
」の
も
と
準
備
を

進
め
て
き
ま
し
た
が
、本
年
度
は
い
よ
い
よ
発

行
の
年
と
い
う
こ
と
も
あ
り
会
報
委
員
会
メ

ン
バ
ー
が
記
念
誌
発
行
に
関
わ
る
ウ
エ
イ
ト

の
ほ
う
が
大
き
く
な
る
年
と
な
り
、会
報
委

員
会
と
し
て
も
過
去
に
発
行
さ
れ
た
会
報
誌

を
振
返
る
よ
い
機
会
に
も
な
り
、ま
た
、総
明

会
の
歴
史
を
振
返
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
は
過
去
の
会
報
デ
ー
タ
を
保
存
し
次

代
へ
引
き
継
ぐ
と
い
う
重
要
な
役
割
を
担
う

こ
と
に
成
り
ま
す
が
、関
係
委
員
会
と
連
携

を
と
り
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
方
幹
事
学
年
会
報
で
は
別
冊
の
発
行
と

い
う
初
の
試
み
を
行
い
新
た
な
会
報
ス
タ
イ

ル
を
築
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。50
年
余
り

の
会
報
の
伝
統
を
継
承
し
て
い
き
な
が
ら
も

新
た
な
試
み
に
挑
戦
し
た
記
念
す
べ
き
会
報

に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。

諸
先
輩
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
新
た
な
ス

タ
イ
ル
の
会
報
を
目
に
す
る
こ
と
に
な
り
、こ

れ
か
ら
幹
事
学
年
を
迎
え
る
皆
様
方
に
は

今
後
の
幹
事
学
年
活
動
の
ヒ
ン
ト
に
も
つ
な

が
る
会
報
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。今
年
度
は

２
冊
の
会
報
を
お
届
け
す
る
と
い
う
年
に
な

り
ま
し
た
が
、こ
れ
か
ら
の
会
報
は
、こ
れ
ま

で
の
伝
統
を
継
承
し
な
が
ら
も
そ
の
時
代
に

あ
っ
た
今
ま
で
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
会
報

に
な
っ
て
い
く
こ
と
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
会
報
委
員
会
活
動
に
ご
理
解
を
い

た
だ
き
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

会
報
委
員
会
　
活
動
報
告

総
明
会
　
会
報
委
員
会
　
委
員
長
　
衛
藤 

雅
一
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当
委
員
会
は
本
年
度
、近
藤
委
員
長
以
下
、委

員
に
よ
り
数
々
の
交
流
の
場
へ
参
加
し
、組
織
つ

く
り
の
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。大
学
を
卒
業
し

て
数
年
の
若
手
Ｏ
Ｂ・Ｏ
Ｇ
の
当
委
員
会
活
動
へ

の
参
加
も
実
現
し
、本
年
度
の
目
標
に
向
か
っ
て

着
々
と
成
果
が
表
れ
て
お
り
ま
す
。年
代
を
問
わ

ず
、積
極
的
に
明
治
高
校
卒
業
生
と
関
わ
る
と
、

歳
が
離
れ
て
い
て
も
同
じ
学
び
舎
を
卒
業
し
た

同
志
に
は
、累
々
と
同
じ
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
が

あ
る
こ
と
を
感
じ
ら
れ
る
と
共
に
、非
常
に
嬉
し

く
思
い
ま
し
た
。

現
在
、組
織
委
員
会
は
総
明
会
へ
の
若
手
卒

業
生
の
誘
致
を
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、

総
明
会
と
い
う
組
織
は
何
の
た
め
に
あ
る
の
か
、

総
明
会
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
母
校
と
卒

業
生
に
ど
の
よ
う
に
有
益
に
働
く
の
か
を
明
確

に
示
さ
ね
ば
な
ら
な
い
時
期
が
来
て
い
る
よ
う
に

感
じ
ら
れ
ま
す
。

総
明
会
と
は
、

・
明
治
中
学・明
治
高
校
を
応
援
す
る
組
織　

・
卒
業
生
と
卒
業
生
を
つ
な
ぐ
た
め
の
組
織　

・
卒
業
生
に
対
し
有
益
な
情
報
提
供・情
報　
　

　

交
換
が
で
き
る
組
織　

で
あ
る
と
定
義
し
、理
想
と
さ
れ
る
姿
に
近
づ
け

る
よ
う
に
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。現
在
、幹
事

学
年
以
上
の
年
齢
層
が
総
明
会
に
関
係
す
る
Ｏ

Ｂ・Ｏ
Ｇ
の
ほ
ぼ
全
員
を
占
め
て
お
り
、幹
事
学

年
よ
り
下
の
方
々
の
参
加
が
極
め
て
少
な
い
状
況

で
す
。そ
の
原
因
は
何
か
と
い
っ
た
と
こ
ろ
に
着

目
す
る
と
、班
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ・Ｏ
Ｇ
会
と
総
会・懇

親
会
以
外
に
交
流
の
場
が
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

例
年
行
わ
れ
る
明
治
高
校
の
行
事
や
若
手
Ｏ

Ｂ・Ｏ
Ｇ
会
に
参
加
し
、若
手
Ｏ
Ｂ・Ｏ
Ｇ
の
総
明

会
への
参
加
を
呼
び
か
け
る
と
い
っ
た
活
動
に
は

一
定
の
成
果
が
見
ら
れ
ま
し
た
。さ
ら
に
、若
手

卒
業
生
へ
の
具
体
的
な
対
応
が
で
き
な
い
か
を

検
討
。要
望
に
応
じ
て
就
職
活
動
時
の
支
援
を

可
能
に
す
る
体
制
や
、中
堅
世
代（
30
〜
40
才
前

後
）に
対
し
て
も
、ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
な
ど
を
企

画
し
、会
社
組
織
の
垣
根
を
越
え
た
明
治
高
校

卒
業
生
同
士
の
交
流
が
実
現
で
き
れ
ば
、総
明
会

への
参
加
者
の
増
加
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。　　
　

ま
た
、共
学
化
に
よ
り
今
後
、女
性
の
会
員
も

増
加
し
ま
す
の
で
、Ｏ
Ｇ
会
員
の
積
極
的
な
参

加
を
促
す
た
め
の
組
織・体
制
つ
く
り
も
必
要
で

す
。本
年
、母
校
初
の
新
社
会
人
Ｏ
Ｇ
が
生
ま
れ

ま
し
た
。本
年
度
よ
り
Ｏ
Ｇ
へ
、当
委
員
会
主
導

で
若
手
総
明
会
員
と
し
て
の
参
加
誘
致
を
積
極

的
に
行
い
、将
来
的
に
Ｏ
Ｇ
会
員
の
総
明
会
への

参
加
拡
大
への
礎
と
な
る
べく
活
動
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

組
織
委
員
会
　
活
動
報
告

総
明
会
　
組
織
委
員
会
　
副
委
員
長
　
渡
辺 

智
郎
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す
ば
ら
し
い
秋
晴
れ
の
平
成
26
年
９
月
15

日（
祝
）満
員
御
礼
の
両
国
国
技
館
で
、明
朗

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
後
２
時
半
集
合
の
あ
と
、観
戦
席
へ
移

動
。２
階
椅
子
席
で
し
た
が
、館
内
の
熱
気
は

十
分
伝
わ
り
、一
番
一
番
の
勝
負
に
大
き
な
歓

声
が
上
が
る
様
は
、他
の
競
技
で
は
見
ら
れ

な
い
風
景
で
、さ
す
が
国
技
だ
と
感
心
し
て
お

り
ま
し
た
。明
朗
会
に
出
席
い
た
だ
い
た
諸

先
輩
方
も
話
し
か
け
づ
ら
い
ほ
ど
熱
心
に
観

戦
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

結
び
の
一
番
が
終
わ
り
、名
残
惜
し
く
も
国

技
館
を
後
に
し
た
明
朗
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、懇

親
会
会
場
の
ち
ゃ
ん
こ『
巴
潟
』へ
移
動
し
ま

し
た
。巴
潟
さ
ん
は
、明
治
高
校
昭
和
41
年

卒
工
藤
先
輩
の
お
店
で
、創
業
38
年
の
両
国

で
も
有
名
な
お
店
で
す
。２
階
の
大
座
敷
を

貸
切
り
、尾
島
会
長
の
ご
挨
拶
の
後
、山
崎

顧
問
の
乾
杯
の
御
発
声
で
懇
親
会
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。お
い
し
い
料
理
と
お
酒
に
話
も

弾
み
、盛
り
上
が
っ
て
き
た
頃
、相
撲
観
戦
時

に
実
施
し
た
大
相
撲
勝
敗
当
て
ク
イ
ズ
の
上

位
10
名
の
発
表
を
し
ま
し
た
。昭
和
49
年
卒

の
大
前
先
輩
か
ら
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
明
治

グ
ッ
ズ
を
賞
品
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、今
回
初
参
加
の
昭
和
26
年
卒
の
大
竹

先
輩
が
、自
前
で
色
紙
を
ご
持
参
い
た
だ
き
、

『
パ
ー
マ
ン
』な
ど
の
懐
か
し
い
漫
画
を
そ
の

場
で
た
く
さ
ん
お
描
き
い
た
だ
き
、そ
れ
を
賞

品
と
し
た
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
も
か
な
り
の
盛

り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。大
竹
先
輩
は
、

明
治
高
校
を
卒
業
後
、俳
優
と
し
て
舞
台
に

立
ち
、舞
台
公
演
の
ほ
か
、ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
に

も
出
演
、昭
和
31
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
人
形
劇
番
組
で

声
優
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。有
名
な『
青
二
プ

ロ
』の
創
設
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
り
、『
狼
少
年
ケ

ン
』や『
オ
バ
ケ
の
Ｑ
太
郎
』、『
お
そ
松
く
ん
』

『
パ
ー
マ
ン
』『
怪
物
く
ん
』等
の
超
メ
ジ
ャ
ー

な
ア
ニ
メ
に
も
出
演
さ
れ
て
い
る
著
名
人
で
、

『
東
京
ア
ニ
メ
ワ
ー
ル
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
５
』で
ア
ニ
メ
功
労
部
門
賞
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。さ
て
、懇
親
会
の
ほ
う
で
す
が

盛
り
上
が
り
も
絶
頂
と
な
っ
て
、昭
和
45
年

卒
の
比
留
間
先
輩
の
エ
ー
ル
で
全
員
で
校
歌

を
熱
唱
し
、昭
和
44
年
卒
の
関
谷
副
会
長
の

閉
会
の
辞
で
終
宴
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
明
朗
会
も
多
く
の
ご
寄
付
と
ご
好

意
に
支
え
ら
れ
、無
事
、盛
況
の
中
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

ご
寄
付
を
い
た
だ
い
た
方
、ま
た
、お
い
し
い

料
理
と
お
酒
を
破
格
で
ご
提
供
い
た
だ
い
た

巴
潟
さ
ん
、そ
し
て
、ご
参
加
い
た
だ
い
た
す
べ

て
の
方
に
感
謝
申
し
上
げ
、明
朗
会
報
告
と

致
し
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

企
画
委
員
会
活
動
『
明
朗
会
』
報
告

総
明
会
　
企
画
委
員
会
　
副
委
員
長
　
横
山 

一
実
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平成26年　明朗会ご出席者一覧（順不同）
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総
明
会
会
員
の
皆
様
、い
つ
も
総
明
会
活
動

に
御
協
力
頂
き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。総

務
委
員
会
と
し
て
は
、微
力
な
が
ら
総
明

会
の
お
手
伝
い
出
来
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま

す
。と

こ
ろ
で
、皆
様
の
中
に
は
、総
務
委
員
会

が
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
か
分
か
ら
な

い
会
員
の
方
々
も
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い

ま
す
。

大
変
簡
単
な
説
明
で
恐
縮
で
す
が
、現
在
は

以
下
の
役
割
を
総
務
委
員
会
が
担
っ
て
お
り

ま
す
。

①
年
３
回（
１
月
、３
月
、10
月
）の
総
明
会
評

議
員
会
の
準
備
及
び
運
営

〈
具
体
的
業
務
〉

評
議
員
会
開
催
の
た
め
の
会
場
の
予
約
及
び

受
付
業
務
並
び
に
評
議
員
会
で
の
議
事
録
作

成
を
行
い
ま
す
。

②
評
議
員・班
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ・Ｏ
Ｇ
会
懇
親
会

（
７
月
）の
準
備
及
び
運
営

〈
具
体
的
業
務
〉

評
議
員
会
開
催
の
た
め
の
会
場
の
予
約
及
び

受
付
業
務
を
行
い
ま
す
。

③
総
会（
11
月
）で
の
議
事
録
作
成

④
忘
年
会（
12
月
）の
準
備
及
び
運
営

忘
年
会
開
催
の
た
め
の
会
場
の
予
約
及
び
受

付
業
務
を
行
い
ま
す
。

以
上
で
す
が
、会
社
の
総
務
部
等
の
部
署
を

想
像
し
て
頂
く
と
、身
近
に
感
じ
て
頂
く
こ
と

が
出
来
る
と
思
い
ま
す
。常
日
頃
、総
明
会
会

員
の
皆
様
の
前
に
出
て
様
々
な
業
務
を
行
う

こ
と
も
無
く
、縁
の
下
で
総
明
会
を
支
え
て
い

く
地
味
な
委
員
会
で
す
が
、議
事
録
の
作
成
や

各
委
員
会
と
の
打
合
せ
等
、管
理
運
営
に
関

し
大
変
重
要
な
委
員
会
で
す
の
で
、総
務
委
員

全
員
誇
り
を
持
っ
て
活
動
し
て
お
り
ま
す
。今

後
と
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

総
務
委
員
会
　
活
動
報
告

総
明
会
　
総
務
委
員
会
　
委
員
長
　
須
藤 

貢
一
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い
つ
も
総
明
会
の
活
動
に
ご
参
加
ご
協
力
い

た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

広
報
委
員
会
は
、総
明
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

更
新
管
理
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、総
明
会
の
各
種
情
報
、

幹
事
学
年
の
活
動
状
況
、各
委
員
会
か
ら
の
イ

ベ
ン
ト
情
報
と
そ
の
報
告
な
ど
を
掲
載
し
、会

員
の
皆
様
に
で
き
る
だ
け
多
く
の
情
報
を
発
信

す
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペー
ジ
に
は
、会
員
の
皆
様
が
直
接
情

報
を
発
信
で
き
る
場
と
し
て
、連
絡
用
掲
示
板
、

フ
リ
ー
掲
示
板
を
設
け
て
お
り
ま
す
。連
絡
用

掲
示
板
は
、重
要
な
伝
達
事
項
を
は
じ
め
と
す

る
連
絡
事
項
の
伝
言
板
と
し
て
、フ
リ
ー
掲
示

板
は
同
期
会
や
班・ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ・Ｏ
Ｇ
会
の
活

動
報
告
、イ
ベ
ン
ト
の
告
知
、そ
の
他
自
由
に
情

報
発
信
で
き
る
場
と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。最
近
で
は
、Ｏ
Ｂ・Ｏ

Ｇ
会
の
ご
連
絡
や
ご
報
告
、運
動
部
の
試
合
結

果
、イ
ベ
ン
ト
の
ご
連
絡
、訃
報
な
ど
に
ご
利
用

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、共
通
点
の
多
い
会
報
委
員
会
と
は
情

報
を
共
有
し
、協
力
体
制
を
築
く
よ
う
に
心
が

け
て
い
ま
す
。

今
年
で
51
年
目
を
迎
え
る
総
明
会
は
、昨

年
、こ
れ
ま
で
発
行
さ
れ
た
会
報
の
デ
ジ
タ
ル
化

を
行
な
い
ま
し
た
。現
在
は
、総
明
会
の
50
周
年

記
念
誌
の
編
纂
資
料
と
し
て
使
用
さ
れ
て
お
り

ま
す
が
、編
纂
終
了
後
は
、デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た

会
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
保
管
し
、過
去
の

会
報
を
会
員
の
皆
様
が
自
由
に
閲
覧
で
き
る
よ

う
に
す
る
予
定
で
す
。そ
れ
に
伴
い
、大
容
量
の

サ
ー
バー
への
交
代
や
ホ
ー
ム
ペー
ジ
の
刷
新
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
総
明
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
ご
支

援
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す

広
報
委
員
会
　
活
動
報
告

総
明
会
　
広
報
委
員
会
　
委
員
長
　
大
西 

静
士
郎
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毎
年
た
く
さ
ん
の
住
所
移
転
の
情
報
を
ご

連
絡
い
た
だ
き
、ご
協
力
、誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

名
簿
委
員
会
で
は
会
員
ご
自
身
か
ら
の
転

居
・
転
勤
等
の
お
知
ら
せ
だ
け
で
は
な
く
、先

輩
・同
級
生
・
後
輩
の
情
報
だ
け
で
も
受
け
付

け
て
お
り
ま
す
。

名
簿
委
員
会
は
、幹
事
学
年
が
作
成
を
し
た

９
月
に
お
送
り
す
る
総
明
会
会
報
誌
を
、一
人

で
も
多
く
の
会
員
の
皆
さ
ま
の
お
手
元
に
お

届
け
す
る
こ
と
が
使
命
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
会
報
は
、毎
年
幹
事
学
年
の
会
報
担

当
者
と
総
明
会
の
会
報
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
が

一
生
懸
命
テ
ー
マ
を
決
め
、各
行
事
等
に
参
加

し
、取
材
活
動
を
し
な
が
ら
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、各
学
年
の
同
窓
会
・
班
ク
ラ
ブ
の
Ｏ

Ｂ・Ｏ
Ｇ
会
よ
り
原
稿
を
集
め
、編
纂
に
編
纂

を
重
ね
て
、半
年
以
上
の
時
間
を
掛
け
て
完
成

さ
せ
た
も
の
で
す
。

そ
ん
な
熱
い
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
た
会
報

が
、住
所
変
更
を
し
て
い
た
だ
か
な
い
ま
ま
で

す
と
、お
手
元
に
届
か
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。実

際
に
届
か
ず
返
送
さ
れ
て
し
ま
っ
た
会
報

は
去
年
で
す
と
、４
０
０
を
超
え
ま
す
。

お
引
越
し
さ
れ
た
際
は
、役
所・銀
行・郵
便

局
そ
の
他
各
諸
機
関
へ
の
住
所
変
更
と
同
時

に
、総
明
会
へ
の
住
所
変
更
も
お
忘
れ
な
き
よ

う
、強
く
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

名
簿
委
員
会
で
は
、各
学
年
で
行
う
同
窓
会

の
お
知
ら
せ
の
為
の
宛
名
シ
ー
ル
の
印
刷
が
可

能
で
す
。そ
の
際
は
、税
込
み
千
円
ほ
ど
頂
い
て

お
り
ま
す
。事
務
局
長
経
由
で
ご
一
報
く
だ
さ

い
。

名
簿
委
員
会
　
活
動
報
告

総
明
会
　
名
簿
委
員
会
　
委
員
長
　
吉
武 

孝
生
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周
年
委
員
会
は
、平
成
24
年
母
校
・
創
立

１
０
０
周
年
記
念
祝
賀
会
、昨
年
平
成
26
年
総

明
会・創
立
50
周
年
記
念
式
典
、そ
し
て
本
年
、

周
年
事
業
の
総
決
算
と
し
て
総
明
会
創
立
50

周
年
記
念
誌
の
発
行
を
行
い
ま
し
た
。

総
明
会・創
立
50
周
年
記
念
式
典
は
、第
50
回

総
明
会
総
会・懇
親
会
に
て
執
り
行
わ
れ
、総
明

会
の
発
展
に
特
に
寄
与
さ
れ
た
６
名
の
方
々
に

感
謝
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
、記
念
講
演
と
し

て
受
賞
者
で
あ
る
向
殿
政
男
総
明
会
名
誉
会
長

に
ご
講
演
い
た
だ
き
、終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
、無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、総
明
会
創
立
50
周
年
記
念
誌
の
発

行
に
お
き
ま
し
て
は
、総
明
会
会
員
の
皆
様
、

各
学
年
同
期
会
、各
班
・
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会
、更

に
は
、明
治
中
学
校
・
高
等
学
校
の
教
職
員

様
、す
で
に
退
任
さ
れ
た
先
生
方
か
ら
の
多

大
な
る
ご
寄
附
を
賜
り
、無
事
に
皆
様
の
お

手
元
に
お
届
け
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

記
念
誌
の
編
纂
に
あ
た
っ
て
は
資
料
の
発

掘
か
ら
始
ま
り
、膨
大
な
資
料
を
根
気
よ
く

丁
寧
に
調
査
し
、創
設
当
時
か
ら
現
在
に
至

る
ま
で
、今
後
の
総
明
会
の
と
て
も
貴
重
な

資
料
と
し
て
ま
と
め
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。ぜ

ひ
ご
一
読
く
だ
さ
い
ま
せ
。

こ
れ
ら
の
活
動
は
、周
年
委
員
会
の
み
な

ら
ず
、全
委
員
会
並
び
に
有
志
の
会
員
、多
く

の
方
々
の
ご
理
解
と
ご
協
力
・
ご
尽
力
が
な

く
て
は
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

あ
ら
た
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

以
上
の
、三
つ
の
記
念
事
業
を
も
ち
ま
し

て
、本
委
員
会
の
役
目
を
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、周
年
事
業
を
通
じ
、

ご
寄
付
・ご
寄
稿
の
依
頼
に
際
し
、そ
の
他
不

手
際
が
あ
り
ま
し
た
と
は
存
じ
ま
す
が
、ど

う
ぞ
お
許
し
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

周
年
委
員
会
　
活
動
報
告

総
明
会
　
周
年
委
員
会
　
委
員
長
　
桑
崎 

安
弘総明会創立 50 周年式典　受賞者

向殿政男（昭和 36 年卒）、小林昭雄（昭和 22 年卒）、山浦晟暉（昭和 29 年卒）、
山崎敬生（昭和 32 年卒）、佐久間洋一（昭和 43 年卒）、服部雄二（昭和 44 年卒）

※敬称略

撮影　昭和44年卒　栗田 茂
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総
明
会
の
恒
例
行
事
、チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ

大
会
も
21
回
目
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

本
年
度
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明
け
直
後

の
５
月
９
日
、千
葉
県
長
生
郡
に
３
３
０
万
平

米
と
い
う
広
大
な
敷
地
を
持
つ〝
生
命
の
森
リ

ゾ
ー
ト
〟の
中
に
位
置
す
る
真
名
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
、ゲ
ー
リ
ー
プ
レ
ー
ヤ
ー
コ
ー
ス
に
て
、

抜
け
る
よ
う
な
青
空
の
下
、開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
真
名
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
は
幹
事
学
年

で
あ
る
昭

和
戊
辰
乃

会
の
ゴ
ル
フ

委
員
、富
樫

孝
之
氏（
北

武
蔵
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ

支
配
人
）が

勤
務
す
る

会
社
が
所
有
す
る
ゴ
ル
フ
場
で
あ
り
、そ
の
ご
縁

で
選
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。年
間
５
万

人
の
来
場
者
が
訪
れ
る
人
気
の
コ
ー
ス
で
す
。例

年
よ
り
も
一ヶ
月
ほ
ど
早
い
日
程
と
な
り
ま
し

た
が
、１
１
８
名
も
の
多
数
の
参
加
者
に
お
集

ま
り
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

競
技
は
昨
年
と
同
じ
く
新
ペ
リ
ア
方
式
で
行

わ
れ
、「
個
人
戦
」「
学
年
対
抗
戦
」大
先
輩
方
に

よ
る「
名
人
戦
」「
大
名
人
戦
」が
繰
り
広
げ
ら

れ
た
ほ
か
、恒
例
の
ド
ラ
コ
ン・ニ
ア
ピ
ン
の
各
コ

ン
テ
ス
ト
も
と
り
行
わ
れ
ま
し
た
。昭
和
31
年

卒
の
大
先
輩
か
ら
平
成
21
年
卒
ま
で
の
総
明
会

会
員
、恩
師
山
田
伸
夫
先
生
な
ど
関
係
者
が
集

い
、に
楽
し
い
時
間
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

プ
レ
ー
後
、一
同
が
会
し
た
パ
ー
テ
ィ
ー
に
於

い
て
恒
例
の
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。個

人
戦
は
昭
和
46
年
卒「
明
潮
会
」の
斎
藤
公
義 

氏
、団
体
戦
は

昭
和
44
年
卒

「
男
坂
倶
楽

部
チ
ー
ム
Ｍ
」

が
そ
れ
ぞ
れ

優
勝
さ
れ
ま

し
た
。（
チ
ー

ム
Ｍ
と
記
し

ま
し
た
が
、こ

れ
ま
で
１
チ
ー
ム
の
エ
ン
ト
リ
ー
に
よ
り
行
わ

れ
て
い
た
学
年
対
抗
戦
に
お
い
て
、本
年
度
よ
り

一
学
年
２
チ
ー
ム「
チ
ー
ム
Ｍ
、チ
ー
ム
Ｊ
」が
エ

ン
ト
リ
ー
可
能
に
な
り
、よ
り
多
く
の
参
加
者

に
学
年
対
抗
戦
の
入
賞
の
可
能
性
が
広
が
り
ま

し
た
。）ま
た
、引
き
続
き
各
賞
の
発
表
が
行
わ

れ
、延
べ
60
の
賞
品
が
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。そ
し
て
大
会
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、

応
援
団
Ｏ
Ｂ
、平
成
６
年
卒
の
三
谷
知
弘
氏
の

第
21
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会昭

和
63
年
卒
　
昭
和
戊
辰
乃
会
　
滝
沢
　
修
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個人戦優勝　斎藤公義 氏　（昭和46年卒 明潮会）

学年対抗戦優勝　昭和44年卒　男坂倶楽部

個人
順位戦

学年
対抗戦

名人戦

優　勝

準優勝

３　位

ベスグロ

斎藤　公義

氏　名

秋山　勝光

下田　敬一

斎藤　公義

S46

卒業年

S44

S49

S46

42

OUT

42

40

42

35

IN

46

39

35

77

GROSS

88

79

77

7.2

HDCP

18.0

7.2

69.8

NET

卒業年

S44
男坂倶楽部

S55
紫魂会

S46
明潮会

代表選手名

秋山　勝光

望月　　昇優　勝

栗田　　茂

蓑田　克己

村田　修司準優勝

伊東　正明

斎藤　公義

木村　　茂３　位

219.6

220.6

221.4

渡辺　弘之

NET

70.0

71.8

優　勝

準優勝

３　位

秋山　勝光

氏　名

中村　裕次

荻　　誠一

卒業年

S45

S43

OUT

44

41

IN

41

38

GROSS

85

79

HDCP

13.2

6.0

NET

71.8

73.0

S44 42 46 88 18.0 70.0

大名人戦
優　勝

準優勝

３　位

村嶋大三郎

氏　名

石川　　淳

佐藤　健一

卒業年

S34

S31

OUT

47

50

IN

44

47

GROSS

91

97

HDCP

14.4

19.2

NET

76.6

77.8

S34 47 51 98 24.0 74.0

全28学年、先生及び父母会による「個人順位戦」、各学年代表者3名または選抜チームによる「学年
対抗戦」のほか、「大先輩名人戦」として昭和36年卒から昭和45年卒までの先輩方による「名人戦」、
昭和35年卒以前の先輩方による「大名人戦」が行われました。4位以下の方は誌面の関係上省略さ
せていただきました。

リ
ー
ド
に
よ
り
、全
員
で
校
歌
を
斉
唱
し
盛
会

の
う
ち
に
大
会
を
閉
会
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、母
校
へ
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
に
ご
協
力
頂
い
た
参
加
者
の
皆
さ
ま
、ご

協
賛・ご
寄
付
を
賜
り
ま
し
た
皆
さ
ま
に
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。来
年
度
以
降
も
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
への
ご
参
加
を
是
非
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

寄付ご報告（金一封）
山浦　晟暉 様 金壱萬円
佐藤　健一 様 金壱萬円
尾島育四郎 様 金壱萬円
関谷　芳久 様 金壱萬円
吉田耕太郎 様 金壱萬円
井家上哲史 様 金壱萬円

寄付ご報告（金一封）
山崎　秀樹 様 金壱萬円
吉武　孝生 様 金壱萬円
近藤　敏彦 様 金壱萬円
斉木麻州男 様 金壱萬円
染谷　貴男 様 金壱萬円
平野　一哉 様 金壱萬円

賞品寄贈
明楽会 様 パター２本
中村　正容 様 バスタオル（参加者全員）
栗田　　茂 様 バッグ、金属バット
宮井　俊樹 様 アースモンダミンカップ観戦チケット

前年度ホールインワン達成記念品
三浦　　健 様 ゴルフボール（参加者全員）

学校チャリティー報告
寄付 12 万円

※多大なご寄付とご協賛を賜り、誠に有難うございました。

第 22 回 総明会チャリティーゴルフ大会が
下記の通り開催されます！

　開催日	 2016 年 5 月 29 日（日）
　場　所	 ムーンレイクゴルフクラブ　茂原コース
　その他	 貸切！ショットガンスタートか？
　　　　　　奮ってご参加ください！

2015会報本文.indd   145 15/09/07   19:16



総明会 活動報告 総明会 活動報告

146

昭
和
63
年
卒「
昭
和
戊
辰
乃
会
」の
皆
さ
ま
、

第
51
回
総
明
会
総
会
・
懇
親
会
の
開
催
、誠
に

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。昨
年
の
我
「々
明
猿

会
」は
、50
回
の
節
目
に
も
関
わ
ら
ず
、仲
間
が

集
ま
ら
ず
に
少
人
数
で
の
活
動
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
状
況
で
あ
り
、早
い
段
階
か
ら
多
人
数
で

あ
っ
た「
昭
和
戊
辰
乃
会
」の
皆
さ
ま
の
迫
力
を

常
に
感
じ
て
お
り
ま
し
た
。数
は
力
で
あ
り
、そ

の
力
を
い
か
ん
な
く
発
揮
さ
れ
て
総
会
・
懇
親

会
当
日
ま
で
突
っ
走
っ
て
い
か
れ
る
も
の
と
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

我
々
の
活
動
は
、会
と
し
て
の
活
動
の
前
に

「
人
集
め
」と
い
う
仕
事
が
大
き
な
壁
と
な
っ

て
お
り
ま
し
た
。会
社
で
は
45
、46
才
と
い
う
脂

の
乗
り
切
っ
た
年
齢
で
す
し
、ま
た
一
家
に
お
い

て
は
主
と
し
て
子
供
の
成
長
を
担
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
年
頃
で
す
。果
た
し
て
総
明
会
に
費

や
す
時
間
が
皆
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
不

安
と
の
闘
い
を
思
い
な
が
ら
一
人
ず
つ
説
い
て
い

き「
明
猿
会
」に
参
加
い
た
だ
い
た
事
を
思
い
出

し
ま
す
。た
だ
、そ
こ
に
は「
明
治
愛
」を
根
底
に

持
っ
て
い
る
面
々
が
お
り
、結
果
的
に
は
仲
間
の

掘
り
起
し
に
は
時
間
を
要
さ
な
く
て
済
み
ま
し

た
。最
小
数
で
は
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

結
束
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、青
春
時
代
に

苦
楽
を
と
も
に
し
て
き
た「
仲
間
」で
あ
っ
た
か

ら
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、そ
の
結
束
を
果
せ
た
の
は
諸
先
輩
方

の
お
力
添
え
が
あ
っ
た
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。尾
島
会
長
を
始
め
、先
輩
方
の
名
前
を

上
げ
れ
ば
こ
の
文
面
で
は
足
り
な
い
た
め
書
く

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
感
謝
の
念
に
堪
え
ま
せ

ん
。温
か
く
、そ
し
て
時
に
は
厳
し
く
接
し
て
い

た
だ
き
、学
年
が
違
え
ど
も「
明
治
愛
」を
感
じ

ま
し
た
。そ
し
て
、今
ま
で
は
決
し
て
懇
意
で
は

な
か
っ
た
先
輩
方
と「
明
治
」を
通
し
て【
団
結
】

出
来
る
歓
び
を
感
じ
た
こ
と
も
我
々
の
収
穫
で

あ
る
と
い
え
ま
す
。大
き
な
家
族
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
気
分
で
あ
り
ま
す
。人
に
よ
り
参
加

で
き
る
状
況
は
違
い
ま
す
が
、こ
れ
か
ら
も
総

明
会
を
通
じ
て
是
非
と
も
長
い
お
つ
き
あ
い
を

さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

前
年
度
幹
事
学
年
挨
拶
　
第
50
回
総
明
会
実
行
委
員
長

昭
和
62
年
卒
　
明
猿
会
　
中
澤 

彰
次
郎
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次
年
度
幹
事
学
年
挨
拶
　
第
52
回
総
明
会
実
行
委
員
長

平
成
元
年
卒
　
改
元
会
　
村
嶋 

健
児

第
51
回
総
明
会
並
び
に
懇
親
会
の
開
催
に
際

し
ま
し
て
、次
年
度
幹
事
学
年
一
同
、心
よ
り
お

祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。ま
た
、今
回
の
幹
事
学
年

の
昭
和
戊
辰
乃
会
の
先
輩
方
に
は
、そ
の
並
々
な

ら
ぬ
ご
尽
力
に
対
し
、深
く
敬
意
を
表
す
る
と
と

も
に
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
戊
辰
乃
会
の
先
輩
方
の
ご
卒
業
の
年
が

昭
和
63
年
、私
ど
も
は
そ
の
翌
年
の
、平
成
元
年

が
卒
業
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。故
に
、私
ど
も
は

元
号
が
変
わ
る
と
い
う
時
代
の
節
目
を
明
治
の

学
び
舎
で
過
ご
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。改
元
会

の
由
来
も
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

い
ま
振
り
返
れ
ば
、そ
の
後
の
時
代
は
大
き
く

動
い
た
よ
う
感
じ
ま
す
。「
平
成
」は
そ
の
名
の
響

き
に
反
し
、「
激
動
」の
歴
史
を
刻
ん
で
い
る
か
の

よ
う
で
す
。時
代
の
流
れ
は
、思
い
の
ほ
か
速
く
、

余
り
に
も
激
し
い
と
、た
だ
思
い
返
さ
れ
る
ば
か

り
。時
に
は
、時
代
の
荒
波
に
翻
弄
さ
れ
、行
き
場

を
見
失
い
、彷
徨
う
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。し

か
し
な
が
ら
、そ
の
よ
う
な
中
で
も
、進
む
べ

き
道
を
示
し
て
く
れ
た
何
か
が
存
在
し
て
い
た
と

思
う
の
で
す
。多
感
な
時
期
を
明
治
で
過
ご
し
た

か
ら
こ
そ
得
ら
れ
た
羅
針
盤
の
よ
う
な
も
の

−

そ
れ
は
、物
事
の
正
否
、分
別
と
い
っ
た
道
理
の
み

な
ら
ず
、意
地
で
あ
り
、気
概
で
も
あ
り

−

い
わ

ば
、伝
統
に
裏
打
ち
さ
れ
た「
明
治
の
精
神
」で
は

な
い
か
と
考
え
る
の
で
す
。

こ
の
こ
と
は
、僭
越
な
が
ら
、総
明
会
の
皆
様

方
に
も
多
か
れ
少
な
か
れ
、ご
共
感
い
た
だ
け
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。い
つ
で
あ
ろ
う
と
も
、

「
明
治
」を
目
に
す
れ
ば
、「
メ
イ
ジ
」を
耳
に
す

れ
ば
、そ
れ
だ
け
で
身
震
い
を
覚
え
て
し
ま
う
。こ

れ
は
、私
一
人
だ
け
の
こ
と
で
は
な
い
と
思
う
の

で
す
。「
明
治
の
精
神
」は
、肩
を
組
み
、声
を
枯
ら

し
、校
歌
を
歌
っ
た
若
き
日
々
の
中
で
、気
付
か
ぬ

う
ち
に
培
わ
れ
た
も
の
で
し
ょ
う
。教
科
書
で
教

え
て
も
ら
う
理
屈
や
論
理
な
ど
を
超
え
た
次
元

で・・・。
私
ど
も
の
改
元
会
は
、発
足
し
て
未
だ
１
年

足
ら
ず
の
若
い
会
で
あ
り
ま
す
。諸
先
輩
方
に
は

種
々
ご
心
配
を
お
掛
け
し
て
お
り
ま
し
た
が
、昨

年
の
年
末
に
、初
め
て
本
格
的
な
同
期
会
を
開
催

す
る
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。約
四
半
世
紀
ぶ
り
の

集
ま
り
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、昔
を
懐
か
し
み
、

語
り
合
う
う
ち
に
、私
ど
も
の
羅
針
盤
は
、や
は

り
同
じ
方
向
を
指
し
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。い
つ

し
か
、皆
自
然
に
肩
を
組
み
、校
歌
を
熱
唱
す
る

こ
と
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

改
元
会
は
、漸
く
端
緒
に
就
い
た
ば
か
り
で
す

が
、微
力
な
が
ら
も
総
明
会
の
発
展
に
資
す
る
べ

く
、力
を
尽
く
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。諸
先
生

方
、諸
先
輩
方
に
は
、引
き
続
き
ご
指
導
ご
鞭
撻

を
賜
り
た
く
、宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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今
か
ら
４
年
前
、我
が
代
の
応
援
指
導
班
団

長
、光
岡
を
中
心
に
同
期
会
を
開
催
。そ
れ
か
ら

今
日
ま
で
実
に
早
い
月
日
だ
っ
た
と
感
じ
る
。特

に
、昨
年
、明
猿
会
の
先
輩
か
ら
引
き
継
い
で
か

ら
は・・・

そ
の
１
年
前
に
昭
和
戊
辰
乃
会
と
し
て
執

行
部
を
立
ち
上
げ
、毎
月
１
回
は
集
ま
り
、７

～
８
人
で
同
期
集
め
に
奔
放
し
た
。な
ぜ
か
仕

事
よ
り
楽
し
か
っ
た
こ
と
は
覚
え
て
い
る
。青
春

時
代
を
共
に
謳
歌
し
た
仲
間
た
ち
と
の
会
話

は
、集
ま
れ
ば
い
つ
も
は
ず
ん
で
い
た
。

昨
年
末
、先
輩
方
か
ら「
自
分
達
の
や
り
た
い

よ
う
に
や
っ
て
み
れ
ば
い
い
」「
大
変
だ
ろ
う
が
、

楽
し
ん
で
や
れ
よ
」な
ど
、た
く
さ
ん
の
エ
ー
ル

を
頂
き
、我
々
は
そ
の
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

先
輩
方
は
本
当
に
心
強
か
っ
た
で
す
。感
謝
感

激
で
し
た
‼

仲
間
も
常
に
20
～
30
人
は
集
ま
り
、役
割
分

担
も
早
く
決
め
る
こ
と
が
出
来
、順
調
な
滑
り

出
し
と・・・

で
も
、人
数
が
増
え
れ
ば
、様
々
な
意
見
が
出

て
く
る
の
も
ま
た
必
然
。最
初
の
頃
の
月
一
回
の

定
例
会
は
、意
見
が
ま
と
ま
り
き
れ
ず
に
、定

刻
に
終
わ
ら
な
い
時
が
多
々
発
生
。で
も
、そ
れ

で
も
い
い
ん
だ
‼
同
期
と
は
い
え
、今
は
皆
、違

う
職
種
、業
種
、立
場
な
ん
だ
か
ら
、当
た
り
前

じ
ゃ
な
い
か
～
幹
事
学
年
で
会
を
成
功
さ
せ
る

事
、こ
れ
も
大
事
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、や
は
り
、

自
分
達
が
楽
し
め
な
け
れ
ば
、周
囲
に
も
そ
れ

が
伝
わ
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。何
よ
り
、笑
え
、

楽
し
め
‼

色
々
な
会
に
も
お
邪
魔
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た

が
、元
気
で
明
る
く
行
け
ば
、先
輩
方
は
笑
顔
で

迎
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。こ
れ
が
ま
た
実
に
楽
し

い
こ
と（
笑
）。最
高
で
し
た
。明
治
中
学・明
治

高
校
と
い
う
繋
が
り
が
あ
り
、そ
の
中
で
の
先

輩
後
輩
関
係
。先
輩
方
は
本
当
に
、後
輩
思
い

だ
と
感
じ
た
場
面
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。昭
和

戊
辰
乃
会
は
総
明
会
の
若
人
達
に
伝
え
た
い
。

総
明
会
と
は
、今
ま
で
の
素
晴
ら
し
き
伝
統
を

継
承
し
つ
つ
、こ
れ
か
ら
の
新
し
い
時
代
に
向
け

て
、是
非
、こ
れ
を
活
用
す
べ
き
だ
と
！
11
月
７

日（
土
）、総
力
を
挙
げ
て
、挑
戦
し
ま
す
！
そ
し

て
、楽
し
ん
で
頂
き
ま
す
！
是
非
、そ
の
最
高
の

時
間
を
共
に
し
ま
し
ょ
う
‼
最
高
の
友
た
ち

と・・・ま
た
、諸
先
輩
方
に
お
き
ま
し
て
は
、若
き

後
輩
と
の
交
流
を
是
非
、お
楽
し
み
下
さ
い
。当

日
、皆
様
に
お
会
い
で
き
る
事
を
心
よ
り
お
待

ち
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、昭
和
戊
辰
乃
会
を
支

え
て
下
さ
い
ま
し
た
全
て
の
皆
様
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。次
は
、改
元
会
の
番
だ
、頑
張
れ
～

本
年
度
幹
事
学
年
挨
拶
　
第
51
回
総
明
会
実
行
委
員
長

昭
和
63
年
卒
　
昭
和
戊
辰
乃
会
　
安
川 

琢
哉

「とうとう、俺たちの番がやってきた！！」
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第
51
回
総
明
会
　
御
寄
付
者
一
覧
　（
敬
称
略
、
９
月
７
日
現
在
）

学
校
関
係

白
駿
会
有
志
一
同
様

	

金	
十
一
万
四
千
八
一
〇
円

同
期
会・班
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会

明
二
会（
昭
和
25
年
卒
）

	

金	

二
万
円

明
窓
会（
昭
和
28
年
卒
）

	

金	

四
万
二
千
円

三
九
会（
昭
和
39
年
卒
）

	

金	

十
二
万
六
千
円

明
優
会（
昭
和
40
年
卒
）

	

金	

五
万
七
千
円

柴
讃
会（
昭
和
43
年
卒
）

	

金	

八
万
七
千
円

男
坂
倶
楽
部（
昭
和
44
年
卒
）

	

金	

十
一
万
三
千
円

獅
子
の
会（
昭
和
45
年
卒
）

	

金	

三
万
四
千
円

明
紫
会（
昭
和
50
年
卒
）

	

金	

十
四
万
九
千
円

明
々
会（
昭
和
51
年
卒
）

	

金	

六
万
二
千
五
百
二
十
円

男
子
校
根
性
組（
昭
和
52
年
卒
）

	

金	

二
万
円

明
誠
会（
昭
和
54
年
卒
）

	

金	

二
十
万
四
千
円

紫
魂
会（
昭
和
55
年
卒
）

	

金	

九
万
六
千
円

明
翔
会（
昭
和
56
年
卒
）	

	

金	

十
一
万
八
千
円

明
魂
会（
昭
和
57
年
卒
）

	

金	

十
二
万
三
千
円

明
輪
会（
昭
和
58
年
卒
）

	

金	

六
万
七
千
円

明
心
会（
昭
和
59
年
卒
）

	
金	

十
九
万
円

闘
魂
会（
昭
和
60
年
卒
）

	

金	
二
十
七
万
三
千
円

新
世
輝（
昭
和
61
年
卒
）	

	

金	
十
七
万
一
千
円

明
猿
会（
昭
和
62
年
卒
）

	

金	
十
八
万
円

応
援
団
Ｏ
Ｂ
会

	

金	

四
万
七
千
円

吹
奏
楽
班

	

金	

三
万
九
千
円

マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会

	

金	

四
万
円

明
球
会

	

金	

二
万
五
千
五
百
円

歴
史
研
究
部
Ｏ
Ｂ
会

	

金	

三
万
六
千
円

明
水
会

	

金	

十
三
万
三
千
円

明
雪
会

	

金	

四
万
一
千
円

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
Ｏ
Ｂ
会

	

金	

四
万
円

卯
の
木
会

	

金	

五
万
一
千
円

ご
と
う
会

	

金	

五
万
一
千
円

田
村
会（
放
送
班
Ｏ
Ｂ
会
）

	

金	

一
万
七
千
円

ヤ
マ
ダ
大
感
謝
祭

	

金	

九
万
四
千
円

班
・ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会

	

金	

十
三
万
円

総
明
会
ゴ
ル
フ
委
員
会

	

金	

十
一
万
七
千
円

明
治
高
校
卒
明
治
大
学
職
員
有
志
一
同

	
金	

二
万
円

個
人

金	

壱
拾
萬
円

	

平
野　
一
哉	
（
昭
和
59
年
卒
）

金	

伍
萬
円

	

赤
岩　

大
輔	

（
昭
和
62
年
卒
）

金	

参
萬
円

	

渡
辺　

智
郎	

（
昭
和
60
年
卒
）

金	

弐
萬
円

	

小
田
川
玉
城	

（
昭
和
25
年
卒
）

	

吉
田
耕
太
郎	

（
昭
和
45
年
卒
）

	

原　
　

健
治	

（
昭
和
60
年
卒
）

金	

壱
萬
円

	

中
村　

正
容	

（
昭
和
43
年
卒
）

	

中
河　

孝
樹	

（
昭
和
44
年
卒
）

	

比
留
間
竹
郎	

（
昭
和
45
年
卒
）

	

廣
野　

宏
士	

（
昭
和
47
年
卒
）

	

岡
本　

雅
仁	

（
昭
和
51
年
卒
）

	

志
村　

和
哉	

（
昭
和
54
年
卒
）

	

染
谷　

貴
男	

（
昭
和
57
年
卒
）

	

宮
下　
　

大	

（
昭
和
57
年
卒
）

	

小
林　

謙
之	

（
昭
和
57
年
卒
）

	

真
野　
　

大	

（
昭
和
58
年
卒
）

	

大
塚　

達
宏	

（
昭
和
58
年
卒
）

	

大
山　

輝
芳	

（
昭
和
59
年
卒
）

	

稲
田　

裕
一	

（
昭
和
60
年
卒
）

金	

伍
千
円

	

蓑
田　

克
己	

（
昭
和
55
年
卒
）
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幹
事
学
年
　
寄
付
者
一
覧

御
礼

こ
の
度
は
第
51
回
総
明
会
総
会
及
び
懇
親
会
開
催
、並
び
に
会
報
誌「
紫
紺

の
詩
」の
発
行
に
あ
た
り
ま
し
て
、大
変
多
く
の
皆
様
よ
り
ご
寄
附
及
び
広
告
掲

載
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
、深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
共「
昭
和
戊
辰
乃
会
」は
昭
和
63
年
に
明
治
高
校
を
卒
業
し
約
27
年
が
過

ぎ
ま
し
た
。こ
の
一
年
私
共
同
期
一
丸
と
な
り
、先
輩
方
に
ご
指
導
を
い
た
だ
き

な
が
ら
総
明
会
の
幹
事
学
年
を
務
め
て
参
り
ま
し
た
。そ
し
て
数
多
く
の
先
輩

方
の
同
期
会
や
班
ク
ラ
ブ
の
Ｏ
Ｂ
会
に
お
邪
魔
さ
せ
て
い
た
だ
く
中
で
、ど
ち

ら
の
会
に
お
き
ま
し
て
も
私
共
幹
事
学
年
を
温
か
く
迎
え
て
い
た
だ
き
、お
気

遣
い
い
た
だ
き
ま
し
た
。先
輩
方
の
明
治
を
思
う
気
持
ち
、後
輩
を
思
い
や
る

気
持
ち
に
触
れ
、感
激
し
、こ
う
し
て
先
輩
か
ら
後
輩
へ
明
治
の
繋
が
り
が
出
来

て
い
く
の
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。次
年
度
の
幹
事
学
年
か
ら
は
平
成
の
卒
業
に

な
り
ま
す
、次
年
度
以
降
の
幹
事
学
年
に
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
明
治
高
校
・
明
治
中
学
校
並
び
に
総
明
会
の
益
々
の

発
展
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
お
礼
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
戊
辰
乃
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寄
付
広
告
委
員
長　
　

田
中　
一
任

青
木	

高
志

浅
見	

昌
克

荒
木	
一
城

安
斉	
聡

石
川	

和
男

石
田	

昌
義

市
村	

哲
也

伊
東	

明
彦

林
（
伊
藤
）
泰

今
田	

修

岩
田	

真
男

大
川	

直
樹

岡
崎	

正
和

尾
崎	

博
之

織
田	

敏
之

鍛
治	

慎
次
郎

梶
木	

基
晴

加
瀬	

和
人

片
山	

祐
司

鏑
木	

祥
介

刈
米	

聡
一
郎

川
角	

光
太

木
内	

和
助

木
村	

秀
生

木
村	

幹
寿

長
谷
部	

尚
紀

平
井	

肇

平
野	

由
朗

藤
舘	

朋
大

藤
波	

信
義

保
坂	

紀
宏

本
間	

豊
明

松
崎	

秀
樹

松
田	

智
之

丸
山	

徹
也

三
上	

康
之

光
岡	

孝
之

御
山	

明
男

森
田	

浩
章

諸
井	
右
一

安
川	
琢
哉

矢
野	

茂
樹

山
下	

征
隆

山
本	

信
秀

山
崎	

健
一

芳
澤	

徹

米
持	

貴
史

（
五
十
音
順
）

郡
司	

晃
浩

小
林	

一
隆

小
柳	

貴
裕

近
藤	

弘
樹

佐
藤	

武

佐
藤	

昌
弘

佐
藤	

裕
一

猿
渡	

正
男

澤
井	
泰
良

清
水	
秀

清
水	
孝
明

菅	

和
禎

鈴
木	

宏
幸

相
馬	

和
義

髙
田	

賢
一
郎

高
橋	

直
樹

滝
沢	

修

田
嶋	

慎
治

立
川	

計

田
中	

一
任

富
樫	

孝
之

富
川	

雅
晴

友
沢	

幸
作

根
本	

孝
洋

長
谷
川	

誠
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総
明
会
（
明
治
大
学
付
属
明
治
高
等
学
校
同
窓
会
）

会
則

第
１
章	

総
則

（
名
称
）

第
１
条	

本
会
は
、総
明
会
と
称
す
る
。

（
目
的
）

第
２
条	
本
会
は
、会
員
相
互
の
結
束
と
親
睦
を
図
り
、且

つ
母
校
の
た
め
に
こ
れ
を
賛
助
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。

（
事
業
及
び
会
計
処
理
）

第
３
条	

本
会
は
、前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
次
の
事

業
を
行
う
。

	

１
．	

母
校
に
対
す
る
賛
助
活
動
を
推
進
す
る
こ

と
。

	

２
．	

会
員
名
簿
を
整
備
、管
理
す
る
こ
と
。

	

３
．	

会
報
な
ど
の
広
報
物
を
発
行
す
る
こ
と
。

	

４
．	同
期
会
の
結
成
を
助
成
し
、奨
励
す
る
こ

と
。

	

５
．	

班
部
Ｏ
Ｂ
会
の
開
催
を
助
成
し
、奨
励
す
る

こ
と
。

	

６
．	そ
の
他
、本
会
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に

必
要
な
こ
と
。

	

②	

前
項
に
定
め
る
事
業
は
す
べ
て
一
般
会
計
と
し
て

処
理
す
る
。た
だ
し
、会
長
は
、理
事
会
の
議
決
と

評
議
員
会
の
承
認
を
得
て
、前
項
１
号
な
い
し
６

号
に
定
め
る
一
部
も
し
く
は
全
部
を
特
別
会
計
と

し
て
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
事
務
局
、所
在
地
）

第
４
条	

本
会
の
事
務
を
行
う
た
め
に
事
務
局
を
設
け
る
。

	

②	

事
務
局
は
、明
治
大
学
付
属
明
治
高
等
学
校
内

に
置
く
。

第
２
章	

会
員

（
会
員
資
格
）

第
５
条	

本
会
は
、旧
制
、新
制
明
治
中
学
校
、明
治
大
学

八
丈
高
等
学
校
も
し
く
は
明
治
高
等
学
校
の
卒

業
生
な
ら
び
に
同
校
に
在
籍
し
た
こ
と
の
あ
る
も

の
を
会
員
と
す
る
。

（
入
会
金
及
び
終
身
会
費
）

第
６
条	

会
員
は
、入
会
の
時
に
入
会
金
及
び
終
身
会
費

を
本
会
に
納
入
す
る
も
の
と
す
る
。入
会
費
及
び

終
身
会
費
の
額
な
ら
び
に
そ
の
徴
収
の
方
法
は
、

理
事
会
が
明
治
大
学
付
属
明
治
高
等
学
校
校

長（
以
下「
校
長
」と
い
う
）の
同
意
を
得
て
定
め

る
。

（
特
別
会
員
）

第
７
条	

母
校
の
教
職
員
で
あ
る
も
の
及
び
そ
の
職
に
あ
っ

た
も
の
を
特
別
会
員
と
す
る
。

	

②	

特
別
会
員
は
、本
会
が
行
う
事
業
に
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

第
３
章	

役
員

（
役
員
の
種
類
及
び
定
員
）

第
８
条	

本
会
に
理
事
10
人
以
上
20
人
以
内
及
び
監
事
２

人
を
置
く
。

	
②	

本
会
に
会
長
１
人
、副
会
長
３
人
以
内
、専
務
理

事
１
人
、事
務
局
長
１
人
、会
計
１
人
を
置
く
。

	

③	
必
要
で
あ
れ
ば
、本
会
に
常
務
理
事
を
若
干
名
置

く
こ
と
が
で
き
る
。

（
役
員
の
選
任
）

第
９
条	

会
長
及
び
副
会
長
の
選
任
は
、別
に
定
め
る「
会

長
及
び
副
会
長
選
出
規
定
」に
基
づ
い
て
選
定

し
、理
事
会
及
び
評
議
員
会
の
承
認
を
受
け
、総

会
の
決
議
を
も
っ
て
こ
れ
を
選
任
す
る
。会
長
及

び
副
会
長
は
そ
の
就
任
と
同
時
に
理
事
と
な
る
。

但
し
、任
期
中
途
で
会
長
及
び
副
会
長
を
補
充
す

べ
き
場
合
は
、「
会
長
及
び
副
会
長
選
出
規
定
」に

準
じ
て
選
定
し
、理
事
会
及
び
評
議
員
会
の
承
認

を
得
て
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。こ
の
場
合
は

選
任
直
後
の
総
会
に
お
い
て
承
認
を
得
る
も
の
と

す
る
。

	

②	

会
長
及
び
副
会
長
以
外
の
理
事
並
び
に
監
事（
以

下「
会
長
選
任
役
員
」と
い
う
）は
、会
員
の
中
か

ら
、会
長
が
選
任
す
る
。会
長
選
任
役
員
は
、選
任

後
最
初
の
評
議
員
会
の
承
認
が
得
ら
れ
な
か
っ
た

と
き
は
、選
任
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
み
な
す
。こ

れ
に
よ
り
会
長
選
任
役
員
に
欠
員
が
生
じ
た
と

き
は
、会
長
は
欠
員
の
な
い
よ
う
に
直
ち
に
役
員

を
選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

	

③	

専
務
理
事
、常
務
理
事
及
び
事
務
局
長
並
び
に

会
計
は
、副
会
長
の
同
意
を
得
て
、会
長
が
理
事

の
中
か
ら
選
任
す
る
。

	

④	

役
員
の
任
期
は
２
年
と
す
る
。た
だ
し
、再
任
を

妨
げ
な
い
。

	

⑤	

会
長
は
、副
会
長
の
同
意
を
得
て
、い
つ
で
も
会
長

選
任
役
員
を
解
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。こ
れ
に

よ
り
会
長
選
任
役
員
に
欠
員
が
生
じ
た
と
き
は
、

会
長
は
欠
員
の
無
い
よ
う
に
直
ち
に
役
員
を
選

任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

	

⑥	

理
事
は
評
議
員
を
兼
務
で
き
な
い
。

	

（
理
事
会
）

第
10
条	

本
会
の
会
務
の
執
行
は
、理
事
会
が
こ
れ
を
決
す

る
。

	

②	

理
事
会
は
理
事
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

	

③	

理
事
会
は
会
長
が
こ
れ
を
招
集
す
る
。

	

④	

理
事
会
の
議
長
は
、会
長
又
は
会
長
が
指
名
し
た

も
の
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

	

⑤	

理
事
会
の
議
事
は
、出
席
理
事
の
過
半
数
で
こ
れ

を
決
し
、可
否
同
数
の
と
き
は
議
長
の
決
す
る
と

こ
ろ
に
よ
る
。

	

⑥	

理
事
は
書
面
に
よ
り
理
事
会
の
決
議
に
加
わ
る

こ
と
が
で
き
る
。

	

⑦	

監
事
は
、理
事
会
に
出
席
し
意
見
を
述
べ
る
こ
と

が
で
き
る
。
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（
会
長
等
の
職
務
）

第
11
条	

会
長
は
本
会
を
代
表
し
、会
務
を
総
理
、執
行
す

る
。

	

②	

副
会
長
は
、会
長
を
補
佐
し
、会
長
に
事
故
あ
る

と
き
は
、あ
ら
か
じ
め
会
長
が
指
名
し
た
順
位
に

し
た
が
い
会
長
の
職
務
を
代
行
す
る
。

	
③	

専
務
理
事
は
、会
長
の
指
揮
の
も
と
に
会
務
を
総

括
し
て
つ
か
さ
ど
り
、か
つ
事
務
局
を
総
括
す
る
。

	
④	
常
務
理
事
は
、専
務
理
事
を
補
佐
す
る
。

	

⑤	
事
務
局
長
は
、専
務
理
事
の
指
揮
の
も
と
に
事
務

局
を
統
括
す
る
。

	

⑥	

会
計
は
、本
会
の
会
計
及
び
財
産
の
状
況
並
び
に

会
務
の
執
行
を
行
う
。

	

⑦	

理
事
は
、会
務
を
分
担
す
る
。

（
監
事
の
職
務
）

第
12
条	

監
事
は
、本
会
の
会
計
及
び
財
産
の
状
況
並
び
に

会
務
の
執
行
を
監
査
す
る
。

	

②	

監
事
は
、監
査
の
結
果
を
定
時
総
会
に
報
告
す

る
。

（
名
誉
役
員
）

第
13
条	

本
会
に
名
誉
会
長
、名
誉
顧
問
及
び
顧
問
、相
談

役
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

	

②	

名
誉
会
長
、名
誉
顧
問
及
び
顧
問
、相
談
役
は
、

本
会
又
は
母
校
に
永
年
に
わ
た
り
特
別
に
功
労

の
あ
っ
た
も
の
の
内
か
ら
理
事
会
が
推
薦
し
、評

議
員
会
の
承
認
を
得
て
会
長
が
こ
れ
を
委
嘱
す

る
。

	

③	

学
校
法
人
明
治
大
学
の
総
長
、学
長
は
、そ
の
在

任
中
、名
誉
顧
問
と
し
て
こ
れ
を
推
戴
す
る
。

	

④	

明
治
大
学
付
属
明
治
高
等
学
校
の
校
長
は
、そ
の

在
任
中
、顧
問
を
そ
れ
ぞ
れ
推
戴
す
る
。

	

⑤	

相
談
役
は
、会
務
に
永
年
に
わ
た
り
功
労
の
あ
っ

た
者
の
内
か
ら
理
事
会
が
推
薦
し
、評
議
員
会
の

承
認
を
得
て
会
長
が
こ
れ
を
委
嘱
す
る
。

第
４
章	

総
会
及
び
懇
親
会

（
総
会
の
招
集
）

第
14
条	

定
時
総
会
は
毎
年
１
回
開
催
し
、臨
時
総
会
は

必
要
の
あ
る
と
き
に
開
催
す
る
。

	

②	

総
会
は
、会
長
が
こ
れ
を
招
集
す
る
。

	

③	

総
会
の
招
集
は
、本
会
が
発
行
す
る
会
報
に
掲
載

し
、も
し
く
は
そ
の
他
の
方
法
で
会
員
に
通
知
し

て
行
う
。

（
総
会
の
議
事
）

第
15
条	

総
会
は
、こ
の
会
則
に
定
め
る
事
項
及
び
そ
の
他

の
重
要
な
事
項
の
う
ち
理
事
会
が
提
案
し
、評
議

員
会
が
必
要
と
認
め
た
事
項
を
総
会
に
お
け
る

審
議
事
項
と
し
て
決
議
す
る
。

	

②	

総
会
の
議
長
は
、会
長
又
は
会
長
の
指
名
し
た
も

の
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

	

③	

総
会
の
議
事
は
、出
席
会
員
の
過
半
数
で
こ
れ
を

決
し
、可
否
同
数
の
時
は
議
長
の
決
す
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。

（
懇
親
会
の
開
催
）

第
16
条	

懇
親
会
は
、会
員
の
懇
親
を
目
的
と
し
て
毎
年
１

回
開
催
す
る
。

	

②	

懇
親
会
の
開
催
に
関
す
る
事
項
は
、理
事
会
が
決

定
し
、評
議
員
会
の
承
認
を
得
て
、会
長
が
会
員

に
通
知
す
る
。こ
の
通
知
は
、総
会
の
召
集
通
知

に
準
じ
て
行
う
。

第
５
章	
委
員
会

（
委
員
会
の
設
置
）

第
17
条	
本
会
は
、第
２
条
の
目
的
の
達
成
及
び
第
３
条
の

規
定
に
掲
げ
る
事
業
の
遂
行
の
た
め
に
必
要
な

事
項
を
調
査
、研
究
、審
議
し
、ま
た
は
実
施
す
る

機
関
と
し
て
委
員
会
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

	

②	

委
員
会
は
、会
則
に
定
め
る
ほ
か
理
事
会
の
決
議

に
よ
り
設
置
す
る
。

	

③	

委
員
会
は
、委
員
長
１
人
及
び
委
員
２
人
以
上
を

も
っ
て
構
成
す
る
。

	

④	

委
員
会
は
、理
事
会
の
承
認
を
得
て
会
長
が
こ
れ

を
委
嘱
し
、委
員
は
、会
員
及
び
特
別
会
員
の
中

か
ら
会
長
の
同
意
を
得
て
委
員
長
が
こ
れ
を
委

嘱
す
る
。

	

⑤	

委
員
会
は
、委
員
長
が
こ
れ
を
主
宰
す
る
。

	

⑥	

委
員
長
は
、そ
の
就
任
と
同
時
に
理
事
と
な
る
。

第
６
章	

評
議
員
及
び
評
議
員
会

（
評
議
員
）

第
18
条	

本
会
に
、卒
業
学
年
毎
に
２
人
以
内
の
評
議
員
を

置
く
。同
期
会
は
、同
期
会
の
会
員
の
う
ち
か
ら

評
議
員
を
選
任
し
て
本
会
に
届
け
る
も
の
と
す

る
。ま
た
、総
明
会
に
登
録
し
た
班
部
Ｏ
Ｂ
会
毎

に
１
人
の
評
議
員
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。評
議

員
を
選
任
し
た
場
合
は
、本
会
に
届
け
る
も
の
と

す
る
。

	

②	

同
期
会
が
結
成
さ
れ
て
い
な
い
か
、も
し
く
は
同

期
会
に
お
い
て
評
議
員
を
選
任
で
き
な
い
事
情
が

あ
る
と
き
は
、会
長
は
、当
該
学
年
の
た
め
に
同

学
年
の
中
か
ら
仮
評
議
員
を
選
任
で
き
る
。

	

③	

総
明
会
に
登
録
す
べ
き
班
部
Ｏ
Ｂ
会
が
結
成
さ
れ

て
い
な
い
か
、も
し
く
は
班
部
Ｏ
Ｂ
会
に
評
議
員

を
選
任
で
き
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
は
、評
議
員

を
置
く
こ
と
が
で
き
な
い
。

	

④	

同
期
会
の
評
議
員
と
班
部
Ｏ
Ｂ
会
の
評
議
員
は

兼
任
で
き
な
い
。

（
評
議
員
の
職
務
）

第
19
条	

評
議
員
及
び
仮
評
議
員
は
、評
議
員
会
に
出
席
す

る
ほ
か
、本
会
の
事
務
の
う
ち
そ
の
属
す
る
学
年

も
し
く
は
同
期
会
及
び
班
部
Ｏ
Ｂ
会
の
関
係
で

必
要
な
事
務
を
処
理
す
る
。

	

②	

評
議
員
及
び
仮
評
議
員
は
、適
宜
代
行
者
を
選

任
し
て
評
議
員
会
へ
の
出
席
、そ
の
他
の
事
務
処

理
を
代
行
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
評
議
員
会
）

第
20
条	

評
議
員
会
は
、こ
の
会
則
に
定
め
る
事
項
及
び
そ

の
他
の
重
要
な
事
項
に
つ
き
議
決
す
る
。

	

②	

評
議
員
会
は
、会
長
が
適
宜
こ
れ
を
招
集
す
る
。

	

③	

評
議
員
会
の
議
長
は
、会
長
も
し
く
は
評
議
員
の
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中
か
ら
会
長
が
指
名
し
た
も
の
が
あ
た
り
、そ
の

進
行
は
事
務
局
長
が
行
う
。

	

④	

評
議
員
会
の
議
事
は
、出
席
評
議
員
、仮
評
議
員

の
過
半
数
で
こ
れ
を
決
し
、可
否
同
数
の
と
き
は

議
長
の
決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
７
章	

同
期
会

（
同
期
会
）

第
21
条	
会
員
は
、学
年
ご
と
に
同
期
会
を
組
織
す
る
も
の

と
す
る
。

	

②	
同
期
会
は
、同
期
会
名
簿
を
整
備
し
、運
営
に
関

す
る
準
則
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

	

③	

同
期
会
は
、そ
の
選
任
し
た
評
議
員
の
職
務
の
執

行
を
助
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

	

④	

同
期
会
は
、同
期
会
の
総
会
を
開
催
し
た
と
き

は
、本
会
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

第
８
章	

班
部
Ｏ
Ｂ
会

（
班
部
Ｏ
Ｂ
会
）

第
22
条	

会
員
は
、在
学
中
在
籍
し
た
班
部
ご
と
に
班
部
Ｏ

Ｂ
会
を
組
織
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

	

②	

班
部
Ｏ
Ｂ
会
は
、Ｏ
Ｂ
会
名
簿
を
整
備
し
、運
営

に
関
す
る
準
則
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

	

③	

班
部
Ｏ
Ｂ
会
は
、そ
の
選
任
し
た
評
議
員
の
職
務

の
執
行
を
助
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

	

④	

班
部
Ｏ
Ｂ
会
は
、Ｏ
Ｂ
会
の
総
会
を
開
催
し
た
と

き
は
、本
会
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

第
９
章	

会
計

（
会
計
の
分
類
と
会
計
年
度
）

第
23
条	

本
会
の
会
計
処
理
は
、一
般
会
計
と
特
別
会
計
に

区
分
し
て
行
い
、特
別
会
計
は
こ
の
会
則
に
定
め

の
あ
る
場
合
の
ほ
か
理
事
会
に
お
い
て
特
に
定
め

た
会
計
に
関
す
る
会
計
処
理
、一
般
会
計
は
特
別

会
計
を
除
い
た
す
べ
て
の
会
計
処
理
と
す
る
。

	

②	

本
会
の
会
計
年
度
は
、毎
年
４
月
１
日
に
始
ま

り
、翌
年
３
月
３
１
日
に
終
わ
る
。

（
基
金
）

第
24
条	

理
事
会
は
、本
会
の
財
政
基
盤
を
安
定
さ
せ
、ま

た
第
３
条
に
定
め
る
事
業
の
遂
行
資
金
を
形
成

す
る
た
め
基
金
を
積
立
て
る
努
力
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

	

②	

基
金
は
、特
別
会
計（
以
下「
基
金
特
別
会
計
」と

い
う
）で
処
理
す
る
。

	

③	

入
会
費
、寄
付
金
の
う
ち
理
事
会
で
基
金
に
組
入

れ
る
こ
と
を
決
議
し
た
も
の
、並
び
に
基
金
へ
組

入
れ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
寄
付
金（
以
下「
特

別
基
金
」と
い
う
）は
、基
金
と
し
て
基
金
特
別
会

計
に
計
上
し
、こ
の
会
則
に
定
め
の
あ
る
場
合
を

除
き
支
弁
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

	

④	

基
金
は
、財
政
基
盤
基
金
と
事
業
遂
行
基
金
を

も
っ
て
構
成
す
る
。

	

⑤	

基
金
へ
の
組
入
金
は
、財
政
基
盤
基
金
の
総
額
に

満
つ
る
ま
で
優
先
し
て
こ
れ
に
充
当
す
る
。

	

⑥	

財
政
基
盤
基
金
の
総
額
は
、総
会
の
決
議
に
よ

り
決
定
し
も
し
く
は
変
更
す
る
。こ
の
場
合
、第

２
６
条
の
定
め（
特
別
決
議
）を
準
用
す
る
。

	

⑦	

財
政
基
盤
基
金
は
、原
則
と
し
て
取
崩
す
こ
と
が

で
き
な
い
。た
だ
し
、総
会
に
お
い
て
承
認
を
得
た

場
合
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。こ
の
場
合
、第
２
８

条
の
定
め（
特
別
決
議
）を
準
用
す
る
。

	
⑧	

基
金
の
う
ち
、財
政
基
盤
基
金
の
総
額
を
超
え
る

額
を
事
業
遂
行
基
金
と
す
る
。

	
⑨	
事
業
遂
行
基
金
は
、第
３
条
１
項
１
号
に
定
め
る

事
業
も
し
く
は
理
事
会
で
決
議
し
た
事
業
に
支

弁
す
る
た
め
、理
事
会
及
び
評
議
員
会
の
決
議
に

よ
り
こ
れ
を
取
崩
し
、当
該
事
業
の
た
め
に
支
弁

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

	

⑩	

会
長
は
、緊
急
に
対
処
を
要
す
る
と
認
め
た
事
項

（
以
下「
緊
急
処
理
事
項
」と
い
う
）の
た
め
に
、

副
会
長
の
同
意
を
得
て
、事
業
遂
行
基
金
を
取
崩

し
緊
急
処
理
事
項
に
支
弁
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
場
合
、会
長
は
、緊
急
処
理
事
項
が
生
じ
た

後
、最
初
に
開
催
さ
れ
る
総
会
に
お
い
て
、当
該

事
項
の
緊
急
性
及
び
事
業
遂
行
基
金
取
崩
し
の

必
要
性
を
説
明
し
、取
崩
し
に
つ
い
て
承
認
を
得

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

	

⑪	

事
業
遂
行
基
金
を
支
弁
し
て
行
う
事
業
を
検
討

す
る
た
め
、本
会
に
基
金
事
業
委
員
会
を
設
置
す

る
。第
１
７
条
４
項
の
定
め
に
か
か
わ
ら
ず
、こ
の

委
員
会
は
委
員
長
１
人
と
委
員
８
人
を
も
っ
て

構
成
し
委
員
は
理
事
の
中
か
ら
委
員
長
が
選
任

す
る
。

（
経
費
）

第
25
条	

本
会
の
経
費
は
、入
会
費（
た
だ
し
基
金
組
入
れ

分
を
除
く
）、終
身
会
費
及
び
寄
付
金（
た
だ
し
基

金
組
入
れ
分
を
除
く
）並
び
に
一
般
会
計
に
属
す

る
財
産
か
ら
生
じ
る
果
実
そ
の
他
特
別
会
計
に

属
さ
な
い
収
入
を
も
っ
て
支
弁
す
る
。

（
予
算
）

第
26
条	

会
長
は
、会
計
年
度
の
終
了
す
る
前
に
、理
事
会

の
承
認
を
得
て
翌
会
計
年
度
の
予
算
を
作
成
す

る
。翌
会
計
年
度
の
予
算
は
、評
議
員
会
の
承
認

を
得
て
、総
会
に
提
出
し
て
そ
の
承
認
を
得
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

	

②	

前
項
に
よ
り
、会
長
は
、そ
の
会
計
年
度
の
最
後

に
開
催
さ
れ
る
評
議
員
会
に
翌
会
計
年
度
の
予

算
を
提
出
し
、そ
の
承
認
を
得
た
場
合
は
、翌
会

計
年
度
の
初
め
か
ら
総
会
開
催
の
日
ま
で
の
間
、

そ
の
予
算
を
執
行
で
き
る
も
の
と
す
る
。

（
決
算
）

第
27
条	

本
会
の
収
入
支
出
の
決
算
は
、監
事
が
こ
れ
を
監

査
し
、会
長
が
こ
れ
を
総
会
に
提
出
し
て
報
告
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

	

②	

基
金
特
別
会
計
の
決
算
報
告
に
お
い
て
は
、財
政

基
盤
基
金
と
事
業
遂
行
基
金
を
区
別
し
、そ
れ
ぞ

れ
の
収
支
の
概
要
及
び
決
算
時
の
在
り
高
の
ほ

か
、特
別
基
金
の
累
計
額
を
報
告
す
る
も
の
と
す

る
。
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第
10
章	

補
則

（
特
別
決
議
）

第
28
条	

本
会
の
会
則
の
改
正
は
、総
会
に
お
け
る
出
席
会

員
の
４
分
の
３
以
上
の
多
数
に
よ
る
決
議
に
よ
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
届
出
）

第
29
条	

会
員
は
、氏
名
、住
所
及
び
職
業
を
変
更
し
た
と

き
は
本
会
に
届
け
出
る
も
の
と
す
る
。

	

②	
同
期
会
は
、同
期
会
員
名
簿
及
び
役
員
名
簿
を

本
会
事
務
局
に
届
け
出
る
も
の
と
す
る
。

	

③	

班
部
Ｏ
Ｂ
会
は
、Ｏ
Ｂ
会
名
簿
及
び
役
員
名
簿
を

本
会
事
務
局
に
届
け
出
る
も
の
と
す
る
。

附
則

（
経
過
措
置
１
）

第
１
条（
年
会
費
同
期
会
）

	

前
回
の
会
則
の
改
正
が
施
行
さ
れ
た
平
成
１
１

年
１
月
１
日
以
前
に
会
員
と
な
っ
た
者
で
構
成
さ

れ
る
同
期
会（
以
下「
年
会
費
同
期
会
」と
い
う
）

が
納
入
す
る
年
会
費
に
つ
い
て
は
、次
に
会
則
改

正
の
あ
る
ま
で
改
正
前
の
第
７
条
の
定
め
に
よ
る

も
の
と
す
る
。

第
２
条（
年
会
費
）

	

同
期
会
の
納
入
す
る
年
会
費
は
、第
２
５
条
の
定

め
る
経
費
に
支
弁
す
る
。

（
経
過
措
置
２
）

第
１
条（
年
会
費
班
部
Ｏ
Ｂ
会
）

	

班
部
Ｏ
Ｂ
会
は
、本
会
を
運
営
す
る
費
用
に
充
て

る
た
め
の
年
会
費
を
納
入
す
る
も
の
と
す
る
。年

会
費
の
額
及
び
そ
の
納
入
方
法
は
、評
議
員
会
で

定
め
る
。

第
２
条（
年
会
費
）

	

班
部
Ｏ
Ｂ
会
の
納
入
す
る
年
会
費
は
、第
２
５
条

の
定
め
る
経
費
に
支
弁
す
る
。

（
施
行
期
日
）

	

こ
の
会
則
の
改
正
は
、平
成
１
８
年
１
２
月
３
日

よ
り
施
行
す
る
。

（
参
考
）

改
正
前
第
７
条（
年
会
費
）

同
期
会
は
、本
会
を
運
営
す
る
費
用
に
充
て
る
た
め
の
年
会

費
を
納
入
す
る
も
の
と
す
る
。年
会
費
の
額
及
び

そ
の
納
入
方
法
は
、評
議
員
会
で
定
め
る
。

総
明
会
会
長
及
び
副
会
長
選
出
規
定

会
則
第
９
条
１
項
に
基
づ
き
、会
長
及
び
副
会
長
の
選
出
は

本
規
程
に
よ
り
行
う
。

（
選
出
委
員
会
の
設
置
、解
散
、委
員
の
選
出
）

第
１
条	

会
長
及
び
副
会
長
の
選
出
を
行
う
場
合
は「
選
出

委
員
会
」（
以
下
委
員
会
と
い
う
）を
設
置
す
る
。

	

②	

委
員
会
は
役
員
改
選
又
は
補
充
の
時
期
に
合
わ

せ
て
、十
分
な
期
間
を
考
慮
し
、理
事
会
が
設
置

す
る
。

	

③	

委
員
会
の
構
成
は
、委
員
長
１
人
、委
員
６
人
と

す
る
。委
員
の
選
出
は
理
事
会
及
び
評
議
員
会
で

各
々
３
人
と
す
る
。委
員
長
は
会
長
が
指
名
し
た

も
の
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

	

④	

委
員
会
の
解
散
は
、総
会
に
お
い
て
会
長
及
び
副

会
長
が
選
出
さ
れ
た
時
点
と
す
る
。

（
会
長
、副
会
長
の
選
出
、承
認
に
つ
い
て
）

第
２
条	

委
員
会
は
、会
長
及
び
副
会
長
の
選
出
に
あ
た

り
、推
薦
及
び
立
候
補
を
受
付
け
、そ
の
者
を

も
っ
て
候
補
者
と
す
る
。

	
②	
候
補
者
の
中
よ
り
、会
長
及
び
副
会
長
候
補
者
を

選
出
す
る
。選
出
に
お
い
て
は
全
員
一
致
を
原
則

と
す
る
が
、定
員
に
絞
り
込
め
な
い
場
合
は
、そ
の

状
態
で
選
出
終
了
と
す
る
。

	

③	

理
事
会
は
、委
員
会
よ
り
選
出
さ
れ
た
候
補
者
の

承
認
を
行
う
。

	

④	

評
議
員
会
は
、理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
候
補
者
の

承
認
を
行
う
。

	

⑤	

評
議
員
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
た
会
長
、副
会
長

は
、総
会
の
決
議
を
も
っ
て
、こ
れ
を
選
任
す
る
。

（
理
事
会
の
承
認
）

第
３
条	

委
員
会
よ
り
選
出
さ
れ
た
会
長
候
補
者
が
１
名

の
場
合
、理
事
会
に
お
い
て
過
半
数
の
信
任
を

も
っ
て
承
認
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。

	

②	

委
員
会
よ
り
選
出
さ
れ
た
会
長
候
補
者
が
２
名

以
上
の
場
合
、理
事
会
に
お
い
て
投
票
を
行
い
、最

も
得
票
数
の
多
い
候
補
者
を
会
長
候
補
者
と
し

て
承
認
す
る
。

	

③	

委
員
会
よ
り
選
出
さ
れ
た
副
会
長
候
補
者
が
３

名
の
場
合
、理
事
会
に
お
い
て
過
半
数
の
信
任
を

も
っ
て
承
認
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。

	

④	

委
員
会
よ
り
選
出
さ
れ
た
副
会
長
候
補
者
が
４

名
以
上
の
場
合
、理
事
会
に
お
い
て
投
票
を
行
い
、

得
票
数
の
多
い
順
に
３
名
を
副
会
長
候
補
者
と

し
て
承
認
す
る
。

（
評
議
員
会
の
承
認
）

第
４
条	

理
事
会
よ
り
選
出
さ
れ
た
会
長
及
び
副
会
長
候

補
者
は
、評
議
員
会
に
お
い
て
過
半
数
の
信
任
を

も
っ
て
承
認
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。

（
会
長
、副
会
長
の
資
格
）

第
５
条	

会
長
及
び
副
会
長
の
資
格
は
次
の
各
号
の
い
ず
れ

を
も
満
た
す
も
の
と
す
る
。

	

１
．総
明
会
会
員
と
し
て
２
０
年
以
上
在
籍
し
て

い
る
こ
と
。

	

２
．評
議
員
又
は
理
事
を
経
験
し
て
い
る
こ
と
。

	

３
．立
候
補
届
出
締
め
切
り
時
の
年
齢
が
70
歳
未

満
で
あ
る
こ
と
。

	

こ
の
規
定
は
、平
成
26
年
11
月
16
日
よ
り
施
行
す

る
も
の
と
す
る
。

2015会報本文.indd   154 15/09/07   19:16



編集後記 第51回実行委員会会　則 会　則

155

毎
年
毎
年
、連
綿
と
幹
事
学
年
に
受
け
継

が
れ
る
伝
統
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
驚
き
を
持
っ

て
目
の
当
た
り
に
し
、断
れ
な
い
性
格
も
災
い

し
て
深
く
関
わ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

渉
外
担
当
の
会
報
委
員
、執
行
部
の
皆
さ

ん
に
は
大
変
ご
面
倒
を
か
け
ま
し
た
。制
作

作
業
に
没
頭
さ
せ
て
い
た
だ
き
、大
変
助
か

り
ま
し
た
。感
謝
致
し
ま
す
。

（
田
嶋 

慎
治
）

私
に
と
っ
て
明
治
中
学
高
校
と
は
、記
憶

の
奥
に
し
ま
っ
て
い
た
単
な
る
出
身
校
の
名

前
で
し
か
な
か
っ
た
。し
か
し
、幹
事
学
年
と

し
て
会
報
を
作
り
上
げ
て
い
く
う
ち
に
、「
明

治
」と
い
う
学
校
が
母
校
と
な
り
、そ
し
て
自

分
の
誇
り
に
変
わ
っ
て
ゆ
く
の
を
感
じ
た
。

同
期
・
先
輩
・
後
輩
と
多
く
の
時
間
を
分
か

ち
合
う
事
が
心
地
よ
く
な
り
、絆
の
深
ま
り

に
喜
び
を
感
じ
る
素
晴
ら
し
い
時
と
な
っ
た
。

（
髙
田 

賢
一
郎
）

今
回
の
冊
子
を
出
す
に
あ
た
り
、お
世
話

に
な
っ
た
多
く
の
方
（々
会
報
委
員
、寄
付･

広
告
委
員
、各
Ｏ
Ｂ
会
の
方
々
）に
ま
ず
は

感
謝
を
致
し
ま
す
。同
期
の
メ
ン
バ
ー
の
中
で

も
、理
系
に
進
学
し
た
私
に
と
っ
て
こ
の
総
明

会
の
集
ま
り
が
、同
期
の
仲
間
に
会
う
久
々

の
機
会
で
し
た
。し
か
し
、久
々
な
感
じ
は
全

く
な
く
、学
生
時
代
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

あ
と
は
総
会
。や
り
残
す
こ
と
の
な
い
よ

う
、頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す

（
刈
米 

聡
一
郎
）

変
わ
っ
た
生
き
方
を
し
て
い
る
と
自
負
し

て
お
り
ま
す
が
、取
材
等
を
通
じ
て
先
輩
や

後
輩
に
出
会
い
、い
ろ
ん
な
人
生
が
あ
る
事
を

知
り
、そ
し
て
そ
れ
が
大
真
面
目
で
あ
る
事
に

感
銘
い
た
し
ま
し
た
。ま
た
後
輩
に
も
い
ろ
ん

な
事
を
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。（

木
内 

和
助
）

中
三
か
ら
毎
年
尾
崎
先
生
に
個
別
指
導
を

受
け
て
い
た
自
分
が
、会
報
委
員
と
し
て
堀

さ
ん
・
五
十
嵐
さ
ん
・
志
獅
丸
さ
ん
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
立
会
い
、対
談
記
事
に
関
わ
り
貴

重
な
体
験
を
さ
せ
て
も
ら
い
、寛
大
な
心
の
す

ば
ら
し
い
同
期
に
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

（
芳
澤　

徹
）

毎
年
届
く
総
明
会
会
報
を
何
気
な
く
読

ん
で
ま
し
た
が
ま
さ
か
自
分
が
こ
の
会
報
を

作
る
側
に
携
わ
る
と
は
思
っ
て
ま
せ
ん
で
し

た
。な
か
な
か
参
加
出
来
ず
に
他
の
会
報
委

員
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し
た

が
同
期
の
仲
間
と
久
し
ぶ
り
に
会
う
機
会
が

楽
し
か
っ
た
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（

佐
藤　

武
）
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第
51
回
総
明
会
実
行
委
員
会

実
行
委
員
長	

安
川　

琢
哉

実
行
副
委
員
長	

光
岡　

孝
之

事
務
局
長	

尾
崎　

博
之

会
計
委
員
長	

岡
崎　

正
和

会
計
副
委
員
長	

平
井　
　

肇

ゴ
ル
フ
委
員
長	

滝
沢　
　

修

副
委
員
長	

富
樫　

孝
之

		


保
坂　

紀
宏

式
典
委
員
長	

山
下　

征
隆

副
委
員
長	

御
山　

明
男

		


菅　
　

和
禎

		


藤
波　

信
義

寄
付
広
告
委
員
長	

田
中　

一
任

副
委
員
長	

郡
司　

晃
浩

		


平
野　

由
朗

		


諸
井　

右
一

会
報
委
員
長	

田
嶋　

慎
治

副
委
員
長	

高
田
賢
一
郎

		


刈
米
聡
一
郎

住
所
変
更
時
の
お
願
い

総
明
会
で
は
、総
明
会
会
報
・
総
明
会
か
ら

の
お
知
ら
せ
が
皆
様
の
お
手
元
に
、一
通
で
も

多
く
確
実
に
届
く
よ
う
各
学
年
の
評
議
委

員
を
通
じ
て
総
明
会
会
員
名
簿
の
管
理
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

お
引
越
し
等
で
住
所
が
変
わ
ら
れ
た
方
は

お
手
数
で
す
が
、左
記
総
明
会
事
務
局
ま
で
ご

連
絡
い
た
だ
き
真
仕
様
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
礼
と
お
詫
び

こ
の
会
報
紙
発
行
に
あ
た
り
、多
く
の
総
明

会
の
皆
様
か
ら
、ご
寄
稿
及
び
貴
重
な
お
写
真

の
提
供
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。会
報
委
員
会
一

同
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

紙
面
の
都
合
上
、全
て
を
掲
載
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。こ
の
場
を
借
り
て
お
詫

び
申
し
あ
げ
ま
す
。ま
た
、文
章
中
に
お
い
て

も
、万
人
が
読
み
や
す
い
表
現
に
統
一
を
は
か

る
た
め
、会
報
委
員
の
責
任
で
割
愛
・
表
現
の

変
更
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
報
委
員
全
員
で
文
章
を
校
正
致
し
ま
し

た
が
、至
ら
ぬ
点
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。何
卒

ご
了
解
い
た
だ
き
ま
す
様
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

ま
た
、別
冊
の「
せ
っ
か
く
行
く
な
ら
総
明

会
の
お
店
」に
つ
き
ま
し
て
も
、調
査
が
至
ら
ぬ

部
分
が
あ
る
か
と
存
じ
ま
す
。全
て
の
飲
食
店

を
網
羅
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
が
、何
卒
ご
容
赦

い
た
だ
き
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

連絡先：総明会  事務局長

熊倉 章雄
TEL 03-3695-0067

メールアドレス
a.kumakura@ybb.ne.jp
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総明会創立50周年記念誌の発行にあたり

企業広告をいただいた方々の広告を

昨年度と本年度の2年にわたり

会報に掲載させていただきました
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取締役会長 土田 　饒（昭和31年卒 明楽会）

代表取締役 土田 正昭（昭和61年卒 新世輝）
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